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九州大学学則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 １ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第２条の２）

第２章 組織等（第３条～第１７条）

第３章 役員、職員等（第１８条～第２６条）

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議（第２７条～第３０条）

第５章 部局長会議（第３１条～第３７条）

第６章 教授会（第３８条）

第７章 雑則（第３９条）

附則

第１章 総則

（目的等）

第１条 九州大学（以下「本学」という。）は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）の精

神に則り、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知

的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。 【学教法第８３条】

２ 本学は、前項の目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供すること

により、社会の発展に寄与するものとする。

（自己評価等）

第２条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するも

のとする。 【学教法第１０９条】

２ 本学は、前項の自己点検・評価及び第三者評価等多様な評価の結果を本学の目標・計画に反

映させ、不断の改革に努めるものとする。

（教育研究活動状況の公表）

第２条の２ 本学は、教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の

状況を公表するものとする。 【学教法第１１３条】

第２章 組織等

（学部）

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部及び学科を置く。

【学教法第８５条】【大学設置基準第４条】

学 部 学 科

共創学部 共創学科

文学部 人文学科

教育学部

法学部

経済学部 経済・経営学科、経済工学科

理学部 物理学科、化学科、地球惑星科学科、数学科、生物学科
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医学部 医学科、生命科学科、保健学科

歯学部 歯学科

薬学部 創薬科学科、臨床薬学科

工学部 電気情報工学科、材料工学科、応用化学科、化学工学科、融合基礎工学科、機械

工学科、航空宇宙工学科、量子物理工学科、船舶海洋工学科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建築学科

芸術工学部 芸術工学科

農学部 生物資源環境学科

２ 学部又は学科ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学設置基準第２条】

３ 学部又は学科ごとの卒業認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 各学部の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

５ 学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号）で定める。

（大学院）

第４条 本学に、九州大学大学院（以下「本大学院」という。）を置く。 【学教法第９７条】

２ 本大学院は、本学の目的に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめ、又

は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、文化の進展

に寄与することを目的とする。 【学教法第９９条】

３ 本大学院のうち、学術の理論及び応用を教授研究し、高度の専門性が求められる職業を担う

ための深い学識及び卓越した能力を培うことを目的とするものは、専門職大学院とする。

【学教法第９９条】

第５条 本大学院に、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１００条ただし書に規定する研

究科以外の教育研究上の基本となる組織として、教育上の目的に応じて組織する学府及び研究

上の目的に応じ、かつ、教育上の必要性を考慮して組織する研究院を置く。

【学教法第１００条】

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれぞれ

同表の右欄に掲げる専攻を置く。 【大学院設置基準第６条】

学 府 専 攻

人文科学府 人文基礎専攻、歴史空間論専攻、言語・文学専攻

地球社会統合科学府 地球社会統合科学専攻

人間環境学府 都市共生デザイン専攻、人間共生システム専攻、行動システム専攻、教

育システム専攻、空間システム専攻、実践臨床心理学専攻

法学府 法政理論専攻

法務学府 実務法学専攻
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経済学府 経済工学専攻、経済システム専攻、産業マネジメント専攻

理学府 物理学専攻、化学専攻、地球惑星科学専攻

数理学府 数理学専攻

システム生命科学府 システム生命科学専攻

医学系学府 医学専攻、医科学専攻、保健学専攻、医療経営・管理学専攻

歯学府 歯学専攻

薬学府 創薬科学専攻、臨床薬学専攻

工学府 材料工学専攻、応用化学専攻、化学工学専攻、建設システム工学専攻、

都市環境システム工学専攻、土木工学専攻、船舶海洋工学専攻、地球資

源システム工学専攻、共同資源工学専攻、量子物理工学専攻、機械工学

専攻、水素エネルギーシステム専攻、航空宇宙工学専攻

芸術工学府 芸術工学専攻、デザインストラテジー専攻

システム情報科学府 情報学専攻、情報知能工学専攻、電気電子工学専攻

総合理工学府 量子プロセス理工学専攻、物質理工学専攻、先端エネルギー理工学専攻、

環境エネルギー工学専攻、大気海洋環境システム学専攻

生物資源環境科学府 資源生物科学専攻、環境農学専攻、農業資源経済学専攻、生命機能科学

専攻

統合新領域学府 ユーザー感性学専攻、オートモーティブサイエンス専攻、ライブラリー

サイエンス専攻

備考

各学府は、博士課程とする。ただし、医学系学府医科学専攻は修士課程、人間環境学府実

践臨床心理学専攻、法務学府実務法学専攻、経済学府産業マネジメント専攻及び医学系学府

医療経営・管理学専攻は専門職学位課程（第４条第３項の専門職大学院の課程をいう。以下

同じ。）とし、そのうち法務学府実務法学専攻は法科大学院とする。

２ 学府又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に規則で定め

る。 【大学院設置基準第１条の２】

３ 学府又は専攻ごとの修了認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針並びに入

学者の受入れに関する方針は、別に定める。

４ 博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養う

ことを目的とする。 【大学院設置基準第４条第１項】

５ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加

えて高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。

【大学院設置基準第３条第１項】

６ 専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力
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を培うことを目的とし、そのうち法科大学院にあっては、専ら法曹養成のための教育を行うこ

とをその目的とする。 【専門職大学院設置基準第２条第１項、第１８条】

７ 各学府の教員組織の編制その他必要な事項は、別に規則で定める。

８ 学府の修業年限、教育方法、学生の入学、退学、修了その他の学生の修学上必要な事項は、

九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３号）で定める。

第７条 第５条の本大学院に置く研究院は、次に掲げるとおりとする。

(1) 人文科学研究院

(2) 比較社会文化研究院

(3) 人間環境学研究院

(4) 法学研究院

(5) 経済学研究院

(6) 言語文化研究院

(7) 理学研究院

(8) 数理学研究院

(9) 医学研究院

(10) 歯学研究院

(11) 薬学研究院

(12) 工学研究院

(13) 芸術工学研究院

(14) システム情報科学研究院

(15) 総合理工学研究院

(16) 農学研究院

（基幹教育院）

第７条の２ 本学に、本学の学生として共通に期待される学びの基幹を育成するための全学組織

として、基幹教育院を置く。

２ 基幹教育院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（高等研究院）

第７条の３ 本学に、高度な研究活動を推進するための全学的組織として、高等研究院を置く。

２ 高等研究院は、本学が世界的研究教育拠点として、学界をリードする卓越した研究成果を上

げるために、分野を問わず、本学の誇る優れた研究者のうち、その専門分野において極めて高

い研究業績を有する者、ポスト・プロフェッサー及び本学の次世代を担う若手研究者が実質的

かつ高度な研究活動を展開する場として、全学的な協力体制のもとに設置するとともに、これ

らの活動を通じて人材を育成し、その研究成果を広く社会に還元することを目的とする。

３ 高等研究院の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（附置研究所）

第８条 本学に、研究所を附置する。

２ 前項の研究所（以下「附置研究所」という。）は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該

附置研究所の目的は、それぞれ同表の右欄に定めるとおりとする。 【学教法第９６条】

附置研究所 目 的

生体防御医学研究所 生体防御医学に関する学理及びその応用の研究

応用力学研究所 力学に関する学理及びその応用の研究

先導物質化学研究所 物質化学に関する先導的な総合研究

マス・フォア・イン 数学の産業応用及びその学理研究

ダストリ研究所
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３ 各附置研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（国際研究所）

第８条の２ 本学に、カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所を置く。

２ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所は、カーボンニュートラル・エネルギー研究

に関する基礎科学を創出するとともに、環境調和型で持続可能な社会の実現に向けた課題の解

決に貢献することを目的とする。

３ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所の内部組織その他必要な事項は、別に規則で

定める。

（病院）

第９条 医学部及び歯学部に、これらに附属する共用の教育研究施設として、医学部・歯学部附

属病院を置き、九州大学病院（以下「病院」という。）と称する。 【大学設置基準第３９条】

２ 病院の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（附属図書館）

第１０条 本学に、附属図書館を置く。 【大学設置基準第３６条】

２ 附属図書館の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

第１１条 削除

（情報基盤研究開発センター）

第１２条 本学に、研究、教育等に係る情報化を推進するための実践的調査研究、基盤となる設

備等の整備及び提供その他専門的業務を行う全国共同利用施設として、情報基盤研究開発セン

ターを置く。

２ 情報基盤研究開発センターは、前項の業務のほか、本学における情報基盤に係るシステム開

発を行う。

３ 情報基盤研究開発センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育関係共同利用拠点）

第１２条の２ 第７条の２に規定する基幹教育院は、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令

第１１号。以下「学教法施行規則」という。）第１４３条の２第２項の規定により、文部科学

大臣の認定を受けた教育関係共同利用拠点として他大学の利用に供するものとする。

（共同利用・共同研究拠点）

第１２条の３ 次の表に掲げる附置研究所等は、学教法施行規則第１４３条の３第２項の規定に

より、文部科学大臣の認定を受けた共同利用・共同研究拠点としてそれぞれ学術研究の発展に

資するものとする。

附置研究所等 共同利用・共同研究拠点

生体防御医学研究所 多階層生体防御システム研究拠点

応用力学研究所 応用力学共同研究拠点

先導物質化学研究所 物質・デバイス領域共同研究拠点

マス・フォア・インダストリ研究所 産業数学の先進的・基礎的共同研究拠点

情報基盤研究開発センター 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点

（エネルギー研究教育機構）

第１２条の４ 本学に、エネルギー分野における高度な研究及び教育活動を推進するための全学

的組織として、エネルギー研究教育機構を置く。

２ エネルギー研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。
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（アジア・オセアニア研究教育機構）

第１２条の５ 本学に、アジア・オセアニア地域における社会的課題の解決、課題の発掘及び提

示に向けた研究教育活動を推進するための全学的組織として、アジア・オセアニア研究教育機

構を置く。

２ アジア・オセアニア研究教育機構の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（学内共同教育研究センター）

第１３条 本学に、次に掲げるいずれかの機能を担い、本学の教員その他の者が共同して教育研

究活動を行う組織として、学内共同教育研究センターを置く。 【学教法第９６条】

(1) 主に教育又は研究活動を支援すること。

(2) 主に教育又は研究を推進すること。

(3) その他全学業務を推進すること。

２ 学内共同教育研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、そのうち設置期間を定め

る学内共同教育研究センターの当該設置期間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとす

る。

学内共同教育研究センター 設置期間の満了する日

生物環境利用推進センター

熱帯農学研究センター

アイソトープ統合安全管理センター

中央分析センター

留学生センター

総合研究博物館

システムＬＳＩ研究センター 令和３年３月３１日

国際宇宙天気科学・教育センター 令和４年３月３１日

韓国研究センター

医療系統合教育研究センター

超伝導システム科学研究センター 令和５年３月３１日

未来デザイン学センター

グローバルイノベーションセンター

超顕微解析研究センター

環境安全センター

西部地区自然災害資料センター
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大学文書館

ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センター

アドミッションセンター

水素エネルギー国際研究センター

未来化学創造センター 令和７年３月３１日

鉄鋼リサーチセンター 令和７年３月３１日

低温センター

加速器・ビーム応用科学センター

稲盛フロンティア研究センター 令和４年３月３１日

グリーンテクノロジー研究教育センター 令和５年３月３１日

シンクロトロン光利用研究センター

先端医療オープンイノベーションセンター 令和７年３月３１日

極限プラズマ研究連携センター 令和６年３月３１日

有体物管理センター

分子システム科学センター 令和５年３月３１日

日本エジプト科学技術連携センター 令和６年３月３１日

プラズマナノ界面工学センター 令和６年３月３１日

ＥＵセンター 令和３年５月３１日

環境発達医学研究センター 令和３年３月３１日

ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター 令和３年９月３０日

バイオメカニクス研究センター 令和３年３月３１日

次世代燃料電池産学連携研究センター 令和４年３月３１日

科学技術イノベーション政策教育研究センター 令和８年３月３１日

先端素粒子物理研究センター 令和５年３月３１日
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分子システムデバイス産学連携教育研究センター 令和６年３月３１日

水素材料先端科学研究センター 令和５年３月３１日

アジア埋蔵文化財研究センター 令和５年３月３１日

キャンパスライフ・健康支援センター

五感応用デバイス研究開発センター 令和５年１０月３１日

持続可能な社会のための決断科学センター

サイバーセキュリティセンター

数理・データサイエンス教育研究センター 令和４年３月３１日

植物フロンティア研究センター 令和５年３月３１日

最先端有機光エレクトロニクス研究センター 令和６年３月３１日

都市研究センター 令和６年３月３１日

次世代接着技術研究センター 令和６年３月３１日

先進電気推進飛行体研究センター 令和１２年３月３１日

３ 各学内共同教育研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（先導的研究センター）

第１３条の２ 本学に、先導的に研究を行う拠点として、先導的研究センターを置く。

２ 先導的研究センターは、次の表の左欄に掲げるとおりとし、各先導的研究センターの設置期

間の満了する日は、それぞれ同表右欄のとおりとする。

先導的研究センター 設置期間の満了する日

ヒトプロテオーム研究センター 令和５年３月３１日

次世代蓄電デバイス研究センター 令和３年３月３１日

次世代経皮吸収研究センター 令和３年３月３１日

浅海底フロンティア研究センター 令和３年３月３１日

確率解析研究センター 令和３年３月３１日

多重ゼータ研究センター 令和３年３月３１日

がん幹細胞研究センター 令和３年３月３１日

大気物理統合解析センター 令和４年３月３１日



- 9 -

３ 各先導的研究センターの内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学部等の附属施設）

第１４条 次の表の左欄に掲げる学部、学府、研究院、附置研究所等に、それぞれ同表の右欄に

掲げる附属の教育施設又は研究施設を置く。 【大学設置基準第３９条】

学 部 等 附 属 施 設

理学部 天草臨海実験所

農学部 農場、演習林

人間環境学府 総合臨床心理センター

工学府 ものづくり工学教育研究センター

システム情報科学府 電気エネルギーシステム教育研究センター

薬学府 薬用植物園

生物資源環境科学府 水産実験所

理学研究院 地震火山観測研究センター

医学研究院 胸部疾患研究施設、心臓血管研究施設、脳神経病研究施設、ヒト疾患

モデル研究センター、総合コホートセンター、プレシジョンメディシ

ン研究センター

歯学研究院 オーラルヘルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センター

薬学研究院 産学官連携創薬育薬センター

工学研究院 環境工学研究教育センター、アジア防災研究センター、国際教育支援

センター、小分子エネルギーセンター

芸術工学研究院 応用知覚科学研究センター、応用生理人類学研究センター、ソーシャ

ルアートラボ、環境設計グローバル・ハブ、ＳＤＧｓデザインユニッ

ト

農学研究院 生物的防除研究施設、遺伝子資源開発研究センター、国際農業教育・

研究推進センター、イノベーティブバイオアーキテクチャーセンター、

昆虫科学・新産業創生研究センター

生体防御医学研究所 トランスオミクス医学研究センター、システム免疫学統合研究センタ

ー

応用力学研究所 大気海洋環境研究センター、高温プラズマ理工学研究センター、自然

エネルギー統合利用センター
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カーボンニュートラ 次世代冷媒物性評価研究センター

ル・エネルギー国際

研究所

情報基盤研究開発セ 汎オミクス計測・計算科学センター

ンター

２ 各附属施設の内部組織その他必要な事項は、当該学部等の長が、別に定める。

（国際交流推進機構）

第１５条 本学に、次に掲げる特定の重要事項に関し、企画、実施又は推進する組織として、国

際交流推進機構を置く。

(1) 学術の国際交流の推進

(2) 学生の海外留学及び外国人留学生受入れ等の推進

(3) アジアの総合研究等の推進

２ 国際交流推進機構の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（情報統括本部）

第１５条の２ 本学に、全学的な情報支援を行うための組織として、情報統括本部を置く。

２ 情報統括本部の目的は、次に掲げるとおりとする。

(1) 全学的な情報基盤の整備

(2) 情報技術を用いた教育研究及び大学運営に関わる業務の総合的な支援

３ 情報統括本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（統合移転推進本部）

第１５条の３ 本学に、統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画を推進するための組織とし

て、統合移転推進本部を置く。

２ 統合移転推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（基金本部）

第１５条の４ 本学に、九州大学基金による支援助成事業及び基金強化事業（以下「基金事業」

という。）を推進するための組織として、基金本部を置く。

２ 基金本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（広報本部）

第１５条の５ 本学に、広報戦略の策定及び広報活動の推進を図るための組織として、広報本部

を置く。

２ 広報本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（グローバル化推進本部）

第１５条の６ 本学に、全学的なグローバル化を推進するための組織として、グローバル化推進

本部を置く。

２ グローバル化推進本部の構成その他必要な事項は、別に規則で定める。

（学術研究・産学官連携本部）

第１５条の７ 本学に、全学の学術研究及び産学官連携を推進するための組織として、学術研究

・産学官連携本部を置く。

２ 学術研究・産学官連携本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（教育改革推進本部）

第１５条の８ 本学に、教育課程及び教育方法等の改善、高大接続・入試改革等の教育改革並び

にキャリア教育の開発等を推進するための組織として、教育改革推進本部を置く。

２ 教育改革推進本部の構成その他必要な事項は、別に定める。

（推進室等）

第１６条 本学に、特定の重要事項を企画、推進又は支援する組織として、推進室等を置く。

２ 前項の推進室等は、次の表の左欄に掲げるとおりとし、当該推進室等の目的は、それぞれ同

表の右欄に定めるとおりとする。



- 11 -

推進室等 目 的

社会連携推進室 社会連携（産学官連携を除く。）の推進を支援すること。

国際交流推進室 国際交流の推進を支援すること。

ＳＨＡＲＥオフィス 全学的なグローバル化の推進を支援すること。

インスティテューショナ 大学運営の基礎となる情報の調査・収集・分析及び提供により、大

ル・リサーチ室 学の意思決定を支援すること。

キャンパス計画室 キャンパス計画の推進を支援すること。

環境安全衛生推進室 安全衛生の推進を支援すること。

ハラスメント対策推進室 ハラスメントの防止及び対策の推進を支援すること。

男女共同参画推進室 男女共同参画の推進を支援すること。

情報環境整備推進室 情報環境整備の推進を支援すること。

統合移転事業推進室 統合移転事業及び伊都キャンパスの整備計画に係る企画・立案を行

うこと。

法務統括室 法務機能の強化に係る企画・立案を行うこと。

基金事業推進室 基金事業の実施に係る企画・立案を行うこと。

同窓生連携推進室 同窓生との連携に関すること。

広報戦略推進室 広報戦略に基づく広報活動の推進を支援すること。

跡地処分統括室 移転跡地処分のリスクマネジメントに係る企画・立案等を行うこと。

３ 前項の各推進室等の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（伊都診療所）

第１６条の２ 本学に、伊都診療所（以下「診療所」という。）を置く。

２ 診療所の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

（事務組織）

第１７条 本学に、庶務、会計、施設及び学生の厚生補導等に関する事務を処理させるため事務

局を置く。

２ 本学の学部、学府等に、その事務を処理させるため事務部を置く。ただし、必要がある場合

は、数個の学部等の事務を併せて処理する事務部を置く。

３ 前２項に規定する事務組織のほか、本学に、内部監査を実施させるとともに、監事監査の事

務を補助させるため監査室を置く。

４ 前３項の事務組織の内部組織その他必要な事項は、別に規則で定める。

【大学設置基準第４１条、第４２条】

（技術部）
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第１７条の２ 本学の学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所等に、教育研究に関する技

術的な支援を行わせるため、技術部を置くことができる。

２ 前項の技術部の内部組織その他必要な事項は、別に定める。

第３章 役員、職員等

（役員）

第１８条 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号。以下「法人法」という。）第１０条の

規定に基づき、本学に、役員として、学長（「総長」と称する。）、理事８人以内及び監事２人

を置く。 【法人法第１０条】

第１９条 総長は、校務をつかさどり、所属職員を統督するとともに、本学を代表し、その業務

を総理する。 【学教法第９２条】【法人法第１１条】

２ 総長は、この規則その他の総長が定める規則等において理事又は職員に委任する業務につい

て報告を求め、必要な措置を命じ、又はその措置を自ら行うことができる。

第２０条 理事は、総長の定めるところにより、総長を補佐して本学の業務を掌理し、総長に事

故があるときはその職務を代理し、総長が欠員のときはその職務を行う。 【法人法第１１条】

第２１条 監事は、本学の業務を監査する。この場合において、監事は、監査報告を作成しなけ

ればならない。

２ 監事は、いつでも、役員（監事を除く。）及び職員に対して事務及び事業の報告を求め、又

は本学の業務及び財産の状況を調査することができる。 【法人法第１１条】

（職員）

第２２条 本学に、教員、事務職員、技術職員、高度専門職員その他必要な職員を置く。

２ 前項の教員は、教授、准教授、講師、助教、准助教及び助手（「教務助手」と称する。）と

する。

３ 教授、准教授、講師、助教及び教務助手の職務は学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第

９２条の定めるところによるものとし、准助教の職務は教授及び准教授の職務を助けることと

する。 【学教法第９２条】

（副学長）

第２３条 本学に、総長の定めるところにより、総長を助け、命を受けて校務をつかさどるため、

副学長若干人を置く。

２ 副学長は、理事のうちから総長が指名する者が兼ねる。

３ 前項の規定にかかわらず、総長が特に必要と認めた場合は、職員のうちから総長が指名する

者が副学長を兼ねることができるものとする。 【学教法第９２条】

（副理事）

第２４条 本学に、総長の定めるところにより、理事の職務を助けるため、副理事若干人を置く。

２ 副理事は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（総長補佐）

第２４条の２ 本学に、総長の定めるところにより、総長が命ずる特定の事項を担当し、総長を

助けるため、総長補佐若干人を置くことができる。

２ 総長補佐は、教授その他の職員のうちから総長が指名する。

（部局長等）

第２５条 学部、学府、研究院、基幹教育院、附置研究所、カーボンニュートラル・エネルギー

国際研究所、病院、附属図書館及び情報基盤研究開発センター（以下「部局」という。）に長

（以下「部局長」という。）を置く。

２ 部局長は、当該部局の業務を掌理する。

３ 各部局に、副部局長を置くことができる。

４ 副部局長は、部局長の定めるところにより、部局長を補佐して部局の業務を処理し、部局長

に事故があるときはその職務を代理し、部局長が欠員のときはその職務を行う。

５ 部局長及び副部局長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

６ 学科及び専攻に、それぞれ学科長又は専攻長を置くことができる。

７ 学科長及び専攻長の任命手続その他必要な事項は、別に定めるものとする。
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（センター長等）

第２６条 学内共同教育研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該学内共同教育研究センターの業務を掌理する。

３ 各学内共同教育研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該学内共同教

育研究センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理し、センター

長が欠員のときはその職務を行う。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第２６条の２ 先導的研究センターに長（以下「センター長」という。）を置く。

２ センター長は、当該先導的研究センターの業務を掌理する。

３ 各先導的研究センターに、副センター長を置くことができる。

４ 副センター長は、センター長の定めるところにより、センター長を補佐して当該先導的研究

センターの業務を処理し、センター長に事故があるときはその職務を代理する。

５ センター長及び副センター長の任命手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（所長）

第２６条の３ 診療所に、所長を置く。

２ 所長は、診療所の業務を掌理する。

３ 所長は、本学の教員のうちから総長が指名する。

第４章 役員会、経営協議会、教育研究評議会及び総長選考会議

（役員会）

第２７条 本学に、法人法第１１条第３項各号に規定する事項を審議するため、総長及び理事で

構成する役員会を置く。 【法人法第１１条】

２ 役員会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（経営協議会）

第２８条 本学に、法人法第２０条の規定に基づき、本学の経営に関する重要事項を審議する機

関として、経営協議会を置く。 【法人法第２０条】

２ 経営協議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（教育研究評議会）

第２９条 本学に、法人法第２１条の規定に基づき、本学の教育研究に関する重要事項を審議す

る機関として、教育研究評議会を置く。 【法人法第２１条】

２ 教育研究評議会の議事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

（総長選考会議）

第３０条 本学に、法人法第１２条第２項から第６項までの規定に基づき、総長選考会議（以下

「選考会議」という。）を置く。 【法人法第１２条】

２ 選考会議の組織に関し必要な事項は、別に規則で定める。

第５章 部局長会議

（部局長会議）

第３１条 本学に、今後の総合計画の企画立案等に関する基本的事項について審議するため、将

来計画委員会を置く。

第３２条 本学に、予算管理に関する重要事項を審議するため、財務委員会を置く。

第３３条 本学に、大学評価に関する重要事項を審議するため、大学評価委員会を置く。

第３４条 本学に、ハラスメントの防止に関する事項を審議するため、ハラスメント委員会を置

く。

第３５条 本学に、男女共同参画の推進に関する事項を審議するために、男女共同参画推進委員

会を置く。

第３６条 本学に、大学運営上の課題に係る総合的な人事制度、人員管理及び人件費計画等に関

する重要事項を審議するために、人事委員会を置く。

第３６条の２ 本学に、基金事業に関する事項を審議するために、基金委員会を置く。

第３６条の３ 本学に、障害者差別の解消の推進に関する事項を審議するために、障害者支援推
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進委員会を置く。

第３７条 第３１条から前条までに規定する委員会（「部局長会議」と総称する。）の組織、議

事の手続その他必要な事項は、別に規則で定める。

第６章 教授会

第３８条 部局（病院及び附属図書館を除く。）に、教授会を置く。 【学教法第９３条】

２ 教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項は、九州大学教授会通則（平成１６

年度九大規則第８号）で定める。

第７章 雑則

（雑則）

第３９条 この規則に定めるもののほか、本学の目的を達成するために必要な事項は、別に規則

で定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 法人法附則第１６条第１項の規定に基づき本学に置かれる九州大学医療技術短期大学部（以

下「短期大学部」という。）は、平成１６年４月１日に短期大学部に在学する学生が短期大学

部に在学しなくなる日において、廃止する。

３ 前項の短期大学部に在学する学生の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項につ

いては、九州大学医療技術短期大学部学則（昭和４６年４月８日施行）等の規定によるものと

する。

４ 法人法附則第１７条の規定に基づき、平成１５年９月３０日に当該大学に在学する者が在学

しなくなる日までの間存続するものとされた九州芸術工科大学に在学する者（以下「在学者」

という。）の卒業又は大学院の課程修了のため必要となる教育は、九州大学芸術工学部（以下

「芸術工学部」という。）又は九州大学大学院芸術工学府（以下「芸術工学府」という。）に

おいて行うものとする。

５ 前項の在学者の教育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州芸術工

科大学学則（平成５年４月１日施行）等の規定によるものとする。ただし、これによることが

できない事項については、総長又は芸術工学部若しくは芸術工学府の教授会が定めるところに

よる。

６ 第１２条の３に規定する附置研究所等は、文部科学大臣の認定期間である平成３４年３月

３１日までの間存続するものとする。

７ 第１３条第１項に規定する宙空環境研究センターは、平成２４年３月３１日まで存続するも

のとする。

８ 第１４条第１項に規定する工学研究院附属の環境システム科学研究センターは平成２０年

３月３１日まで、生体防御医学研究所附属の感染防御研究センターは平成２３年３月３１日ま

で、応用力学研究所附属の力学シミュレーション研究センター及び炉心理工学研究センターは

平成１９年３月３１日まで存続するものとする。

９ 法人法等関係法令又はこの学則等に基づき定める諸規則等のほか、承継的、定型的又は簡易

な事項で総長が必要と認めるものについては、当分の間、総長が定めるところにより、廃止前

の国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０号）に基づき設置された九州大学の諸規則等の規

定を適用又は準用するものとする。

附 則（平成１６年度九大規則第１９３号）

１ この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

２ 人間環境学府発達・社会システム専攻は、改正後の第６条第１項の規定にかかわらず、平成

１７年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第４号）

１ この規則は、平成１７年７月１５日から施行し、平成１７年７月１日から適用する。

２ 改正後の第１３条第１項に規定するデジタルメディシン・イニシアティブ及びアジア総合政

策センターは、平成２２年６月３０日まで存続するものとする。

附 則（平成１７年度九大規則第２３号）
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この規則は、平成１７年１１月７日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３０号）

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

２ 薬学部総合薬学科は、改正後の第３条第１項の規定にかかわらず、平成１８年３月３１日に

当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成１８年度九大規則第２号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第２５号）

この規則は、平成１８年１０月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

２ 改正後の第１４条第１項に規定する応用力学研究所附属の東アジア海洋大気環境研究センタ

ー及び高温プラズマ力学研究センターは、平成２９年３月３１日まで存続するものとする。

３ 改正後の第２２条第２項に規定する准助教の職種は、平成１９年４月１日に当該職に在職す

る者が在職しなくなる日において、廃止する。

附 則（平成１９年度九大規則第２７号）

この規則は、平成１９年１１月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５８号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 理学府基礎粒子系科学専攻、分子科学専攻、凝縮系科学専攻及び生物科学専攻並びに医学系

学府機能制御医学専攻、生殖発達医学専攻、病態医学専攻、臓器機能医学専攻、分子常態医学

専攻及び環境社会医学専攻は、改正後の九州大学学則（以下「新規則」という。）第６条第１

項の規定にかかわらず、平成２０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

３ 新規則第１４条第１項に規定する工学研究院附属の循環型社会システム工学研究センター

は、平成３０年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２０年度九大規則第１号）

この規則は、平成２０年４月１７日から施行し、平成２０年４月１日から適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第９号）

この規則は、平成２０年１０月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第３７号）

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

２ システム情報科学府情報理学専攻、知能システム学専攻、情報工学専攻、電気電子システム

工学専攻及び電子デバイス工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以下「新学則」

という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２１年３月３１日に当該専攻に在学する者

が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（平成２１年度九大規則第１号）

この規則は、平成２１年５月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５号）

この規則は、平成２１年６月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２１年８月１日から施行し、第１３条第１項にシンクロトロン光利用研究セ

ンターを加える改正規定は、平成２１年７月１日から適用する。

附 則（平成２１年度九大規則第２０号）

１ この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第３６条の６の規定は、平成２１年９月１日から適用

する。
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附 則（平成２１年度九大規則第３３号）

この規則は、平成２１年１１月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第４９号）

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

２ 法学府基礎法学専攻、公法・社会法学専攻、民刑事法学専攻、国際関係法学専攻及び政治学

専攻並びに薬学府医療薬科学専攻（修士課程）及び創薬科学専攻（修士課程）並びに工学府機

械科学専攻及び知能機械システム専攻並びに生物資源環境科学府生物資源開発管理学専攻、植

物資源科学専攻、生物機能科学専攻、動物資源科学専攻、農業資源経済学専攻、生産環境科学

専攻、森林資源科学専攻及び遺伝子資源工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則（以

下「新規則」という。）第６条第１項の規定にかかわらず、平成２２年３月３１日に当該専攻

に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第６項の規定にかかわらず、生体防御医

学研究所附属の感染防御研究センターは、廃止する。

附 則（平成２２年度九大規則第１号）

この規則は、平成２２年４月２８日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

附 則（平成２２年度九大規則第６号）

この規則は、平成２２年７月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１２号）

１ この規則は、平成２２年８月１日から施行する。ただし、第１３条第１項に応用知覚研究セ

ンターを加える改正規定は同年９月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１３条第１項に規定する応用知覚研究センターは、

平成２４年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２２年度九大規則第３０号）

この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４５号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２２年１２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２３年１月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２３年２月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１号）

この規則は、平成２３年５月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第４号）

この規則は、平成２３年６月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８号）

１ この規則は、平成２３年７月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定するシステム情報科学府附属の

高度ＩＣＴ人材教育開発センターは、平成３２年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２３年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２３年８月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１２号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第６８号）

この規則は、平成２３年１１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第７２号）
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この規則は、平成２４年１月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８０号）

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

２ この規則の施行前に設置された薬学府医療薬科学専攻（博士後期課程）及び創薬科学専攻（博

士後期課程）は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわらず、平

成２４年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとす

る。

附 則（平成２４年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第２９号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。ただし、第２５条に係る改正規定は、平成

２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２５年１月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３７号）

この規則は、平成２５年２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４２号）

この規則は、平成２５年３月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４５号）

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する自然エネルギー統合利用セ

ンターは、平成３５年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２５年度九大規則第２号）

この規則は、平成２５年５月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８号）

この規則は、平成２５年６月３日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。

附 則（平成２５年度九大規則第１０号）

この規則は、平成２５年７月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第１６号）

この規則は、平成２５年８月１日から施行する。ただし、知的財産本部の名称及び目的に係る

改正規定は、平成２５年９月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４０号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年１２月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表に薬学研究院

の項を加える改正規定は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第５１号）

この規則は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２６年１月２７日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２６年３月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８３号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 比較社会文化学府は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１項の規定にかかわら

ず、平成２６年３月３１日に当該学府に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するも

のとする。

附 則（平成２６年度九大規則第２号）

この規則は、平成２６年４月３０日から施行し、この規則による改正後の九州大学学則の規定
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は、平成２６年４月１日から適用する。

附 則（平成２６年度九大規則第６号）

この規則は、平成２６年８月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１１号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。ただし、第１３条第１項の表に係る改正規

定は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第６０号）

この規則は、平成２６年１２月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７０号）

この規則は、平成２７年１月２２日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第７６号）

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

２ 九州大学高等教育機構規則（平成１８年度九大規則第３号）は、廃止する。

附 則（平成２６年度九大規則第７７号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１２０号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２号）

この規則は、平成２７年６月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第９号）

この規則は、平成２７年１０月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２１号）

この規則は、平成２７年１２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２８年１月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第２６号）

この規則は、平成２８年２月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成２８年３月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３４号）

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学則第１４条第１項に規定する次世代冷媒物性評価研究セ

ンターは、平成３３年３月３１日まで存続するものとする。

附 則（平成２８年度九大規則第３号）

この規則は、平成２８年６月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８号）

この規則は、平成２８年７月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２８年７月２９日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第２０号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６５号）

この規則は、平成２８年１２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第６９号）

この規則は、平成２９年１月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第７６号）

この規則は、平成２９年２月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２９年３月１日から施行する。
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附 則（平成２８年度九大規則第８５号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、第１４条第１項の表中のオーラルヘ

ルス・ブレインヘルス・トータルヘルス研究センターを加える規定は、平成２８年４月１日から

適用する。

附 則（平成２９年度九大規則第１号）

この規則は、平成２９年５月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第５号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第８号）

この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第２３号）

この規則は、平成２９年１１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４０号）

この規則は、平成３０年１月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第４８号）

この規則は、平成３０年２月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６７号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 生物資源環境科学府生物産業創成専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第６条第１

項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に当該専攻に在学する者が在学しなくなる日ま

での間、存続するものとする。

附 則（平成３０年度九大規則第１号）

この規則は、平成３０年５月１日から施行し、平成３０年４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１１号）

この規則は、平成３０年７月１日から施行する。ただし、第１３条の２の規定は、平成３０年

４月１日から適用する。

附 則（平成３０年度九大規則第１８号）

この規則は、平成３０年１１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第２２号）

この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第４９号）

この規則は、平成３１年１月１日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第６０号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２号）

この規則は、令和元年８月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第４号）

この規則は、令和元年１０月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第１９号）

この規則は、令和元年１１月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２４号）

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。

２ 芸術工学部環境設計学科、工業設計学科、画像設計学科、音響設計学科及び芸術情報設計学

科は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項の規定にかかわらず、令和２年３月

３１日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、
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化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。



 
 

九州大学学則の一部を改正する規則（案） 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ３年 ３月  日 

工学部及び工学府を改組することに伴い、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）の一

部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

（学部） 

第３条 本学に、次の表に掲げるとおり、学部

及び学科を置く。 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

電気情報工学科、材料

工学科、応用化学科、化

学工学科、融合基礎工

学科、機械工学科、航空

宇宙工学科、量子物理

工学科、船舶海洋工学

科、地球資源システム

工学科、土木工学科、建

築学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 前条の本大学院に置く学府は、次の表

の左欄に掲げるとおりとし、当該学府にそれ

ぞれ同表の右欄に掲げる専攻を置く。 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

材料工学専攻、応用化

学専攻、化学工学専攻、

建設システム工学専

攻、都市環境システム

工学専攻、土木工学専

攻、船舶海洋工学専攻、

地球資源システム工学

専攻、共同資源工学専

攻、量子物理工学専攻、

機械工学専攻、水素エ

ネルギーシステム専

攻、航空宇宙工学専攻 

（略） 

（略） 

（学部） 

第３条 （同左） 

 

学 部 学 科 

（略） 

工学部 

建築学科、電気情報工

学科、物質科学工学科、

地球環境工学科、エネ

ルギー科学科、機械航

空工学科 

（略） 

２～５ （略） 

（略） 

第６条 （同左） 

 

 

学 府 専 攻 

（略） 

工学府 

物質創造工学専攻、物

質プロセス工学専攻、

材料物性工学専攻、化

学システム工学専攻、

建設システム工学専攻

、都市環境システム工

学専攻、海洋システム

工学専攻、地球資源シ

ステム工学専攻、共同

資源工学専攻、エネル

ギー量子工学専攻、機

械工学専攻、水素エネ

ルギーシステム専攻、

航空宇宙工学専攻 

（略） 



 
 

２～８ （略） 

（略） 

２～８ （略） 

（略）   

附 則 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 工学部建築学科、電気情報工学科、物質科学工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科及

び機械航空工学科並びに工学府物質創造工学専攻、物質プロセス工学専攻、材料物性工学専攻、

化学システム工学専攻、建設システム工学専攻、都市環境システム工学専攻、海洋システム工

学専攻及びエネルギー量子工学専攻は、この規則による改正後の九州大学学則第３条第１項及

び第６条第１項の規定にかかわらず、令和３年３月３１日に当該学科に在学する者が在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。 
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九州大学学部通則（案）

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ２ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ３年 ３月 日

（令和２年度九大規則第 号）

目次

第１章 総則（第１条～第６条）

第２章 入学、再入学、転学部、転入学及び編入学（第７条～第１４条）

第３章 教育課程、卒業の認定等（第１５条～第２５条）

第４章 退学、転学、留学及び休学（第２６条～第３３条）

第５章 表彰、除籍及び懲戒（第３４条～第３７条）

第６章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料（第３８条～第４２条）

第７章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生（第４３条～第４７条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３条第５項の規定に基づ

き、学部の修業年限、教育課程、学生の入学、退学、卒業その他の学生の修学上必要な事項を

定めるものとする。

（修業年限等）

第２条 修業年限は、４年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の修業年限は、６年

とする。 【学教法第８７条】

３ 九州大学（以下「本学」という。）の科目等履修生として一定の単位を修得した者が本学に

入学する場合において、当該単位の修得により教育課程の一部を履修したと認められるときは、

その単位数に応じて相当期間を修業年限の２分の１を超えない範囲で修業年限に通算すること

ができる。

４ 前項の修業年限の通算は、学部教授会の議を経て各学部長が定める。

（在学期間の限度）

第３条 在学期間の限度は、８年とする。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科の在学期間の限度は、

１２年とする。

（定員）

第４条 各学部・学科の学生定員は、別表のとおりとする。

（学年及び学期）

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 【学教法規則第１６３条】

２ 学期の区分は、各学部規則において定める。 【大学設置基準第２３条】

３ 前項に定める各学期は、２つの授業期間に区分することができる。

（休業日）

第６条 休業日（授業を行わない日）は、次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

本学記念日 ５月１１日

別に定める春季、夏季及び冬季の各休業日 【大学設置基準第２２条】

２ 臨時の休業日は、その都度定める。

３ 前２項の休業日において、特に必要がある場合には、授業を行うことがある。

第２章 入学、再入学、転学部、転入学及び編入学

（入学の時期）

第７条 学生の入学の時期は、学年の始めとする。ただし、特に必要があり、かつ、教育上支障

がないと認めるときは、学期の始めに入学させることができる。
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【学教法規則第１６３条】

（入学資格）

第８条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により、これ

に相当する学校教育を修了した者

(3) 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭

和２６年文部省令第１３号。以下この条において「旧規程」という。）による大学入学資格

検定（以下この条において「旧検定」という。）に合格した者を含む。）

(8) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第９０条第２項の規定により大学に入学した者で

あって、本学において、本学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、１８歳に達したもの 【学教法第９０条、学教法規則第１５０条】

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する者であって、本学の定める分野に

おいて特に優れた資質を有すると認めるものを、本学に入学させることができる。

(1) 高等学校に２年以上在学した者

(2) 中等教育学校の後期課程、高等専門学校又は特別支援学校の高等部に２年以上在学した者

(3) 外国において、学校教育における９年の課程に引き続く学校教育の課程に２年以上在学し

た者

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

（高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定したものを含む。)の当該課程に

２年以上在学した者

(5) 前項第５号に規定する専修学校の高等課程に同号に規定する文部科学大臣が定める日以後

において２年以上在学した者

(6) 文部科学大臣が指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則第４条に定める試験科目の全部（試験の免除を受けた試験

科目を除く。）について合格点を得た者（旧規程第４条に規定する受験科目の全部（旧検定

の一部免除を受けた者については、その免除を受けた科目を除く。）について合格点を得た

者を含む。）で１７歳に達したもの

【学教法第９０条、学教法規則第１５３条、第１５４条】

（入学の出願）

第９条 入学を志願する者は、所定の期日までに、入学志願票に、所定の入学検定料その他別に

定める書類を添えて願い出なければならない。

（入学者選抜）

第１０条 前条の入学を志願する者については、入学者選抜を行う。 【学教法規則第１４４条】

（入学の手続及び許可）

第１０条の２ 総長は、前条の入学者選抜の結果合格した者で、所定の期日までに入学料の納付

（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては、当該免除又

は徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第１１条 第２６条の規定により退学した後、再び同一学部に入学を志願する者については、選
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考の上、再入学を許可することがある。

（転入学又は編入学）

第１２条 次の各号のいずれかに該当する者については、選考の上、転入学又は編入学を許可す

ることができる。

(1) 他の大学の学生で、本学に転入学を志願する者

(2) 我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程に在学した

者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）で、本学に転入学を志願するもの

(3) 大学において単位（科目等履修生として修得した単位を除く。）を修得した者で、編入学

を志願するもの

(4) 大学を卒業し、又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

で、編入学を志願するもの

(5) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者で、編入学を志願するもの

(6) 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を我が国において修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、本学に編入学を志願するもの

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

(8) 高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。）

で、編入学を志願するもの

（転学部）
第１２条の２ 学部長は、本学の学生で転学部を志願する者について、学部教授会の議を経て選

考の上、転学部を許可することができる。

（再入学、転入学及び編入学の手続及び許可）

第１３条 第１１条及び第１２条に規定する再入学、転入学及び編入学に係る手続及び許可につ

いては、第１０条の２の規定を準用する。

（再入学等における修業年限等の取扱い）

第１４条 第１１条から第１２条の２までの規定により再入学、転学部、転入学及び編入学（以

下「再入学等」という。）を許可された者の修業年限及び既修得単位の認定については、学部

教授会の議を経て各学部長が別に定める。

２ 前項の規定により修業年限を定められた者の在学期間の限度は、当該修業年限の２倍とする。

第３章 教育課程、卒業の認定等

（教育課程）

第１５条 各学部の教育課程は、基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとする。

２ 前項の基幹教育科目の履修については、別に定める。

３ 第１項の教育課程及び卒業の認定については、各学部規則において定める。

（チャレンジ２１）

第１６条 本学に、学部ごとに編成する教育課程のほか、学部共通の課程を置く。

２ 前項の課程をチャレンジ２１と称し、当該課程について必要な事項は、別に定める。

（授業の方法）

第１６条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。

２ 各学部は、文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 各学部は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。第２項の規定により、

多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても、同様とする。 【大学設置基準第２５条】
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（単位の計算方法）

第１７条 各授業科目（基幹教育科目を除く。）の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学

修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教

育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で各学部規則に定める時間の

授業をもって１単位とする。

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で各学部規則に定める

時間の授業をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授

業については、当該学部規則に定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

(3) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち２以上の方法の併用によ

り行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して当該学部

規則に定める時間の授業をもって１単位とする。 【大学設置基準第２１条】

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目について、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認める場合には、これらに必要な学修等を

考慮して、単位数を定めることができる。 【大学設置基準第２１条】

３ 基幹教育科目の各授業科目の単位の計算方法は、別に定める。

（成績評価基準等の明示等）

第１７条の２ 学部長は、学生に対して、授業科目の授業の方法及び内容並びに１年間の授業の

計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 学部長は、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保す

るため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に

行うものとする。 【大学設置基準第２５条の２】

（成績評価）
第１７条の３ 学生が履修した授業科目について、試験により成績評価を行う。ただし、平素の
成績をもって、試験の成績に代えることができる。

２ 各授業科目の成績は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＦの５種の評語をもってあらわし、Ａ、Ｂ、Ｃ及
びＤを合格とし、Ｆを不合格とする。
Ａ 基準を大きく超えて優秀である。
Ｂ 基準を超えて優秀である。
Ｃ 望ましい基準に達している。
Ｄ 単位を認める最低限の基準には達している。
Ｆ 基準を大きく下回る。

３ 前項の規定にかかわらず、演習、実験、実習等の合否等により判定する授業科目は、Ｒ又は
Ｆの評語をもってあらわすことができるものとし、Ｒを合格とする。

４ 前３項に定めるもののほか成績評価に関し必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第１７条の４ 学部長は、当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び

研究を実施するものとする。 【大学設置基準第２５条の３】

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１８条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修し

た授業科目について修得した単位を、当該学部における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。 【大学設置基準第２８条】

２ 前項の規定は、学生が、外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短期大学

が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学

の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履

修する場合について準用する。 【大学設置基準第２８条】

（休学期間中の外国の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第１９条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が休学期間中に外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得
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したものとみなすことができる。

（大学以外の教育施設における学修）

第２０条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、

学部教授会の議を経て各学部長が定めるところにより単位を与えることができる。

【大学設置基準第２９条】

（入学前の既修得単位等の認定）

第２１条 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和３１年文部省令第２８

号）第３１条の規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後

の本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。外国の大学又は短期大学

において履修した授業科目について修得した単位についても同様とする。

【大学設置基準第３０条】

２ 学部長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条に規定する学

修を、本学における授業科目の履修とみなし、学部教授会の議を経て各学部長が定めるところ

により単位を与えることができる。 【大学設置基準第３０条】

（本学において修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数の限度）

第２２条 第１８条から前条までの規定により本学において修得したものとみなし、又は与える

ことのできる単位数は、第１１条及び第１２条に規定する再入学等の場合を除き、合わせて

６０単位を超えないものとする。この場合において、入学前の既修得単位等で第１５条第１項

に規定する基幹教育科目の授業科目の履修により修得したものとみなし、又は与えることので

きる単位数は、３０単位を超えないものとする。

【大学設置基準第２８条、第２９条、第３０条】

（長期にわたる教育課程の履修）

第２３条 学生が、職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは、学部教授会の

議を経て各学部長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。

【大学設置基準第３０条の２】

（卒業）

第２４条 第２条に規定する期間在学し、所定の授業科目及び単位数を履修修得した者は、卒業

者とし、これに卒業証書を授与する。 【大学設置基準第３２条】

２ 前項の規定にかかわらず、本学の各学部(医学部医学科、歯学部及び薬学部臨床薬学科を除

く。)に３年以上在学した者で、各学部規則の定めるところにより、所定の授業科目及び単位

数を優秀な成績で履修修得したものは、卒業者とし、卒業証書を授与することができる。

３ 第１項の規定による卒業に必要な単位のうち、第１６条の３第２項及び第３項に規定する授

業の方法により修得する単位数は、６０単位を超えないものとする。ただし、卒業に必要な単

位が１２４単位（医学部医学科及び歯学部歯学科にあっては１８８単位、薬学部臨床薬学科に

あっては１８６単位）を超える学部にあっては、その超える部分の単位数を６０単位に加える

ことができる。 【学教法第８９条】

（学位の授与）

第２５条 卒業者には、九州大学学位規則(平成１６年度九大規則第８６号)の定めるところによ

り、学士の学位を授与するものとする。 【学教法第１０４条】【学位規則第２条】

第４章 退学、転学、留学及び休学

（退学）

第２６条 学生が退学しようとするときは、学部長を経て総長に退学許可願を提出し、その許可

を受けなければならない。

（転学）

第２７条 他の大学に転学を志望する学生は、学部長を経て総長に転学許可願を提出し、その許

可を受けなければならない。

（留学）
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第２８条 外国の大学又は短期大学に留学を志望する学生は、学部長に留学許可願を提出し、そ

の許可を受けなければならない。

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第２条の修業年限に通算することができる。

（休学）

第２９条 疾病又は経済的理由のため２月以上修学できない学生は、学部長の許可を得て、その

学年の終りまで休学することができる。

２ 前項のほか、特別の事情があると認められたときは、学部長は、休学を許可することができ

る。

第３０条 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては、学部長は、休学を命ずること

ができる。

第３１条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学部長の許可を得て、復学することがで

きる。

第３２条 休学した期間は、在学期間に算入しない。

第３３条 休学期間は、第２条に規定する修業年限の年数を超えることはできない。ただし、第

１１条又は第１２条の規定により再入学等をした者の休学期間は、第１４条第１項に規定する

修業年限の年数を超えることができない。

第５章 表彰、除籍及び懲戒

（表彰）

第３４条 学生に表彰に価する行為があったときは、総長が表彰することがある。

２ 表彰に関し必要な事項は、別に定める。

（除籍）

第３５条 総長は、学部長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、

当該学生を除籍することができる。

(1) 欠席が長期にわたるとき。

(2) 成業の見込みがないとき。

(3) 長期間にわたり行方不明のとき。

(4) 第３条又は第１４条第２項に規定する在学期間の限度を超えたとき。

(5) 第３３条に規定する休学期間を超えてなお復学できないとき。

第３６条 総長は、学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、当該学生を除籍する。

(1) 入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予さ

れた者若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が、所定の期日までに入学料を納付しないと

き。

(2) 授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しないとき。

（懲戒）

第３７条 総長は、学生が本学の規則に違反し、又はその本分に反する行為があったときは、当

該学生を懲戒する。

２ 前項の場合における懲戒は、訓告、停学及び退学とする。

３ 懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は、別に定める。
第６章 検定料、入学料、授業料及び寄宿料

（検定料）

第３８条 入学（再入学、転入学又は編入学を含む。次条において同じ。）を志願する者は、検

定料を納付しなければならない。

（入学料）

第３９条 入学に当たっては、入学料を納付しなければならない。

２ 入学料の納付が困難な者に対し、その全部若しくは一部を免除し、又は徴収猶予することが

できる。

３ 前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料）

第４０条 各年度に係る授業料は、次の表に掲げる納付区分ごとに、それぞれ授業料の年額の２

分の１に相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし、当該期の授業料
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の免除、徴収猶予又は月割分納を申請した者の納期については、この限りでない。

納 付 区 分 納 期

前期（４月１日から９月３０日まで） ４月３０日まで

後期（１０月１日から３月３１日まで） １０月３１日まで

２ 休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は、その期間分の授業料を免除する。

３ 経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業が優秀と認め

られる者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については、授業料の全部若し

くは一部を免除し、徴収猶予し、又は月割分納を許可することができる。

４ 前項の授業料の免除、徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は、別に定める。

（寄宿料）

第４１条 寄宿舎に入居した者は、所定の期日までに、寄宿料を納付しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められる者については、寄宿料を免除する

ことができる。

（検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額等）

第４２条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額、徴収方法その他の必要な事項については、

国立大学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成１６年度九大会規第

１２号。以下「費用規程」という。）に定める。

第７章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生

（科目等履修生）

第４３条 本学の学生以外の者で、学部の授業科目のうち一又は複数の授業科目を履修すること

を志願する者があるときは、科目等履修生として入学を許可することがある。

【大学設置基準第３１条】

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。

（聴講生）

第４４条 本学において、学部で開講する特定の授業科目を聴講することを志願する者があると

きは、当該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、聴講生として入学を許可する

ことがある。

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第４５条 他の大学又は外国の大学の学生で、本学において、学部で開講する特定の授業科目を

履修することを志願する者があるときは、当該他の大学又は外国の大学との協議に基づき、特

別聴講学生として入学を許可することがある。

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。

（研究生及び専修生）

第４６条 学部において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、当

該学部の教育研究上支障がない場合に限り、選考の上、研究生又は専修生として入学を許可す

ることがある。

２ 研究生及び専修生に関し必要な事項は、別に定める。

（授業料等）

第４７条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び専修生の検定料、入学料及び授業

料の額、徴収方法その他の必要な事項については、費用規程に定める。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者の教

育課程の履修その他当該学生の教育に必要な事項については、九州大学通則（昭和２４年６月

１日施行）等の規定によるものとする。
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附 則（平成１６年度九大規則第１９４号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第３１号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第３８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第３２号）

この規則は、平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則（平成１９年度九大規則第５９号）

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。

２ 改正後の九州大学学部通則第１６条の２の規定は、平成２０年度に九州大学に入学する者か

ら適用する。

附 則（平成２０年度九大規則第３８号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第８１号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４７号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第８４号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則第１５条及び第２２条の規定は、平成２６年度に

九州大学に入学する者から適用し、平成２６年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第７８号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年度九大規則第３６号）

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第８６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６号）

この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第６８号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学部通則は、平成３０年度に九州大学に入学する者から適

用し、平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に

ついては、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第６１号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第２５号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和２年度九大規則第 号）

この規則は、令和３年４月１日から施行する。



- 9 -

別表（第４条関係）

学 生 定 員

学 部 名 学 科 名 収容定員

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

共創学部 共創学科 105 105 105 105 － － 420

文学部 人文学科 151 151 151 151 － － 604

教育学部 46 46 46 46 － － 184

法学部 189 189 189 189 － － 756

経済学部 経済・経営学科 141 141 141 141 － － 564
(10) (10) (20)

経済工学科 85 85 85 85 － － 340
(10) (10) (20)

計 226 226 226 226 － － 904
(20) (20) (40)

理学部 物理学科 55 55 55 55 － － 220

化学科 62 62 62 62 － － 248

地球惑星科学科 45 45 45 45 － － 180

数学科 50 50 50 50 － － 200
(5) (5) (10)

生物学科 46 46 46 46 － － 184

計 258 258 258 258 － － 1,032
(5) (5) (10)

医学部 医学科 110 110 111 111 111 111 664

生命科学科 12 12 12 12 － － 48

保健学科 134 134 134 134 － － 536

計 256 256 257 257 111 111 1,248

歯学部 歯学科 53 53 53 53 53 53 318

薬学部 創薬科学科 49 49 49 49 － － 196

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180
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計 79 79 79 79 30 30 376

工学部 電気情報工学科 153 － － － － － 153

材料工学科 53 － － － － － 53

応用化学科 72 － － － － － 72

化学工学科 38 － － － － － 38

融合基礎工学科 57 － － － － － 57

機械工学科 135 － － － － － 135

航空宇宙工学科 29 － － － － － 29

量子物理工学科 38 － － － － － 38

船舶海洋工学科 34 － － － － － 34

地球資源システム 34 － － － － － 34
工学科

土木工学科 77 － － － － － 77

建築学科 58 － － － － － 58

（建築学科） － 58 58 58 － － 174

（電気情報工学科） － 153 153 153 － － 459

（物質科学工学科） － 163 163 163 － － 489

（地球環境工学科） － 145 145 145 － － 435

（エネルギー科学 － 95 95 95 － － 285
科）

（機械航空工学科） － 164 164 164 － － 492

計 778 778 778 778 － － 3,112

芸術工学部 芸術工学科 187 187 － － － － 374

（環境設計学科） － － 35 35 － － 70

（工業設計学科） － － 45 45 － － 90

（画像設計学科） － － 35 35 － － 70
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（音響設計学科） － － 35 35 － － 70

（芸術情報設計学 － － 37 37 － － 74
科）

計 187 187 187 187 － － 748

農学部 生物資源環境学科 226 226 226 226 － － 904

総 計 2,554 2,554 2,555 2,555 194 194 10,606
(25) (25) (50)

（備考）

１ 学生定員の（ ）を付したものは３年次編入学定員で外数

２ （ ）を付した学科は、学部の改組により、学生募集を停止したものである。

３ 外国人である学生は、定員外とすることができる。



 
 

九州大学学部通則の一部を改正する規則 

令 和 ２ 年 度 九 大 規 則 第  号 

制  定：令和 ３年 ３月  日 

工学部を改組することその他改組の年次進行に伴い、九州大学学部通則（平成１６年度九大規

則第２号）の一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 

 （定員） 
第４条 各学部・学科の学生定員は、別表のと

おりとする。 
（略） 

別表（第４条関係） （別紙のとおり） 

（略） 

（定員） 
第４条 （同左） 
 

（略） 
別表（第４条関係） （別紙のとおり） 

附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。  



 
 

（別紙） 

 

 新  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 105 － － 420 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 151 － － 604 

教育学部  46 

 

46 46 46 － － 184 

法学部  189 

 

189 189 189 － － 756 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

141 

(10) 

－ － 564 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

85 

(10) 

－ － 340 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

226 

(20) 

－ － 904 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 55 － － 220 

 

化学科 62 

 

62 62 62 － － 248 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 45 － － 180 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

50 

 (5) 

－ － 200 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 46 － － 184 

計 258 

 

258 258 

(5) 

258 

 (5) 

－ － 1,032 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

110 111 111 111 111 664 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 134 － － 536 

計 256 

 

256 257 257 111 111 1,248 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬化学科 49 

 

49 49 49 － － 196 

臨床薬学科 30 30 30 30 30 30 180 



 
 

 

計 79 

 

79 79 79 30 30 376 

工学部 電気情報工学科 153 － － － － － 153 

材料工学科 53 － － － － － 53 

応用化学科 72 － － － － － 72 

化学工学科 38 － － － － － 38 

融合基礎工学科 57 － － － － － 57 

機械工学科 135 － － － － － 135 

航空宇宙工学科 29 － － － － － 29 

量子物理工学科 38 － － － － － 38 

船舶海洋工学科 34 － － － － － 34 

地球資源システム工学

科 

34 － － － － － 34 

土木工学科 77 － － － － － 77 

建築学科 58 － － － － － 58 

（建築学科） － 58 58 58 － － 174 

（電気情報工学科） － 153 153 153 － － 459 

（物質科学工学科） － 163 163 163 － － 489 

（地球環境工学科） － 145 145 145 － － 435 

（エネルギー科学科） － 95 95 95 － － 285 

（機械航空工学科） － 164 164 164 － － 492 

計 778 

 

778 778 778 － － 3,112 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 187 － － － － 374 

（環境設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（工業設計学科） 

 

－ － 45 45 － － 90 



 
 

（画像設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（音響設計学科） 

 

－ － 35 35 － － 70 

（芸術情報設計学科） 

 

－ － 37 37 － － 74 

計 187 

 

187 187 187 － － 748 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 226 － － 904 

総                計 2,554 

 

2,554 

 

2,555 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,606 

(50) 

（略）  



 
 

 

 旧  

 

別表（第４条関係） 

学 部 名 学 科 名 
学 生 定 員 

収容定員 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

共創学部 共創学科 105 

 

105 105 － － － 315 

文学部 人文学科 151 

 

151 151 160 － － 613 

教育学部  46 

 

46 46 50 － － 188 

法学部  189 

 

189 189 200 － － 767 

 

経済学部 経済・経営学科 141 

 

141 141 

(10) 

150 

(10) 

－ － 573 

(20) 

経済工学科 85 

 

85 85 

(10) 

90 

(10) 

－ － 345 

(20) 

計 226 

 

226 226 

(20) 

240 

(20) 

－ － 918 

(40) 

理学部 物理学科 55 

 

55 55 59 － － 224 

 

化学科 62 

 

62 62 67 － － 253 

地球惑星科学科 45 

 

45 45 48 － － 183 

数学科 50 

 

50 50 

(5) 

54 

(5) 

－ － 204 

(10) 

生物学科 46 

 

46 46 49 － － 187 

計 258 

 

258 258 

(5) 

277 

(5) 

－ － 1,051 

(10) 

医学部 医学科 110 

 

111 111 111 111 111 665 

生命科学科 12 

 

12     12 12 － － 48 

保健学科 134 

 

134 134 137 － － 539 

計 256 

 

257 257 260 111 111 1,252 

歯学部 歯学科 53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

53 

 

318 

 

薬学部 創薬化学科 49 

 

49 49 50 － － 197 

臨床薬学科 30 

 

30 30 30 30 30 180 



 
 

計 79 

 

79 79 80 30 30 377 

工学部 建築学科 58 

 

58 58 60 － － 234 

電気情報工学科 153 

 

153 153 158 － － 617 

物質科学工学科 163 

 

163 163 168 － － 657 

地球環境工学科 145 

 

145 145 150 － － 585 

エネルギー科学科 95 

 

95 95 99 － － 384 

機械航空工学科 164 

 

164 164 169 － － 661 

 

計 778 

 

778 778 804 － － 3,138 

芸術工学

部 

芸術工学科 

 

187 － － － － － 187 

（環境設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（工業設計学科） 

 

－ 45 45 48 － － 138 

（画像設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（音響設計学科） 

 

－ 35 35 38 － － 108 

（芸術情報設計学科） 

 

－ 37 37 40 － － 114 

計 187 

 

187 187 202 － － 763 

農学部 生物資源環境学科 226 

 

226 226 229 － － 907 

総                計 2,554 

 

2,555 

 

2,555 

(25) 

2,555 

(25) 

194 

 

194 10,607 

(50) 

（略） 
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九州大学学位規則

平成１６年度九大規則第８６号

施 行：平成１６年 ４月 １日

最終改正：令和 ２年 ３月３１日

（令和元年度九大規則第３３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、学位規則（昭和２８年文部省令第９号）により定めるように規定されてい

る事項その他九州大学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定める

ものとする。

（学位）

第２条 本学が授与する学位は、学士、修士及び博士とする。

２ 本学が授与する専門職学位は、修士（専門職）及び法務博士（専門職）とする。

（学士の学位授与の要件）

第３条 学士の学位授与は、本学の課程を修了し、卒業を認定された者に対し行うものとする。

（修士の学位授与の要件）

第４条 修士の学位授与は、本学大学院の学府の修士課程を修了した者に対し行うものとする。

２ 前項に定めるもののほか、修士の学位は、九州大学大学院通則（平成１６年度九大規則第３

号。以下「大学院通則」という。）第２条第５項に定める一貫制博士課程（以下「一貫制博士

課程」という。）において、大学院通則第２７条及び第２７条の２に規定する修了要件を満た

した者に対し授与することができる。

（博士の学位授与の要件）

第５条 博士の学位授与は、本学大学院の学府の博士課程を修了した者に対し行うものとする。

（専門職学位の授与の要件）

第６条 専門職学位の授与は、本学大学院の学府の専門職大学院の課程を修了した者に対し行う

ものとする。

（修士の学位授与）

第７条 修士の学位授与に関して必要な事項は、各学府規則で定める。

（博士論文の提出）

第８条 博士論文（以下「論文」という。）は、博士後期課程にあっては２年以上（法科大学院

の課程を修了した者が博士後期課程に入学した場合にあっては１年以上）、医学系学府医学専

攻、歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程（以下「医学系、歯学及び薬学の博士課程」と

いう。）にあっては３年以上、一貫制博士課程にあっては４年以上在学し、各学府規則に定め

る所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けなければ、提出することがで

きない。

２ 前項の規定にかかわらず、優れた研究業績を上げた者については、在学期間が博士後期課程

にあっては２年、医学系、歯学及び薬学の博士課程にあっては３年、一貫制博士課程にあって

は４年に満たなくても論文を提出させることができる。

３ 論文は、在学期間中に提出するものとし、その期日は、各学府規則で定める。ただし、博士

後期課程、医学系、歯学及び薬学の博士課程又は一貫制博士課程に所定の年限在学し、各学府

規則に定める所要の授業科目の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた者は、退学の上、

別に定める期間内に論文を提出することができる。

４ 論文は、論文審査願に、論文目録、論文要旨及び履歴書各１通を添え、当該学府長を経て総

長に提出するものとする。

第９条 論文は、１編とし、２通を提出するものとする。ただし、参考として、他の論文を添付

することができる。

２ 総長は、審査のため必要があるときは、論文の副本又は訳文、模型、標本等の提出を求める

ことがある。

３ 受理した論文は、返還しない。

（論文の審査）

第１０条 総長は、論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものとする。

２ 前項の審査は、論文を受理した後１年以内に終了するものとする。
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第１１条 学府教授会は、前条第１項により付託された論文を審査するため、論文調査委員（以

下「調査委員」という。）を定めて、その論文の調査及び最終試験を行わせる。

２ 調査委員は、３名以上とし、必要に応じ、他の大学院又は研究所等の教員等を加えることが

できる。

第１２条 最終試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答に

より行うものとする。

第１３条 調査委員は、論文調査及び最終試験を終了したときは、調査及び最終試験の結果の要

旨を、文書をもって、学府教授会に報告しなければならない。

第１４条 学府教授会は、前条の報告に基づき、学位を授与すべきか否かを審査する。

２ 前項の審査は、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成があることを

必要とする。

（審査結果の報告）

第１５条 学府教授会は、前条の審査の結果を文書をもって、総長に報告しなければならない。

（論文提出による博士）

第１６条 第５条に定めるもののほか、博士の学位授与は、本学大学院の学府の行う論文の審査

に合格し、かつ、本学大学院の学府の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの

確認（以下「学力の確認」という。）をされた者に対し行うことができる。

２ 第８条第３項ただし書に規定する者が、退学の上、同項ただし書に定める期間を経過した後

に論文を提出した場合も、前項の例による。

３ 前２項により博士の学位を請求しようとする者は、学位申請書に、学位論文２通、同目録、

論文要旨及び履歴書各１通並びに総長が定める審査手数料を添え、関係学府を経て、総長に提

出しなければならない。

４ 既納の審査手数料は、返還しない。

５ 第９条の規定は、第３項の規定による学位の請求に準用する。

第１７条 総長は、前条による論文を受理したときは、学府教授会にその審査を付託するものと

する。

２ 学府教授会は、調査委員を定めて、その論文の調査及び学力の確認を行わせる。

３ 第１０条第２項及び第１１条第２項の規定は、前２項の場合に準用する。

第１８条 論文の調査にあたっては、原則として試験を行う。

２ 試験は、論文を中心とし、これに関連のある授業科目について、口頭又は筆答により行うも

のとする。

第１９条 学力の確認は、試問による。

２ 試問は、口頭又は筆答によるものとし、専攻分野に関し本学大学院の学府の博士課程を修了

した者と同等以上の学力を有し、かつ、研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の

研究能力を有するか否かについて行う。この場合、外国語を課すものとし、その種類は、各学

府教授会において定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、充分な研究歴と顕著な研究業績を有する者については、試問以

外の方法により学力の確認を行うことができる。

第２０条 前２条の規定による論文の調査及び学力の確認の結果の取扱いについては、第１３条

から第１５条までの規定を準用する。

（専門職学位の授与）

第２１条 専門職学位の授与に関して必要な事項は、専門職大学院の課程を置く学府の各学府規

則で定める。

（学位記の授与）

第２２条 総長は、第１５条（第２０条において準用する場合を含む。）の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、博士の学位を授与すべき者に学位記を授与し、学位を授与でき

ない者にはその旨を通知する。

２ 総長は、卒業並びに修士課程及び専門職大学院の課程修了の審査結果の報告を踏まえ、学位

を授与すべきか否かを決定し、学士若しくは修士の学位又は専門職学位を授与すべき者に学位

記を授与する。

（学位授与の報告等）
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第２３条 総長は、前条第１項により博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から

３月以内に、所定の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するとともに、その論文

の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第２４条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該

博士の学位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし、当該博士の学位を授

与される前に既に公表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、

学府の承認を得て、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えて、その内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、当該学府は、その論文の全文を求めに応じて

閲覧に供するものとする。

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項の規定による公表は、インターネットの利用により

行うものとする。

４ 第１項及び第２項により論文を公表する場合には、本学において審査を受けた学位論文であ

ることを、明記しなければならない。

第２５条 本学の学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、「九州大学」と付記しな

ければならない。ただし、共同教育課程に係る学位にあっては、本学に加え、当該共同教育課

程を編成する他の大学の名称を付記しなければならない。

（学位の名称）

第２６条 第２条の学位（法務博士（専門職）を除く。）を授与するに当たっては、専攻分野の

名称を付記するものとし、学位の名称は、学士にあっては別表第１のとおりとし、修士の学位

及び博士の学位にあっては別表第２のとおりとし、専門職学位にあっては、別表第３のとおり

とする。

（学位授与の取消）

第２７条 本学において学位を授与された者が不正な方法により学位の授与を受けた事実が判明

したとき、又は学位の栄誉を汚辱する行為があったときは、総長は、教育研究評議会の議を経

て、既に与えた学位を取り消し、学位記を返納させ、かつ、その旨を公表するものとする。

２ 教育研究評議会において前項の決定を行うには、構成員の３分の２以上が出席し、出席者の

４分の３以上の賛成があることを必要とする。

（学位記等の様式）

第２８条 学位記及び学位申請関係書類の様式は、別記様式のとおりとする。

附 則

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

２ 平成１６年３月３１日に本学に在学し、平成１６年４月１日以降も引き続き在学する者

（２１世紀プログラムの教育を受ける学生を除く。）については、九州大学学位規則（昭和

３２年１１月１９日施行）の規定によるものとする。

３ 九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）附則第４項に規定する者に授与する学位記に

ついては、第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

(1) 九州芸術工科大学芸術工学部の課程を修めて卒業した者に授与する学位記の様式

学 位 記

学 部 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 芸 術 工 学 部 ○ ○ 学 科 所 定 の 課 程 を 修 め た こ と を 認 め

る

年 月 日
九 州 芸 術 工 科 大 学 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 芸 術 工 学 部 長 印
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本 学 芸 術 工 学 部 長 の 認 定 に よ り 学 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

第 号

(2) 九州芸術工科大学大学院の博士前期課程を修めて修士課程を修了した者に授与する学位

記の様式
学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 前 期 課 程

を 修 め た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 修 士 （ 芸 術 工 学 ） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 修 第 号

(3) 九州芸術工科大学大学院の博士課程を修めて博士課程を修了した者に授与する学位記の

様式

学 位 記

学 府 印 氏 名

年 月 日 生

本 学 に お い て 九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 研 究 科 芸 術 工 学 専 攻 の 博 士 課 程 に お

い て 所 定 の 単 位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 し た こ と を 認 め る

年 月 日

九 州 芸 術 工 科 大 学 大 学 院 教 育 課 程 担 当

九 州 大 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 印

本 学 大 学 院 芸 術 工 学 府 長 の 認 定 に よ り 博 士 （○○） の 学 位 を 授 与 す る

大 学 印 九 州 大 学 総 長 印

芸 博 甲 第 号

４ ２１世紀プログラムの課程を修了した者に授与する学位の名称は、第２６条の規定にかかわ

らず、学士（学術）とし、学位記については、第２８条の規定にかかわらず、次の様式による

ものとする。
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第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学所定の２１世紀プログラムの

課程を修めたので本学の卒業を認め

学士（学術）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth:○○

the Degree of
Bachelor of Arts and Science

having completed the prescribed program
of the 21st Century Program

(○○)

Date

Name
大学印 President

５ 博士課程（博士課程教育リーディングプログラム）を修了した者に授与する学位の名称は、

第２８条の規定にかかわらず、次の様式によるものとする。

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程（□□□□□□□

□）において所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終

試験に合格したので博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)

with additional completion of □□□□

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入し、□印の箇所は博士課程教育リーディングプログラム

の名称を記入する。

附 則（平成１６年度九大規則２０３号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１７年度九大規則第５５号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１９号）

この規則は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第１１８号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２０年度九大規則第７４号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２２年度九大規則第１１号）

１ この規則は、平成２２年６月１５日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。

２ 平成２２年３月３１日に九州大学大学院薬学府の修士課程に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者に授与する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規

則別表第２の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成２２年度九大規則第１５１号）
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この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１１３号）

この規則は、平成２４年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第４号）

この規則は、平成２４年５月１日から施行し、平成２４年３月１４日から適用する。

附 則（平成２４年度九大規則第３５号）

この規則は、平成２４年１２月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第９２号）

１ この規則は、平成２５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ この規則による改正後の九州大学学位規則（以下「新規則」という。）第２３条の規定は、

施行日以後に博士の学位を授与した場合について適用し、同日前に博士の学位を授与した場

合については、なお従前の例による。

３ 新規則第２４条の規定は、施行日以後に博士の学位を授与された者について適用し、同日

前に博士の学位を授与された者については、なお従前の例による。

４ 新規則別記様式の規定は、施行日以後に授与する学位記について適用し、同日前に授与す

る学位記については、なお従前の例による。

附 則（平成２５年度九大規則第１１６号）

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

２ 平成２６年３月３１日までに九州大学大学院比較社会文化学府に入学した者に授与する学

位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第２の規定にかかわらず、

なお従前の例による。

附 則（平成２６年度九大規則第１４１号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第５４号）

この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。

附 則（平成２８年度九大規則第１０６号）

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成２９年度九大規則第１０１号）

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。

２ 平成３０年３月３１日に九州大学に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者に授与

する学位の名称については、この規則による改正後の九州大学学位規則別表第１の規定にかか

わらず、なお従前の例による。

附 則（平成３０年度九大規則第５３号）

この規則は、平成３１年１月１５日から施行する。

附 則（平成３０年度九大規則第８７号）

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則（令和元年度九大規則第３３号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。
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別表第１（学士の学位）

学 部 学 位 の 名 称

共創学部 学士（学術）

文学部 学士（文学）

教育学部 学士（教育学）

法学部 学士（法学）

経済学部 学士（経済学）

理学部 学士（理学）

医学部 学士（医学）

学士（生命医科学）

学士（看護学）

学士（保健学）

歯学部 学士（歯学）

薬学部 学士（創薬科学）

学士（薬学）

工学部 学士（工学）

芸術工学部 学士（芸術工学）

農学部 学士（農学）

別表第２（修士の学位及び博士の学位）

学 位 の 名 称

学 府

修 士 博 士

人文科学府 修士（文学） 博士（文学）

地球社会統合科学府 修士（学術） 博士（学術）

修士（理学） 博士（理学）

人間環境学府（臨床実 修士（人間環境学） 博士（人間環境学）

践心理学専攻を除く。） 修士（文学） 博士（文学）

修士（教育学） 博士（教育学）

修士（心理学） 博士（心理学）

修士（工学） 博士（工学）

法学府 修士（法学） 博士（法学）
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経済学府（産業マネジ 修士（経済学） 博士（経済学）

メント専攻を除く。）

理学府 修士（理学） 博士（理学）

数理学府 修士（数理学） 博士（数理学）

修士（技術数理学） 博士（機能数理学）

システム生命科学府 修士（システム生命科学） 博士（システム生命科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（情報科学） 博士（情報科学）

医学系学府（医療経営 修士（医科学） 博士（医学）

・管理学専攻を除く。） 修士（看護学） 博士（看護学）

修士（保健学） 博士（保健学）

歯学府 博士（歯学）

博士（臨床歯学）

博士（学術）

薬学府 修士（創薬科学） 博士（創薬科学）

博士（臨床薬学）

工学府 修士（工学） 博士（工学）

芸術工学府 修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（デザインストラテジー） 博士（工学）

システム情報科学府 修士（情報科学） 博士（情報科学）

修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

総合理工学府 修士（理学） 博士（理学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（学術） 博士（学術）

生物資源環境科学府 修士（農学） 博士（農学）

統合新領域学府 修士（感性学） 博士（感性学）

修士（芸術工学） 博士（芸術工学）

修士（工学） 博士（工学）

修士（オートモーティブサイエンス） 博士（オートモーティブサイエンス）

修士（ライブラリーサイエンス） 博士（ライブラリーサイエンス）

修士（学術） 博士（学術）

別表第３（専門職学位）
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専 門 職 大 学 院 学 位 の 名 称

人間環境学府実践臨床心理学専攻 臨床心理修士（専門職）

経済学府産業マネジメント専攻 経営修士（専門職）

医学系学府医療経営・管理学専攻 医療経営・管理学修士（専門職）

法科大学院 法務博士（専門職）

（法務学府実務法学専攻）

別記様式

(1) 第３条により本学を卒業した者に授与する学位記の様式

第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

大学印

本学◯◯学部◯◯学科所定の課程を修めたことを認める

九州大学◯◯学部長

印

本学◯◯学部長の認定により本学を卒業したことを認め

学士（◯◯）の学位を授与する

年 月 日

九州大学総長

印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Bachelor of ◯◯

having completed the prescribed program
of the School of ◯◯

(◯◯)
Date

Name
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大学印 Dean of the School of ◯◯

Name
President

(2) 第４条１項により修士課程（共同教育課程を除く。）を修了した者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の修士課程を修了したので修

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○

(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(3) 第４条１項により修士課程（共同教育課程）を修了した者に授与する学位記の様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生
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九州大学大学院◯◯学府及び□□大学大学院◇◇研究科の

◎◎専攻の修士課程を修了したので修士（○○）の学位を授

与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

□ □ 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Master's Program
in the Graduate School of ◯○,Kyushu University

and the Graduate School of △△,□□

(◎◎)
Date

Name
大学印 President of Kyushu University

Name
大学印 President of □□ University

備考１ △印の箇所は学府名の略号を記入する。

２ □印の箇所は共同教育課程を構成する大学（本学を除く。）、◇印の箇所は構成大学の

共同教育課程を編成する研究科の名称を記入する。

３ ◎印の箇所は共同教育課程おける専攻の名称を記入する。

(4) 第４条２項により修士課程の修了に相当する要件を満たした者に授与する学位記の

様式

△修第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻において修士課程の修了に相

当する要件を満たしたので修士（○○）の学位を授与する
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年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the requirement
for a Master's Qualification

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(5) 第５条により博士課程を修了した者に授与する学位記の様式

△博甲第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の博士課程において所定の単

位を修得し学位論文の審査及び最終試験に合格をしたので博

士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY
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hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having passed the prescribed final examination
and completed a doctoral dissertation

in the Graduate School of ◯
(◯◯)
Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(6) 第６条により専門職学位課程を修了した者（法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専

門職学位課程を修了した者を除く。）に授与する学位記の様式

△専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学大学院◯◯学府◯◯専攻の専門職学位課程を修了した

ので修士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Master of ◯◯

having completed the Professional Degree Program
in the Graduate School of ◯

(◯◯)
Date
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Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(7) 第６条により法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課程を修了した者に授

与する学位記の様式

法専第 号

学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学法科大学院（法務学府実務法学専攻）の専門職学位課

程を修了したので法務博士（専門職）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学

大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Juris Doctor

having completed the Professional Degree Program
in the Law School
(Legal Practice)

Date

Name
大学印 President

(8) 第１６条により博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの確認をされた者

に授与する学位記の様式

△博乙第 号
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学 位 記

氏 名

年 月 日 生

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合格したの

で博士（○○）の学位を授与する

年 月 日

九 州 大 学 大学印

No.
KYUSHU UNIVERSITY

hereby confers upon
Name

Date of Birth: ◯◯

the Degree of
Doctor of ◯◯

having submitted a doctoral dissertation and
successfully fulfilled all the requirements

Date

Name
大学印 President

備考 △印の箇所は学府名の略号を記入する。

(9) 学位申請関係書類の様式

ア 第８条第４項による学位論文審査願様式

年 月 日

九州大学総長殿

○○学府○○学専攻

○○年入学

氏名印
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学位論文審査願

このたび博士の学位を受けたいので、九州大学学位規則第８条により、下記のとお

り関係書類を添え、学位論文を提出いたしますから御審査ください。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

イ 第１６条第３項による学位申請書様式

年 月 日

九州大学総長殿

本籍：

氏名： 印

学位申請書

貴学学位規則第１６条により、博士の学位を受けたいので、下記のとおり関係

書類を添え、学位論文を提出いたします。

なお所定の手数料を納入いたします。

記

1 主論文 １編 冊 ２通

2 参考論文 編 冊 １通

3 論文目録

4 論文要旨

5 履歴書

ウ 添付書類の様式

① 論文目録様式

論 文 目 録 区分 甲乙

氏 名

主論文１編○冊

題 名
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（印刷公表の方法及びその時期（未公開の場合は予定を記入））

参考論文 ○編○冊

題 名

１

２ （同上）

３

備考

１ 論文題名が外国語の場合は、訳を付すること。

２ 未公表の論文の場合は、原稿の枚数を記入すること。

３ 参考論文が 2 以上ある場合は、その題名を列記すること。

② 履歴書様式

履 歴 書 区分 甲乙

（ふりがな） 男

氏 名 年 月 日生

生 年 月 日 女

本 籍 都 道

（都道府県名） 府 県

現 住 所 都道 区市 町 番地

府県 郡 村

学 歴

年 月 日

年 月 日

職 歴

年 月 日

年 月 日

研究歴

年 月 日

年 月 日

上記のとおり相違ありません。

年 月 日

氏 名 印

備考

１ 学歴は、新制大学卒業以後又は最終学歴を記載すること。
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２ 研究歴には研究した事項とその期間を明記すること。なお、学歴又は職歴に

記載した期間中に研究歴に当たるものがある場合は、それについても記入する

こと。



 

1 
 

   九州大学工学部規則（案） 

平成１６年度九大規則第１１５号 

制  定：平成１６年 ４月 １日 

終改正：令和 ３年  月  日 

（令和２年度九大規則第  号） 

  第１章 趣旨 

第１条 この規則は、九州大学学部通則（平成１６年度九大規則第２号。以下「通則」という。）

により各学部規則において定めるように規定されている事項その他工学部の教育に関し必要な

事項を定めるものとする。 

第１条の２ 工学部は、エネルギー･資源・物質・環境・システムに関する専門基礎知識と様々な

事象に対する理解力と説明能力を教授育成するとともに、幅広い教養と視野をもって工学に携

わる人材を組織的に養成する。 

  第２章 コース 

第２条 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、それぞれ右欄に掲げるコースを置く。 

学   科 コース 

電気情報工学科 
計算機工学コース 

電子通信工学コース 

電気電子工学コース 

材料工学科  

応用化学科 
機能物質化学コース 

分子生命工学コース 

化学工学科  

融合基礎工学科 
物質材料コース 

機械電気コース 

機械工学科  

航空宇宙工学科  

量子物理工学科  

船舶海洋工学科  

地球資源システム工学科  

土木工学科  

建築学科  

２ 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、国際コース（英語による授業等により学位取得可能

な教育課程をいう。以下同じ。）として、それぞれ右欄に掲げる国際コースを置く。 

学  科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コース）国際コース 

応用化学科 （応用化学コース）国際コース 

機械工学科及び航空宇宙工学科 （機械航空工学コース）国際コース 

土木工学科 （土木工学コース）国際コース 
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  第３章 入学及び再入学等 

第３条 学生の入学に関し必要な事項は、別に定める。 

２ 学生の再入学、転学部、転入学及び編入学（工学部融合基礎工学科への編入学を除く。以下

「再入学等」という。）については、工学部の収容定員に余裕がある場合又は特に必要と認め

る場合に、教授会の議を経て、許可することができる。 

３ 前項の規定により再入学等を許可された者及び工学部融合基礎工学科に編入学した者の修

業年限、単位修得の方法等については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 

第４条 科目等履修生として本学において一定の単位を修得した後に入学する者の修業年限の

通算については、教授会の議を経て、学部長が決定する。 

第４条の２ 学生が、通則第２３条の規定に基づき、標準修業年限を超えて一定の期間にわた り

計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは、教授会の議

を経て学部長が定めるところにより、その計画的な履修を認めることができる。 

  第４章 学期及び教育課程 

第５条 学年を分けて次の２学期とする。 

前期 ４月１日から９月３０日まで 

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

２ 前項に定める各学期の授業期間は、別に定める。 

第６条 工学部における教育課程は、基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとす

る。 

２ 基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び 低修得単位数は、別表第１のとおりとする。 

３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位数は、別表第２のとおりとする。 

４ 専攻教育科目を工学部共通科目、学科群共通科目、学科・専攻科目及び卒業研究に分ける。 
５ 単位計算の基準は、講義及び演習については１５時間又は３０時間をもって１単位、実験及

び実習については３０時間又は４５時間をもって１単位とする。 

第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第２項に掲げる国際コースの授業科目、単位数及び

低修得単位数は、別表第３及び別表第４とおりとする。 

２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生は、学科において教育上有益と認めるときは、別表

第３及び別表第４の授業科目以外の授業科目を、自由科目（修得した単位を第１５条の２第１

項に規定する卒業の要件となる単位数に算入しない科目をいう。）として履修することができ

る。 

第８条 学生は、各学期の始めに、履修しようとする授業科目を学部長に届け出なければならな 

い。 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科目を履修するには、２年次終了までに、基幹教育科

目のうち学科又はコースごとに定める授業科目の単位数を修得しておかなければならない。 

  第５章 単位修得及び卒業 

第１０条 各授業科目の単位修得の認定は、教授会の議を経て、学部長がこれを行う。 

第１１条 授業科目の成績評価は、通則第１７条の３の規定に基づき行うものとする。 

２ 実験、実習及び演習については、平素の成績考査をもって試験に替えることができる。 

第１２条 卒業研究の単位修得の認定は、一定の問題について作製した論文、報告、計画等の審

査及び口頭試問により行う。 

第１３条 試験は、授業の行われた学期の授業期間の末に行う。ただし、必要に応じ、他の時期

において行うことができる。 

第１４条 単位を修得した授業科目に対しては、希望により成績証明書を与えることができる。 

第１５条 工学部の卒業の要件は、工学部に４年以上在学し、別表第１及び別表第２の授業科目

について、次の各号に定める単位数以上を修得しなければならない。 

 (1) 電気情報工学科 基幹教育科目から４６単位、専攻教育科目から８７．５単位、合計１３

３．５単位 

 (2) 材料工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．

５単位 

 (3) 応用化学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．
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５単位 

 (4) 化学工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８５単位、合計１３３．

５単位 

 (5) 融合基礎工学科（物質材料コース） 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から

８６単位、合計１３４．５単位 

 (6) 融合基礎工学科（機械電気コース） 基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育科目から

８９単位、合計１３４．５単位 
 (7) 機械工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６単位、合計１３４．

５単位 
 (8) 航空宇宙工学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８６．５単位、合計

１３５単位 
 (9) 量子物理工学科 基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育科目から８７単位、合計１３

２．５単位 
 (10) 船舶海洋工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５．５単位、合計

１３５単位 
 (11) 地球資源システム工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５．５単

位、合計１３５単位 
 (12) 土木工学科 基幹教育科目から４９．５単位、専攻教育科目から８５単位、合計１３４．

５単位 
 (13) 建築学科 基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育科目から８２単位、合計１３０．５

単位 

２ 教授会は、前項の単位を修得した者について、卒業の審査を行う。 

第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要件は、工

学部に４年以上在学し、別表第３及び別表第４の授業科目について、次の各号に定める単位数

以上を修得しなければならない。 

(1) 電気情報工学科（電気情報工学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専

攻教育科目から７２単位、合計１２４．５単位 

(2) 応用化学科（応用化学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専攻教育科

目から７６単位、合計１２８．５単位 
(3) 機械工学科及び航空宇宙工学科（機械航空工学コース）国際コース 基幹教育科目から５

２．５単位、専攻教育科目から８０単位、合計１３２．５単位 

(4) 土木工学科（土木工学コース）国際コース 基幹教育科目から５２．５単位、専攻教育科

目から７２単位、合計１２４．５単位 

２ 教授会は、前項の単位を修得した者について、卒業の審査を行う。 

第１５条の３ 工学部融合基礎工学科に、環境・エネルギー問題に代表される多様で複雑な問題

に対応し、解決する能力を備えた工学系人材の育成を行うため、高専連携教育プログラムを置

く。 
２ 高専連携教育プログラムの修了要件は、工学部融合基礎工学科に２年以上在学し、別表第１

及び別表第２に定める授業科目について、基幹教育科目から４５．５単位以上、専攻教育科目

から８９単位以上を修得し、合計１３４．５単位以上を修得することとする。 
３ 高専連携教育プログラムにかかる単位認定その他必要な事項については、別に定める。 

  第６章 科目等履修生及び聴講生 
第１６条 科目等履修生として入学を志願できる者は、九州大学科目等履修生等規則（平成１６

年度九大規則第９１号）第２条第１項に定めるところによる。 

第１７条 科目等履修生として入学を志願する者は、所定の願書に履修しようとする授業科目名

を記載し、履歴書及び検定料を添えて、学部長に願い出なければならない。 

２ 学部長は、学生の授業に支障がないときは、前項の願い出があった者について選考の上、学

年又は学期の始めに入学を許可することができる。 

第１８条 科目等履修生の履修した授業科目については、試験により所定の単位を与える。 

２ 前項の単位の授与については、第１０条、第１１条第１項及び第１３条の規定を準用する。 
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第１９条 学部長は、科目等履修生の修得した単位について、所要の証明書を交付することがで 

きる。 

第２０条 工学部の特定の授業科目を聴講しようとする者は、所定の願書に聴講しようとする授

業科目名を記載し、履歴書及び検定料を添えて、学期の始めに学部長に願い出なければならな

い。 

第２１条 聴講生として、聴講を志願できる者は、大学において２年以上の課程を修了した者又

はこれと同等以上の学力があると認めた者とする。 

第２２条 学部長は、学生の履修に妨げがない場合は、教授会の議を経て、学期又は学年ごとに

聴講を許可することができる。 

第２３条 聴講生に対しては、単位修得の認定を行わない。ただし、法令等に基づく資格を得る

ため等特に単位を必要とする者については、単位修得の認定を行うことができる。 

２ 聴講生から請求があるときは、聴講証明書又は単位修得証明書を交付することができる。 

  第７章 雑則 

 （雑則） 

第２４条 この規則その他の規則等に定めるもののほか、本学部の校務について必要な事項は、

学部教授会の議を経て、学部長が別に定める。 

   附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年度九大規則第７０号） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則は、平成１８年度に本学部に入学する者から適用し、平成１８

年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従

前の例による。 

   附 則（平成１８年度九大規則第１３９号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則は、平成１９年度に本学部に入学する者から適用し、平成１９

年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従

前の例による。 

   附 則（平成１９年度九大規則第１９号） 

１ この規則は、平成１９年７月２０日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則第１１条の規定は、平成１９年度に本学部に入学する者から適

用し、平成１９年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成１９年度九大規則第８７号） 

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の九州大学工学部規則別表第１の規定は、平成１８年度に本学部に入学した者から適

用し、平成１８年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

３ 改正後の九州大学工学部規則別表第３の規定は、平成２０年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２０年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２０年度九大規則第８５号） 

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２１年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２１年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

附 則（平成２１年度九大規則第８６号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２２年度に本学に入学する者から適用

し、平成２２年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につい
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ては、なお従前の例による。 

附 則（平成２２年度九大規則第２２号） 

 この規則は、平成２２年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年度九大規則第１０２号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２３年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第５７号） 

１ この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２３年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、同年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学する者

については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年度九大規則第１２１号） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２４年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２４年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１５号） 

１ この規則は、平成２４年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２４年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、平成２４年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２４年度九大規則第１０３号） 

１ この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２５年度に本学部に入学する者から適

用し、平成２５年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則（平成２５年度九大規則第１３１号） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２６年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成２６年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第４４号） 

１ この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２６年１０月１日に本学部に入学する

者から適用し、平成２６年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２６年度九大規則第１５５号） 

１ この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則別表第２の規定は、平成２７年４月１日に本学

部に入学する者から適用し、平成２７年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年度九大規則第６４号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、平成２８年４

月１日に本学部に入学する者から適用し、平成２８年３月３１日に本学部に在学し、同年４月

１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、新規則のうち別表第１の規定は、平成２６年４月１日に本学部に

入学した者から適用し、平成２６年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続
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き在学する者については、なお従前の例による。  

    附 則（平成２８年度九大規則第３８号） 

１ この規則は、平成２８年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則別表第６の規定は、平成２８年１０月１日に 

本学部に入学する者から適用し、平成２８年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日 以

降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２８年度九大規則第１２１号） 

１ この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則第１５条第１項、別表第１、別表第２及び別表

第４の規定は、平成２９年４月１日に本学部に入学する者から適用し、平成２９年３月３１日

に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年度九大規則第１７号） 

１ この規則は、平成２９年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成２９年１０月１日に本学部に入学する 

者から適用し、平成２９年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学 

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成２９年度九大規則第１１７号） 

１ この規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３０年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成３０年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成３０年度九大規則第３６号） 

１ この規則は、平成３０年１０月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３０年１０月１日に本学部に入学する 

者から適用し、平成３０年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引き続き在学 

する者については、なお従前の例による。 

   附 則（平成３０年度九大規則第１０１号） 

１ この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則は、平成３１年４月１日に本学部に入学する者

から適用し、平成３１年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日以降も引き続き在学する

者については、なお従前の例による。 

附 則（令和元年度九大規則第５０号） 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和２年４月

１日に本学部に入学する者から適用し、令和２年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず、新規則のうち別表第５の規定は、平成３０年１０月１日に本学部

に入学した者から適用し、平成３０年９月３０日に本学部に在学し、同年１０月１日以降も引

き続き在学する者については、なお従前の例による。  

附 則（令和２年度九大規則第  号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和３年４月

１日に本学部に入学する者から適用し、令和３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月１日

以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 
３ 前２項の規定にかかわらず、新規則第１５条の３の規定は、令和５年４月１日に本学部融合

基礎工学科に編入学する者から適用する。 
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別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び 低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 
 低修得 

 単位数 
合計 低 

修得単位数 

基幹教育

セミナー 
基幹教育セミナー １ １ １ 

課題協学

科目 
課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５ 

言 

語 

文 

化 

科 

目 

 

 

言

語 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

 

  
 

 

学術英語・アカデミックイシューズ 

学術英語・グローバルイシューズ 

学術英語・CALL １ 

学術英語・プロダクション１ 

学術英語・プロダクション２ 

学術英語・CALL ２ 

学術英語・テーマベース 
学術英語・スキルベース 

学術英語・集中演習 
専門英語 
ドイツ語ⅠＡ 

ドイツ語ⅠＢ 

ドイツ語ⅡＡ 

ドイツ語ⅡＢ 

ドイツ語Ⅲ 
ドイツ語Ⅳ 
ドイツ語プラクティクムⅠ 
ドイツ語プラクティクムⅡ 
ドイツ語プラクティクムⅢ 
フランス語ⅠＡ 

フランス語ⅠＢ 

フランス語ⅡＡ 

フランス語ⅡＢ 

フランス語Ⅲ 
フランス語Ⅳ 
フランス語プラティクⅠ 
フランス語プラティクⅡ 
フランス語プラティクⅢ 
中国語ⅠＡ 

中国語ⅠＢ 
中国語ⅡＡ 
中国語ⅡＢ 

中国語Ⅲ 
中国語Ⅳ 

中国語実践Ⅰ 

中国語実践Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

第１外国語 

英語 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２外国語 

    ４ 

 

 

１２ 
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中国語実践Ⅲ 
中国語集中演習 
ロシア語ⅠＡ 
ロシア語ⅠＢ 

ロシア語ⅡＡ 
ロシア語ⅡＢ 

ロシア語Ⅲ 
ロシア語Ⅳ 

韓国語ⅠＡ 
韓国語ⅠＢ 
韓国語ⅡＡ 

韓国語ⅡＢ 
韓国語Ⅲ 

韓国語Ⅳ 
韓国語表現演習Ⅰ 

韓国語表現演習Ⅱ 
スペイン語ⅠＡ 

スペイン語ⅠＢ 
スペイン語ⅡＡ 

スペイン語ⅡＢ 
スペイン語Ⅲ 
スペイン語Ⅳ 
スペイン語表現演習Ⅰ 

スペイン語表現演習Ⅱ 
日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

日本語Ⅴ 

日本語Ⅵ 

日本語Ⅶ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

文 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

哲学・思想入門 

先史学入門 

歴史学入門 

文学・言語学入門 

芸術学入門 

地理学入門 

社会学入門 

心理学入門 

現代教育学入門 

教育基礎学入門 

法学入門 

政治学入門 

経済学入門 

経済史入門 

The Law and Politics of International Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 
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理 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

社会と数理科学 

入門微分積分Ⅰ 
入門微分積分Ⅰ 
微分積分学Ⅰ 
微分積分学Ⅱ 

入門線形代数Ⅰ 
入門線形代数Ⅱ 
線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習ＡⅠ 

数学演習ＡⅡ 

数学演習Ｂ 

数理統計学 

身の回りの物理学Ａ 

身の回りの物理学Ｂ 

力学概論 

力学概論演習 

電磁気学概論 
電磁気学概論演習 
熱力学概論 
熱力学概論演習 
力学基礎 
力学基礎演習 
電磁気学基礎 
電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 
熱力学基礎演習 

物理学の進展Ａ 
物理学の進展Ｂ 

現代物理学基礎 

原子核物理学 

身の回りの化学 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 
基礎化学熱力学Ⅰ 

基礎化学熱力学Ⅱ 
現代化学 

基礎生物有機化学Ⅰ 
基礎生物有機化学Ⅱ 

基礎生化学Ⅰ 
基礎生化学Ⅱ 

機器分析学 

生命の科学Ａ 

生命の科学Ｂ 

生物学概論 

細胞生物学 

１ 
１ 
１ 

２ 
２ 

１ 
１ 
２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

２ 
１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
０．５ 

１ 
０．５ 

２ 
１ 
１ 

０．５ 
１ 

０．５ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 

１ 
１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

※備考２参照 
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集団生物学 

分子生物学 

生態系の科学 

地球と宇宙の科学 

地球科学 

先端地球科学 

宇宙科学概論 

デザイン思考 

図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 

空間表現実習Ⅰ 

空間表現実習Ⅱ 

世界建築史概論 

日本建築史概論 

近・現代建築史 

デザイン史 

情報科学 

プログラミング演習 

コンピュータープログラミング入門 

自然科学総合実験 

基礎科学実習 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

サイバー

セキュリ

ティ科目 

 サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １ 

健康・ 

スポーツ

科目 

健康・スポーツ科学演習 １ １ １ 

身体運動科学実習ⅠＡ 
身体運動科学実習ⅠＢ 

身体運動科学実習ⅡＡ 
身体運動科学実習ⅡＢ 

身体運動科学実習ⅢＡ 

身体運動科学実習ⅢＢ 
身体運動科学実習ⅣＡ 

身体運動科学実習ⅣＢ 
身体運動科学実習Ⅴ 
健康・スポーツ科学講義Ａ 

健康・スポーツ科学講義Ｂ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

１ 

１ 

１ 

  

総 

合 

科 

目 

先端技術入門Ａ 
先端技術入門Ｂ 

１ 
１ 

２ ２ 

アカデミック・フロンティアⅠ 

アカデミック・フロンティアⅡ 

大学とは何かⅠ 

大学とは何かⅡ 

九州大学の歴史Ⅰ 

九州大学の歴史Ⅱ 

女性学・男性学Ⅰ 

女性学・男性学Ⅱ 

社会連携活動論：ボランティア 

社会連携活動論：インターンシップ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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Law in Everyday Life A 

Law in Everyday Life B 
バリアフリー支援入門 
ユニバーサルデザイン研究 

アクセシビリティ入門 

アクセシビリティ支援入門 

アクセシビリティ基礎 

人と人をつなぐ技法 

コミュニケーション入門 

体験してわかる自然科学 

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ 

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ 

アジア埋蔵文化財学Ａ 

アジア埋蔵文化財学Ｂ 

韓国・朝鮮研究の 前線Ⅰ 

韓国・朝鮮研究の 前線Ⅱ 

グローバル社会を生きるⅠ 

グローバル社会を生きるⅡ 

社会参加のための日本語教育Ⅰ 

社会参加のための日本語教育Ⅱ 

フィールドに学ぶＡ 

教育テスト論 

現代企業分析 

現代経済事情 

外国語プレゼンテーション 

水の科学 

医療倫理学Ⅰ 

医療倫理学Ⅱ 

バイオエシックス入門 

糸島の水と土と緑Ⅰ 

糸島の水と土と緑Ⅱ 

命のあり方・尊さと食の連関 

食肉加工の理論と実践 

先進的植物生産システム概論Ⅰ 

先進的植物生産システム概論Ⅱ 

体験的農業生産学入門 

農のための植物-環境系輸送現象論 

農のための 適環境制御 

食科学の新展開 

作物生産とフロンティア研究 

持続可能な農業生産・食料流通システム 

農業と微生物 

企業から見たサイバーセキュリティＡ 

企業から見たサイバーセキュリティＢ 

サイバーセキュリティ演習 

セキュリティエンジニアリング演習Ａ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ 

分子の科学 

「留学」考 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
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Japan in Global Society 
アイデア・ラボⅠ 

アントレプレナーシップ入門 

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） 

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） 

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） 
少人数セミナー 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

 

高 

年 

次 

基 

幹 

教 

育 

科 

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の歴史Ａ 

科学の歴史Ｂ 

科学の基礎（哲学的考察） 

脳情報科学入門 

認知心理学 

Brain and Mind 
機械学習と人工知能 

現代社会Ⅰ 

現代社会Ⅱ 

現代社会Ⅲ 

現代社会Ⅳ 

現代史Ⅰ 

現代史Ⅱ 

現代史Ⅲ 

現代史Ⅳ 

ＥＵ論基礎―制度と経済― 

技術と産業・企業 

グローバル化とアジア経済 

金融と経済 

サイバー空間デザイン 

芸術学概論 

音楽・音響論 

デザインと観察 

環境問題と自然科学 

環境調和型社会の構築 

グリーンケミストリー 

自然災害と防災 

生態系の構造と機能Ⅰ 

生態系の構造と機能Ⅱ 

男女共同参画 

漢方医薬学 

臨床イメージング 

社会と健康 

国際保健と医療 

アクセシビリティマネジメント研究 

地球の進化と環境 

生物多様性と人間文化Ａ 

生物多様性と人間文化Ｂ 

遺伝子組換え生物の利用と制御 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ ２ 
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平和と安全の構築学 

文化と社会の理論 

東アジアと日本－その歴史と現在－ 

法文化学入門 

法史学入門 

ローマ法史 

アジア共同体入門 

プレゼンテーション基礎 

レトリック基礎 

共創発想法 

データマイニングと情報可視化 

技術と倫理 

研究と倫理 

インフォームドコンセント 

臨床倫理 

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス基

礎 

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 

アントレプレナーシップ・組織論基礎 

事業創造デザイン特論Ⅰ 

事業創造デザイン特論Ⅱ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ａ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ｂ 

社会統計学Ａ 

社会統計学Ｂ 

社会調査法ⅠＡ 

社会調査法ⅠＢ 

社会調査法ⅡＡ 

社会調査法ⅡＢ 

教育学特論 

教育心理学特論（教育・学校心理学） 

日本国憲法 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 上記に掲げる 低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

（備考） 

 １ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開設

し、第１外国語又は第２外国語として 低修得単位数に含めることができる。 

 ２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならな

い。 

学科 授 業 科 目 単位数 
低修得 

単位数 
合計 低 

修得単位数 
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電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

 

 

 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習B 
力学基礎 

電磁気学基礎 

電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 

現代物理学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 
２ 

１ 

０．５ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

２０．５ 

 

 

 

 

 

２０．５ 

材 

料 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

応 

用 

化 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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化 

学 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

物 

質 

材 

料 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

機 

械 

電 

気 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 
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機 

械 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

航 

空 

宇 

宙 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

量 

子 

物 

理 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 
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船 

舶 

海 

洋 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

地 

球 

資 

源 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 
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土 

木 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

建 

築 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 
世界建築史概論 
日本建築史概論 
近・現代建築史 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

 

別表第２（専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 
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工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

電気情報工学入門 １ 必修 

電気情報数学Ⅰ １ 必修 

電気情報数学Ⅱ １ 必修 

回路理論Ⅰ ２ 必修 

回路理論Ⅱ ２ 必修 

論理回路 ２ 必修 

プログラミング論 ２ 必修 

プログラミング演習Ⅰ １ 必修 

コンピュータアーキテクチャⅠ ２ 必修 

データ構造とアルゴリズムⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズムⅡ １ ※１ 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

ディジタル電子回路Ⅰ １ ※２ 

ディジタル電子回路Ⅱ １ ※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

電気情報工学基礎実験 ２ 必修 

電気情報工学セミナーＡ ０．５ 必修 

電気情報工学セミナーＢ ０．５  

アナログ電子回路Ⅰ １ ※２、※３ 
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アナログ電子回路Ⅱ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅲ １  

アナログ電子回路Ⅳ １  

情報理論I １ ※１、※２ 

情報理論Ⅱ １ ※１、※２ 

ディジタル信号処理Ⅰ １  

ディジタル信号処理Ⅱ １  

複素関数論 ２ ※２、※３ 

電気情報工学実験Ⅰ ２ 必修 

電気情報工学実習 １  

電気情報工学実験Ⅱ ２ 必修 

離散数学I １ ※１ 

離散数学Ⅱ １ ※１ 

電気エネルギー工学通論Ⅰ １ ※１、※２ 

電気エネルギー工学通論Ⅱ １ ※１、※２ 

電磁気学Ⅰ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅱ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅲ １ ※２、※３ 

電磁気学Ⅳ １ ※２、※３ 

信号とシステムⅠ １ ※２ 

信号とシステムⅡ １ ※２ 

計測工学ＢⅠ １  

計測工学ＢⅡ １  

通信方式Ⅰ １ ※２ 



 

21 
 

通信方式Ⅱ １ ※２ 

通信ネットワークI １  

通信ネットワークⅡ １  

数理計画法I １  

数理計画法Ⅱ １  

制御工学ＡⅠ １ ※３ 

制御工学ＡⅡ １ ※３ 

回路理論Ⅲ １ ※２、※３ 

回路理論Ⅳ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅰ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅲ １ ※２、※３ 

半導体の性質 １ ※２ 

トランジスタ基礎論 １ ※２ 

電磁波工学Ⅰ １  

電磁波工学Ⅱ １  

集積回路工学Ⅰ １  

集積回路工学Ⅱ １  

プラズマ工学Ⅰ １  

プラズマ工学Ⅱ １  

光エレクトロニクスⅠ １  

光エレクトロニクスⅡ １  

コンピュータシステム通論Ⅰ １ ※２、※３ 
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コンピュータシステム通論Ⅱ １ ※２、※３ 

電気電子工学設計Ⅰ １  

電気電子工学設計Ⅱ １  

（計  算  機  工  学  科  目） 

情報論理学Ⅰ 

 

１ ※１ 

情報論理学Ⅱ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズム演習 １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅠ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅠ １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅡ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅡ １ ※１ 

確率統計Ⅰ １ ※１ 

データベースⅠ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅰ １ ※１ 

確率統計Ⅱ １ ※１ 

データベースⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅱ １ ※１ 

コンパイラⅠ １ ※１ 

電気情報工学実験Ⅲ ２ ※１ 

コンパイラⅡ １ ※１ 

コンピュータアーキテクチャⅡ １  

コンピュータアーキテクチャⅢ １  
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コンピュータシステムⅠ １  

データ構造とアルゴリズムⅢ １  

ソフトウエア工学Ⅰ １  

プログラミング言語論Ⅰ １  

コンピュータシステムⅡ １  

データ構造とアルゴリズムⅣ １  

ソフトウエア工学Ⅱ １  

プログラミング言語論Ⅱ １  

アルゴリズム論Ⅰ １  

データ解析と実験計画法Ⅰ １  

コンピュータシステムⅢ １  

サイバーセキュリティⅠ １  

分散システムⅠ １  

技術表現法Ⅰ １  

人工知能Ⅰ １  

パターン認識Ⅰ １  

アルゴリズム論Ⅱ １  

データ解析と実験計画法Ⅱ １  

コンピュータシステムⅣ １  

サイバーセキュリティⅡ １  

分散システムⅡ １  

技術表現法Ⅱ １  

人工知能Ⅱ １  

パターン認識Ⅱ １  
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（電  子  通  信  工  学  科  目） 

量子力学応用Ⅰ １  

量子力学応用Ⅱ １  

電子デバイスⅠ １  

電子デバイスⅡ １  

制御工学ＢⅠ １ ※２ 

制御工学ＢⅡ １ ※２ 

応用確率論 ２  

（電  気  電  子  工  学  科  目） 

エネルギー基礎論Ⅰ １ ※３ 

エネルギー基礎論Ⅱ １ ※３ 

制御工学ＡⅢ １  

制御工学ＡⅣ １  

基礎エネルギー変換機器学Ⅰ １ ※３ 

基礎エネルギー変換機器学Ⅱ １ ※３ 

計測工学ＡⅠ １ ※３ 

計測工学ＡⅡ １ ※３ 

電力輸送工学Ⅰ １  

電力輸送工学Ⅱ １  

電気電子材料Ⅰ １  

電気電子材料Ⅱ １  

計測工学ＡⅢ １  

計測工学ＡⅣ １  

エネルギー変換機器工学Ⅰ １  
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エネルギー変換機器工学Ⅱ １  

通信工学通論Ⅰ １ ※３ 

通信工学通論Ⅱ １ ※３ 

パワーエレクトロニクスⅠ １  

パワーエレクトロニクスⅡ １  

システム工学Ⅰ １  

システム工学Ⅱ １  

超伝導基礎論Ⅰ １  

超伝導基礎論Ⅱ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅰ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅱ １  

電気法規および施設管理Ⅰ １  

電気法規および施設管理Ⅱ １  

卒    業    研    究 

電気情報工学卒業研究 ８ 必修 

※１ 計算機工学コースにおける必修科目 

※２ 電子通信工学コースにおける必修科目 

※３ 電気電子工学コースにおける必修科目 

 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８７．５単位以上を修得しなければならない。 

（計算機工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から３３．５単位 

     学科共通科目から１４．５単位 

     計算機工学科目から１９単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

  （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２５単位以上修得する。 
 

（電子通信工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 



 

26 
 

 （３）学科・専攻科目から４０．５単位 

     学科共通科目から３８．５単位 

     電子通信工学科目から２単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻科

目から２０単位以上修得する。 

 

（電気電子工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

     学科共通科目から２８．５単位 

     計算機工学科目から８単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２４単位以上修得する。 

 

材料工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 



 

27 
 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

平衡組織学 ２ 必修 

冶金物理化学Ⅰ ２ 必修 

冶金物理化学Ⅱ ２ 必修 

材料工学実験第一 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

材料力学入門 １ 必修 

材料設計製図Ⅰ １ 必修 

材料設計製図Ⅱ １ 必修 

移動現象論 ２ 必修 

固体物理学 ２ 必修 

弾性・塑性変形工学 １ 必修 

結晶化学 ２ 必修 

電子物性論 ２ 必修 

材料電気化学 ２ 必修 

超伝導材料工学 ２  

鉄鋼製錬学 ２  

材料工学実験第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２ 必修 
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凝固及び結晶成長 ２ 必修 

機械工作実習 １ 必修 

産業科学技術特別講義 ２  

材料工学特別演習 １  

薄膜物理 ２  

材料強度物性 ２ 必修 

金属組織制御学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

バイオマテリアル ２  

データサイエンス ２ 必修 

材料工学実験第三 ２ 必修 

材料表面科学 ２  

無機材料解析学 ２  

鉄鋼材料工学 ２  

高温材料強度学 １ 必修 

非鉄金属製錬学 ２  

材料反応工学 ２ 必修 

半導体工学 ２ 必修 

接合・複合工学 ２  

電解工学 ２  

非鉄金属材料工学 １  

セラミックス材料学 ２  

卒    業    研    究 

材料工学卒業研究 ８ 必修 
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以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４４単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１３単位以上修得する。 

 

応用化学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 



 

30 
 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２  

応用化学実験第一 ２ 必修 

生化学第一 ２ 必修 

高分子化学第一 ２ 必修 

分析化学第一 ２ 必修 

有機化学第二 ２ 必修 

物理化学第二 ２  

必修 

応用物理学第一 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学第一 ２ 必修 

無機化学第二 ２ 必修 

量子化学第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２  

応用化学実験第二 ２ 必修 

化学工学第二 ２ 必修 

分析化学第二 ２ 必修 

高分子化学第二 ２ 必修 

有機化学第三 ２ 必修 

生化学第二 ２  

無機化学第三 ２ 必修 

物理化学第三 ２  

表面化学 ２  

応用化学実験第三 ２ 必修 
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物理化学演習 １ 必修 

触媒化学 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

生体機能化学 ２  

有機化学第四 ２  

量子化学演習 １  

必修 

分析化学第三および演習 ２  

必修 

無機化学第四 ２  

分子組織化学 ２  

応用化学特別講義第一 １  

応用化学特別講義第二 １  

応用化学特別講義第三 １  

応用化学特別演習第一 １  

応用化学特別講義第四 １  

応用化学特別講義第五 １  

応用化学特別演習第二 １  

卒    業    研    究 

応用化学卒業研究 ８ 
必修 

以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４０単位 

     「複素関数論」及び「数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１７単位以上修得する。このうち、学科・専攻科目の「複素関数論」及び「

数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 
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化学工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

物理化学第二 ２ 必修 

化学工学量論 ２ 必修 

基礎生命工学 ２ 必修 

化工数学 ２ 必修 
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化学工学実験第一 ２ 必修 

応用物理学第一 ２  

数理解析概論 ２ 必修 

物質移動工学 ２ 必修 

基礎流体工学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

プロセス物理化学 ２ 必修 

化工流体工学 ２ 必修 

生物プロセス工学第一 ２ 必修 

機械工学大意第二 ２  

接合・複合工学 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学実験第二 ２ 必修 

化学工学特別講義 １  

応用物理学第二 ２  

基礎熱工学 ２ 必修 

プロセス制御 ２ 必修 

反応工学第一 ２ 必修 

プロセス計装 １  

生物プロセス工学第二 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

化工情報処理演習 １ 必修 

化学工学実験第三 ２ 必修 

生命工学特別講義 １  
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化工熱工学 ２ 必修 

分離工学 ２ 必修 

プロセスシステム工学 ２ 必修 

生物化学工学 ２ 必修 

反応工学第二 ２ 必修 

卒    業    研    究 

化学工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４７単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目の中から９単位以上修得する。 

 

融合基礎工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ ※１、※２ 

データサイエンス序論 ２ ※１、※２ 

学  科  群  共  通  科  目 

無機化学第一 ２ ※１ 

有機化学第一 ２ ※１ 

金属材料大意 ２ ※１ 

物理化学第一 ２ ※１ 

量子力学第一 ２ ※１ 

機械工学大意第一 ２ ※１ 
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電気工学基礎Ⅰ １ ※１ 

電気工学基礎Ⅱ １ ※１ 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ ※１ 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ ※１、※２ 

ベクトル解析と微分方程式 ２ ※２ 

工業力学 ２ ※２ 

材料力学Ⅰ １ ※２ 

材料力学Ⅱ ２ ※２ 

熱力学Ⅰ ２ ※２ 

流れ学Ⅰ ２ ※２ 

現代物理学入門 ２ ※２ 

原子力工学概論 ２  

応用量子物理学入門 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

複素関数論 ２ ※１、※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２  

フーリエ解析と偏微分方程式 ２  

データ解析の数学 ２  

エネルギー変換工学 ２  

光・量子物理計測 ２  
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材料強度学 ２  

化学反応論Ⅰ １  

化学反応論Ⅱ １  

プロセス化学工学 ２  

光エレクトロニクス ２  

構造材料学 １  

材料加工学 １  

先端計測科学 １  

エネルギー・環境学Ａ １  

エネルギー・環境学Ｂ １  

半導体・デバイス工学Ａ １  

半導体・デバイス工学Ｂ １  

プラズマ応用工学 １  

融合基礎情報学Ⅰ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅱ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅲ ２ ※１、※２ 

融合応用情報学Ａ １  

融合応用情報学Ｂ １  

融合応用情報学Ｃ １  

融合応用情報学Ｄ １  

知的財産論 １  

マネージメント論 １  

マーケティング論 １  

インターンシップⅠ（長期） ３ ※３ 
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インターンシップⅡ（短期） １  

融合基礎工学展望 ２ ※１、※２ 

融合工学概論Ⅰ ２ 必修 

融合工学概論Ⅱ ２ ※３ 

研究プロジェクト ４ ※３ 

グローバル科目Ⅰ（論文） １ 必修 

グローバル科目Ⅱ（討論） １ 必修 

融合基礎工学特別講義Ａ １  

融合基礎工学特別講義Ｂ １  

（物  質  材  料  コ  ー  ス  科  目） 

材料力学入門 １ ※１ 

物理化学第二 ２ ※１ 

分析化学第一 ２ ※１ 

無機化学第二 ２ ※１ 

弾性・塑性変形工学 １ ※１ 

相平衡論 ２  

固体物理Ⅰ ２ ※１ 

結晶学基礎 １ ※１ 

分光学基礎 １ ※１ 

機器分析学 ２ ※１ 

材料速度論 １  

無機化学第三 ２  

固体物理Ⅱ １ ※１ 

電気化学Ⅰ １  
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電気化学Ⅱ １  

触媒化学Ⅰ １  

触媒化学Ⅱ １  

材料組織制御学 １  

相転移論 １  

材料表面工学 １  

磁性材料学 １  

構造解析学 １  

セラミックス材料学Ⅰ １  

セラミックス材料学Ⅱ １  

物質材料科学実験Ⅰ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅱ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅲ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅳ ２ ※１ 

（機  械  電  気  コ  ー  ス  科  目） 

力学 １ ※２ 

流体力学Ⅰ ２ ※２ 

熱エネルギー変換基礎 ２ ※２ 

振動力学 ２  

熱・流体計測学 １  

自動制御 ２  

統計力学 ２  

量子力学 ２  

電磁気学Ⅰ ２ ※２ 
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電磁気学Ⅱ ２  

電気回路Ⅰ ２ ※２ 

電気回路Ⅱ ２  

流体力学Ⅱ ２ ※２ 

伝熱学 ２ ※２ 

航空力学 １  

流体機械 １  

熱機関工学 １  

流体力学演習 １  

熱工学演習 １  

電気エネルギー工学 １  

高電圧・パルスパワー工学 ２  

プラズマ理工学Ⅰ １  

プラズマ理工学Ⅱ １  

機械電気科学実験Ⅰ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅱ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅲ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅳ １ ※２ 

機械電気科学設計演習 １ ※２ 

卒    業    研    究 

卒業研究 ６ 必修 

※１ 物質材料コースにおける必修科目 

※２ 機械電気コースにおける必修科目 

※３ 高専連携教育プログラムにおける必修科目 

 

（物質材料コース） 

 以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 
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 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から５９単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「常微分方程式とラプラス変換」、「化学反応論

Ⅰ」及び「化学反応論Ⅱ」から２単位を選択必修とする。 

     物質材料コース科目から２３単位以上 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目と物質材料コース科目

から２０単位以上 

 

（機械電気コース） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から６５単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「フーリエ解析と偏微分方程式」及び「エネルギ

ー変換工学」から２単位を選択必修とする。 

     機械電気コース科目から１８単位以上 

 （４）卒業研究 ６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目及び機械電気コース科

目から３１単位以上 

 

（高専連携教育プログラム） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。ただし、編入学前に高等専門学

校で学修した専門科目（高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）第１６条に定め

るものをいう。）について、３２単位を上限に単位認定することができるものとする。 

 （１）学科・専攻科目の学科共通科目から２４単位      

 （２）卒業研究から６単位 

 （３）その他 

高等専門学校専攻科において開講される科目から２７単位 

 

機械工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 
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工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

機械工作実習Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

熱力学Ⅱ １．５ 必修 

機械力学Ａ １．５ 必修 

流れ学Ⅱ １．５ 必修 

機械材料Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

機械工作実習Ⅱ １ 必修 

機械設計Ⅰ １．５ 必修 
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機械力学Ｂ １．５ 必修 

流体力学Ⅰ １．５ 必修 

弾性力学Ａ １ 必修 

機械工学実験第一 １ 必修 

数値解析基礎 ２ 必修 

システム制御Ａ １ 必修 

機械製作法Ⅰ ２ 必修 

機械要素Ⅰ １  

機械設計Ⅱ １．５ 必修 

機械要素設計製図Ⅰ ０．５ 必修 

伝熱学Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｃ １．５ 必修 

流体力学Ⅱ １．５ 必修 

弾性力学Ｂ １ 必修 

システム制御Ｂ １ 必修 

機械製作法Ⅱ ２ 必修 

機械要素Ⅱ １  

機械要素設計製図Ⅱ ０．５ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

伝熱学Ⅱ １．５ 必修 

内燃機関Ⅰ １  

連続体の振動学 １  

応用流体工学 ２  

機械材料Ⅱ １  
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機械工学実験第二 １ 必修 

データサイエンス応用 ２ 必修 

ロボティックスⅠ １  

システム制御Ｃ １ 必修 

機械工学設計製図 １ 必修 

熱エネルギー変換Ⅰ １  

内燃機関Ⅱ １  

燃焼学Ⅰ １ 必修 

機構学・振動制御 １  

水素工学基礎 ２  

システム工学 ２  

ロボティックスⅡ １  

システム制御Ｄ １ 必修 

加工機器・精密測定法 ２  

生体工学基礎 ２  

熱エネルギー変換Ⅱ １  

燃焼学Ⅱ １ 必修 

機械工学特別講義Ⅰ ０．５  

機械工学特別講義Ⅱ ０．５  

機械工学特別講義Ⅲ ０．５  

機械工学特別講義Ⅳ ０．５  

機械工学特別講義Ⅴ ０．５  

機械工学特別講義Ⅵ ０．５  

機械工学特別講義Ⅶ ０．５  
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機械工学特別講義Ⅷ ０．５  

卒    業    研    究 

機械工学卒業研究 
６ 

必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から５２単位 

     「機械工学特別講義Ⅰ」から「機械工学特別講義Ⅷ」までの８科目から２単位を選択

必修とする。 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）～（４）に基づき修得するもののほかに、１０単位以上修得する。 

 

航空宇宙工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

工学概論 ２ 必修 
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学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

応用確率論 ２  

情報処理概論 ２ 必修 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

航空宇宙伝熱学 ２ 必修 

エネルギー変換基礎論 ２ 必修 

ジェットエンジン工学 ２  

航空流体力学 ２ 必修 

気体力学 ２ 必修 

飛行力学Ⅰ ２ 必修 

飛行力学Ⅱ ２  

応用飛行制御論 ２  

軌道力学 ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅰ ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅱ ２  

航空宇宙基礎物理学 ２  

宇宙利用学 ２  

基礎設計製図 ２ 必修 

航空宇宙工学設計実習 ２ 必修 

基礎振動学 ２ 必修 
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基礎構造力学 ２  

応用構造力学 ２  

航空宇宙機振動学 ２  

航空宇宙機材料学 ２  

人工衛星工学 ２  

ロケット工学 ２  

航空宇宙機設計論 ２  

航空宇宙工学実験 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工業マネジメント  ２  

航空工学特別講義  １  

宇宙工学特別講義  １  

航空宇宙機設計生産システム  １  

ジェットエンジン構造設計 １  

航空機運用・整備 １  

宇宙環境制御システム  １  

産業活動実習Ⅰ ２  

産業活動実習Ⅱ ２  

卒    業    研    究 

航空宇宙工学卒業研究 ６ 必修 
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以下の要件を満たす８６．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

    （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、２６単位以上修得する。 

 

量子物理工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

力学 ２ 必修 

振動・波動論基礎 ２ 必修 
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物理化学 ２ 必修 

電磁気学 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

量子物理工学演習Ⅰ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅱ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅲ １ 必修 

創造科学工学基礎実験 １  

原子核物理学入門  ２  

原子核物理学 ２  

連続体力学 ２  

量子線物理計測 ２  

電気・電子回路 ２  

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

量子力学Ⅰ １ 必修 

量子力学Ⅱ １ 必修 

量子力学Ⅲ １  

統計力学Ⅰ ２ 必修 

統計力学Ⅱ ２  

輸送現象論 ２ 必修 

データ解析概論 ２ 必修 

量子物理工学実験 ２ 必修 

固体物理学Ⅰ ２ 必修 

固体物理学Ⅱ ２  

放射化学 ２  
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ビーム工学 ２  

材料科学概論 ２  

応用光学 ２  

応用確率論 ２  

現代科学技術論 １ 必修 

量子物理工学概論 １ 必修 

原子炉物理学Ⅰ １  

原子炉物理学Ⅱ １  

プラズマ理工学  １  

核融合概論 １  

原子炉熱流動工学 ２  

ソフトマター物理学 ２  

材料分析学 ２  

産業活動実習 １  

量子物理工学特別講義Ⅰ １  

量子物理工学特別講義Ⅱ １  

量子物理工学特別講義Ⅲ １  

量子物理工学特別講義Ⅳ １  

卒    業    研    究 

量子物理工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８７単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３１単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、３０単位以上修得する。 
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船舶海洋工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

空間表現実習 １ 必修 

流体力学第一および同演習 １．５ 必修 

船舶設計 ２ 必修 

船舶算法および同演習 １．５ 必修 

材料力学および同演習 １．５ 必修 

船舶復原性および同演習 １．５ 必修 
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流体力学第二および同演習 １．５ 必修 

自動制御工学 ２ 必修 

材料加工学 ２ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

船舶海洋製図第一 １ 必修 

船舶海洋流体力学第一 ２ 必修 

機能設計工学 ２ 必修 

構造力学第一および同演習 １．５ 必修 

計算工学演習第一 １ 必修 

船舶運動論 ２ 必修 

構造力学第二および同演習 １．５ 必修 

船舶海洋製図第二 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

船舶海洋構造力学 ２ 必修 

船舶海洋流体力学第二 ２ 必修 

船舶海洋振動学第一 ２ 必修 

材料強度学 ２ 必修 

運動制御工学 ２ 必修 

環境設計工学 ２ 必修 

システム設計工学 ２ 必修 

船舶海洋工学実験 １ 必修 

舶用機関 ２ 必修 

工学力学 ２  

工学力学演習 １  
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海洋環境情報学 ２  

海洋機器工学 ２  

船舶海洋振動学第二 ２  

工業マネージメント ２  

計算工学演習第二 １  

構造解析演習 １  

船舶海洋工学特別講義第一 １  

船舶海洋工学特別講義第二 １  

船舶海洋工学特別講義第三 １  

卒    業    研    究 

船舶海洋工学卒業研究 ６ 必修 

以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位 

（４）卒業研究から６単位 

 

地球資源システム工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 
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フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

地球システム学概論 ２ 必修 

地球環境のイメージング ２ 必修 

地球熱学 ２ 必修 

資源流体工学 ２ 必修 

岩盤工学 ２ 必修 

資源処理工学 ２ 必修 

エネルギー資源工学 ２ 必修 

資源環境科学 ２ 必修 

フィールド地球科学演習 １ 必修 

物理探査学 ２ 必修 

地熱工学 ２ 必修 

地球工学実験第一 １ 必修 

地球工学実験第二 １ 必修 

石油工学 ２ 必修 

地下空洞設計法 ２ 必修 
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水圏環境化学平衡論 ２ 必修 

工業爆薬学 ２ 必修 

資源システム工学実験第一 １ 必修 

資源システム工学実験第二 １ 必修 

地層内物質移動工学 ２ 必修 

地球資源システム工学実習 ０．５ 必修 

資源地球科学 ２  

環境地球物理学 ２  

地熱貯留層工学 ２  

石油開発生産工学 ２  

固体資源開発工学 ２  

資源微生物工学 ２  

新エネルギー工学 １  

地熱発電工学 １  

石灰石資源 １  

石油・天然ガス資源開発 １  

海外資源・資源経済学 １  

廃棄物資源循環工学 １  

地球資源システム工学インターンシップ ４  

地球資源システム工学国際インターンシップ ４  

機械工学大意第二 ２  

無機化学第三 ２  

金属材料大意 ２  

テクノロジー・マーケティング ２  
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卒    業    研    究 

地球資源システム工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位（４）卒業研究から６単位 

 

土木工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

構造力学Ⅰ ２ 必修 

構造力学Ⅱ ２ 必修 

地震工学 ２  

構造解析学 ２  

土木材料学 ２ 必修 

コンクリート構造工学Ⅰ １  
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コンクリート構造工学Ⅱ １  

鋼構造工学 ２  

維持管理工学 ２  

地盤力学Ⅰ ２ 必修 

地盤力学Ⅱ ２ 必修 

応用地盤工学 ２ 必修 

社会基盤計画学Ⅰ １ 必修 

社会基盤計画学Ⅱ １ 必修 

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １  

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １  

計画数理 ２ 必修 

都市計画 ２  

交通計画学 ２  

交通施設工学 ２  

環境システム学 ２ 必修 

環境基礎学 ２ 必修 

環境保全と開発 ２  

流体力学基礎 ２ 必修 

水理学Ⅰ ２ 必修 

水理学Ⅱ ２ 必修 

水文学 ２  

河川工学 ２  

上下水道及び水資源工学 ２  

海岸水理学 ２  
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沿岸域管理工学 ２  

土木と社会セミナーＡ １ 必修 

土木と社会セミナーＢ １ 必修 

土木と社会セミナーＣ １ 必修 

土木地理学 ２ 必修 

土木エンジニア史 ２ 必修 

環境と防災Ａ １ 必修 

環境と防災Ｂ １ 必修 

データサイエンス ２ 必修 

景観学 ２  

生態工学 ２  

合意形成論 ２  

土木実践教室Ａ ２ 必修 

土木実践教室Ｂ ２ 必修 

測量学・実習 ３  

基礎土木工学演習 １ 必修 

プロジェクト・ものづくり ２  

プロジェクト・まちづくり ２  

土木工学総合演習 ２ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

機械工学大意第一 ２  

電気工学基礎Ⅰ １  

電気工学基礎Ⅱ １  
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工業爆薬学 ２  

卒    業    研    究 

土木工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４単位     「プロジェクト・ものづくり」及び「プロジェク

ト・まちづくり」のいずれか１科目を選択必修とする。 

（５）卒業研究から６単位 

 

建築学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（総  合  科  目） 

建築概論 ２ 必修 

特別プログラム ２  

 

情報処理概論 ２ 必修 

建築学研究序説 ２ 必修 

（ 法   規   科   目 ） 

建築法規 ２ 必修 

（ 設  計 ・ 実  験  演  習  科  目 ） 

建築設計基礎演習Ａ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｂ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｃ ３ 必修 
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建築設計基礎演習Ｄ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｅ ３ 必修 

都市・建築設計演習Ａ ３  

都市・建築設計演習Ｂ ３  

都市・建築設計演習Ｃ ３  

都市・建築設計演習Ｄ ３  

建築環境設備実験演習 ３  

建築環境設備設計演習 ３  

建築構造材料実験演習 ３  

建築構造設計演習Ａ １．５  

建築構造設計演習Ｂ １．５  

（ 建  築  計  画  科  目 ） 

建築設計計画Ａ １ 必修 

建築設計計画Ｂ １ 必修 

建築設計計画Ｃ １ 必修 

建築設計計画Ｄ １ 必修 

建築設計計画Ｅ １ 必修 

住環境計画論 １  

居住文化論 １  

（ 都  市  計  画  科  目 ） 

都市計画概論 １ 必修 

都市設計概論 １ 必修 

ハウジング論 １ 必修 

まちづくり概論 １ 必修 
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景観設計 １  

都市再生 １  

都市解析 １  

空間メディア １  

（ 歴  史 ・ 意  匠  科  目 ） 

世界建築史詳論 １  

日本建築史詳論 １  

現代建築デザイン １  

都市史 １  

（ 環    境    科   目 ） 

建築環境設備基礎Ａ １ 必修 

建築環境設備基礎Ｂ １ 必修 

建築環境設備応用Ａ １ 必修 

建築環境設備応用Ｂ １ 必修 

建築環境デザイン ２ 必修 

（ 構    造    科   目 ） 

建築構造力学基礎 ２ 必修 

静定建築構造力学 ２ 必修 

建築材料 ２ 必修 

建築構法 ２ 必修 

木質構造 １ 必修 

鉄骨構造 １ 必修 

鉄筋コンクリート構造 １ 必修 

建築施工 ２ 必修 
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不静定建築構造力学 ２  

建築振動学 ２  

建築構造設計技法Ａ １  

建築構造設計技法Ｂ １  

建築荷重論 ２  

建築防災 ２  

合成構造 １  

建築土質力学 １  

空間構造計画 ２  

基礎構造 １  

建築応用力学 ２  

建築耐震設計 ２  

（ 工  学  一  般  科  目 ） 

測量学・実習 ３  

テクノロジー・マーケティング ２  

数理解析概論 ２  

複素関数論 ２  

卒    業    研    究 

建築学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８２単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科・専攻科目から７３単位 

 （３）卒業研究から６単位 

 

 

別表第３ （国際コースの基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び 低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 低習得 

単位数 
KIKAN E
ducation 

KIKAN Education 
Seminar 

KIKAN Education Seminar １    １ 
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Courses Interdisciplinary 
Collaborative Learning 
of Social Issues 

Interdisciplinary Collaborative Learning of 
Social Issues 

２．５ ２．５ 

Subjects in Humanities 
and Social Science 

Introduction to Law 

Introduction to Economics 
Introduction to Philosophy 
Intercultural Encounters 
Introduction to Psychology 
Global Issues 
Introduction to Japanese History 
Language and Communication in Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 

General Subjects Engagement with Volunteer I 
Engagement with Volunteer II 
Engagement with Internship I 
Engagement with Internship II 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

Subjects for Languages 
and Culture 

Intensive English Japanese Issue I 

Intensive English Japanese Issue II 

Intensive English C Theme-Based 

Intensive English C Skill-Based 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Integrated Courses：Beginners A 
Integrated Courses：Beginners B 
Integrated Courses：Elementary 1A 
Integrated Courses：Elementary 1B 
Integrated Courses：Elementary 2A 
Integrated Courses：Elementary 2B 
Integrated Courses：Pre-Intermediate A 
Integrated Courses：Pre-Intermediate B 
Integrated Courses：Intermediate 1A 
Integrated Courses：Intermediate 1B 
Integrated Courses：Intermediate 2A 
Integrated Courses：Intermediate 2B

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 
１ 
１

６ 

Integrated Courses：Pre-Advanced A 
Integrated Courses：Pre-Advanced B 
Integrated Courses：Advanced A 
Integrated Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 

 

Kanji Courses：Elementary 1A 
Kanji Courses：Elementary 1B 
Kanji Courses：Elementary 2A 
Kanji Courses：Elementary 2B 
Kanji Courses：Pre-Intermediate A 
Kanji Courses：Pre-Intermediate B 
Kanji Courses：Intermediate 1A 
Kanji Courses：Intermediate 1B 
Kanji Courses：Intermediate 2A 
Kanji Courses：Intermediate 2B 

Kanji Courses：Pre-Advanced A 

Kanji Courses：Pre-Advanced B 

Kanji Courses：Advanced A 

Kanji Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 
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Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How 
to Survive the Cyber 

１ １ 

Subjects on Health and 
Sports  

Laboratory of Health and Sports Science １ １ 

Subjects in Science Computer Programming Exercise 
Calculus I 
Calculus II 
Calculus III 
Calculus IV 

Linear Algebra I 
Linear Algebra II 
Linear Algebra III 
Linear Algebra IV 

Fundamental Physics I 
Fundamental Physics II 
Fundamental Physics III 
Fundamental Physics IV 

Fundamental Physics V 

Fundamental Physics VI 
Fundamental Physics VII 
Fundamental Physics VIII 
Basic Chemistry I 
Basic Chemistry II 
Fundamental Inorganic Chemistry I 
Fundamental Inorganic Chemistry II 
Fundamental Organic Chemistry I 
Fundamental Organic Chemistry II 
Fundamental Cell Biology I 
Fundamental Cell Biology II 
Introductory Biology I 
Introductory Biology II 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science I 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science II 
Drawings on Technical Design I 
Drawings on Technical Design II 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

  
（備考） 

   各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定の単位を修得しなけれ

ばならない。 

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 
低修得 

単位数 

電気情報工

学科（電気情

報工学コー

ス）国際コー

ス 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

２１ 
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Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

応用化学科（

応用化学コ

ース）国際コ

ース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry I（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry II（１） 

Fundamental Organic Chemistry I（１） 

Fundamental Organic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

２１ 

機械工学科

及び航空宇

宙工学科（機

械航空工学

コース）国際

コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

２３ 
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Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

Drawings on Technical Design I（１） 

Drawings on Technical Design II（１） 
土木工学科（

土木工学コ

ース）国際コ

ース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science II
（１） 

２１ 

 

別表第４（国際コースの専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

 （電気情報工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名      称 単  位 

共  通  科  目 （必  修） 
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Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement I 

１ 
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Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（電気情報工学コース）国際コース（必修） 

Mathematics for Electrical Engineering 
and Computer Science 

２ 

Linear Circuits I ２ 

Linear Circuits II ２ 

Logic Circuits ２ 

Programming Methodology I ２ 

Programming Practice I １ 

Computer Architecture I  ２ 

Fundamentals of Integrated Circuits A １ 

Fundamentals of Integrated Circuits B １ 

Electric Energy A １ 

Electric Energy B １ 

Fundamentals of Communication 
Engineering A 

１ 
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Fundamentals of Communication 
Engineering B 

１ 

Fundamentals of Computer Systems A １ 

Fundamentals of Computer Systems B １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science II 

２ 

Electromagnetic Theory I ２ 

System Control A １ 

System Control B １ 

Applied Mathematical Logic ２ 

Analog Electronic Circuits I ２ 

Data Structure and Algorithms IA １ 

Data Structure and Algorithms IB １ 

Electronic Measurements A １ 

Electronic Measurements B １ 

Laboratory of Electrical Engineering  
and Computer Science-Basic 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering and 
Computer Science II 

２ 

計 ４３ 

（電気情報工学コース）国際コース （選 択） 

Practice in Logic Design ２ 

System Programming Laboratory ２ 
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上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て 
 

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位

、選択科目（共通科目又は（電気情報工学コース）国際コース

科目）から７単位の計７２単位を修得しなければならない。 

 

応用化学科 

 （応用化学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Introduction to Information Processing 
I 

１ 

Introduction to Information Processing 
II 

１ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II  １ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 
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Graduation Research １２ 

計 ２８ 

共  通  科  目 （選  択） 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II              １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（応用化学コース）国際コース （必  修） 

Organic Chemistry I １ 

Organic Chemistry II １ 

Organic Chemistry III １ 

Organic Chemistry Ⅳ １ 

Inorganic Chemistry III １ 

Inorganic Chemistry Ⅳ １ 

Analytical Chemistry I １ 
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Analytical Chemistry II １ 

Analytical Chemistry III １ 

Analytical Chemistry Ⅳ １ 

Physical Chemistry I １ 

Physical Chemistry II              １ 

Physical Chemistry III １ 

Physical Chemistry Ⅳ １ 

Polymer Chemistry I １ 

Polymer Chemistry II              １ 

Chemical Reaction Engineering I １ 

Chemical Reaction Engineering II              １ 

Biochemistry I １ 

Biochemistry II              １ 

Coordination Chemistry I １ 

Coordination Chemistry II              １ 

Polymer Chemistry III １ 

Polymer Chemistry Ⅳ              １ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry I 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry II 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry III 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅳ 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅴ 

２ 
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Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅵ 

             ２ 

Experiment in Applied Chemistry IA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IB              ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIB ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIB              ２ 

計 ４８ 

 

共通科目２８単位及び（応用化学コース）国際コース科目から４８単位の合

計７６単位を修得しなければならない。 

 

機械工学科及び航空宇宙工学科 

 （機械航空工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目（必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II              １ 

Complex Function Theory I              １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering I １ 
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Fundamentals of Electrical Engineering II              １ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

             １ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II              １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB              １ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering  Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II              １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Graduation Research             １２ 
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計 ４２ 

            共  通  科  目 （選 択） 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B              １ 

Business Japanese C              １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（機械航空工学コース）国際コース（必修） 

Introduction to Mechanical and Aerospace 
Engineering 

２ 

Strength of Materials IA １ 

Strength of Materials IB              １ 

Strength of Materials IIA １ 

Strength of Materials IIB              １ 

Fluid Mechanics IIA １ 

Fluid Mechanics IIB              １ 

Thermodynamics Ⅰ ２ 

Thermodynamics Ⅱ ２ 

Mechanics I １ 

Mechanics II              １ 

Dynamics of Machinery I １ 

Dynamics of Machinery II              １ 

Systems Control IA １ 
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Systems Control IB              １ 

Systems Control IIA １ 

Systems Control IIB              １ 

Heat Transfer I １ 

Heat Transfer II              １ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅠ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅡ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
Drawing and Design 

２ 

Aerospace Engineering IA １ 

Aerospace Engineering IB              １ 

Aerospace Engineering IIA １ 

Aerospace Engineering IIB              １ 

Machine Design I １ 

Machine Design II              １ 

Manufacturing Processes I １ 

Manufacturing Processes II              １ 

Internal Combustion Engine I １ 

Internal Combustion Engine II              １ 

Computational Methods I １ 

Computational Methods II １ 

                    計 ３８ 

 

共通科目４２単位及び（機械航空工学コース）国際コース科目３８単位の合

計８０単位を修得しなければならない。 
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土木工学科 

 （土木工学コース）国際コース 

授  業  科  目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Advanced Engineering I              １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Engineering Mathematics I １ 
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Engineering Mathematics II １ 

Graduation Research １２ 

計 ３２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II              １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Fundamental of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

１ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Business Japanese A              １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 
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社会基盤・構造系 （必  修） 

Structural Mechanics IA １ 

Structural Mechanics IB              １ 

Construction Materials I １ 

Construction Materials II １ 

Structural Mechanics IIA              １ 

Structural Mechanics IIB             １ 

Bridge Engineering I              １ 

Bridge Engineering II              １ 

計 ８ 

社会基盤・構造系 （選  択） 

Maintenance Engineering ２ 

防災・地盤系 （必  修） 

Soil Mechanics IA １ 

Soil Mechanics IB              １ 

Soil Mechanics IIA １ 

Soil Mechanics IIB              １ 

Applied Geotechnical Engineering I １ 

Applied Geotechnical Engineering II １ 

                    計              ６ 

環境・水工系 （必  修） 

Hydraulics IA １ 

Hydraulics IB              １ 

Hydraulics IIA              １ 
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Hydraulics IIB              １ 

Environmental Systems Engineering I １ 

Environmental Systems Engineering II              １ 

Basics of Environmental Engineering I              １ 

Basics of Environmental Engineering II              １ 

Hydrosphere Engineering I              １ 

Hydrosphere Engineering II １ 

計 １０ 

交通・都市計画系 （必  修） 

Mathematics for Planning I １ 

Mathematics for Planning II １ 

Transportation Planning I １ 

Transportation Planning II １ 

計 ４ 

交通・都市計画系 （選  択） 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment I 

１ 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment II 

１ 

Environmental Economics I １ 

Environmental Economics II              １ 

実 験 ・ 概 論 （必  修） 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work A 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work B 

２ 



 

80 
 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work C 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Practice 

２ 

計 ８ 

実  習  系 （選  択） 

Surveying and Mapping ３ 

 

必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を

修得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目

から２単位を 低限修得するものとする。 
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九州大学工学部規則の一部を改正する規則（案） 
令 和２年度 九大規則 第   号 
制  定：令和 ３年  月  日 

 工学部を改組することに伴い、九州大学工学部規則（平成１６年度九大規則第１１５号）の

一部を次のように改正する。 

（新） （旧） 

（略） 
第２条 工学部の次の表の左欄に掲げる学科

に、それぞれ右欄に掲げるコースを置く。 

学 科 コース 

  
電気情報工学科 計算機工学コース 

電子通信工学コー

ス 
電気電子工学コー

ス 
  

  

  
  

材料工学科  

応用化学科 機能物質化学コー

ス 
分子生命工学コー

ス 

化学工学科  

融合基礎工学科 物質材料コース 
機械電気コース 

機械工学科  

航空宇宙工学科  

量子物理工学科  

船舶海洋工学科  

地球資源システム工

学科 
 

土木工学科  

建築学科  

 

（略） 
第２条 （同左） 
 

学 科 コース 

建築学科  

電気情報工学科  
 
 
 
 

物質科学工学科 

 
化学プロセス・生

命工学コース 

応用化学コース 

材料科学工学コー

ス 

地球環境工学科 

 
建設都市工学コー

ス 

船舶海洋システム

工学コース 

地球システム工学

コース 
エネルギー科学科  
機械航空工学科 

 
機械工学コース 

航空宇宙工学コー

ス 
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２ 工学部の次の表の左欄に掲げる学科に、

国際コース（英語による授業等により学位

取得可能な教育課程をいう。以下同じ。）と

して、それぞれ右欄に掲げる国際コースを

置く。 

学 科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コ

ース）国際コース 
  

  

  

応用化学科 （応用化学コー

ス）国際コース 

機械工学科及び航

空宇宙工学科 
（機械航空工学コ

ース）国際コース 

土木工学科 （土木工学コー

ス）国際コース 

（略） 
第６条 工学部における教育課程は、基幹教

育科目及び専攻教育科目により編成するも

のとする。 
２ 基幹教育科目に関する授業科目、単位数

及び 低修得単位数は、別表第１のとおり

とする。 
３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位

数は、別表第２のとおりとする。 
 
４ 専攻教育科目を工学部共通科目、学科群

共通科目、学科・専攻科目及び卒業研究に

分ける。 
５ 単位計算の基準は、講義及び演習につい

ては１５時間又は３０時間をもって１単

位、実験及び実習については３０時間又は

４５時間をもって１単位とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ （同左） 
 
 
 
 

学 科 国際コース 

電気情報工学科 （電気情報工学コ

ース）国際コース 

物質科学工学科 （応用化学コー

ス）国際コース 

地球環境工学科 （建設都市工学コ

ース）国際コース 

機械航空工学科 （機械航空工学コ

ース）国際コース 
  

  

  

（略） 
第６条 （同左） 
 
 
２ （同左） 
 
 
３ 専攻教育科目に関する授業科目及び単位

数は、別表第２及び別表第３のとおりとす

る。 
４ 専攻教育科目を必修科目、選択科目及び

参考科目に分ける。 
 

５ 必修科目は、その単位を修得しなければ

ならない。 
 
 

６ 選択科目は、学科において指定された単

位数以上となるように選択してその単位を

修得しなければならない。 

７ 参考科目は、学修の参考のため、履修す

ることを要望する科目である。 

８ 学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第２の授業科目のうち、選択科目に

ついては、あらかじめ指定した他学部の授

業科目をもって替えることができる。 

９ 別表第３の授業科目は、外国人留学生に

共通の授業科目とする。 

１０ 単位計算の基準は、講義及び演習につ
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第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第

２項に掲げる国際コースの授業科目、単位

数及び 低修得単位数は、別表第３及び別

表第４とおりとする。 
２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生

は、学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第３及び別表第４の授業科目以外

の授業科目を、自由科目（修得した単位を

第１５条の２第１項に規定する卒業の要件

となる単位数に算入しない科目をいう。）

として履修することができる。 
（略） 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科

目を履修するには、２年次終了までに、基

幹教育科目のうち学科又はコースごとに定

める授業科目の単位数を修得しておかなけ

ればならない。 
（略） 

第１１条 授業科目の成績評価は、通則第１

７条の３の規定に基づき行うものとする。 
 

（略） 
第１５条 工学部の卒業の要件は、工学部に

４年以上在学し、別表第１及び別表第２の

授業科目について、次の各号に定める単位

数以上を修得しなければならない。 
 (1) 電気情報工学科 基幹教育科目から４

６単位、専攻教育科目から８７．５単位、

合計１３３．５単位 
 (2) 材料工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (3) 応用化学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (4) 化学工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８５単位、合計

１３３．５単位 
 (5) 融合基礎工学科（物質材料コース） 

基幹教育科目から４８．５単位、専攻教育

科目から８６単位、合計１３４．５単位 
 (6) 融合基礎工学科（機械電気コース） 

基幹教育科目から４５．５単位、専攻教育

科目から８９単位、合計１３４．５単位 

いては１５時間又は３０時間をもって１単

位、実験及び実習については３０時間又は

４５時間をもって１単位とする。 

第７条 前条の規定にかかわらず、第２条第

２項に掲げる国際コースの授業科目、単位

数及び 低修得単位数は、別表第４及び別

表第５のとおりとする。 
２ 第２条第２項に掲げる国際コースの学生

は、学科において教育上有益と認めるとき

は、別表第４及び別表第５の授業科目以外

の授業科目を、自由科目（修得した単位を

第１５条の２第１項に規定する卒業の要件

となる単位数に算入しない科目をいう。）

として履修することができる。 
（略） 

第９条 ３年次以降に開講される専攻教育科

目を履修するには、２年次終了までに、基

幹教育科目のうち学科ごとに定める授業科

目の単位数を修得しておかなければならな

い。 
（略） 

第１１条 授業科目の成績評価は、学部通則

第１７条の３の規定に基づき行うものとす

る。 
（略） 

第１５条 （同左） 
 
 
 
 (1) 建築学科 基幹教育科目から５０単

位、専攻教育科目から８１単位、合計１３

１単位 
 (2) 電気情報工学科 基幹教育科目から４

６．５単位、専攻教育科目から８３単位、

合計１２９．５単位 
 (3) 物質科学工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８６単位、

合計１３４．５単位 
 (4) 地球環境工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８５単位、

合計１３３．５単位 
 (5) エネルギー科学科 基幹教育科目から

４９．５単位、専攻教育科目から８２単

位、合計１３１．５単位 
 (6) 機械航空工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８２単位、

合計１３０．５単位 
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 (7) 機械工学科 基幹教育科目から４８．

５単位、専攻教育科目から８６単位、合計

１３４．５単位 
 (8) 航空宇宙工学科 基幹教育科目から４

８．５単位、専攻教育科目から８６．５単

位、合計１３５単位 
 (9) 量子物理工学科 基幹教育科目から４

５．５単位、専攻教育科目から８７単位、

合計１３２．５単位 
 (10) 船舶海洋工学科 基幹教育科目から４

９．５単位、専攻教育科目から８５．５単

位、合計１３５単位 
 (11) 地球資源システム工学科 基幹教育科

目から４９．５単位、専攻教育科目から８

５．５単位、合計１３５単位 
 (12) 土木工学科 基幹教育科目から４９．

５単位、専攻教育科目から８５単位、合計

１３４．５単位 
 (13) 建築学科 基幹教育科目から４８．５

単位、専攻教育科目から８２単位、合計１

３０．５単位 
２ （略） 
第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第

２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要

件は、工学部に４年以上在学し、別表第３

及び別表第４の授業科目について、次の各

号に定める単位数以上を修得しなければな

らない。 
(1) （略）  
(2) 応用化学科（応用化学コース）国際コー

ス 基幹教育科目から５２．５単位、専攻

教育科目から７６単位、合計１２８．５単

位 
(3) 機械工学科及び航空宇宙工学科（機械航

空工学コース）国際コース 基幹教育科目

から５２．５単位、専攻教育科目から８０

単位、合計１３２．５単位 
(4) 土木工学科（土木工学コース）国際コー

ス 基幹教育科目から５２．５単位、専攻

教育科目から７２単位、合計１２４．５単

位 
 
 
 
 
２ （略） 
第１５条の３ 工学部融合基礎工学科に、 
環境・エネルギー問題に代表される多様で

複雑な問題に対応し、解決する能力を備え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ （略） 
第１５条の２ 前条の規定にかかわらず、第

２条第２項に掲げる国際コースの卒業の要

件は、工学部に４年以上在学し、別表第４

及び別表第５の授業科目について、次の各

号に定める単位数以上を修得しなければな

らない。 
(1) （略）  
(2) 物質科学工学科（応用化学コース）国際

コース 基幹教育科目から５２．５単位、

専攻教育科目から７６単位、合計１２８．

５単位 
 
 
 
 
(3) 地球環境工学科（建設都市工学コース）

国際コース 基幹教育科目から５２．５単

位、専攻教育科目から７２単位、合計１２

４．５単位 
(4) 機械航空工学科（機械航空工学コース）

国際コース 基幹教育科目から５２．５単

位、専攻教育科目から８０単位、合計１３

２．５単位 
２ （略） 
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た工学系人材の育成を行うため、高専連携

教育プログラムを置く。 
２ 高専連携教育プログラムの修了要件は、

工学部融合基礎工学科に２年以上在学し、

別表第１及び別表第２に定める授業科目に

ついて、基幹教育科目から４５．５単位以

上、専攻教育科目から８９単位以上を修得

し、合計１３４．５単位以上を修得するこ

ととする。 
３ 高専連携教育プログラムにかかる単位認

定その他必要な事項については、別に定め

る。 
（略） 

別表第１ （別紙のとおり） 
別表第２ （別紙のとおり） 
 
別表第３ （別紙のとおり） 
別表第４ （別紙のとおり） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（略） 
別表第１ （別紙のとおり） 

別表第２ （別紙のとおり） 
別表第３ （別紙のとおり） 
別表第４ （別紙のとおり） 
別表第５ （別紙のとおり） 
 

   附 則（令和２年度九大規則第  号） 
１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
２ この規則による改正後の九州大学工学部規則（以下「新規則」という。）は、令和３年４

月１日に本学部に入学する者から適用し、令和３年３月３１日に本学部に在学し、同年４月

１日以降も引き続き在学する者については、なお従前の例による。 
３ 前２項の規定にかかわらず、新規則第１５条の３の規定は、令和５年４月１日に本学部融

合基礎工学科に編入学する者から適用する。 
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（別紙） 
※改正部分の下線省略 

 新 

 
別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び 低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 
 低修得 

 単位数 
合計 低 

修得単位数 

基幹教育

セミナー 
基幹教育セミナー １ １ １ 

課題協学

科目 
課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５ 

言 

語 

文 

化 

科 

目 

 

 

言

語 

文 

化 

基 

礎 

科 

目 

 

  
 

 

学術英語・アカデミックイシューズ 

学術英語・グローバルイシューズ 

学術英語・CALL １ 

学術英語・プロダクション１ 

学術英語・プロダクション２ 

学術英語・CALL ２ 

学術英語・テーマベース 
学術英語・スキルベース 

学術英語・集中演習 
専門英語 
ドイツ語ⅠＡ 

ドイツ語ⅠＢ 

ドイツ語ⅡＡ 

ドイツ語ⅡＢ 

ドイツ語Ⅲ 
ドイツ語Ⅳ 
ドイツ語プラクティクムⅠ 
ドイツ語プラクティクムⅡ 
ドイツ語プラクティクムⅢ 
フランス語ⅠＡ 

フランス語ⅠＢ 

フランス語ⅡＡ 

フランス語ⅡＢ 

フランス語Ⅲ 
フランス語Ⅳ 
フランス語プラティクⅠ 
フランス語プラティクⅡ 
フランス語プラティクⅢ 
中国語ⅠＡ 

中国語ⅠＢ 
中国語ⅡＡ 
中国語ⅡＢ 

中国語Ⅲ 
中国語Ⅳ 

中国語実践Ⅰ 

中国語実践Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

第１外国語 

英語 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２外国語 

    ４ 

 

 

１２ 
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中国語実践Ⅲ 
中国語集中演習 
ロシア語ⅠＡ 
ロシア語ⅠＢ 

ロシア語ⅡＡ 
ロシア語ⅡＢ 

ロシア語Ⅲ 
ロシア語Ⅳ 

韓国語ⅠＡ 
韓国語ⅠＢ 
韓国語ⅡＡ 

韓国語ⅡＢ 
韓国語Ⅲ 

韓国語Ⅳ 
韓国語表現演習Ⅰ 

韓国語表現演習Ⅱ 
スペイン語ⅠＡ 

スペイン語ⅠＢ 
スペイン語ⅡＡ 

スペイン語ⅡＢ 
スペイン語Ⅲ 
スペイン語Ⅳ 
スペイン語表現演習Ⅰ 

スペイン語表現演習Ⅱ 
日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

日本語Ⅴ 

日本語Ⅵ 

日本語Ⅶ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

文 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

哲学・思想入門 

先史学入門 

歴史学入門 

文学・言語学入門 

芸術学入門 

地理学入門 

社会学入門 

心理学入門 

現代教育学入門 

教育基礎学入門 

法学入門 

政治学入門 

経済学入門 

経済史入門 

The Law and Politics of International Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ ４ 



- 8 - 
 

理 

系 

デ 

ィ 

シ 

プ 

リ 

ン 

科 

目 

社会と数理科学 

入門微分積分Ⅰ 
入門微分積分Ⅰ 
微分積分学Ⅰ 
微分積分学Ⅱ 

入門線形代数Ⅰ 
入門線形代数Ⅱ 
線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習ＡⅠ 

数学演習ＡⅡ 

数学演習Ｂ 

数理統計学 

身の回りの物理学Ａ 

身の回りの物理学Ｂ 

力学概論 

力学概論演習 

電磁気学概論 
電磁気学概論演習 
熱力学概論 
熱力学概論演習 
力学基礎 
力学基礎演習 
電磁気学基礎 
電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 
熱力学基礎演習 

物理学の進展Ａ 
物理学の進展Ｂ 

現代物理学基礎 

原子核物理学 

身の回りの化学 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 
基礎化学熱力学Ⅰ 

基礎化学熱力学Ⅱ 
現代化学 

基礎生物有機化学Ⅰ 
基礎生物有機化学Ⅱ 

基礎生化学Ⅰ 
基礎生化学Ⅱ 

機器分析学 

生命の科学Ａ 

生命の科学Ｂ 

生物学概論 

１ 
１ 
１ 

２ 
２ 

１ 
１ 
２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

２ 
１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
０．５ 

１ 
０．５ 

２ 
１ 
１ 

０．５ 
１ 

０．５ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 

１ 
１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

※備考２参照 
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細胞生物学 

集団生物学 

分子生物学 

生態系の科学 

地球と宇宙の科学 

地球科学 

先端地球科学 

宇宙科学概論 

デザイン思考 

図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 

空間表現実習Ⅰ 

空間表現実習Ⅱ 

世界建築史概論 

日本建築史概論 

近・現代建築史 

デザイン史 

情報科学 

プログラミング演習 

コンピュータープログラミング入門 

自然科学総合実験 

基礎科学実習 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 
１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

サイバー

セキュリ

ティ科目 

 サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １ 

健康・ 

スポーツ

科目 

健康・スポーツ科学演習 １ １ １ 

身体運動科学実習ⅠＡ 
身体運動科学実習ⅠＢ 

身体運動科学実習ⅡＡ 
身体運動科学実習ⅡＢ 

身体運動科学実習ⅢＡ 

身体運動科学実習ⅢＢ 
身体運動科学実習ⅣＡ 

身体運動科学実習ⅣＢ 
身体運動科学実習Ⅴ 
健康・スポーツ科学講義Ａ 

健康・スポーツ科学講義Ｂ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

０．５ 
０．５ 

１ 

１ 

１ 

  

総 

合 

科 

目 

先端技術入門Ａ 
先端技術入門Ｂ 

１ 
１ 

２ ２ 

アカデミック・フロンティアⅠ 

アカデミック・フロンティアⅡ 

大学とは何かⅠ 

大学とは何かⅡ 

九州大学の歴史Ⅰ 

九州大学の歴史Ⅱ 

女性学・男性学Ⅰ 

女性学・男性学Ⅱ 

社会連携活動論：ボランティア 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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社会連携活動論：インターンシップ １ 

１ 

１ 

１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

Law in Everyday Life A 

Law in Everyday Life B 
バリアフリー支援入門 
ユニバーサルデザイン研究 

アクセシビリティ入門 

アクセシビリティ支援入門 

アクセシビリティ基礎 

人と人をつなぐ技法 

コミュニケーション入門 

体験してわかる自然科学 

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ 

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ 

アジア埋蔵文化財学Ａ 

アジア埋蔵文化財学Ｂ 

韓国・朝鮮研究の 前線Ⅰ 

韓国・朝鮮研究の 前線Ⅱ 

グローバル社会を生きるⅠ 

グローバル社会を生きるⅡ 

社会参加のための日本語教育Ⅰ 

社会参加のための日本語教育Ⅱ 

フィールドに学ぶＡ 

教育テスト論 

現代企業分析 

現代経済事情 

外国語プレゼンテーション 

水の科学 

医療倫理学Ⅰ 

医療倫理学Ⅱ 

バイオエシックス入門 

糸島の水と土と緑Ⅰ 

糸島の水と土と緑Ⅱ 

命のあり方・尊さと食の連関 

食肉加工の理論と実践 

先進的植物生産システム概論Ⅰ 

先進的植物生産システム概論Ⅱ 

体験的農業生産学入門 

農のための植物-環境系輸送現象論 

農のための 適環境制御 

食科学の新展開 



- 11 - 
 

作物生産とフロンティア研究 

持続可能な農業生産・食料流通システム 

農業と微生物 

企業から見たサイバーセキュリティＡ 

企業から見たサイバーセキュリティＢ 

サイバーセキュリティ演習 

セキュリティエンジニアリング演習Ａ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ 

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ 

分子の科学 

「留学」考 

Japan in Global Society 
アイデア・ラボⅠ 

アントレプレナーシップ入門 

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） 

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） 

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） 
少人数セミナー 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 
１ 

 

高 

年 

次 

基 

幹 

教 

育 

科 

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科学の歴史Ａ 

科学の歴史Ｂ 

科学の基礎（哲学的考察） 

脳情報科学入門 

認知心理学 

Brain and Mind 
機械学習と人工知能 

現代社会Ⅰ 

現代社会Ⅱ 

現代社会Ⅲ 

現代社会Ⅳ 

現代史Ⅰ 

現代史Ⅱ 

現代史Ⅲ 

現代史Ⅳ 

ＥＵ論基礎―制度と経済― 

技術と産業・企業 

グローバル化とアジア経済 

金融と経済 

サイバー空間デザイン 

芸術学概論 

音楽・音響論 

デザインと観察 

環境問題と自然科学 

環境調和型社会の構築 

グリーンケミストリー 

自然災害と防災 

生態系の構造と機能Ⅰ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ ２ 
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生態系の構造と機能Ⅱ 

男女共同参画 

漢方医薬学 

臨床イメージング 

社会と健康 

国際保健と医療 

アクセシビリティマネジメント研究 

地球の進化と環境 

生物多様性と人間文化Ａ 

生物多様性と人間文化Ｂ 

遺伝子組換え生物の利用と制御 

平和と安全の構築学 

文化と社会の理論 

東アジアと日本－その歴史と現在－ 

法文化学入門 

法史学入門 

ローマ法史 

アジア共同体入門 

プレゼンテーション基礎 

レトリック基礎 

共創発想法 

データマイニングと情報可視化 

技術と倫理 

研究と倫理 

インフォームドコンセント 

臨床倫理 

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス基

礎 

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 

アントレプレナーシップ・組織論基礎 

事業創造デザイン特論Ⅰ 

事業創造デザイン特論Ⅱ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ａ 

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう

Ｂ 

社会統計学Ａ 

社会統計学Ｂ 

社会調査法ⅠＡ 

社会調査法ⅠＢ 

社会調査法ⅡＡ 

社会調査法ⅡＢ 

教育学特論 

教育心理学特論（教育・学校心理学） 

日本国憲法 

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 
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 上記に掲げる 低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

（備考） 

 １ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開

設し、第１外国語又は第２外国語として 低修得単位数に含めることができる。 

 ２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならな

い。 

学科 授 業 科 目 単位数 
低修得 

単位数 
合計 低 

修得単位数 

電 

気 

情 

報 

工 

学 

科 

 

 

 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数学演習B 
力学基礎 

電磁気学基礎 

電磁気学基礎演習 
熱力学基礎 

現代物理学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 
２ 

１ 

０．５ 

１ 

２ 

１ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

２０．５ 

 

 

 

 

 

２０．５ 

材 

料 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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応 

用 

化 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

化 

学 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

物 

質 

材 

料 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 

有機物質化学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅰ 
基礎化学熱力学Ⅱ 
細胞生物学 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
１ 
１ 

２ 

 １ 

１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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融 

合 

基 

礎 

工 

学 

科 

）  

機 

械 

電 

気 

コ 

ー  

ス 

（  

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 

機 

械 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

航 

空 

宇 

宙 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 
２ 
１ 

１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 
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量 

子 

物 

理 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２０ 

船 

舶 

海 

洋 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 
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地 

球 

資 

源 

シ 

ス 

テ 

ム 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

土 

木 

工 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

数理統計学 
力学基礎 
力学基礎演習 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 

１ 
１ 

２０ 

 

 

 

 

 

２４ 

選 

択 

必 

修 

科 

目 

電磁気学基礎演習 

熱力学基礎演習 

無機物質化学Ⅱ 

基礎化学結合論Ⅰ 

基礎化学結合論Ⅱ 

生物学概論 

地球科学 

先端地球科学 

０．５ 

０．５ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 
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建 

築 

学 

科 

必 

修 

科 

目 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

力学基礎 

電磁気学基礎 

熱力学基礎 

無機物質化学Ⅰ 
無機物質化学Ⅱ 

有機物質化学Ⅰ 
図形科学Ⅰ 
図形科学Ⅱ 
空間表現実習Ⅰ 
世界建築史概論 
日本建築史概論 
近・現代建築史 

プログラミング演習 

自然科学総合実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 
 １ 

１ 
１ 

２ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

２３ 

 

 

 

 

 

２３ 

 

別表第２（専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

電気情報工学入門 １ 必修 

電気情報数学Ⅰ １ 必修 

電気情報数学Ⅱ １ 必修 

回路理論Ⅰ ２ 必修 

回路理論Ⅱ ２ 必修 

論理回路 ２ 必修 

プログラミング論 ２ 必修 

プログラミング演習Ⅰ １ 必修 
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コンピュータアーキテクチャⅠ ２ 必修 

データ構造とアルゴリズムⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズムⅡ １ ※１ 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 

ディジタル電子回路Ⅰ １ ※２ 

ディジタル電子回路Ⅱ １ ※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

電気情報工学基礎実験 ２ 必修 

電気情報工学セミナーＡ ０．５ 必修 

電気情報工学セミナーＢ ０．５  

アナログ電子回路Ⅰ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅱ １ ※２、※３ 

アナログ電子回路Ⅲ １  

アナログ電子回路Ⅳ １  

情報理論I １ ※１、※２ 

情報理論Ⅱ １ ※１、※２ 

ディジタル信号処理Ⅰ １  

ディジタル信号処理Ⅱ １  

複素関数論 ２ ※２、※３ 

電気情報工学実験Ⅰ ２ 必修 

電気情報工学実習 １  

電気情報工学実験Ⅱ ２ 必修 

離散数学I １ ※１ 
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離散数学Ⅱ １ ※１ 

電気エネルギー工学通論Ⅰ １ ※１、※２ 

電気エネルギー工学通論Ⅱ １ ※１、※２ 

電磁気学Ⅰ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅱ ２ ※２、※３ 

電磁気学Ⅲ １ ※２、※３ 

電磁気学Ⅳ １ ※２、※３ 

信号とシステムⅠ １ ※２ 

信号とシステムⅡ １ ※２ 

計測工学ＢⅠ １  

計測工学ＢⅡ １  

通信方式Ⅰ １ ※２ 

通信方式Ⅱ １ ※２ 

通信ネットワークI １  

通信ネットワークⅡ １  

数理計画法I １  

数理計画法Ⅱ １  

制御工学ＡⅠ １ ※３ 

制御工学ＡⅡ １ ※３ 

回路理論Ⅲ １ ※２、※３ 

回路理論Ⅳ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅰ １ ※２、※３ 

電子物性Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅱ １ ※２、※３ 

プログラミング演習Ⅲ １ ※２、※３ 
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半導体の性質 １ ※２ 

トランジスタ基礎論 １ ※２ 

電磁波工学Ⅰ １  

電磁波工学Ⅱ １  

集積回路工学Ⅰ １  

集積回路工学Ⅱ １  

プラズマ工学Ⅰ １  

プラズマ工学Ⅱ １  

光エレクトロニクスⅠ １  

光エレクトロニクスⅡ １  

コンピュータシステム通論Ⅰ １ ※２、※３ 

コンピュータシステム通論Ⅱ １ ※２、※３ 

電気電子工学設計Ⅰ １  

電気電子工学設計Ⅱ １  

（計  算  機  工  学  科  目） 

情報論理学Ⅰ 

 

１ ※１ 

情報論理学Ⅱ １ ※１ 

基礎ＰＢＬⅠ １ ※１ 

データ構造とアルゴリズム演習 １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅠ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅠ １ ※１ 

形式言語とオートマトンⅡ １ ※１ 

オペレーティングシステムⅡ １ ※１ 

確率統計Ⅰ １ ※１ 

データベースⅠ １ ※１ 
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基礎ＰＢＬⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅰ １ ※１ 

確率統計Ⅱ １ ※１ 

データベースⅡ １ ※１ 

集積回路工学通論Ⅱ １ ※１ 

コンパイラⅠ １ ※１ 

電気情報工学実験Ⅲ ２ ※１ 

コンパイラⅡ １ ※１ 

コンピュータアーキテクチャⅡ １  

コンピュータアーキテクチャⅢ １  

コンピュータシステムⅠ １  

データ構造とアルゴリズムⅢ １  

ソフトウエア工学Ⅰ １  

プログラミング言語論Ⅰ １  

コンピュータシステムⅡ １  

データ構造とアルゴリズムⅣ １  

ソフトウエア工学Ⅱ １  

プログラミング言語論Ⅱ １  

アルゴリズム論Ⅰ １  

データ解析と実験計画法Ⅰ １  

コンピュータシステムⅢ １  

サイバーセキュリティⅠ １  

分散システムⅠ １  

技術表現法Ⅰ １  

人工知能Ⅰ １  
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パターン認識Ⅰ １  

アルゴリズム論Ⅱ １  

データ解析と実験計画法Ⅱ １  

コンピュータシステムⅣ １  

サイバーセキュリティⅡ １  

分散システムⅡ １  

技術表現法Ⅱ １  

人工知能Ⅱ １  

パターン認識Ⅱ １  

（電  子  通  信  工  学  科  目） 

量子力学応用Ⅰ １  

量子力学応用Ⅱ １  

電子デバイスⅠ １  

電子デバイスⅡ １  

制御工学ＢⅠ １ ※２ 

制御工学ＢⅡ １ ※２ 

応用確率論 ２  

（電  気  電  子  工  学  科  目） 

エネルギー基礎論Ⅰ １ ※３ 

エネルギー基礎論Ⅱ １ ※３ 

制御工学ＡⅢ １  

制御工学ＡⅣ １  

基礎エネルギー変換機器学Ⅰ １ ※３ 

基礎エネルギー変換機器学Ⅱ １ ※３ 

計測工学ＡⅠ １ ※３ 
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計測工学ＡⅡ １ ※３ 

電力輸送工学Ⅰ １  

電力輸送工学Ⅱ １  

電気電子材料Ⅰ １  

電気電子材料Ⅱ １  

計測工学ＡⅢ １  

計測工学ＡⅣ １  

エネルギー変換機器工学Ⅰ １  

エネルギー変換機器工学Ⅱ １  

通信工学通論Ⅰ １ ※３ 

通信工学通論Ⅱ １ ※３ 

パワーエレクトロニクスⅠ １  

パワーエレクトロニクスⅡ １  

システム工学Ⅰ １  

システム工学Ⅱ １  

超伝導基礎論Ⅰ １  

超伝導基礎論Ⅱ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅰ １  

高電圧・パルスパワー工学Ⅱ １  

電気法規および施設管理Ⅰ １  

電気法規および施設管理Ⅱ １  

卒    業    研    究 

電気情報工学卒業研究 ８ 必修 
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※１ 計算機工学コースにおける必修科目 

※２ 電子通信工学コースにおける必修科目 

※３ 電気電子工学コースにおける必修科目 

 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８７．５単位以上を修得しなければならない。 

（計算機工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から３３．５単位 

     学科共通科目から１４．５単位 

     計算機工学科目から１９単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

  （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２５単位以上修得する。 
 

（電子通信工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から４０．５単位 

     学科共通科目から３８．５単位 

     電子通信工学科目から２単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻科

目から２０単位以上修得する。 

 

（電気電子工学コース） 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１６単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

     学科共通科目から２８．５単位 

     計算機工学科目から８単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

（２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から２４単位以上修得する。 

 

材料工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 
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学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

平衡組織学 ２ 必修 

冶金物理化学Ⅰ ２ 必修 

冶金物理化学Ⅱ ２ 必修 

材料工学実験第一 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

材料力学入門 １ 必修 

材料設計製図Ⅰ １ 必修 

材料設計製図Ⅱ １ 必修 

移動現象論 ２ 必修 

固体物理学 ２ 必修 
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弾性・塑性変形工学 １ 必修 

結晶化学 ２ 必修 

電子物性論 ２ 必修 

材料電気化学 ２ 必修 

超伝導材料工学 ２  

鉄鋼製錬学 ２  

材料工学実験第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２ 必修 

凝固及び結晶成長 ２ 必修 

機械工作実習 １ 必修 

産業科学技術特別講義 ２  

材料工学特別演習 １  

薄膜物理 ２  

材料強度物性 ２ 必修 

金属組織制御学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

バイオマテリアル ２  

データサイエンス ２ 必修 

材料工学実験第三 ２ 必修 

材料表面科学 ２  

無機材料解析学 ２  

鉄鋼材料工学 ２  

高温材料強度学 １ 必修 

非鉄金属製錬学 ２  

材料反応工学 ２ 必修 
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半導体工学 ２ 必修 

接合・複合工学 ２  

電解工学 ２  

非鉄金属材料工学 １  

セラミックス材料学 ２  

卒    業    研    究 

材料工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４４単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１３単位以上修得する。 

 

応用化学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 
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電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２  

応用化学実験第一 ２ 必修 

生化学第一 ２ 必修 

高分子化学第一 ２ 必修 

分析化学第一 ２ 必修 

有機化学第二 ２ 必修 

物理化学第二 ２  

必修 

応用物理学第一 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学第一 ２ 必修 

無機化学第二 ２ 必修 

量子化学第二 ２ 必修 

数理解析概論 ２  

応用化学実験第二 ２ 必修 

化学工学第二 ２ 必修 

分析化学第二 ２ 必修 
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高分子化学第二 ２ 必修 

有機化学第三 ２ 必修 

生化学第二 ２  

無機化学第三 ２ 必修 

物理化学第三 ２  

表面化学 ２  

応用化学実験第三 ２ 必修 

物理化学演習 １ 必修 

触媒化学 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

生体機能化学 ２  

有機化学第四 ２  

量子化学演習 １  

必修 

分析化学第三および演習 ２  

必修 

無機化学第四 ２  

分子組織化学 ２  

応用化学特別講義第一 １  

応用化学特別講義第二 １  

応用化学特別講義第三 １  

応用化学特別演習第一 １  

応用化学特別講義第四 １  

応用化学特別講義第五 １  

応用化学特別演習第二 １  

卒    業    研    究 

応用化学卒業研究 ８ 
必修 
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以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４０単位 

     「複素関数論」及び「数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目から１７単位以上修得する。このうち、学科・専攻科目の「複素関数論」及び「

数理解析概論」のいずれか１科目を選択必修とする。 

 

 

 

化学工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

物理化学第一 ２ 必修 

量子力学第一 ２ 必修 

無機化学第一 ２ 必修 

有機化学第一 ２ 必修 

金属材料大意 ２ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ 必修 
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テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

物理化学第二 ２ 必修 

化学工学量論 ２ 必修 

基礎生命工学 ２ 必修 

化工数学 ２ 必修 

化学工学実験第一 ２ 必修 

応用物理学第一 ２  

数理解析概論 ２ 必修 

物質移動工学 ２ 必修 

基礎流体工学 ２ 必修 

エネルギー材料工学 ２  

プロセス物理化学 ２ 必修 

化工流体工学 ２ 必修 

生物プロセス工学第一 ２ 必修 

機械工学大意第二 ２  

接合・複合工学 ２  

データサイエンス ２ 必修 

化学工学実験第二 ２ 必修 

化学工学特別講義 １  

応用物理学第二 ２  

基礎熱工学 ２ 必修 

プロセス制御 ２ 必修 
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反応工学第一 ２ 必修 

プロセス計装 １  

生物プロセス工学第二 ２ 必修 

高分子化学第三 ２  

化工情報処理演習 １ 必修 

化学工学実験第三 ２ 必修 

生命工学特別講義 １  

化工熱工学 ２ 必修 

分離工学 ２ 必修 

プロセスシステム工学 ２ 必修 

生物化学工学 ２ 必修 

反応工学第二 ２ 必修 

卒    業    研    究 

化学工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から４７単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （２）及び（３）に基づき修得するもののほかに、学科群共通科目及び学科・専攻

科目の中から９単位以上修得する。 

 

融合基礎工学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ ※１、※２ 

データサイエンス序論 ２ ※１、※２ 
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学  科  群  共  通  科  目 

無機化学第一 ２ ※１ 

有機化学第一 ２ ※１ 

金属材料大意 ２ ※１ 

物理化学第一 ２ ※１ 

量子力学第一 ２ ※１ 

機械工学大意第一 ２ ※１ 

電気工学基礎Ⅰ １ ※１ 

電気工学基礎Ⅱ １ ※１ 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

安全学 ２ ※１ 

テクノロジー・マーケティング ２  

工学概論 ２ ※１、※２ 

ベクトル解析と微分方程式 ２ ※２ 

工業力学 ２ ※２ 

材料力学Ⅰ １ ※２ 

材料力学Ⅱ ２ ※２ 

熱力学Ⅰ ２ ※２ 

流れ学Ⅰ ２ ※２ 

現代物理学入門 ２ ※２ 

原子力工学概論 ２  

応用量子物理学入門 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（学  科  共  通  科  目） 
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複素関数論 ２ ※１、※２ 

常微分方程式とラプラス変換 ２  

フーリエ解析と偏微分方程式 ２  

データ解析の数学 ２  

エネルギー変換工学 ２  

光・量子物理計測 ２  

材料強度学 ２  

化学反応論Ⅰ １  

化学反応論Ⅱ １  

プロセス化学工学 ２  

光エレクトロニクス ２  

構造材料学 １  

材料加工学 １  

先端計測科学 １  

エネルギー・環境学Ａ １  

エネルギー・環境学Ｂ １  

半導体・デバイス工学Ａ １  

半導体・デバイス工学Ｂ １  

プラズマ応用工学 １  

融合基礎情報学Ⅰ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅱ ２ ※１、※２ 

融合基礎情報学Ⅲ ２ ※１、※２ 

融合応用情報学Ａ １  

融合応用情報学Ｂ １  

融合応用情報学Ｃ １  
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融合応用情報学Ｄ １  

知的財産論 １  

マネージメント論 １  

マーケティング論 １  

インターンシップⅠ（長期） ３ ※３ 

インターンシップⅡ（短期） １  

融合基礎工学展望 ２ ※１、※２ 

融合工学概論Ⅰ ２ 必修 

融合工学概論Ⅱ ２ ※３ 

研究プロジェクト ４ ※３ 

グローバル科目Ⅰ（論文） １ 必修 

グローバル科目Ⅱ（討論） １ 必修 

融合基礎工学特別講義Ａ １  

融合基礎工学特別講義Ｂ １  

（物  質  材  料  コ  ー  ス  科  目） 

材料力学入門 １ ※１ 

物理化学第二 ２ ※１ 

分析化学第一 ２ ※１ 

無機化学第二 ２ ※１ 

弾性・塑性変形工学 １ ※１ 

相平衡論 ２  

固体物理Ⅰ ２ ※１ 

結晶学基礎 １ ※１ 

分光学基礎 １ ※１ 

機器分析学 ２ ※１ 
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材料速度論 １  

無機化学第三 ２  

固体物理Ⅱ １ ※１ 

電気化学Ⅰ １  

電気化学Ⅱ １  

触媒化学Ⅰ １  

触媒化学Ⅱ １  

材料組織制御学 １  

相転移論 １  

材料表面工学 １  

磁性材料学 １  

構造解析学 １  

セラミックス材料学Ⅰ １  

セラミックス材料学Ⅱ １  

物質材料科学実験Ⅰ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅱ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅲ ２ ※１ 

物質材料科学実験Ⅳ ２ ※１ 

（機  械  電  気  コ  ー  ス  科  目） 

力学 １ ※２ 

流体力学Ⅰ ２ ※２ 

熱エネルギー変換基礎 ２ ※２ 

振動力学 ２  

熱・流体計測学 １  

自動制御 ２  
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統計力学 ２  

量子力学 ２  

電磁気学Ⅰ ２ ※２ 

電磁気学Ⅱ ２  

電気回路Ⅰ ２ ※２ 

電気回路Ⅱ ２  

流体力学Ⅱ ２ ※２ 

伝熱学 ２ ※２ 

航空力学 １  

流体機械 １  

熱機関工学 １  

流体力学演習 １  

熱工学演習 １  

電気エネルギー工学 １  

高電圧・パルスパワー工学 ２  

プラズマ理工学Ⅰ １  

プラズマ理工学Ⅱ １  

機械電気科学実験Ⅰ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅱ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅲ １ ※２ 

機械電気科学実験Ⅳ １ ※２ 

機械電気科学設計演習 １ ※２ 

卒    業    研    究 

卒業研究 ６ 必修 

※１ 物質材料コースにおける必修科目 

※２ 機械電気コースにおける必修科目 
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※３ 高専連携教育プログラムにおける必修科目 

 

（物質材料コース） 

 以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１８単位 

 （３）学科・専攻科目から５９単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「常微分方程式とラプラス変換」、「化学反応

論Ⅰ」及び「化学反応論Ⅱ」から２単位を選択必修とする。 

     物質材料コース科目から２３単位以上 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目と物質材料コース科

目から２０単位以上 

 

（機械電気コース） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から６５単位 

     学科共通科目から１６単位。なお、「フーリエ解析と偏微分方程式」及び「エネル

ギー変換工学」から２単位を選択必修とする。 

     機械電気コース科目から１８単位以上 

 （４）卒業研究 ６単位 

 （５）その他 

     （１）から（３）に基づき修得するもののほか、学科共通科目及び機械電気コース

科目から３１単位以上 

 

（高専連携教育プログラム） 

 以下の要件を満たす８９単位以上を修得しなければならない。ただし、編入学前に高等専門

学校で学修した専門科目（高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）第１６条に

定めるものをいう。）について、３２単位を上限に単位認定することができるものとする。 

 （１）学科・専攻科目の学科共通科目から２４単位      

 （２）卒業研究から６単位 

 （３）その他 

高等専門学校専攻科において開講される科目から２７単位 

 

機械工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 
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学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

機械工作実習Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

熱力学Ⅱ １．５ 必修 

機械力学Ａ １．５ 必修 

流れ学Ⅱ １．５ 必修 

機械材料Ⅰ １ 必修 
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材料力学Ⅳ １ 必修 

機械工作実習Ⅱ １ 必修 

機械設計Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｂ １．５ 必修 

流体力学Ⅰ １．５ 必修 

弾性力学Ａ １ 必修 

機械工学実験第一 １ 必修 

数値解析基礎 ２ 必修 

システム制御Ａ １ 必修 

機械製作法Ⅰ ２ 必修 

機械要素Ⅰ １  

機械設計Ⅱ １．５ 必修 

機械要素設計製図Ⅰ ０．５ 必修 

伝熱学Ⅰ １．５ 必修 

機械力学Ｃ １．５ 必修 

流体力学Ⅱ １．５ 必修 

弾性力学Ｂ １ 必修 

システム制御Ｂ １ 必修 

機械製作法Ⅱ ２ 必修 

機械要素Ⅱ １  

機械要素設計製図Ⅱ ０．５ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

伝熱学Ⅱ １．５ 必修 

内燃機関Ⅰ １  

連続体の振動学 １  
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応用流体工学 ２  

機械材料Ⅱ １  

機械工学実験第二 １ 必修 

データサイエンス応用 ２ 必修 

ロボティックスⅠ １  

システム制御Ｃ １ 必修 

機械工学設計製図 １ 必修 

熱エネルギー変換Ⅰ １  

内燃機関Ⅱ １  

燃焼学Ⅰ １ 必修 

機構学・振動制御 １  

水素工学基礎 ２  

システム工学 ２  

ロボティックスⅡ １  

システム制御Ｄ １ 必修 

加工機器・精密測定法 ２  

生体工学基礎 ２  

熱エネルギー変換Ⅱ １  

燃焼学Ⅱ １ 必修 

機械工学特別講義Ⅰ ０．５  

機械工学特別講義Ⅱ ０．５  

機械工学特別講義Ⅲ ０．５  

機械工学特別講義Ⅳ ０．５  

機械工学特別講義Ⅴ ０．５  

機械工学特別講義Ⅵ ０．５  
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機械工学特別講義Ⅶ ０．５  

機械工学特別講義Ⅷ ０．５  

卒    業    研    究 

機械工学卒業研究 
６ 

必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８６単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から５２単位 

     「機械工学特別講義Ⅰ」から「機械工学特別講義Ⅷ」までの８科目から２単位を選

択必修とする。 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

     （１）～（４）に基づき修得するもののほかに、１０単位以上修得する。 

 

航空宇宙工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  
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工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

応用確率論 ２  

情報処理概論 ２ 必修 

材料力学Ⅲ １．５ 必修 

材料力学Ⅳ １ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

航空宇宙伝熱学 ２ 必修 

エネルギー変換基礎論 ２ 必修 

ジェットエンジン工学 ２  

航空流体力学 ２ 必修 

気体力学 ２ 必修 

飛行力学Ⅰ ２ 必修 

飛行力学Ⅱ ２  

応用飛行制御論 ２  

軌道力学 ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅰ ２ 必修 

誘導・制御基礎論Ⅱ ２  

航空宇宙基礎物理学 ２  

宇宙利用学 ２  

基礎設計製図 ２ 必修 

航空宇宙工学設計実習 ２ 必修 
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基礎振動学 ２ 必修 

基礎構造力学 ２  

応用構造力学 ２  

航空宇宙機振動学 ２  

航空宇宙機材料学 ２  

人工衛星工学 ２  

ロケット工学 ２  

航空宇宙機設計論 ２  

航空宇宙工学実験 ２ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

テクノロジー・マーケティング ２  

工業マネジメント  ２  

航空工学特別講義  １  

宇宙工学特別講義  １  

航空宇宙機設計生産システム  １  

ジェットエンジン構造設計 １  

航空機運用・整備 １  

宇宙環境制御システム  １  

産業活動実習Ⅰ ２  

産業活動実習Ⅱ ２  

卒    業    研    究 

航空宇宙工学卒業研究 ６ 必修 
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以下の要件を満たす８６．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３６．５単位 

 （４）卒業研究から６単位 

 （５）その他 

    （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、２６単位以上修得する。 

 

量子物理工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

材料力学Ⅰ １ 必修 

材料力学Ⅱ ２ 必修 

工業力学 ２ 必修 

熱力学Ⅰ ２ 必修 

流れ学Ⅰ ２ 必修 

現代物理学入門 ２ 必修 

ベクトル解析と微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

応用量子物理学入門 ２  

原子力工学概論 ２  

学  科 ・ 専  攻  科  目 

複素関数論 ２ 必修 

力学 ２ 必修 

振動・波動論基礎 ２ 必修 
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物理化学 ２ 必修 

電磁気学 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

量子物理工学演習Ⅰ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅱ １ 必修 

量子物理工学演習Ⅲ １ 必修 

創造科学工学基礎実験 １  

原子核物理学入門  ２  

原子核物理学 ２  

連続体力学 ２  

量子線物理計測 ２  

電気・電子回路 ２  

フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式 ２ 必修 

量子力学Ⅰ １ 必修 

量子力学Ⅱ １ 必修 

量子力学Ⅲ １  

統計力学Ⅰ ２ 必修 

統計力学Ⅱ ２  

輸送現象論 ２ 必修 

データ解析概論 ２ 必修 

量子物理工学実験 ２ 必修 

固体物理学Ⅰ ２ 必修 

固体物理学Ⅱ ２  

放射化学 ２  

ビーム工学 ２  
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材料科学概論 ２  

応用光学 ２  

応用確率論 ２  

現代科学技術論 １ 必修 

量子物理工学概論 １ 必修 

原子炉物理学Ⅰ １  

原子炉物理学Ⅱ １  

プラズマ理工学  １  

核融合概論 １  

原子炉熱流動工学 ２  

ソフトマター物理学 ２  

材料分析学 ２  

産業活動実習 １  

量子物理工学特別講義Ⅰ １  

量子物理工学特別講義Ⅱ １  

量子物理工学特別講義Ⅲ １  

量子物理工学特別講義Ⅳ １  

卒    業    研    究 

量子物理工学卒業研究 ８ 必修 

以下の要件を満たす８７単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１５単位 

 （３）学科・専攻科目から３１単位 

 （４）卒業研究から８単位 

 （５）その他 

     （１）から（４）に基づき修得するもののほかに、３０単位以上修得する。 

 

 

船舶海洋工学科 
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授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

空間表現実習 １ 必修 

流体力学第一および同演習 １．５ 必修 

船舶設計 ２ 必修 

船舶算法および同演習 １．５ 必修 

材料力学および同演習 １．５ 必修 

船舶復原性および同演習 １．５ 必修 

流体力学第二および同演習 １．５ 必修 
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自動制御工学 ２ 必修 

材料加工学 ２ 必修 

弾性力学 ２ 必修 

船舶海洋製図第一 １ 必修 

船舶海洋流体力学第一 ２ 必修 

機能設計工学 ２ 必修 

構造力学第一および同演習 １．５ 必修 

計算工学演習第一 １ 必修 

船舶運動論 ２ 必修 

構造力学第二および同演習 １．５ 必修 

船舶海洋製図第二 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

船舶海洋構造力学 ２ 必修 

船舶海洋流体力学第二 ２ 必修 

船舶海洋振動学第一 ２ 必修 

材料強度学 ２ 必修 

運動制御工学 ２ 必修 

環境設計工学 ２ 必修 

システム設計工学 ２ 必修 

船舶海洋工学実験 １ 必修 

舶用機関 ２ 必修 

工学力学 ２  

工学力学演習 １  

海洋環境情報学 ２  

海洋機器工学 ２  
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船舶海洋振動学第二 ２  

工業マネージメント ２  

計算工学演習第二 １  

構造解析演習 １  

船舶海洋工学特別講義第一 １  

船舶海洋工学特別講義第二 １  

船舶海洋工学特別講義第三 １  

卒    業    研    究 

船舶海洋工学卒業研究 ６ 必修 

以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位 

（４）卒業研究から６単位 

 

地球資源システム工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 
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学  科 ・ 専  攻  科  目 

電気工学基礎Ⅰ １ 必修 

電気工学基礎Ⅱ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １ 必修 

電子情報工学基礎Ⅱ １ 必修 

機械工学大意第一 ２ 必修 

情報処理概論 ２ 必修 

地球システム学概論 ２ 必修 

地球環境のイメージング ２ 必修 

地球熱学 ２ 必修 

資源流体工学 ２ 必修 

岩盤工学 ２ 必修 

資源処理工学 ２ 必修 

エネルギー資源工学 ２ 必修 

資源環境科学 ２ 必修 

フィールド地球科学演習 １ 必修 

物理探査学 ２ 必修 

地熱工学 ２ 必修 

地球工学実験第一 １ 必修 

地球工学実験第二 １ 必修 

石油工学 ２ 必修 

地下空洞設計法 ２ 必修 

水圏環境化学平衡論 ２ 必修 

工業爆薬学 ２ 必修 



- 53 - 
 

資源システム工学実験第一 １ 必修 

資源システム工学実験第二 １ 必修 

地層内物質移動工学 ２ 必修 

地球資源システム工学実習 ０．５ 必修 

資源地球科学 ２  

環境地球物理学 ２  

地熱貯留層工学 ２  

石油開発生産工学 ２  

固体資源開発工学 ２  

資源微生物工学 ２  

新エネルギー工学 １  

地熱発電工学 １  

石灰石資源 １  

石油・天然ガス資源開発 １  

海外資源・資源経済学 １  

廃棄物資源循環工学 １  

地球資源システム工学インターンシップ ４  

地球資源システム工学国際インターンシップ ４  

機械工学大意第二 ２  

無機化学第三 ２  

金属材料大意 ２  

テクノロジー・マーケティング ２  

卒    業    研    究 

地球資源システム工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５．５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 
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 （２）学科群共通科目から１２単位 

 （３）学科・専攻科目から６４．５単位（４）卒業研究から６単位 

 

土木工学科 

授    業    科    目 

名       称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科  群  共  通  科  目 

常微分方程式とラプラス変換 ２ 必修 

複素関数論 ２ 必修 

固体力学 ２ 必修 

地球環境総合工学 ２ 必修 

フーリエ変換と偏微分方程式 ２ 必修 

工学概論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

構造力学Ⅰ ２ 必修 

構造力学Ⅱ ２ 必修 

地震工学 ２  

構造解析学 ２  

土木材料学 ２ 必修 

コンクリート構造工学Ⅰ １  

コンクリート構造工学Ⅱ １  

鋼構造工学 ２  

維持管理工学 ２  
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地盤力学Ⅰ ２ 必修 

地盤力学Ⅱ ２ 必修 

応用地盤工学 ２ 必修 

社会基盤計画学Ⅰ １ 必修 

社会基盤計画学Ⅱ １ 必修 

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １  

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １  

計画数理 ２ 必修 

都市計画 ２  

交通計画学 ２  

交通施設工学 ２  

環境システム学 ２ 必修 

環境基礎学 ２ 必修 

環境保全と開発 ２  

流体力学基礎 ２ 必修 

水理学Ⅰ ２ 必修 

水理学Ⅱ ２ 必修 

水文学 ２  

河川工学 ２  

上下水道及び水資源工学 ２  

海岸水理学 ２  

沿岸域管理工学 ２  

土木と社会セミナーＡ １ 必修 

土木と社会セミナーＢ １ 必修 

土木と社会セミナーＣ １ 必修 
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土木地理学 ２ 必修 

土木エンジニア史 ２ 必修 

環境と防災Ａ １ 必修 

環境と防災Ｂ １ 必修 

データサイエンス ２ 必修 

景観学 ２  

生態工学 ２  

合意形成論 ２  

土木実践教室Ａ ２ 必修 

土木実践教室Ｂ ２ 必修 

測量学・実習 ３  

基礎土木工学演習 １ 必修 

プロジェクト・ものづくり ２  

プロジェクト・まちづくり ２  

土木工学総合演習 ２ 必修 

電子情報工学基礎Ⅰ １  

電子情報工学基礎Ⅱ １  

機械工学大意第一 ２  

電気工学基礎Ⅰ １  

電気工学基礎Ⅱ １  

工業爆薬学 ２  

卒    業    研    究 

土木工学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８５単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科群共通科目から１２単位 
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 （３）学科・専攻科目から６４単位     「プロジェクト・ものづくり」及び「プロジェ

クト・まちづくり」のいずれか１科目を選択必修とする。 

（５）卒業研究から６単位 

 

建築学科 

授     業     科     目 

名     称 単   位 備   考 

工  学  部  共  通  科  目 

工学倫理 １ 必修 

データサイエンス序論 ２ 必修 

学  科 ・ 専  攻  科  目 

（総  合  科  目） 

建築概論 ２ 必修 

特別プログラム ２  

 

情報処理概論 ２ 必修 

建築学研究序説 ２ 必修 

（ 法   規   科   目 ） 

建築法規 ２ 必修 

（ 設  計 ・ 実  験  演  習  科  目 ） 

建築設計基礎演習Ａ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｂ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｃ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｄ ３ 必修 

建築設計基礎演習Ｅ ３ 必修 

都市・建築設計演習Ａ ３  

都市・建築設計演習Ｂ ３  

都市・建築設計演習Ｃ ３  
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都市・建築設計演習Ｄ ３  

建築環境設備実験演習 ３  

建築環境設備設計演習 ３  

建築構造材料実験演習 ３  

建築構造設計演習Ａ １．５  

建築構造設計演習Ｂ １．５  

（ 建  築  計  画  科  目 ） 

建築設計計画Ａ １ 必修 

建築設計計画Ｂ １ 必修 

建築設計計画Ｃ １ 必修 

建築設計計画Ｄ １ 必修 

建築設計計画Ｅ １ 必修 

住環境計画論 １  

居住文化論 １  

（ 都  市  計  画  科  目 ） 

都市計画概論 １ 必修 

都市設計概論 １ 必修 

ハウジング論 １ 必修 

まちづくり概論 １ 必修 

景観設計 １  

都市再生 １  

都市解析 １  

空間メディア １  

（ 歴  史 ・ 意  匠  科  目 ） 

世界建築史詳論 １  
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日本建築史詳論 １  

現代建築デザイン １  

都市史 １  

（ 環    境    科   目 ） 

建築環境設備基礎Ａ １ 必修 

建築環境設備基礎Ｂ １ 必修 

建築環境設備応用Ａ １ 必修 

建築環境設備応用Ｂ １ 必修 

建築環境デザイン ２ 必修 

（ 構    造    科   目 ） 

建築構造力学基礎 ２ 必修 

静定建築構造力学 ２ 必修 

建築材料 ２ 必修 

建築構法 ２ 必修 

木質構造 １ 必修 

鉄骨構造 １ 必修 

鉄筋コンクリート構造 １ 必修 

建築施工 ２ 必修 

不静定建築構造力学 ２  

建築振動学 ２  

建築構造設計技法Ａ １  

建築構造設計技法Ｂ １  

建築荷重論 ２  

建築防災 ２  

合成構造 １  
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建築土質力学 １  

空間構造計画 ２  

基礎構造 １  

建築応用力学 ２  

建築耐震設計 ２  

（ 工  学  一  般  科  目 ） 

測量学・実習 ３  

テクノロジー・マーケティング ２  

数理解析概論 ２  

複素関数論 ２  

卒    業    研    究 

建築学卒業研究 ６ 必修 

必修科目を含む、以下の要件を満たす８２単位以上を修得しなければならない。 

 （１）工学部共通科目から３単位 

 （２）学科・専攻科目から７３単位 

 （３）卒業研究から６単位 

 

 

別表第３ （国際コースの基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び 低修得単位数） 

区 分 授 業 科 目 単位数 低習得 

単位数 
KIKAN E
ducation 
Courses 

KIKAN Education 
Seminar 

KIKAN Education Seminar １    １ 

Interdisciplinary 
Collaborative Learning 
of Social Issues 

Interdisciplinary Collaborative Learning of 
Social Issues 

２．５ ２．５ 

Subjects in Humanities 
and Social Science 

Introduction to Law 

Introduction to Economics 
Introduction to Philosophy 
Intercultural Encounters 
Introduction to Psychology 
Global Issues 
Introduction to Japanese History 
Language and Communication in Society 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

８ 
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General Subjects Engagement with Volunteer I 
Engagement with Volunteer II 
Engagement with Internship I 
Engagement with Internship II 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

Subjects for 
Languages and Culture 

Intensive English Japanese Issue I 

Intensive English Japanese Issue II 

Intensive English C Theme-Based 

Intensive English C Skill-Based 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Integrated Courses：Beginners A 
Integrated Courses：Beginners B 
Integrated Courses：Elementary 1A 
Integrated Courses：Elementary 1B 
Integrated Courses：Elementary 2A 
Integrated Courses：Elementary 2B 
Integrated Courses：Pre-Intermediate A 
Integrated Courses：Pre-Intermediate B 
Integrated Courses：Intermediate 1A 
Integrated Courses：Intermediate 1B 
Integrated Courses：Intermediate 2A 
Integrated Courses：Intermediate 2B

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 
１ 
１ 
１

６ 

Integrated Courses：Pre-Advanced A 
Integrated Courses：Pre-Advanced B 
Integrated Courses：Advanced A 
Integrated Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 

 

Kanji Courses：Elementary 1A 
Kanji Courses：Elementary 1B 
Kanji Courses：Elementary 2A 
Kanji Courses：Elementary 2B 
Kanji Courses：Pre-Intermediate A 
Kanji Courses：Pre-Intermediate B 
Kanji Courses：Intermediate 1A 
Kanji Courses：Intermediate 1B 
Kanji Courses：Intermediate 2A 
Kanji Courses：Intermediate 2B 

Kanji Courses：Pre-Advanced A 

Kanji Courses：Pre-Advanced B 

Kanji Courses：Advanced A 

Kanji Courses：Advanced B 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４ 

Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How 
to Survive the Cyber 

１ １ 

Subjects on Health and 
Sports  

Laboratory of Health and Sports Science １ １ 

Subjects in Science Computer Programming Exercise 
Calculus I 
Calculus II 
Calculus III 
Calculus IV 

Linear Algebra I 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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Linear Algebra II 
Linear Algebra III 
Linear Algebra IV 

Fundamental Physics I 
Fundamental Physics II 
Fundamental Physics III 
Fundamental Physics IV 

Fundamental Physics V 

Fundamental Physics VI 
Fundamental Physics VII 
Fundamental Physics VIII 
Basic Chemistry I 
Basic Chemistry II 
Fundamental Inorganic Chemistry I 
Fundamental Inorganic Chemistry II 
Fundamental Organic Chemistry I 
Fundamental Organic Chemistry II 
Fundamental Cell Biology I 
Fundamental Cell Biology II 
Introductory Biology I 
Introductory Biology II 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science I 
Basic Laboratory Experiments in Natural 
Science II 
Drawings on Technical Design I 
Drawings on Technical Design II 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  
（備考） 

   各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定の単位を修得しな

ければならない。 

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 
低修得 

単位数 

電気情報工

学科（電気

情報工学コ

ース）国際

コース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

２１ 
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Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

応用化学科

（応用化学

コース）国

際コース 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry I（１） 

Fundamental Inorganic Chemistry II（１） 

Fundamental Organic Chemistry I（１） 

Fundamental Organic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

２１ 

機械工学科

及び航空宇

宙工学科（

機械航空工

学コース）

国際コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

２３ 
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Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

Drawings on Technical Design I（１） 

Drawings on Technical Design II（１） 

土木工学科

（土木工学

コース）国

際コース 

 

Subjects in 
Science 

Computer Programming Exercise（１） 

Calculus I（１） 

Calculus II（１） 

Calculus III（１） 

Calculus IV（１） 

Linear Algebra I（１） 

Linear Algebra II（１） 

Linear Algebra III（１） 

Linear Algebra IV（１） 

Fundamental Physics I（１） 

Fundamental Physics II（１） 

Fundamental Physics III（１） 

Fundamental Physics IV（１） 

Fundamental Physics V（１） 

Fundamental Physics VI（１） 

Fundamental Physics VII（１） 

Fundamental Physics VIII（１） 

Basic Chemistry I（１） 

Basic Chemistry II（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１） 

Basic Laboratory Experiments in Natural Science 
II（１） 

２１ 

 

別表第４（国際コースの専攻教育科目に関する授業科目及び単位数） 

電気情報工学科 

 （電気情報工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名      称 単  位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 



- 65 - 
 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Business Japanese A １ 



- 66 - 
 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（電気情報工学コース）国際コース（必修） 

Mathematics for Electrical Engineering 
and Computer Science 

２ 

Linear Circuits I ２ 

Linear Circuits II ２ 

Logic Circuits ２ 

Programming Methodology I ２ 

Programming Practice I １ 

Computer Architecture I  ２ 

Fundamentals of Integrated Circuits A １ 

Fundamentals of Integrated Circuits B １ 

Electric Energy A １ 

Electric Energy B １ 

Fundamentals of Communication 
Engineering A 

１ 

Fundamentals of Communication 
Engineering B 

１ 

Fundamentals of Computer Systems A １ 

Fundamentals of Computer Systems B １ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 
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Fundamentals of Electrical Engineering 
and Computer Science II 

２ 

Electromagnetic Theory I ２ 

System Control A １ 

System Control B １ 

Applied Mathematical Logic ２ 

Analog Electronic Circuits I ２ 

Data Structure and Algorithms IA １ 

Data Structure and Algorithms IB １ 

Electronic Measurements A １ 

Electronic Measurements B １ 

Laboratory of Electrical Engineering  
and Computer Science-Basic 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering 
and Computer Science I 

２ 

Laboratory of Electrical Engineering and 
Computer Science II 

２ 

計 ４３ 

（電気情報工学コース）国際コース （選 択） 

Practice in Logic Design ２ 

System Programming Laboratory ２ 

 

上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て 

 

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位

、選択科目（共通科目又は（電気情報工学コース）国際コース

科目）から７単位の計７２単位を修得しなければならない。 

 

応用化学科 

 （応用化学コース）国際コース 

授    業    科    目 
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名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Introduction to Information Processing 
I 

１ 

Introduction to Information Processing 
II 

１ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II  １ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 

Graduation Research １２ 

計 ２８ 

共  通  科  目 （選  択） 

Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Engineering Mathematics I １ 
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Engineering Mathematics II              １ 

Complex Function Theory I １ 

Complex Function Theory II              １ 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

（応用化学コース）国際コース （必  修） 

Organic Chemistry I １ 

Organic Chemistry II １ 

Organic Chemistry III １ 

Organic Chemistry Ⅳ １ 

Inorganic Chemistry III １ 

Inorganic Chemistry Ⅳ １ 

Analytical Chemistry I １ 

Analytical Chemistry II １ 

Analytical Chemistry III １ 

Analytical Chemistry Ⅳ １ 

Physical Chemistry I １ 

Physical Chemistry II              １ 

Physical Chemistry III １ 

Physical Chemistry Ⅳ １ 
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Polymer Chemistry I １ 

Polymer Chemistry II              １ 

Chemical Reaction Engineering I １ 

Chemical Reaction Engineering II              １ 

Biochemistry I １ 

Biochemistry II              １ 

Coordination Chemistry I １ 

Coordination Chemistry II              １ 

Polymer Chemistry III １ 

Polymer Chemistry Ⅳ              １ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry I 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry II 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry III 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅳ 

             ２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅴ 

２ 

Task-Based Exercise in Applied 
Chemistry Ⅵ 

             ２ 

Experiment in Applied Chemistry IA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IB              ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIB ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２ 

Experiment in Applied Chemistry IIIB              ２ 
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計 ４８ 

 

共通科目２８単位及び（応用化学コース）国際コース科目から４８単位の

合計７６単位を修得しなければならない。 

 

機械工学科及び航空宇宙工学科 

 （機械航空工学コース）国際コース 

授    業    科    目 

名       称 単   位 

共  通  科  目（必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II              １ 

Complex Function Theory I              １ 

Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Fundamentals of Electrical Engineering I １ 

Fundamentals of Electrical Engineering II              １ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

             １ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II １ 
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Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Advanced Engineering I １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II              １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB              １ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis 
and Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I              １ 

Engineering Ethics II              １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II              １ 

Graduation Research             １２ 

計 ４２ 

            共  通  科  目 （選 択） 

Business Japanese A １ 

Business Japanese B              １ 

Business Japanese C              １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 
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（機械航空工学コース）国際コース（必修） 

Introduction to Mechanical and 
Aerospace Engineering 

２ 

Strength of Materials IA １ 

Strength of Materials IB              １ 

Strength of Materials IIA １ 

Strength of Materials IIB              １ 

Fluid Mechanics IIA １ 

Fluid Mechanics IIB              １ 

Thermodynamics Ⅰ ２ 

Thermodynamics Ⅱ ２ 

Mechanics I １ 

Mechanics II              １ 

Dynamics of Machinery I １ 

Dynamics of Machinery II              １ 

Systems Control IA １ 

Systems Control IB              １ 

Systems Control IIA １ 

Systems Control IIB              １ 

Heat Transfer I １ 

Heat Transfer II              １ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅠ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
ExperimentsⅡ 

１ 

Mechanical and Aerospace Engineering 
Drawing and Design 

２ 
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Aerospace Engineering IA １ 

Aerospace Engineering IB              １ 

Aerospace Engineering IIA １ 

Aerospace Engineering IIB              １ 

Machine Design I １ 

Machine Design II              １ 

Manufacturing Processes I １ 

Manufacturing Processes II              １ 

Internal Combustion Engine I １ 

Internal Combustion Engine II              １ 

Computational Methods I １ 

Computational Methods II １ 

                    計 ３８ 

 

共通科目４２単位及び（機械航空工学コース）国際コース科目３８単位の

合計８０単位を修得しなければならない。 

 
土木工学科 

 （土木工学コース）国際コース 

授  業  科  目 

名       称 単   位 

共  通  科  目 （必  修） 

Technical Communication I １ 

Technical Communication II              １ 

Ordinary Differential Equation I １ 

Ordinary Differential Equation II １ 

Complex Function Theory I １ 
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Complex Function Theory II １ 

Fourier Analysis I １ 

Fourier Analysis II １ 

Advanced Engineering I              １ 

Advanced Engineering II              １ 

Solid Mechanics I １ 

Solid Mechanics II １ 

Fluid Mechanics IA １ 

Fluid Mechanics IB １ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement I 

１ 

Introduction to Engineering Analysis and 
Measurement II 

１ 

Engineering Ethics I １ 

Engineering Ethics II １ 

Engineering Mathematics I １ 

Engineering Mathematics II １ 

Graduation Research １２ 

計 ３２ 

共  通  科  目 （選  択） 

Japanese Industries I １ 

Japanese Industries II              １ 

Introduction to Metallic Materials I １ 

Introduction to Metallic Materials II              １ 

Inorganic Chemistry I １ 

Inorganic Chemistry II １ 
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Fundamentals of Electrical Engineering 
I 

１ 

Fundamentals of Electrical Engineering 
II 

１ 

Fundamental of Electronics and 
Information Engineering I 

１ 

Fundamentals of Electronics and 
Information Engineering II 

１ 

Introduction to Information Processing I １ 

Introduction to Information Processing II              １ 

Business Japanese A              １ 

Business Japanese B １ 

Business Japanese C １ 

Active Japansese I １ 

Active Japanese II １ 

Progresseive Japanese I １ 

Progresseive Japanese II １ 

社会基盤・構造系 （必  修） 

Structural Mechanics IA １ 

Structural Mechanics IB              １ 

Construction Materials I １ 

Construction Materials II １ 

Structural Mechanics IIA              １ 

Structural Mechanics IIB             １ 

Bridge Engineering I              １ 

Bridge Engineering II              １ 

計 ８ 

社会基盤・構造系 （選  択） 
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Maintenance Engineering ２ 

防災・地盤系 （必  修） 

Soil Mechanics IA １ 

Soil Mechanics IB              １ 

Soil Mechanics IIA １ 

Soil Mechanics IIB              １ 

Applied Geotechnical Engineering I １ 

Applied Geotechnical Engineering II １ 

                    計              ６ 

環境・水工系 （必  修） 

Hydraulics IA １ 

Hydraulics IB              １ 

Hydraulics IIA              １ 

Hydraulics IIB              １ 

Environmental Systems Engineering I １ 

Environmental Systems Engineering II              １ 

Basics of Environmental Engineering I              １ 

Basics of Environmental Engineering II              １ 

Hydrosphere Engineering I              １ 

Hydrosphere Engineering II １ 

計 １０ 

交通・都市計画系 （必  修） 

Mathematics for Planning I １ 

Mathematics for Planning II １ 

Transportation Planning I １ 
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Transportation Planning II １ 

計 ４ 

交通・都市計画系 （選  択） 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment I 

１ 

Introduction to Architecture of 
Infrastructure and Environment II 

１ 

Environmental Economics I １ 

Environmental Economics II              １ 

実 験 ・ 概 論 （必  修） 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work A 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work B 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Laboratory Work C 

２ 

Civil and Environmental Engineering 
Practice 

２ 

計 ８ 

実  習  系 （選  択） 

Surveying and Mapping ３ 

 

必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を修

得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目か

ら２単位を 低限修得するものとする。 
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旧

別表第１（基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数）

区 分 授 業 科 目 単位数 最低修得 合計最低

単位数 修得単位数

基幹教育 基幹教育セミナー １ １ １

セミナー

課題協学 課題協学科目 ２．５ ２．５ ２．５

科目

言 言 学術英語 A・リセプション １ 第１外国語 １２

語 語 学術英語 A・プロダクション １ 英語 ８

文 文 学術英語 B・インテグレイト １

化 化 学術英語 AB・再履修 １

科 基 学術英語 A・CALL １

目 礎 学術英語 B・CALL １

科 学術英語 C・テーマベース １

目 学術英語 C・スキルベース １

専門英語 １

学術英語 C・集中演習 ２

ドイツ語Ⅰ １ 第２外国語

ドイツ語Ⅱ １ ４

ドイツ語Ⅲ １

ドイツ語プラクティクムⅠ １

ドイツ語プラクティクムⅡ １

フランス語Ⅰ １

フランス語Ⅱ １

フランス語Ⅲ １

フランス語プラティクⅠ １

フランス語プラティクⅡ １

中国語Ⅰ １

中国語Ⅱ １

中国語Ⅲ １

中国語実践Ⅰ １

中国語実践Ⅱ １

ロシア語Ⅰ １

ロシア語Ⅱ １

ロシア語Ⅲ １

ロシア語フォーラム １

韓国語Ⅰ １

韓国語Ⅱ １

韓国語Ⅲ １

韓国語フォーラム １
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スペイン語Ⅰ １

スペイン語Ⅱ １

スペイン語Ⅲ １

スペイン語フォーラム １

日本語Ⅰ １

日本語Ⅱ １

日本語Ⅲ １

日本語Ⅳ １

日本語Ⅴ １

日本語Ⅵ １

日本語Ⅶ １

文 哲学・思想入門 ２ ４ ４

系 先史学入門 ２

デ 歴史学入門 ２

ィ 文学・言語学入門 ２

シ 芸術学入門 ２

プ 文化人類学入門 ２

リ 地理学入門 ２

ン 社会学入門 ２

科 心理学入門 ２

目 現代教育学入門 １

教育基礎学入門 １

法学入門 ２

政治学入門 ２

経済学入門 ２

経済史入門 ２

The Law and Politics of International Society ２

理 社会と数理科学 １ ※備考２参照

系 微分積分学 １．５

デ 微分積分学・同演習Ａ １．５

ィ 微分積分学・同演習Ｂ １．５

シ 微分積分学・同演習Ⅰ １．５

プ 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

リ 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

ン 線形代数 １．５

科 線形代数学・同演習Ａ １．５

目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

数学演習ⅠＡ １

数学演習ⅠＢ １

数学演習Ⅱ １

数理統計学 １．５

身の回りの物理学Ａ １

身の回りの物理学Ｂ １

物理学概論Ａ １．５

物理学概論Ｂ １．５

物理学概論Ａ演習 １
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物理学概論Ｂ演習 １

基幹物理学ⅠＡ １．５

基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

基幹物理学ⅠＢ演習 １

力学演習 １

物理学の進展 １．５

基幹物理学Ⅱ １．５

電気電子工学入門 ２

原子核物理学 ２

身の回りの化学 １

基礎化学 １．５

無機物質化学 １．５

有機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

現代化学 １．５

基礎生物有機化学 １．５

基礎生化学 １．５

機器分析学 ２

生命の科学Ａ １

生命の科学Ｂ １

基礎生物学概要 １．５

細胞生物学 １．５

集団生物学 １．５

分子生物学 １．５

生態系の科学 １．５

地球と宇宙の科学 １

地球科学 １

最先端地球科学 １

宇宙科学概論 １．５

デザイン思考 １

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２

空間表現実習Ⅱ ２

世界建築史 ２

日本建築史 ２

近・現代建築史 ２

デザイン史 ２

情報科学 １．５

プログラミング演習 １

コンピュータープログラミング入門 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

サイバー サイバーセキュリティ基礎論 １ １ １

セキュリ

ティ科目
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健康・ 健康・スポーツ科学演習 １ １ １

スポーツ

科目 身体運動科学実習Ⅰ １

身体運動科学実習Ⅱ １

身体運動科学実習Ⅲ １

身体運動科学実習Ⅳ １

健康・スポーツ科学講義ⅠＡ １

健康・スポーツ科学講義ⅠＢ １

健康・スポーツ科学講義Ⅱ ２

総 アカデミック・フロンティアⅠ １ 建築学科 建築学科

合 アカデミック・フロンティアⅡ １ 電気情報 電気情報

科 大学とは何かⅠ １ 工学科 工学科

目 大学とは何かⅡ １ 物質科学 物質科学

九州大学の歴史Ⅰ １ 工学科 工学科

九州大学の歴史Ⅱ １ 地球環境 地球環境

女性学・男性学Ⅰ １ 工学科 工学科

女性学・男性学Ⅱ １ エネルギー エネルギー

日本事情 ２ 科学科 科学科

社会連携活動論：ボランティア １ １．５ １．５

社会連携活動論：インターンシップ １

Law in Everyday Life A １

Law in Everyday Life B １

バリアフリー支援入門 １

ユニバーサルデザイン研究 １

アクセシビリティ入門 １

アクセシビリティ支援入門 １

アクセシビリティ基礎 １

人と人をつなぐ技法 １

コミュニケーション入門 １

体験してわかる自然科学 １

健康疫学・内科学から見たキャンパスライフ １

心理学・精神医学から見たキャンパスライフ １

アジア埋蔵文化財学Ａ １

アジア埋蔵文化財学Ｂ １

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅰ １

韓国・朝鮮研究の最前線Ⅱ １

グローバル社会を生きるⅠ １

グローバル社会を生きるⅡ １

社会参加のための日本語教育Ⅰ １

社会参加のための日本語教育Ⅱ １

フィールドに学ぶＡ １

フィールドに学ぶＢ １

教育テスト論 ２

現代企業分析 １

現代経済事情 １

外国語プレゼンテーション １
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水の科学 ２

医療倫理学Ⅰ １

医療倫理学Ⅱ １

バイオエシックス入門 １

科学の進歩と女性科学者Ⅰ １

科学の進歩と女性科学者Ⅱ １

糸島の水と土と緑Ⅰ １

糸島の水と土と緑Ⅱ １

命のあり方・尊さと食の連関 ２

食肉加工の理論と実践 ２

先進的植物生産システム概論Ⅰ １

先進的植物生産システム概論Ⅱ １

体験的農業生産学入門 １

農のための植物-環境系輸送現象論 １

農のための最適環境制御 １

食科学の新展開 １

作物生産とフロンティア研究 １

持続可能な農業生産・食料流通システム １

農と微生物 １

企業から見たサイバーセキュリティＡ １

企業から見たサイバーセキュリティＢ １

サイバーセキュリティ演習 １

セキュリティエンジニアリング演習Ａ １

セキュリティエンジニアリング演習Ｂ １

セキュリティエンジニアリング演習Ｃ １

分子の科学 ２

「留学」考 １

Japan in Global Society １

アイデア・ラボⅠ ２

アントレプレナーシップ入門 ２

伊都キャンパスを科学するⅠ（軌跡編） １

伊都キャンパスを科学するⅡ（現在編） １

伊都キャンパスを科学するⅢ（展望編） １

少人数セミナー １

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年

度九大規則第１２０号）第３条第２項の規定

により定める授業科目

高 科学の歴史Ａ １ ２ ２

年 科学の歴史Ｂ １

次 科学の基礎（哲学的考察） １

基 脳情報科学入門 １

幹 認知心理学 １

教 Brain and Mind １

育 機械学習と人工知能 １

科 現代社会Ⅰ ２

目 現代社会Ⅱ ２

現代社会Ⅲ ２
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現代社会Ⅳ ２

現代史Ⅰ ２

現代史Ⅱ ２

現代史Ⅲ ２

現代史Ⅳ ２

ＥＵ論基礎―制度と経済― ２

技術と産業・企業 ２

グローバル化とアジア経済 ２

金融と経済 ２

サイバー空間デザイン ２

芸術学概論 １

音楽・音響論 ２

デザインと観察 ２

環境問題と自然科学 ２

環境調和型社会の構築 ２

グリーンケミストリー ２

自然災害と防災 ２

生態系の構造と機能Ⅰ １

生態系の構造と機能Ⅱ １

男女共同参画 ２

ボランティア活動Ⅰ １

ボランティア活動Ⅱ １

インターンシップⅠ １

インターンシップⅡ １

漢方医薬学 １

チーム医療演習 １

バイオインフォマティックス ２

臨床イメージング １

社会と健康 ２

国際保健と医療 ２

アクセシビリティマネジメント研究 ２

地球の進化と環境 ２

生物多様性と人間文化Ａ １

生物多様性と人間文化Ｂ １

遺伝子組換え生物の利用と制御 ２

バイオテクノロジー詳論 ２

平和と安全の構築学 １

文化と社会の理論 ２

東アジアと日本－その歴史と現在－ ２

法文化学入門 ２

法史学入門 ２

ローマ法史 ２

アジア共同体入門 ２

プレゼンテーション基礎 １

レトリック基礎 １

共創発想法 ２

動的現象の科学 ２

誘導現象の科学 ２
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データマイニングと情報可視化 １

技術と倫理 １

医療における倫理 ２

研究と倫理 １

インフォームドコンセント １

薬害 １

臨床倫理 １

アントレプレナーシップ・会計/ファイナンス １

基礎

アントレプレナーシップ・戦略論基礎 １

アントレプレナーシップ・組織論基礎 １

アントレプレナーシップ・マーケティング基礎 １

事業創造デザイン特論Ⅰ １

事業創造デザイン特論Ⅱ １

リスクマネジメント ２

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう １

Ａ

九大生よ，ビジネスとイノベーションを学ぼう １

Ｂ

社会統計学Ａ １

社会統計学Ｂ １

社会調査法ⅠＡ １

社会調査法ⅠＢ １

社会調査法ⅡＡ １

社会調査法ⅡＢ １

教育学特論 ２

教育心理学特論（教育・学校心理学） ２

日本国憲法 ２

九州大学基幹教育科目履修規則（平成２５年度

九大規則第１２０号）第３条第２項の規定によ

り定める授業科目

上記に掲げる最低修得単位のほか、備考３に定める授業科目の単位を修得しなければならな

い。

（備考）

１ 「日本語Ⅰ」～「日本語Ⅶ」については、外国人留学生を対象とする授業科目として開設

し、第１外国語又は第２外国語として最低修得単位数に含めることができる。

２ 各学科の学生は、理系ディシプリン科目として次の所定の単位を修得しなければならない。

学科 授 業 科 目 単位数 最低修得 合計最低

単位数 修得単位数

建 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ ２３ ２３

築 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

学 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

科 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

基幹物理学ⅠＡ １．５
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基幹物理学ⅠＡ演習 １

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２

空間表現実習Ⅱ ２

世界建築史 ２

日本建築史 ２

近・現代建築史 ２

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

電 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ １９．５ １９．５

気 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

情 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

報 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

工 数学演習Ⅱ １

学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

基幹物理学ⅠＢ演習 １

基幹物理学Ⅱ １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

物 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ ２１．５ ２１．５

質 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

科 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

学 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５

工 基幹物理学ⅠＡ １．５

学 基幹物理学ⅠＢ １．５

科 無機物質化学 １．５

有機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

基礎化学熱力学 １．５

細胞生物学 １．５

分子生物学 １．５

情報科学 １．５

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

地 必 微分積分学・同演習Ⅰ １．５ １６ ２１．５

球 修 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

環 科 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

境 目 線形代数学・同演習Ａ １．５

工 線形代数学・同演習Ｂ １．５
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学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

図形科学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

選 基幹物理学ⅠＢ演習 １ ３

択 無機物質化学 １．５

必 基礎生物学概要 １．５

修 地球と宇宙の科学 １

科 情報科学 １．５

目

数理統計学 １．５ ２．５

基礎化学熱力学 １．５

細胞生物学 １．５

地球科学 １

最先端地球科学 １

空間表現実習Ⅰ ２

エ 必 微分積分学・同演習Ａ １．５ １８．５ １８．５

ネ 修 微分積分学・同演習Ｂ １．５

ル 科 線形代数学・同演習Ａ １．５

ギ 目 線形代数学・同演習Ｂ １．５ー

基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

学 基幹物理学ⅠＡ演習 １

科 基幹物理学ⅠＢ演習 １

無機物質化学 １．５

基礎化学結合論 １．５

図形科学 １．５

プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

機 必 微分積分学・同演習Ⅰ １．５ ２０．５ ２０．５

械 修 微分積分学・同演習Ⅱ １．５

航 科 微分積分学・同演習Ⅲ １．５

空 目 線形代数学・同演習Ａ １．５

工 線形代数学・同演習Ｂ １．５

学 基幹物理学ⅠＡ １．５

科 基幹物理学ⅠＢ １．５

基幹物理学ⅠＡ演習 １

力学演習 １

無機物質化学 １．５

図形科学 １．５

空間表現実習Ⅰ ２
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プログラミング演習 １

自然科学総合実験（基礎） １

自然科学総合実験（発展） １

３ 各学科の学生は、次の所定の単位を修得しなければならない。

授 業 科 目 合計最低修得単位数

基幹教育科目の授業科目のうち、最低修得単位数を超え 建築学科 ２単位

て修得する授業科目又は別表第２に掲げる専攻教育科目 電気情報工学科 ２単位

（在籍する学科の専攻教育科目を除く。）及び他学部の専 物質科学工学科 ２単位

攻教育科目 地球環境工学科 ２単位

エネルギー科学科 ６単位

機械航空工学科 ４．５単位

別表第２

建築学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

建築概論 ４

建築計画Ａ １

建築計画Ｂ １

建築設計基礎演習Ｂ ３

建築設計基礎演習Ｃ ３

建築設計基礎演習Ｄ ３

建築設計基礎演習Ｅ ３

建築学研究序説 ２

建築の職能と倫理 ２

建築学研究 ６

居住論 ２
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都市計画 ２

建築環境設備応用Ａ １

建築環境設備応用Ｂ １

建築環境設備基礎Ａ １

建築環境設備基礎Ｂ １

建築環境デザイン ２

建築構造力学基礎 ２

静定建築構造力学 ２

鉄骨構造 １

木質構造 １

鉄筋コンクリート構造 １

建築材料 ２

建築施工 ２

建築設計基礎演習Ａ ３

建築法規 ２

情報処理概論 ２

建築構法 ２

建築計画Ｃ １

建築計画Ｄ １

建築計画Ｅ １

計 ６１

選 択

住環境計画論 ２

都市設計 ２
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景観設計 ２

空間メディア ２

不静定建築構造力学 ２

建築振動学 ２

建築荷重論 ２

空間構造計画 ２

建築耐震設計 ２

建築構造設計技法Ⅰ １

建築構造設計技法Ⅱ １

都市・建築設計演習Ａ ３

都市・建築設計演習Ｂ ３

建築構造設計演習Ⅰ １．５

建築構造設計演習Ⅱ １．５

建築構造材料実験演習 ３

建築環境設備実験演習 ３

建築環境設備設計演習 ３

都市・建築設計演習Ｃ ３

都市・建築設計演習Ｄ ３

測量学・実習 ３

建築応用力学 ２

建築土質力学 １

基礎構造 １

複素関数論 ２

応用数理解析 ２
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品質管理 ２

建築防災 ２

合成構造 １

建築特別プログラム ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目６１単位及び選択科目から２０単位以上の合計８１単位以上を

修得しなければならない。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

電気情報工学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

電気情報数学 ２

回路理論Ⅰ ２

回路理論Ⅱ ２

論理回路 ２

プログラミング論Ⅰ ２

プログラミング演習Ⅰ １

コンピュータアーキテクチャⅠ ２

常微分方程式 ２

電気情報工学基礎実験 ２
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電気情報工学実験Ⅰ ２

電気情報工学実験Ⅱ ２

電気情報工学卒業研究 ６

電気情報工学入門Ⅰ ２

電気情報工学入門Ⅱ ２

計 ３１

選 択

電磁気学Ⅰ ２

電磁気学Ⅱ ２

電磁気学Ⅲ ２

回路理論Ⅲ ２

ディジタル電子回路 ２

制御工学Ⅰ ２

制御工学ⅡＡ １

制御工学ⅡＢ １

離散数学 ２

情報論理学 ２

プログラミング論Ⅱ ２

アナログ電子回路Ⅰ ２

アナログ電子回路Ⅱ ２

電子物性 ２

計算機プログラミング演習Ⅰ １

計算機プログラミング演習Ⅱ １

計測工学Ⅰ ２
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計測工学Ⅱ ２

信号とシステム ２

データ構造とアルゴリズムⅠＡ １

データ構造とアルゴリズムⅠＢ １

データ構造とアルゴリズムⅡＡ １

データ構造とアルゴリズムⅡＢ １

基礎エネルギー変換機器学 ２

エネルギー基礎論 ２

コンピュータシステムⅠＡ １

コンピュータシステムⅠＢ １

コンピュータシステムⅡＡ １

コンピュータシステムⅡＢ １

形式言語とオートマトンＡ １

形式言語とオートマトンＢ １

オペレーティングシステム ２

データ構造とアルゴリズムⅠ演習 １

計測工学Ａ １

計測工学Ｂ １

応用確率論 ２

情報理論 ２

半導体の性質 １

トランジスタ基礎論 １

電子デバイス ２

電磁波工学Ⅰ １
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電磁波工学Ⅱ １

通信方式 ２

電力輸送工学 ２

制御工学Ａ １

制御工学Ｂ １

確率統計 ２

コンピュータアーキテクチャⅡ ２

コンパイラＡ １

コンパイラＢ １

データベースＡ １

データベースＢ １

サイバーセキュリティ ２

電気情報工学実験Ⅲ ２

エネルギー変換機器工学 ２

電気電子材料Ａ １

電気電子材料Ｂ １

プログラミング言語論Ａ １

プログラミング言語論Ｂ １

複素関数論 ２

量子力学応用Ⅰ １

量子力学応用Ⅱ １

電気エネルギー工学通論 ２

集積回路工学通論Ａ １

集積回路工学通論Ｂ １
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通信工学通論Ａ １

通信工学通論Ｂ １

コンピュータシステム通論Ａ １

コンピュータシステム通論Ｂ １

ディジタル信号処理 ２

集積回路工学 ２

パワーエレクトロニクス ２

システム工学 ２

電気電子工学設計 ２

通信ネットワークＡ １

通信ネットワークＢ １

超伝導基礎論Ａ １

超伝導基礎論Ｂ １

プラズマ工学 ２

データ解析と実験計画法 ２

数理計画法 ２

技術表現法Ａ １

技術表現法Ｂ １

電気情報工学実習 １

電気法規および施設管理 ２

高電圧・パルスパワー工学 ２

光エレクトロニクスⅠ １

光エレクトロニクスⅡ １

数理論理学 ２
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アルゴリズム論Ａ １

アルゴリズム論Ｂ １

分散システム ２

パターン認識Ａ １

パターン認識Ｂ １

人工知能 ２

基礎ＰＢＬⅠ １

基礎ＰＢＬⅡ １

基礎ＰＢＬⅢ ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目３１単位のほかに、選択科目から５２単位以上を選択し、合わせ

て８３単位以上を修得しなければならない。ただし、選択科目の選定にあた

っては電気情報工学科で別に定めた履修課程ごとの「要求科目表」を参照し、

その要件を満たすように修得しなければならない。

(注) 「電気情報工学実習」は、九州大学学部通則第６条第３項の規定に基

づき、第３年度又は第４年度の休業日に２週間以上行う。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

物質科学工学科

化学プロセス・生命工学コース

応用化学コース

材料科学工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

機械工学大意第一 ２
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電気工学基礎 ２

応用数理解析 ２

情報処理概論 ２

物質科学工学実験第一 ２

物質科学工学実験第二 ３

物質科学工学実験第三 ３

物質科学工学卒業研究 ８

計 ２４

選 択

金属材料大意 ２

機械工学大意第二 ２

電子情報工学基礎 ２

品質管理 ２

応用物理学第一 ２

応用物理学第二 ２

プロセス物理化学 ２

反応工学第一 ２

反応工学第二 ２

物質移動工学 ２

工業倫理・工業経営（Ａ） １

工業倫理・工業経営（Ｂ） １

工業倫理・工業経営（Ｃ） １

工業倫理・工業経営（Ｄ） １

化学工学量論Ａ １
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化学工学量論Ｂ １

基礎熱工学 ２

化工熱工学 ２

基礎流体工学 ２

化工流体工学 ２

生物プロセス工学第二 ２

分離工学 ２

プロセス制御 ２

プロセスシステム工学 ２

化工数学 ２

化工情報処理演習 １

工業化学基礎第一Ａ １

工業化学基礎第一Ｂ １

工業化学基礎第二 ２

基礎生命工学 ２

生物プロセス工学第一 ２

プロセス計装 １

化学プロセス特別講義一 １

化学プロセス特別講義二 １

生命工学特別講義一 １

生命工学特別講義二 １

生物化学工学 ２

基礎物理化学第三 ２

量子化学第一 ２
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無機化学第一 ２

無機化学第二 ２

分析化学第一 ２

有機化学第一 ２

高分子化学第一 ２

化学工学第一 ２

分析化学第二 ２

有機化学第二 ２

高分子化学第二 ２

分子組織化学 ２

安全学 ２

化学工学第二 ２

物理化学演習 １

量子化学演習 １

無機化学第三 ２

表面化学 ２

量子化学第二 ２

生化学第一 ２

有機化学第三 ２

分析化学第三および演習 ２

物理化学第三 ２

高分子化学第三 ２

生化学第二 ２

生体機能化学 ２
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応用化学特別講義第一 １

応用化学特別講義第二 １

応用化学特別講義第三 １

応用化学特別講義第四 １

応用化学特別講義第五 １

応用化学特別演習第一 １

応用化学特別演習第二 １

回折結晶学 ２

固体物性学 ２

平衡組織学 ２

デバイス物理学 ２

材料物理化学 ２

材料電気化学 ２

材料設計製図 １

機械製作法Ⅱ ２

機械工作実習 １

金属組織制御学 ２

移動現象論 ２

凝固及び結晶成長 ２

材料強度物性 ２

金属製錬学第一 ２

半導体工学 ２

材料表面科学 ２

電解工学 ２
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鉄鋼材料工学 ２

非鉄材料工学 ２

セラミックス材料学 ２

材料反応工学 ２

金属製錬学第二 ２

接合・複合工学 ２

薄膜工学 ２

エネルギー材料工学 ２

無機材料解析学 ２

バイオマテリアル ２

産業科学技術特別講義 ２

材料工学特別演習 １

基礎物理化学第一及び演習 ２

基礎物理化学第二及び演習 ２

物質科学工学概論第一 １

物質科学工学概論第二 １

触媒化学 ２

有機化学第四および演習 １

無機化学第四 ２

物理化学第一 ２

物理化学第二 ２

電磁気学 ２

複素関数論 ２

テクノロジー・マーケティング ２
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超伝導材料工学 ２

熱力学・動力学演習 ２

弾性・塑性変形工学 １

材料力学入門 １

必修科目２４単位及び選択科目６２単位以上の合計８６単位以上を修得しな

ければならない。

参 考 科 目

課題集約演習 １

産業活動実習 １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

地球環境工学科

建設都市工学コース

船舶海洋システム工学コース

地球システム工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

常微分方程式 ２

複素関数論 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

情報処理概論 ２

地球環境工学卒業研究 ６

地球環境工学入門Ⅰ １
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地球環境工学入門Ⅱ １

計 １６

選 択

流体力学第一 ２

固体力学 ２

測量学・実習 ３

確率統計 ２

構造力学Ⅰ １

構造力学Ⅱ １

水理学Ⅰ １

水理学Ⅱ １

地盤力学Ⅰ １

地盤力学Ⅱ １

環境システム学 ２

構造力学Ⅲ １

構造力学Ⅳ １

水理学Ⅲ １

水理学Ⅳ １

地盤力学Ⅲ １

地盤力学Ⅳ １

土木材料学Ⅰ １

土木材料学Ⅱ １

環境基礎学Ⅰ １

環境基礎学Ⅱ １
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計画数理Ⅰ １

計画数理Ⅱ １

社会基盤計画学Ⅰ １

社会基盤計画学Ⅱ １

基礎土木工学演習 ２

土木工学総合演習 ２

土木実践教室１ ２

土木実践教室２ ２

土木実践教室３ ２

構造解析学 ２

応用地盤工学Ⅰ １

応用地盤工学Ⅱ １

河川工学Ⅰ １

河川工学Ⅱ １

上下水道および水資源工学Ⅰ １

上下水道および水資源工学Ⅱ １

コンクリート構造工学Ⅰ １

コンクリート構造工学Ⅱ １

海岸水理学Ⅰ １

海岸水理学Ⅱ １

環境保全と開発Ⅰ １

環境保全と開発Ⅱ １

交通計画学 ２

鋼構造工学 ２
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地震工学 ２

都市計画 ２

水文学Ⅰ １

水文学Ⅱ １

景観学 ２

交通施設工学 ２

維持管理工学 ２

沿岸域管理工学 ２

生態工学 ２

力学Ⅰ ２

流体力学第二 ２

材料力学 ４

船舶設計 ２

自動制御工学 ２

船舶海洋流体力学第一 ２

船舶運動論 ２

弾性力学第一 ２

材料加工学 ２

機能設計工学 ２

システム設計工学 ２

船舶海洋製図第一 １

運動制御工学 ２

船舶海洋流体力学第二 ２

船舶海洋構造力学 ２
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船舶海洋振動学第一 ２

環境設計工学 ２

材料強度学 ２

船舶海洋製図第二 ２

海洋機器工学 ２

船舶海洋振動学第二 ２

海洋環境情報学 ２

舶用機関 ２

技術者倫理 ２

工業マネージメント ２

船舶海洋システム工学実験 １

計算工学演習第一 １

計算工学演習第二 １

構造解析演習 １

船舶海洋システム工学特別講義第一 １

船舶海洋システム工学特別講義第二 １

船舶海洋システム工学特別講義第三 １

海事統計学 ２

工学基礎力学 ２

地球システム学概論 ２

地球環境のイメージング ２

地球熱学 ２

資源流体工学 ２

資源処理工学 ２
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エネルギー資源工学 ２

環境地球科学 ２

フィールド地球科学演習 １

物理探査学 ２

地熱工学 ２

地球工学実験第一 １

地球工学実験第二 １

岩盤工学 ２

環境修復工学 ２

資源システム工学実験第一 １

資源システム工学実験第二 １

地層内物質移動工学 ２

資源工学倫理及びマネージメントⅠ １

資源工学倫理及びマネージメントⅡ １

地球環境化学 ２

地球システム工学実習 １

地球システム工学インターシップ ４

資源地球科学 ２

環境地球物理学 ２

地熱貯留層工学 ２

地圏開発システム工学 ２

資源微生物工学 ２

石油工学 ２

工業爆薬学 ２
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新エネルギー工学 １

地熱発電工学 １

石灰石資源 １

石油・天然ガス資源開発 １

海外資源・資源経済学 １

廃棄物資源循環工学 １

石油開発生産工学 ２

品質管理 ２

機械工学大意第二 ２

無機化学第三 ２

金属材料大意 ２

地下空洞設計法 ２

スクールオンザムーブ国際インターンシップ ４

電気工学基礎 ２

電子情報工学基礎 ２

機械工学大意第一 ２

流体力学基礎 ２

土木エンジニア史 ２

まちづくり・地域づくり概論Ⅰ １

まちづくり・地域づくり概論Ⅱ １

合意形成論 ２

環境と防災１ １

環境と防災２ １

プロジェクト・ものづくり ２
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プロジェクト・まちづくり ２

土木と社会セミナー１ １

土木と社会セミナー２ １

土木と社会セミナー３ １

土木地理学 ２

応用複素関数論 ２

船舶算法および同演習 １．５

船舶復原性および同演習 １．５

構造力学 ４

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から１６単位及び選択科目から６９単位以上の合計８５単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

課題集約演習 １

産業活動実習 １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

エネルギー科学科

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

情報処理論概論 ２

基礎物理数学 ２
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熱力学 ２

元素科学 ２

力学 ２

基礎確率統計学 ２

原子物理学 ２

物理化学 ２

常微分方程式 ２

電磁気学Ｅ ２

熱・統計力学Ⅰ ２

輸送現象論Ⅰ １

輸送現象論Ⅱ １

量子力学Ⅰ １

量子力学Ⅱ １

創造科学工学基礎実験 ２

固体物理学Ⅰ ２

エネルギー材料科学 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

エネルギー科学卒業研究 ４

振動・波動論基礎 ２

エネルギー科学展望 １

エネルギー科学と倫理 １

エネルギー環境論 ２

計 ４４

選 択
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電気回路Ⅰ １

電気回路Ⅱ １

量子化学基礎 ２

化学反応論Ⅰ １

化学反応論Ⅱ １

量子線物理計測 ２

無機材料科学Ⅰ ２

基礎熱工学 ２

連続体力学 ２

量子理工学演習Ⅰ １

エネルギー物質工学演習 １

複素関数論 ２

電子回路 ２

熱・統計力学Ⅱ ２

量子力学Ⅲ １

量子力学Ⅳ １

無機材料科学Ⅱ １

無機材料科学Ⅲ １

応用物理化学Ⅰ １

応用物理化学Ⅱ １

化学反応論Ⅲ ２

応用物理学Ⅰ １

応用物理学Ⅱ １

原子核物理学Ⅰ ２
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金属材料学Ⅰ １

金属材料学Ⅱ １

構造材料学Ⅰ １

構造材料学Ⅱ １

材料組織制御学Ⅰ １

材料組織制御学Ⅱ １

有機物質科学Ⅰ １

有機物質科学Ⅱ １

流体力学Ⅰ ２

基礎材料力学Ⅰ １

基礎材料力学Ⅱ １

伝熱学Ⅰ １

伝熱学Ⅱ １

自動制御 ２

環境システム学 ２

現代科学技術論 １

量子理工学演習Ⅱ １

エネルギー工学基礎Ⅰ １

エネルギー工学基礎Ⅱ １

産業活動実習 １

量子理工学実験 ２

エネルギー物質工学実験Ⅰ ２

エネルギー工学実験 ２

応用複素関数論 ２
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結晶回折学 １

固体物理学Ⅱ ２

基礎分光計測学 ２

原子核物理学Ⅱ １

原子核物理学Ⅲ １

原子炉物理学Ⅰ １

原子炉物理学Ⅱ １

基礎プラズマ物理Ⅰ １

基礎プラズマ物理Ⅱ １

プロセス化学工学Ⅰ １

プロセス化学工学Ⅱ １

材料強度学Ⅰ １

材料強度学Ⅱ １

有機材料科学Ⅰ １

有機材料科学Ⅱ １

材料計測学Ⅰ １

材料計測学Ⅱ １

材料物性学Ⅰ １

材料物性学Ⅱ １

流体力学Ⅱ １

流体力学Ⅲ １

振動力学 ２

課題集約演習 １

量子理工学演習Ⅲ １
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エネルギー工学演習 １

エネルギー物質工学実験Ⅱ ２

エネルギー科学特別講義Ⅰ １

エネルギー科学特別講義Ⅱ １

エネルギー科学特別講義Ⅲ １

エネルギー科学特別講義Ⅳ １

エネルギー科学特別講義Ⅴ １

エネルギー科学特別講義Ⅵ １

エネルギー科学特別講義Ⅶ １

エネルギー科学とマネージメントⅠ １

エネルギー科学とマネージメントⅡ １

エネルギー科学とマネージメントⅢ １

原子力工学概論Ⅰ １

原子力工学概論Ⅱ １

相転移論Ⅰ １

相転移論Ⅱ １

固体物理学Ⅲ １

固体物理学Ⅳ １

応用物理学Ⅲ １

応用物理学Ⅳ １

有機物質科学Ⅲ １

有機物質科学Ⅳ １

応用確率論 ２

核融合概論Ⅰ １
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核融合概論Ⅱ １

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から４４単位及び選択科目から３８単位以上の合計８２単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

機械航空工学科

機械工学コース

航空宇宙工学コース

授 業 科 目

名 称 単 位

必 修

常微分方程式 ２

複素関数論 ２

フーリエ解析と偏微分方程式 ２

機械航空工学卒業研究 ６

材料力学Ⅰ １

材料力学Ⅱ １．５

材料力学Ⅲ １．５

材料力学Ⅳ １

機械工学・航空宇宙工学序論 ２

計 １９

選 択
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応用複素関数論 ２

力学Ⅰ ２

日本語コミュニケーション １

工業マネジメント ２

電気工学基礎 ２

電子情報工学基礎 ２

情報処理概論 ２

機械要素設計製図Ⅰ ０．５

機械要素設計製図Ⅱ ０．５

創造設計 １

機械工学設計製図 １

機械工学実験第一 １

機械工学実験第二 １

機械力学Ⅰ １．５

機械力学Ⅱ １．５

機械力学Ⅲ １．５

機械力学Ⅳ １．５

機械振動学Ⅰ １

機械振動学Ⅱ １

機械設計Ⅰ １．５

機械設計Ⅱ １．５

機械要素Ⅰ １

機械要素Ⅱ １

流れ学Ⅰ １．５
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流れ学Ⅱ １．５

流体力学Ⅰ １．５

流体力学Ⅱ １．５

応用流体工学 ２

熱力学Ⅰ １．５

熱力学Ⅱ １．５

伝熱学Ⅰ １．５

伝熱学Ⅱ １．５

内燃機関Ⅰ １

内燃機関Ⅱ １

熱エネルギー変換Ⅰ １

熱エネルギー変換Ⅱ １

燃焼学Ⅰ １

燃焼学Ⅱ １

機械製作法Ⅰ ２

機械工作実習Ⅰ １

機械工作実習Ⅱ １

機械製作法Ⅱ ２

加工機器・精密測定法 ２

システム工学 ２

システム制御Ⅰ ２

システム制御Ⅱ ２

機械材料Ⅰ １

機械材料Ⅱ １
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弾性力学Ａ １

弾性力学Ｂ １

弾性力学Ⅰ １

弾性力学Ⅱ １

数値解析基礎 ２

数値解析応用 １

数理統計学概論 ２

機械工学特別講義第一 ０・５

機械工学特別講義第二 ０・５

機械工学特別講義第三 ０・５

機械工学特別講義第四 ０・５

機械工学特別講義第五 ０・５

機械工学特別講義第六 ０・５

機械工学特別講義第七 ０・５

機械工学特別講義第八 ０・５

基礎設計製図 １

航空宇宙機設計製図 １

航空宇宙工学実験 ２

エネルギー変換基礎論ⅠＡ １

エネルギー変換基礎論ⅠＢ １

エネルギー変換基礎論Ⅱ ２

ジェットエンジン工学 ２

航空流体力学Ⅰ ２

航空流体力学Ⅱ ２
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気体力学 ２

航空宇宙基礎物理学Ａ １

航空宇宙基礎物理学Ｂ １

構造振動学Ａ １

構造振動学Ｂ １

航空宇宙機振動学Ａ １

航空宇宙機振動学Ｂ １

基礎構造力学Ａ １

基礎構造力学Ｂ １

応用構造力学Ａ １

応用構造力学Ｂ １

航空宇宙機材料学Ａ １

航空宇宙機材料学Ｂ １

誘導・制御基礎論Ⅰ ２

誘導・制御基礎論ⅡＡ １

誘導・制御基礎論ⅡＢ １

飛行制御論Ａ １

飛行制御論Ｂ １

飛行力学Ⅰ ２

飛行力学ⅡＡ １

飛行力学ⅡＢ １

軌道力学 ２

航空宇宙機設計論Ａ １

航空宇宙機設計論Ｂ １
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ロケット工学 ２

人工衛星工学 ２

航空宇宙伝熱学Ａ １

航空宇宙伝熱学Ｂ １

宇宙利用学Ａ １

宇宙利用学Ｂ １

航空工学特別講義 １

宇宙工学特別講義 １

航空宇宙機設計生産システム １

ジェットエンジン構造設計 １

航空機運用・整備 １

宇宙環境制御システム １

工学倫理 １

ロボティクスⅠ １

ロボティクスⅡ １

生体工学基礎 ２

水素工学基礎 ２

テクノロジー・マーケティング ２

必修科目から１９単位及び選択科目から６３単位以上の合計８２単位以上

を修得しなければならない。

参 考 科 目

積分論の基礎 ２

関数解析の基礎 ２

抽象代数学の基礎 ２

品質管理 ２
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応用確率論 ２

日本産業論 ２

工学解析・計測概論 ２

産業活動実習Ⅰ １

産業活動実習Ⅱ １

国際イノベーション入門 ４

国際オープンマインド入門 ４

国際コラボレーション入門 ４

別表第３

授 業 科 目

名 称 単 位

参 考

ＩＴ応用 １

日本産業論 ２

工学解析・計測概論 ２

ビジネス日本語Ａ １

ビジネス日本語Ｂ １

ビジネス日本語Ｃ １

別表第４ （基幹教育科目に関する授業科目、単位数及び最低修得単位数）

区 分 授 業 科 目 単位数 最低習得

単位数

K I K A N KIKAN Education KIKAN Education Seminar １ １

Education Seminar
Courses

Interdisciplinary Interdisciplinary Collaborative Learning of ２．５ ２．５

Collaborative Learning Social Issues
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of Social Issues
Subjects in Humanities Introduction to Law ２ ８

and Social Science Introduction to Economics ２

Introduction to Philosophy ２

Intercultural Encounters ２

Introduction to Psychology ２

Global Issues ２

Introduction to Japanese History ２

Language and Communication in Society ２

General Subjects Engagement with Volunteer I １

Engagement with Volunteer II １

Engagement with Internship I １

Engagement with Internship II １

Subjects for Languages Intensive English Japanese Issue I １ ４

and Culture Intensive English Japanese Issue II １

Intensive English C Theme-Based １

Intensive English C Skill-Based １

Integrated Courses：Beginners A １ ６

Integrated Courses：Beginners B １
Integrated Courses：Elementary 1A １
Integrated Courses：Elementary 1B １
Integrated Courses：Elementary 2A １
Integrated Courses：Elementary 2B １
Integrated Courses：Pre-Intermediate A １
Integrated Courses：Pre-Intermediate B １
Integrated Courses：Intermediate 1A １
Integrated Courses：Intermediate 1B １
Integrated Courses：Intermediate 2A １
Integrated Courses：Intermediate 2B １
Integrated Courses：Pre-Advanced A １
Integrated Courses：Pre-Advanced B １

Integrated Courses：Advanced A １

Integrated Courses：Advanced B １

Kanji Courses：Elementary 1A １ ４
Kanji Courses：Elementary 1B １
Kanji Courses：Elementary 2A １
Kanji Courses：Elementary 2B １
Kanji Courses：Pre-Intermediate A １
Kanji Courses：Pre-Intermediate B １
Kanji Courses：Intermediate 1A １
Kanji Courses：Intermediate 1B １

Kanji Courses：Intermediate 2A １

Kanji Courses：Intermediate 2B １

Kanji Courses：Pre-Advanced A １

Kanji Courses：Pre-Advanced B １

Kanji Courses：Advanced A １
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Kanji Courses：Advanced B １

Cybersecurity Primary Course of Cyber Security - How to １ １

Survive the Cyber

Subjects on Health and Laboratory of Health and Sports Science １ １

Sports
Subjects in Science Computer Programming Exercise １

Calculus I １

Calculus II １

Calculus III １

Calculus IV １

Linear Algebra I １

Linear Algebra II １

Linear Algebra III １

Linear Algebra IV １

Fundamental Physics I １

Fundamental Physics II １

Fundamental Physics III １

Fundamental Physics IV １

Fundamental Physics V １

Fundamental Physics VI １

Fundamental Physics VII １

Fundamental Physics VIII １

Basic Chemistry I １

Basic Chemistry II １

Fundamental Inorganic Chemistry I １

Fundamental Inorganic Chemistry II １

Fundamental Organic Chemistry I １

Fundamental Organic Chemistry II １

Fundamental Cell Biology I １

Fundamental Cell Biology II １

Introductory Biology I １

Introductory Biology II １

Basic Laboratory Experiments in Natural １

Science I １

Basic Laboratory Experiments in Natural １

Science II １

Drawings on Technical Design I １

Drawings on Technical Design II １

（備考）

各国際コースの学生は、Subjects in Science の必修科目として、次の所定 の単位を修得しな

ければならない。

国際コース 区分 授 業 科 目 及 び 単 位 数 最低修得

単位数

電気情報工学科 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１



- 124 -

（電気情報工学 Science Calculus I（１）

コース）国際コ Calculus II（１）

ース Calculus III（１）

Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

物質科学工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１

学科（応用化 Science Calculus I（１）

学コース）国 Calculus II（１）

際コース Calculus III（１）

Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Fundamental Inorganic Chemistry I（１）

Fundamental Inorganic Chemistry II（１）

Fundamental Organic Chemistry I（１）

Fundamental Organic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

地球環境工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２１
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学科（建設都 Science Calculus I（１）

市工学コー Calculus II（１）

ス）国際コー Calculus III（１）

ス Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

機械航空工 Subjects in Computer Programming Exercise（１） ２３

学科（機械 Science Calculus I（１）

航空工学コ Calculus II（１）

ース）国際 Calculus III（１）

コース Calculus IV（１）

Linear Algebra I（１）

Linear Algebra II（１）

Linear Algebra III（１）

Linear Algebra IV（１）

Fundamental Physics I（１）

Fundamental Physics II（１）

Fundamental Physics III（１）

Fundamental Physics IV（１）

Fundamental Physics V（１）

Fundamental Physics VI（１）

Fundamental Physics VII（１）

Fundamental Physics VIII（１）

Basic Chemistry I（１）

Basic Chemistry II（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science I
（１）

Basic Laboratory Experiments in Natural Science
II（１）

Drawings on Technical Design I（１）

Drawings on Technical Design II（１）
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別表第５

電気情報工学科

（電気情報工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １

Graduation Research １２

計 ２２

共 通 科 目 （選 択）

Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Engineering Mathematics I １



- 127 -

Engineering Mathematics II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement I

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

（電気情報工学コース）国際コース（必修）

Mathematics for Electrical Engineering ２

and Computer Science

Linear Circuits I ２

Linear Circuits II ２

Logic Circuits ２

Programming Methodology I ２

Programming Practice I １
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Computer Architecture I ２

Fundamentals of Integrated Circuits A １

Fundamentals of Integrated Circuits B １

Electric Energy A １

Electric Energy B １

Fundamentals of Communication １

Engineering A

Fundamentals of Communication １

Engineering B

Fundamentals of Computer Systems A １

Fundamentals of Computer Systems B １

Fundamentals of Electrical Engineering ２

and Computer Science I

Fundamentals of Electrical Engineering ２

and Computer Science II

Electromagnetic Theory I ２

System Control A １

System Control B １

Applied Mathematical Logic ２

Analog Electronic Circuits I ２

Data Structure and Algorithms IA １

Data Structure and Algorithms IB １

Electronic Measurements A １

Electronic Measurements B １

Laboratory of Electrical Engineering ２

and Computer Science-Basic
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Laboratory of Electrical Engineering ２

and Computer Science I

Laboratory of Electrical Engineering and ２

Computer Science II

計 ４３

（電気情報工学コース）国際コース （選 択）

Practice in Logic Design ２

System Programming Laboratory ２

上記を除く電気情報工学科専攻教育科目の全て

共通科目より２２単位、電気情報工学コース科目より４３単位、

選択科目（共通、電気情報工学コース）より７単位の計７２単

位を修得しなければならない。

物質科学工学科

（応用化学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １

Introduction to Metallic Materials I １
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Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Inorganic Chemistry I １

Inorganic Chemistry II １

Graduation Research １２

計 ２８

共 通 科 目 （選 択）

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

（応用化学コース）国際コース （必 修）
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Organic Chemistry I １

Organic Chemistry II １

Organic Chemistry III １

Organic Chemistry Ⅳ １

Inorganic Chemistry III １

Inorganic Chemistry Ⅳ １

Analytical Chemistry I １

Analytical Chemistry II １

Analytical Chemistry III １

Analytical Chemistry Ⅳ １

Physical Chemistry I １

Physical Chemistry II １

Physical Chemistry III １

Physical Chemistry Ⅳ １

Polymer Chemistry I １

Polymer Chemistry II １

Chemical Reaction Engineering I １

Chemical Reaction Engineering II １

Biochemistry I １

Biochemistry II １

Coordination Chemistry I １

Coordination Chemistry II １

Polymer Chemistry III １

Polymer Chemistry Ⅳ １
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Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry I

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry II

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry III

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅳ

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅴ

Task-Based Exercise in Applied ２

Chemistry Ⅵ

Experiment in Applied Chemistry IA ２

Experiment in Applied Chemistry IB ２

Experiment in Applied Chemistry IIA ２

Experiment in Applied Chemistry IIB ２

Experiment in Applied Chemistry IIIA ２

Experiment in Applied Chemistry IIIB ２

計 ４８

共通科目（必修）２８単位及び応用化学コース（国際コース）科目より４８

単位の合計７６単位を修得しなければならない。

地球環境工学科

（建設都市工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目 （必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １
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Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis and １

Measurement I

Introduction to Engineering Analysis and １

Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Graduation Research １２

計 ３２

共 通 科 目 （選 択）

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １
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Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Inorganic Chemistry I １

Inorganic Chemistry II １

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Fundamental of Electronics and １

Information Engineering I

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering II

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １

Progresseive Japanese II １

社会基盤・構造系 （必 修）

Structural Mechanics IA １

Structural Mechanics IB １

Construction Materials I １

Construction Materials II １

Structural Mechanics IIA １
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Structural Mechanics IIB １

Bridge Engineering I １

Bridge Engineering II １

計 ８

社会基盤・構造系 （選 択）

Maintenance Engineering ２

防災・地盤系 （必 修）

Soil Mechanics IA １

Soil Mechanics IB １

Soil Mechanics IIA １

Soil Mechanics IIB １

Applied Geotechnical Engineering I １

Applied Geotechnical Engineering II １

計 ６

環境・水工系 （必 修）

Hydraulics IA １

Hydraulics IB １

Hydraulics IIA １

Hydraulics IIB １

Environmental Systems Engineering I １

Environmental Systems Engineering II １

Basics of Environmental Engineering I １

Basics of Environmental Engineering II １

Hydrosphere Engineering I １
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Hydrosphere Engineering II １

計 １０

交通・都市計画系 （必 修）

Mathematics for Planning I １

Mathematics for Planning II １

Transportation Planning I １

Transportation Planning II １

計 ４

交通・都市計画系 （選 択）

Introduct ion to Archi tecture of １

Infrastructure and Environment I

Introduct ion to Archi tecture of １

Infrastructure and Environment II

Environmental Economics I １

Environmental Economics II １

実 験 ・ 概 論 （必 修）

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work A

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work B

Civil and Environmental Engineering ２

Laboratory Work C

Civil and Environmental Engineering ２

Practice

計 ８

実 習 系 （選 択）

Surveying and Mapping ３
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必修科目６８単位及び選択科目４単位以上の合計７２単位を修

得しなければならない。ただし、交通・都市計画系選択科目か

ら２単位を最低限修得するものとする。

機械航空工学科

（機械航空工学コース）国際コース

授 業 科 目

名 称 単 位

共 通 科 目（必 修）

Technical Communication I １

Technical Communication II １

Ordinary Differential Equation I １

Ordinary Differential Equation II １

Complex Function Theory I １

Complex Function Theory II １

Fourier Analysis I １

Fourier Analysis II １

Fundamentals of Electrical Engineering I １

Fundamentals of Electrical Engineering II １

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering I

Fundamentals of Electronics and １

Information Engineering II

Introduction to Information Processing I １

Introduction to Information Processing II １

Japanese Industries I １

Japanese Industries II １
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Introduction to Metallic Materials I １

Introduction to Metallic Materials II １

Advanced Engineering I １

Advanced Engineering II １

Solid Mechanics I １

Solid Mechanics II １

Fluid Mechanics IA １

Fluid Mechanics IB １

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement I

Introduction to Engineering Analysis １

and Measurement II

Engineering Ethics I １

Engineering Ethics II １

Engineering Mathematics I １

Engineering Mathematics II １

Graduation Research １２

計 ４２

共 通 科 目 （選 択）

Business Japanese A １

Business Japanese B １

Business Japanese C １

Active Japansese I １

Active Japanese II １

Progresseive Japanese I １
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Progresseive Japanese II １

（機械航空工学コース）国際コース（必修）

Introduction to Mechanical and ２

Aerospace Engineering

Strength of Materials IA １

Strength of Materials IB １

Strength of Materials IIA １

Strength of Materials IIB １

Fluid Mechanics IIA １

Fluid Mechanics IIB １

Thermodynamics Ⅰ ２

Thermodynamics Ⅱ ２

Mechanics I １

Mechanics II １

Dynamics of Machinery I １

Dynamics of Machinery II １

Systems Control IA １

Systems Control IB １

Systems Control IIA １

Systems Control IIB １

Heat Transfer I １

Heat Transfer II １

Mechanical and Aerospace Engineering １

ExperimentsⅠ

Mechanical and Aerospace Engineering １
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ExperimentsⅡ

Mechanical and Aerospace Engineering ２

Drawing and Design

Aerospace Engineering IA １

Aerospace Engineering IB １

Aerospace Engineering IIA １

Aerospace Engineering IIB １

Machine Design I １

Machine Design II １

Manufacturing Processes I １

Manufacturing Processes II １

Internal Combustion Engine I １

Internal Combustion Engine II １

Computational Methods I １

Computational Methods II １

計 ３８

共通科目（必修）４２単位及び機械航空工学コース（国際コース）科目３８

単位の合計８０単位を修得しなければならない。
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九州大学教授会通則

平 成 １ ６ 年 度 九 大 規 則 第 ８ 号

制 定：平成１６年 ４月 １日

最終改正：平成２７年 ２月２４日

（平成２６年度九大規則第８３号）

（趣旨）

第１条 この規則は、九州大学学則（平成１６年度九大規則第１号）第３８条第２項の規定に基

づき、教授会の組織、審議事項、議事の手続その他必要な事項を定めるものとする。

（構成員）

第２条 各学部の教授会の構成員は、次に掲げる者とする。

(1) 研究院の所属で当該学部の教育研究又は附属教育研究施設を担当する教授

(2) 病院の所属で学部の教育研究を担当する教授

２ 各学府の教授会の構成員は、当該学府の教育研究を担当する教授とする。

３ 各研究院の教授会の構成員は、当該研究院所属の教授とする。

４ 基幹教育院の教授会の構成員は、基幹教育院所属の教授とする。

５ 各附置研究所の教授会の構成員は、当該附置研究所所属の教授とする。

６ カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所（以下「国際研究所」という。）の教授会の

構成員は、国際研究所所属の教授とする。

７ 情報基盤研究開発センター（以下「センター」という。）の教授会の構成員は、センター所

属の教授とする。

８ 教授会には、准教授その他の職員を加えることができる。

（教授会の審議事項等）

第３条 教授会は、総長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了

(2) 学位の授与

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして総長が定めるもの

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、総長及び教授会が置かれる部局の長（以下この項に

おいて「総長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び総長等

の求めに応じ、意見を述べることができる。

（議長）

第４条 教授会に議長を置き、当該部局の長をもって充てる。

２ 議長は、教授会を主宰する。

（議事）

第５条 教授会は、構成員の２分の１以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができ

ない。

２ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。

３ 前２項の規定にかかわらず、特に重要な事項の審議については、別段の定めをすることがで

きる。

（構成員以外の者の出席）

第６条 教授会が必要であると認めた場合は、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。

（代議員会等）

第７条 教授会は、その定めるところにより、教授会の構成員のうちの一部の者をもって構成さ

れる代議員会、専門委員会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。

２ 教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもって、教授会の議決とすること

ができる。

（補則）
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第８条 この規則に定めるもののほか、教授会の議事の手続その他その運営に関し必要な事項は、

各教授会の議を経て当該部局長が定める。

附 則

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年度九大規則第２４６号）

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。

附 則（平成１８年度九大規則第４０号）

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

附 則（平成２３年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２３年１０月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第３２号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年度九大規則第５０号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年度九大規則第４１号）

この規則は、平成２５年１１月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第１４号）

この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。

附 則（平成２６年度九大規則第８３号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。
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１．設置の趣旨及び必要性 
（１）社会的背景 
 工学は、体系化された専門分野（機械工学、電気電子工学、土木工学、材料工学、化学工

学、応用化学、資源工学、航空宇宙工学、船舶海洋工学、原子力工学、建築学などのディシ

プリン）を確固とした基盤としながら、総合科学として、工学諸分野はもとより、理学及び

人文社会科学の境界を越え、人類社会が直面する諸課題に向き合い、複合的な境界条件の下

での最適解を先見性をもって見出し、人類の暮らしをより豊かにすることに不断に挑んで

きた。 

しかし、地球温暖化をはじめとする地球規模の環境問題、エネルギー問題、食糧問題、少

子高齢化問題など、我々はこれまでに経験したことのない深刻な危機に直面している。また、

科学技術の急速な進展によって、既存の職種の多くがロボットや AI に取って代わられ、産

業構造が激変する予測困難な時代が到来しようとしている。これらの危機を直視し、科学技

術のさらなる進展を通して課題解決を目指していくためには、従来型の「帰納的プロセスに

基づく真理の探究」に重点を置く科学技術・知的生産の基本構造から脱却し、「構成的仮説

演繹プロセスに基づく価値の創造に対する研究・開発の推進」が不可欠とされている。そし

て、こうした人文社会科学・自然科学・技術の世界的なパラダイムシフトを我が国が早急か

つ円滑に達成するための重要な鍵の一つが、優れた工学系人材の育成である（大学における

工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017 年）。 

九州大学工学部・大学院工学系学府は、日本の発展を牽引してきた「ものづくり」の中核

を担う、専門性・学際性・国際性・先導性を合わせ持つ人材の育成を目指してきた。学部教

育では、専門性の基盤となる基礎教育に注力するとともに、大括り学科の共通授業科目を開

設することで、異なる専門分野を学ぶコース間の垣根を低くすることに努めてきた。また、

学士課程国際コースを設置して留学生を積極的に受け入れながら、本学海外拠点をベース

に日本人学生の海外派遣・研修事業も継続的に展開してきた。大学院教育では、専門分野の

最先端技術を開発する人材の育成を目指す学府（工学府、システム情報科学府）を堅持する

一方で、地球規模の環境・エネルギー問題の解決に向けた学際的研究教育を行う学府（総合

理工学府）も設置することで、専門性と学際性の両方を極めることに挑んできた。さらに、

学部・大学院教育を通して、丁寧かつ厳格な研究指導を重視することで、日本の基幹大学の

卒業生に期待される、自ら課題を発見して仮説を構築・検証する構想力、自らの力で新しい

領域を切り開くチャレンジ精神、社会に対する責任感、先導力（リーダーシップ）を育むこ

とにも注力してきた。こうした教育努力の成果は、本学に対する企業関係者の高い評価によ

って挙証されている（日経 HR、2019 年）。 

しかし、近年の人類社会が直面する諸課題の深刻さ、それを打開する工学系人材への社会

からの期待の大きさに鑑み、本学の工学教育も、専門性・学際性・国際性・先導性をより先

鋭かつ体系的に追求する方向で改革に取り組むことが急務と言える。一つの技術にも様々

な専門分野の考え方や技術を要するため専門分野の枠の拡大が求められる一方、より高度

な専門的知識の獲得も必要である。こうした認識から、2021 年４月に学部・学科及び学府・

専攻の再編を断行し、学部から大学院修士課程まで、連続性に配慮した学士・修士６年一貫



2 

 

型教育を実現する。 

この決断の妥当性は、本学に対する企業からの技術系人材の求人の大部分が大学院生を

対象としており、修士課程修了相当以上の力量を備えた人材の養成が期待されていること

に裏打ちされている。さらに、約 85％が大学院に進学する本学工学部卒業生のニーズとも

矛盾していない。 

 

（２）改組の概要 
改組の目的は、本学工学部・工学系学府が不断に追求してきた、専門性・学際性・国際性・

先導性を、６年間のシームレスな教育課程の枠組みの中で、より先鋭的かつ体系的に追求す

ることにある。この６年一貫型教育の修了生の人材像を起点として「卒業認定・学位授与の

方針」「教育課程編成・実施の方針」及び「入学者受入れの方針」を定め、学修目標の達成

に向けて一貫性・整合性のある教育研究環境を整備するためには、その前提として、大学院

と学部教育の連続性を確保する必要があることから、「大学院における専攻の再編」とそれ

に連続的に接続する「学部における学科の再編」が求められる。 

 

【工学系学府における専攻の再編】 
九州大学工学系学府は、工学府 13 専攻、システム情報科学府３専攻、総合理工学府５専

攻、及び人間環境学府建築系２専攻から構成される。このうち人間環境学府の建築系専攻に

ついては、同学府において、芸術や心理などの学問分野との融合的な教育研究に取り組んで

いることから、今回の改組の対象としない。 

前述したとおり、本学では専門性を極めて最先端の技術開発に貢献する人材は、工学府及

びシステム情報科学府において育成し、学際性を極めて地球規模の環境・エネルギー問題の

解決に貢献する人材は総合理工学府において育成してきた。この基本構造は、企業関係者か

ら高く評価されていることから今後も維持するが、次の方針に基づいて専攻の編成を改め

る。すなわち、専門性を追求する学府においては、企業が技術系人材を求める技術分野の編

成に合わせて専攻を集約し、学際性を追求する学府においては、自由度を一層高めるために

専攻を大括り化する（工学府 11 専攻、システム情報科学府２専攻、総合理工学府１専攻）。

再編や名称変更の対象となる専攻は、図 1-1 の太線の矢印の起点と終点に示している。 
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図 1-1 工学系学府の現行及び改組後の専攻編成 

（↑：改組する専攻、↑：名称変更する専攻、↑：改組も名称変更もしない専攻） 

 

 

【工学部における学科の再編】 

九州大学工学部は、現在６学科 11 コースで構成しているが、大学院の専攻に連続的に接

続させる形で、各コースを 12 の学科に再編する。総合理工学府に接続する学科は、エネル

ギー科学科の２コースを再編して新たに設置する（図 1-2 参照）。 

 

図 1-2 工学部の現行及び改組後の学科編成 

（↑：改組する学科、↑：改組しない学科） 
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 また、専門分野の基礎が共通である学科を５つの学科群に分け、低年次においては、共通

の専門基礎を教授するカリキュラムを編成する（表 1-1 参照）。 

 

表 1-1 学科群の構成 

学科群 学科 

Ⅰ群 電気情報工学科 

Ⅱ群 
材料工学科・応用化学科・化学工学科・ 

融合基礎工学科（物質材料コース） 

Ⅲ群 
融合基礎工学科（機械電気コース）・機械工学科・ 

航空宇宙工学科・量子物理工学科 

Ⅳ群 船舶海洋工学科・地球資源システム工学科・土木工学科 

Ⅴ群 建築学科 

      ※上記に加え、１年次に学科群が未定の群をⅥ群とする。 

 

 

【専攻と学科の関係性】 
 大学院における専攻の再編と学部における学科の再編により、図 1-3 に示すように専攻

と学科の明快な対応関係を確保して、連続性を重視した教育を行う。ただし、専攻と学科の

つながりを強めても、専門分野の細分化や閉鎖性を招くことなく、本学で従来から重視して

きた学際性を保持するために、後述の通り、学部・学科群共通教育を導入するとともに、学

部・大学院教育を通して展開する研究指導において学際的視点の重要性を強調する。 

 

図 1-3 改組後における工学部と工学系学府との接続 
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（３）教育課程の概要 

【養成する人材像】 
専攻・学科の再編によって実現されるシームレスな６年一貫型教育課程を通して、専門

性・学際性・国際性・先導性をより先鋭的かつ体系的に追求し、「工学のプロフェッショナ

ルとして人類社会の課題解決に貢献できる」人材を養成する。工学のプロフェッショナルに

は、社会における工学の価値について理解し、異分野の他者と協働しながら、工学分野共通

の知識・能力・ものの考え方、及び専攻する専門分野の知識・能力・ものの考え方を基礎に、

自ら考え行動し、新しい価値を創造していくことが求められる。 

そのために、工学府及びシステム情報科学府の各専攻とそこに接続する各学科では、専門

性の深化に重点をおく一方で、異分野との協働の基盤形成にも注力する。総合理工学府の専

攻とそれに接続する学科では、学際性を重視する一方で、軸足となる専門性の確立にも注力

する。このように養成された専門分野を中心とした幅広い知識・能力基盤は、予測困難な時

代に人類社会を牽引していく工学のプロフェッショナルにとって不可欠な素養と言える。 

 

【卒業認定・学位授与の方針】 
「工学のプロフェッショナルとして人類社会の課題解決に貢献できる」人材を養成する

ために、次の通り「卒業認定・学位授与の方針」を策定する（図 1-4 参照）。 

 本学工学部・工学系学府の連続性を考慮した学士・修士６年一貫型教育の修了生には、専

門性（b. 工学分野共通の知識・能力・ものの考え方を身に付けている、c. 専門分野の知識・

能力・ものの考え方を身に付けている）、先導性（d. 自らの考えで行動し独創性を発揮でき

る、e. 新しい価値を創造することができる）、学際性・国際性（f. .社会における工学の価値

を理解している、g. 異分野の他者と協働することができる）のいずれの観点からも、「工学

のプロフェッショナル」に相当する水準の力量を身に付けていることが期待される。さらに、

博士プログラムに進学して修了する学生には、「最先端の技術開発を担う研究者・技術者」

に相当する水準の力量を身に付けていることが期待される。一方で、学士課程で卒業した学

生には、「工学の専門性を活かしたジェネラリスト」に相当する水準の力量を身に付けるこ

とが期待される。 

 観点ごとの各水準が具体的にどのような力量を意味するのかについては、プログラムを

担当する教員間でルーブリックやアンカー事例を共有することを通して、共通理解を確実

に醸成していく。 
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図 1-4 教育課程の基本構造および学修目標の観点と水準 

 

 

【教育課程編成・実施の方針】 

「卒業認定・学位授与の方針」に基づき、専門性・先導性・学際性・国際性をより先鋭的

かつ体系的に追求するため、学士・修士６年一貫型教育を基本とし、これに博士課程を積み

上げる教育課程を編成する（図 1-4 参照）。九州大学の学士課程教育は、全学部共通の全学

教育である基幹教育と各学部の専攻教育からなるが、特に改組を行う工学部においては、い

ずれも工学部共通科目および学科群共通科目を設け（表 1-2 参照）、工学系に共通する専門

基礎教育、およびリテラシーとしての情報系教育を強化する。専門分野の教育は、学士・修

士６年一貫型教育を基本として行い、重要性が増しつつある専門分野外の学びは主として

修士課程で行うこととする。また、学部４年次では卒業研究を実施する。 

 

表 1-2 必修科目の分類 

 工学部共通 学科群共通 学科独自 

基幹教育科目 工学部共通・ 

基幹教育科目 

学科群共通・ 

基幹教育科目 

学科指定・ 

基幹教育科目 

専攻教育科目 工学部共通・ 

専攻教育科目 

学科群共通・ 

専攻教育科目 

学科・ 

専攻科目 
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以下に、特徴的な教育の考え方を示す 

 

① 工学部共通教育（学部１年次） 

新技術の多くが異分野融合の産物として創出されている現状において、「f.社会における

工学の価値」を自覚的に理解した上で、理学及び人文社会科学をはじめとする「g.異分野の

他者と協働」することが重要になってきている。その際、「b.工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方」を身に付けていることが、工学系人材としての貢献を最大化する前提である。

これらの学修目標を達成するため、基幹教育科目及び専攻教育科目に工学部共通の必修科

目を開設し、学科を問わず工学部生全員の履修を求める。 

 

② 学科群共通教育（学部２年次前期） 

 工学のプロフェッショナルとして人類社会の課題解決に貢献するためには、工学分野間

の融合も極めて重要である。その際に、自ら専攻する専門分野の「c.専門分野の知識・能力・

ものの考え方」を包括的・統合的に身に付けていることも重要である。これらの学修目標を

達成するために、基幹教育科目及び専攻教育科目に学科群共通の必修科目を開設する。 

 

③ 学士・修士一貫型専攻教育 

全学・学部・学科群の共通教育を通して工学系人材としての共通基盤を形成した上で、連

続的に接続した学科・専攻における体系的な専攻教育により、専門性を高度な水準で極める。

学部３年次後期までに専攻教育の必修科目の履修を概ね完了し、４年次からは自らの興味・

関心を絞り込み、選択科目の履修を通して専門性を一層高めていく。 

 

④ 情報系教育 

ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い、これらに関連した情報教育の重要性が高

まっている。そこで、工学系人材に必要とされる最低限のリテラシーを身に付けさせるため、

「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演習」、「データサイエンス序論」の３科

目を工学部情報系基礎科目として位置づけ、工学部生全員に１年次必修科目として課す。 

さらに、専門分野におけるデータや情報の使い方に焦点を当てた独自の情報系科目を２

年次後期以降に各学科で少なくとも１科目開設し、１年次に学修した情報リテラシーの応

用力を鍛える。なお、情報科学をマイナー分野と位置づけた教育を行う新設の融合基礎工学

科では複数の情報系科目を開設する一方、電気情報工学科においては情報・数理・データサ

イエンスの分野を牽引するプロフェッショナルを養成するための情報系科目を多く開設す

る。 

 

⑤ 卒業研究 

卒業研究は、教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合

的に発揮して、仮説検証型・課題解決型学習に取り組む集大成的な学習経験として、極めて

重要な意味を持つ。日本の工学教育の誇るべき強みと考え、学部・修士６年一貫型教育にお

いても維持する。全学・学部・学科群の共通教育と専攻教育の必修科目の履修がほぼ完了す
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る学部３年次までの学修の集大成として、学部４年次に卒業研究を実施することで、学生が

前半期にあたる学士課程の学びを振り返り、後半期の修士課程に向けて専門性をより高度

な水準に鍛え上げていくための契機とする。そうした卒業研究の位置付けに鑑み、伝統的な

仮説・検証型の研究に限定せず、製品開発などを手掛ける課題解決型学習 PBL（Problem-

Based Learning）も卒業研究として認める。 

とりわけ、学士課程で卒業する学生にとっては、この卒業研究が仮説検証型・課題解決型

学習の極めて貴重な経験になる。 

 

⑥ 専門外科目 

自分の専門分野とは異なる分野についても、自ら積極的に学ぶ姿勢とマインドを身に付

けることは非常に重要であるため、６年間を通じて複数の専門外科目の履修を求める。 

 

【入学者受入れ方針】 
 九州大学工学部では、従来、学科単位の一般選抜を実施してきたが、より多様な学生を受

け入れる試みとして、２種類の入試改革を行う。これにより専門性・学際性・国際性・先導

性をより先鋭かつ体系的に追求する教育課程を成功裏に終え、「工学のプロフェッショナル

として人類社会の課題解決に貢献できる」人材に成長することが期待できる、柔軟性と強靱

さを合わせ持った人材の受入れを目指す。 

 第一に、学力に加えて、志望動機や学習の目標、学習以外の活動状況なども総合的に判断

して選抜を行う総合型選抜（従来の AO 入試）を、航空宇宙工学科を除く全学科で導入する

（募集人員は入学定員の約５%）。 

 第二に、学力に基づいて選抜を行う一般選抜（募集人員は入学定員の約 95%）において、

学科単位ではなく、５つの学科群単位で入学志願を受け付けるとともに（表 1-1）、専攻す

る学科を入学後に決定できるレイトスペシャライゼーションに対応した入試区分（Ⅵ群）を

設ける（一般選抜の約 20%）。 

レイトスペシャライゼーションは、中等教育関係者からの要望に応えて導入するもので

ある。本学部では、高校から工学部への円滑な接続の実現を目指し、高校教員との定例的な

意見交換会を 10 年以上にわたり開催してきた。様々な情報交換を行う中で高校側から「工

学部出身の教員がいない高校がほとんどであり、工学という学問分野や、工学部を卒業した

後のキャリアについて高校生に適切に指導できる教員がいない」、「高校生にとっても工学

分野は他の分野に比べて馴染みが薄く、工学部進学にあたって志望学科を迷う高校生が一

定数存在する」などの声が寄せられていた。このような背景のもと、専攻する学科を入学後

に決定するレイトスペシャライゼーションの導入が期待される中、志望学科が明確な高校

生にも配慮するため、学科群（Ⅰ～Ⅴ群）ごとの入学者選抜と学科群未定群（Ⅵ群）での入

学者選抜を併用することとした。なお、先の意見交換会において、工学部への進学志望は明

確であるが志望学科までを絞りきれていない高校生が数名に１名程度はいるとのことであ

ったので、１年次のクラス編成と時間割などのカリキュラム編成および受験生の志願の動

向に及ぼす影響など多様な観点から総合的に判断してⅥ群の募集人員を一般選抜の２割と

した。この学科群未定群の導入と規模について、本学工学部への入学者数の実績が上位の高



9 

 

校（31 校）へアンケートを行った結果、その大部分から支持を得ている（図 1-5）。 

 

 

【質問１】学科群未定群としての入学者選抜の導入について 

 

 主なコメント 

賛成 

・学科を受験時点で十分に決めている生徒ばかりではなく、明確な進路先（目標）を持っ

ていない者がいる。 

・HP や大学の資料で学科について研究して入学しても、入ってみると自分の思っていた

ことと違っていたという生徒もいる。 

反対 
・九州大学を志望する高い学力を有した学生のレベルで専門を絞り切れていない学生を

想定するのであれば、芸術工や経済工も含めての学科未定枠になることが望ましい。 

 

 

【質問２】学科群未定群の募集人員を 20％とすることについて 

 

 主なコメント 

妥当 

・目標を持って入学する生徒の方が多数だと考えるので、一部の生徒に配慮する形が良

い。少なすぎると逆に敬遠されるので、20%は妥当。 

・５人に１人程度の割合で、生徒が学科のイメージをつかめていない。 

・20%程度からはじめて将来的に拡大するのが良い。 

妥当で

ない 

・現状維持（０%）が良い。 

・最大限 15％程度で良い。 

・導入するなら大規模（50%以上）が良い。 

 

 

図 1-5 新たな募集区分（学科群未定群）の導入に関するアンケート結果 

＜回答率：61%＞ 

84.2%

10.5%
5.3%

賛成

反対

どちらとも言えない

73.6%

21.1%

5.3%

妥当

妥当でない

どちらとも言えない
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【学科配属の方針】 

 一般選抜を経て工学部に入学した学生の配属学科は次のプロセスで決定する。 

まず、学科群が決定していないⅥ群の入学者は、１年次終了時に志望調査を行い、大学入

学後の１年間の成績も踏まえたうえで、Ⅰ～Ⅴの学科群に配属する。 

次に、学科群から学科（表 1-2）への配属は、２年次夏学期終了後に行う。その際、各学

科群の学生とⅥ群からの学生を区別することなく、志望調査の上、大学入学後１年半の成績

により配属学科を決定する（図 1-6）。 

 

 

図 1-6 工学部（入学者選抜→学科配属）から大学院進学の流れ 

※１年次の工学部共通教育の欄に（ ）で記載の科目名は、 

１年次に配置される各学科群指定の基幹教育必修科目。 

 

【文部科学省の提言との比較】 
 本学での改組の検討開始とほぼ同時期に、文部科学省では「大学における工学系教育の在

り方に関する検討委員会」を設置し、工学教育の在り方について議論を進め、次の審議結果

を公表している。本学工学部・工学系学府の改組構想は、そこで審議された重要項目につい

て示された考え方と概ね一致している（表 1-3）。 

 工学系教育の在り方に関する検討委員会「大学における工学系教育の在り方について

（中間まとめ）」（2017 年６月） 

 工学系教育改革制度設計等に関する懇談会「工学系教育改革制度設計等に関する懇談

会取りまとめ」（2018 年３月） 

1年次 2年次（前期） 2年次（後期） 3年次 4年次 修士課程 博士後期課程
工学部共通教育

（学科群指定必修科目※）

電気情報工学科 （電磁気学基礎演習）

材料工学科

応用化学科

化学工学科

機械工学科
（無機物質化学Ⅱ）

量子物理工学科

船舶海洋工学科

（力学基礎演習）

共同資源工学専攻

土木工学科

建築学科 （図形科学Ⅱ）

（空間表現実習Ⅰ）

Ⅵ群

Ⅱ群

Ⅲ群

量子物理工学科

Ⅳ群

Ⅴ群

総合工学系
共通教育

建築系教育

地球資源ｼｽﾃﾑ
工学科

船舶海洋工学科

地球資源システム工学科

土木工学科

建築学科

機械工学科

都市共生デザイン専攻

Ⅰ群 電気情報系
教育

物質系
共通教育

航空宇宙工学科

土木工学専攻

空間システム専攻

学科専攻教育

高専

融合基礎工学科

高専連携教育プログラム

情報理工学専攻

電気電子工学専攻

材料工学専攻

応用化学専攻

化学工学専攻

総合理工学専攻

機械工学専攻

水素エネルギーシステム専攻

航空宇宙工学専攻

大学院専攻教育 大学院専攻教育

船舶海洋工学専攻

地球資源システム工学専攻

量子物理工学専攻

入学試験

学科群
共通教育

電気情報工学科

融合基礎工学科

機械系
共通教育

一般選抜 総合型選抜

材料工学科

応用化学科

化学工学科

学
科
群
配
属

学
科
配
属

学
部
卒
業

博
士
修
了

入
学
試
験

修
士
修
了

入
学
試
験
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また、中央教育審議会における高等教育に関する審議について、次の審議結果として公表

されている事項の趣旨を踏まえて検討したものでもある。 

 中央教育審議会『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（2018 年 11

月） 

 中央教育審議会大学分科会『2040 年を見据えた大学院教育の在るべき姿～社会を扇動

する人材の育成に向けた体質改善の方策～（審議まとめ）』（2019 年１月） 

 中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会『教学マネジメント指針（案）』

（2019 年 11 月） 
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表 1-3 「大学における工学系教育改革の在り方について（中間まとめ）」 

に対する九州大学工学部・工学系学府の対応 

大学における工学

計教育の在り方に

ついて（中間まとめ） 

～具体的施策～ 

施策に対する認識 現状分析 課題 対応方針 

① 学科ごとの縦割

り構造の抜本的見

直し 

時代とともに変わる教育

ニーズに柔軟に対応でき

るシステムづくりが目的。 

最終とりまとめ（2018年 3

月）において、学科・専攻

定員設定の柔軟化と学

位プログラムの積極的導

入と記載。 

 

 

工学では、各分野の基礎知

識のみならず、専門分野の

礎となる物事の捉え方、考

え方を身に付けることが学

部レベルでは最も重要であ

る。長年、企業が工学系の

採用を専門分野ごとに行っ

ており、今後も変更される予

定がない点からも重要であ

ると言える。 

  学生が自身の専門分野の基礎

を築きアイデンティティを確立す

るとともに、社会からも可視化で

きるような学科構成を基本とする

一方、専門分野に加えて、学際

的な要素を導入した学科も設置

する。また、レイトスペシャライゼ

ーションの導入、学科群制の導

入、全学科共通必修科目の導入

などを行い、学生の視野をできる

だけ拡げるシステムを構築する。 

② 学士・修士の６

年一貫制など教育

年限の柔軟化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

本学をはじめ我が国の基幹

大学工学部卒業生の約

85%が大学院修士課程に進

学しており、企業から本学

への技術系人材の求人も

大学院生が大部分である。 

既に 6年間の工学教育が

一般的になっていることを考

慮すると、工学教育を最初

から 6年間で設計した方

が、今後、さらに必要となっ

てくる多様な知識と能力を

身につけた人材の育成が行

いやすい。 

6年間の工学教育を実現するた

め、現在の学科・専攻の構成や

カリキュラムの見直しを行う。な

お、学部卒業後に企業へ就職す

る者、あるいは 5年一貫の大学

院へ進学する者など、多様なキ

ャリアパスそれぞれの人材像を

考慮したカリキュラムとする。 

③ 主たる専門に加

えた副専門分野の

修得 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。自分と専門を異にす

る者との協働がますます

重要になってくる中で、

自分の狭い専門分野の

枠を超えて視野を拡げ、

他分野の者と意思の疎通

ができるようになることを

目的としたもの。 

工学部では、学科配属後の

専攻教育において、専門外

の科目を履修するカリキュラ

ムにはなっていない。大学

院においては、システム情

報科学府及び総合理工学

府の修士課程では専門外

科目の履修が求められてい

るが、工学府では求められ

ていない。 

自身の専門とは異なる分野

の物事の捉え方や考え方を

知ること、そして、自分の分

野との違いを感じることは極

めて重要である。ただし、限

られた時間の中で専門分野

の確立と分野外の学びの両

方を行うためには、分野外

の学びの割合と時期を慎重

に考えてカリキュラムを設計

する必要がある。 

学部教育では、専門分野を越え

て、工学系人材として必要な広

い知識をすべての工学部生が学

ぶとともに、専門分野に近い科

目も幅広く学ぶカリキュラムを導

入する。また、学部から大学院修

士課程の 6年間のうちに専門外

の学びも必ず行うカリキュラムと

する。 

④ 工学基礎教育

の強化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

学科ごとに必修科目を設定

しているので、工学部全体

の共通基礎教育を行ってい

るわけではない。 

専門分野だけに特化するの

ではなく、工学系人材に求

められる基礎的な知識や考

え方を学ぶ科目を精査し、

すべての学科で共通化する

必要がある。 

工学系エンジニアあるいは研究

者として備えておくべき知識や考

え方を学ぶ科目を、工学部共通

科目として全学科必修とするカリ

キュラムを構築する。 

⑤ 情報科学技術

の工学共通基礎教

育化と先端情報人

材教育強化 

ビッグデータ解析、IoT、

AIなどの急速な進歩によ

って情報科学と様々な工

学分野の融合技術の創

出が重要となっているに

もかかわらず、我が国で

はそれを担う人材が質的

にも量的にも全く不足し

ているという産業界の大

きな危惧から発せられた

もの。 

工学部全体では、現在はプ

ログラミングを中心とした情

報教育のみを行っている。 

工学系のどの分野でも、将

来、データを活用した研究

開発ができるようになるた

め、最低限のデータサイエ

ンスの基礎教育を行うととも

に、実際の経験を積める環

境を整える必要がある。 

情報科学技術の基礎教育科目

をすべての学科で工学部必修

科目として導入するとともに、専

攻教育でも、各学科に特化した

データサイエンス科目を取り入れ

る。 

また、現在の学問分野の枠組み

の中で、従来よりデータを活用で

きる人材を育成するため融合基

礎工学科を新設する。 

さらに、電気情報工学科および

情報理工学専攻で AI、数理デ

ータサイエンス分野の専門家（エ

キスパート人材）の養成を強化す

る。 

⑥ 産学共同教育

体制の構築 

既に大学院リーディング

プログラムや卓越大学院

プログラムでも重視されて

いるとおり、大学・産業界

の人材交流、産学連携

協働プログラムの開発・

提供、教育的効果の高い

インターンシップ等の促

進の重要性を指摘したも

の。 

工学部および工学系学府

では、ものづくりの現場の情

報が極めて重要であるた

め、各学科、専攻で、従来

から多数の非常勤講師を企

業から招いてきた。また、リ

ーディング大学院では PBL

や少人数教育にも企業から

多くの教員の協力をいただ

いている。さらに、工学部で

も民間企業の協力のもと、

既に「実践データ分析入

門」を開講するなど産学共

同教育体制を築いてきた。 

  今後も企業との協力体制を維持

するとともに、段階的に協力を強

化していく。 
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（４）従来からの大きな変更点 
①工学部 

現在のエネルギー科学科を構成する３つのコース（エネルギー量子理工学、エネルギー物

質工学、エネルギーシステム工学）を再編して、２つの学科（融合基礎工学科と量子物理工

学科）を新設する。さらに、融合基礎工学科においては、高等専門学校との連携教育プログ

ラムを実施する。 

 

【融合基礎工学科の新設】 
エネルギー科学科のエネルギー物質工学コースとエネルギーシステム工学コースに替え

て、融合基礎工学科を新設する。同学科では、物質・材料工学及び機械・電気電子工学に軸

足をおきながら、課題提示・課題解決型の教育方法を取り入れるとともに、情報系教育にも

重点的に取り組む。同学科は大学院総合理工学府に接続して、実践的な問題解決能力と、専

門分野の情報活用力（ICT for Discipline）の育成を目指す教育を行う。 

 

【高専との連携教育プログラム】 
 高等専門学校では、実習を通して「自分で手を動かす」教育を重視する実践的な人材育成

を行っている。そこで、同じく実践的な問題解決能力の養成を重視する融合基礎工学科にお

いて、高専･大学連携教育プログラムを全国に先駆けて展開する。 

この高専･大学連携教育プログラムでは、新たに編入学定員 20 名（新規概算要求事項）を

設け、高専専攻科に入学した学生を編入学生として選抜し、高専専攻科の修了証と本学学士

課程の学位を授与する。九州沖縄地区における本学の使命に鑑み、同地区の九つの高等専門

学校全てを連携先として、学校推薦を得た高専専攻科学生の中から本学編入生を選抜する。 

 

【量子物理工学科の新設】 
エネルギー科学科のエネルギー量子理工学コースでは、主として量子エネルギーや原子

力をエネルギー源として利用するための教育を行ってきた。電子、原子核、原子といった量

子レベルの現象は、原子炉での原子核反応の利用だけでなく、医療診断や新素材の開発など，

応用分野が拡大しているため、これらの分野を含む量子物理工学科に刷新し、量子物理工学

専攻にシームレスに接続する教育を行う。 

 

【エネルギー科学科の廃止】 
エネルギー科学科は、1998 年に設置され、エネルギー技術の基礎教育を担ってきた。 

深刻化するエネルギー問題に対して、持続的な社会構築を目指すグローバルな解決策が求

められている現状において、工学的視点に基づく技術力の育成だけでなく、環境や経済を含

む社会全体を俯瞰する能力の育成も不可欠である。こうした観点から、本学ではエネルギー

に関する研究教育を包括的に推進する組織として、エネルギー研究教育機構を 2016 年に設

置した。エネルギー科学科が果たしてきた機能は、融合基礎工学科と量子物理工学科で引き

継ぐとともに、今後は同機構においても発展的に展開する。 
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②工学府  

 工学部改組と連動して、現在の物質系の４専攻と土木系の２専攻を専門分野ごとの教育

課程として改組するとともに、教育研究内容を明確化するために２専攻の名称を変更する。

これらの改組および名称変更により、学部４年間と大学院修士課程２年間での６年一貫型

教育を効果的に実施でき、世界共通のディシプリンに沿った教育研究体制となることで国

内外の機関との連携教育・研究の促進も期待できる。 

 

【物質系専攻の改編】 

 物質系専攻においては、「伝統的な工学の継承・深化」及び「高度科学技術社会を支える

ための新たな工学領域の創造と人材育成」を実現するため、応用化学分野と合成化学分野を

融合させた物質創造工学専攻、材料工学分野と化学工学分野を融合させた物質プロセス工

学専攻、材料工学分野と応用化学分野を融合させた材料物性工学専攻、応用化学分野と化学

工学分野を融合させた化学システム工学専攻の４専攻で学府教育を行ってきた。今回、シー

ムレスな学部・修士６年一貫型教育を実現すべくディシプリンベースの教育課程に再編す

ることに伴い、材料工学専攻、応用化学専攻、化学工学専攻の３専攻で学府教育を行うよう

変更する（合成化学分野は応用化学分野に統合）。これにより、工学部材料工学科から工学

府材料工学専攻、応用化学科から応用化学専攻、化学工学科から化学工学専攻への円滑な接

続が可能となる。 

 

【土木系専攻改編】 

 土木系専攻においては従来、建設システム工学専攻と都市環境システム工学専攻として

学府教育を行ってきた。今回、シームレスな学部・修士６年一貫型教育を実現すべくディシ

プリンベースの教育課程に再編するため、この２専攻を統合し土木工学専攻として一体的

に教育を行うよう変更する。これにより、工学部土木工学科から工学府土木工学専攻への円

滑な接続が可能となる。 

 

【専攻名称の変更】 

 現在の海洋システム工学専攻を船舶海洋工学専攻に名称変更する。海洋システム工学専

攻では、造船技術の継承・発展を図る能力および持続的な海洋開発を担う総合工学的な広い

視野を持った人材の育成を行ってきており、これまで造船業や海洋開発関連企業に対して

多数の修了生を輩出してきた。今回、大学院への進学希望者に対して専門分野の教育研究内

容をより分かり易く伝えること、そして主たる人材供給先となる業界との関連を、より明確

に示すことを目的として、専攻名称を「船舶海洋工学専攻」へと変更する。 

 また、エネルギー量子工学専攻を量子物理工学専攻に名称変更する。エネルギー量子工学

専攻では、量子力学を基礎として、原子核レベルから材料・機器レベルまでの幅広い領域に

おいて物理学の視点から工学に取り組むことのできる人材の育成を行ってきており、これ

まで原子力産業分野、エレクトロニクス分野、材料開発分野等へ多数の修了生を輩出してき

た。今回、大学院への進学希望者に対して専門分野の教育研究内容をより分かりやすく伝え

ること、そして主たる人材供給先となる業界との関連を、より明確に示すことを目的として、
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専攻名称を「量子物理工学専攻」へと変更する。 

なお、今回の名称変更は工学部の改組とも連動しており、工学部に新たに設置予定の船舶

海洋工学科、量子物理工学科ともそれぞれ同じ名称となり、学科と専攻の接続の関係がより

明確になり学部から大学院の教育の継続性を明示することにもつながる。 

 

③システム情報科学府 

【情報理工学専攻の新設】 
本学府では AI・数理・データサイエンス分野の上位エキスパート人材を養成する。この

人材は、情報分野の理論を理解し，かつそれを社会で実現する能力を備えている必要がある。

これら双方の教育を今まで以上に効果的に実施するために、情報分野の普遍的理論を中心

に教育を行ってきた情報学専攻と、情報分野の社会での実現を中心とする教育を行ってき

た情報知能工学専攻を統合して、情報理工学専攻を新設する。 

 

【社会での実現・応用に対応したコースの新設・改編】 
社会での応用・実現に対応した教育を行うために、情報理工学専攻に情報アーキテクチ

ャ・セキュリティ、データサイエンス、AI・ロボティクスの３コースを置く。同様に、電気

電子工学専攻修士課程のコースを情報デバイス・システムコースとエネルギーデバイス・シ

ステムコースに改編する。 
 

④総合理工学府 

【５専攻を１専攻に統合】 

総合理工学府の前身の総合理工学研究科は、大学院独立研究科として 1979 年に設置され

た。1998 年の改組で５専攻体制とし、他大学等からの進学者が６割を超えるキャリアの多

様性を実現しつつ、理工学分野での教育研究を実施してきた。学際的な先端研究を活用して

持続型社会構築を先導する理工系人材の育成に向けて、これまで以上に学生の選択肢を拡

げそれぞれの学生ごとにカスタマイズされた学修ができるよう５専攻を１専攻に統合する。

そして、工学部融合基礎工学科との学部・修士６年一貫型教育と高等専門学校との連携教育

に続く実践教育を担うとともに、海外大学との連携教育も積極的に行って、キャリアの多様

性を維持しながら、環境・エネルギー問題にみられる複雑多様な因子に由来する課題の解決

を先導する核となる人材の育成を図る。 

 

 

２．学部・学科等の特色 
（１）学科の概要 
 これまで、本学部では６つの学科を置き、電気情報工学科と建築学科以外は専門分野が近

い大学科として複数のコースを設けてきた。これに対し、改組後は、大学院の各専攻での教

育の基礎という位置づけを明確にし、かつ修士課程も含めた６年一貫型教育を実現するた

めの学科編成にすることとした。その結果、専門分野が明らかな 11 の学科と、専門分野に

学際的要素を導入した融合基礎工学科の計 12 学科を設置する（表 2-1）。具体的には、新設
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の融合基礎工学科以外は、従来の物質科学工学科、地球環境工学科、機械航空工学科および

エネルギー科学科の各コースを基本とした学科に加え、電気情報工学科及び建築学科を設

置する。一方、融合基礎工学科では、物質・材料工学または機械・電気電子工学を専門とし

ながら情報教育を強化して研究開発に情報科学の最新知見を有効に取り入れることができ

る新しい人材を育成する。 

 

表 2-1 学科の概要 

学科名 概要 

電気情報工学科 数学、物理学、情報学の基礎理論を理解し、電気情報工学分野において、新

しい技術開発と、それを通して安全・安心、持続可能で豊かな社会に貢献

する人材を、計算機工学コース、電子通信工学コース、電気電子工学コー

スの３つのコースを設けて育成する。 

材料工学科 物質を構成する原子や電子の微視的な振る舞いの理解から、材料の創生プ

ロセス制御および材料の特性発現に関する巨視的な概念・原理までを教育

し、持続可能な社会の発展を念頭に置いた創造性豊かな人材を育成する。 

応用化学科 物質の構造・性質・反応を原子・分子レベルで理解し、原子・分子を設計・

操作して新物質の合成や物質の変換およびプロセスの開発などを行うため

の基盤的知識を有し、持続可能な社会構築のために活用できる人材を育成

する。 

化学工学科 環境・エネルギー、新規機能性材料、バイオテクノロジー・高度先進医療、

生産プロセスに関する専門知識を有し、地球環境との調和と人類の福祉に

貢献できる化学工学を専門とした人材を育成する。 

融合基礎工学科 物質科学と材料工学を融合した物質・材料工学分野、または機械工学と電

気電子工学を融合した機械・電気電子工学分野を主専門とし、情報科学を

副専門に設定して、問題解決型学習を通じて両者を実践的に結び付ける教

育により、環境・エネルギー問題に代表される多様で複雑な課題に対応し、

解決することができる工学系π型人材を育成する。 

機械工学科 主として物理法則の基礎理論を理解し、社会のニーズに応えるため、制約

された条件下で社会や自然への影響を考慮しながら機器やシステムを発

想、設計、製作できる機械工学を専門とした人材を育成する。 

航空宇宙工学科 力学を基礎とした工学理論や、航空宇宙機開発特有のシステム工学に関連

する基礎知識を有し、航空宇宙機の運用環境拡大によって生ずる課題を発

見・解決する能力および幅広い教養と総合性、国際性を身に付けた人材を

育成する。 

量子物理工学科 物理学の深い理解とともに、新しい量子現象の観察やその応用、量子ビー

ムの開発と医療・生命分野等多方面への応用、新規材料開発、エネルギー

開発、環境保全等への貢献を目指して、応用物理、量子科学、原子核工学を

専門として、我が国および世界の新しい工学分野を開拓し活躍できる人材
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を育成する。 

船舶海洋工学科 自然法則の基礎理論を理解し、グローバルな価値観に基づき海洋と人類の

共生への貢献を目的として、造船技術の継承・発展を図る能力ならびに持

続的な海洋開発を担い得る総合工学的な広い視野を持った人材を育成す

る。 

地球資源システ

ム工学科 

国際的に展開される地下資源の開発と供給、国内外における自然災害の防

止技術の開発や地球環境への負荷を軽減する様々な技術の開発などを担う

人材を育成する。 

土木工学科 安全・安心な国土を整備するための社会基盤構造物の設計・施工に関する

基礎知識から、環境の保全、災害の防止、豊かで持続的な都市の創造を実

現するための応用知識まで幅広い分野について学び、グローバルな視点に

立って自然や文化に配慮しながら、国土の諸問題を解決できる倫理観・責

任感を持った人材を育成する。 

建築学科 都市・建築に関わる課題に対して、自身の知識と思考力でその課題の本質

を読み解き、 変化する社会情勢に応じた物的環境のデザインと確固たる理

論に裏打ちされた技術・技能の双方を駆使して解決策を導き出せる人材を

育成する。 

 
（２）入学者選抜の概略と学科配属の方法 
 入学者選抜は、総合型選抜及び一般選抜により行う。総合型選抜は航空宇宙工学科を除く

全ての学科で行い、一般選抜は学科単位ではなく専門分野の基礎が共通である学科群（Ⅰ群

～Ⅴ群）ごとに実施する。さらに、一般選抜の募集人員の 20％は入学１年後に学科群を決

定する学科群未定群（Ⅵ群）として選抜する（表 2-2）。 

一般選抜により本学部に入学した学生の学科への配属は二段階で行う。まず、１年終了時

に行う志望調査及び１年次の成績を踏まえ、Ⅵ群入学者をⅠ～Ⅴの学科群に配属する。次に、

２年次夏学期終了後に行う志望調査及び大学入学後１年半の成績を踏まえ、Ⅱ群～Ⅳ群に

所属する学生全員（入学時に学科が決定している総合型選抜による入学者を除く）を学科群

から各学科へ配属する。その際は、各学科群の学生とⅥ群の学生を区別することなく配属学

科を決定する。 

なお、転学科は、理由を十分精査した上で特例としてのみ認めることとする。 
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表 2-2 入学者選抜の枠組み（学科群）と進学できる学科の関係 

学科群 進学できる学科 

Ⅰ群 電気情報工学科 

Ⅱ群 
材料工学科・応用化学科・化学工学科・ 

融合基礎工学科（物質材料コース） 

Ⅲ群 
融合基礎工学科（機械電気コース）・機械工学科・航空

宇宙工学科・量子物理工学科 

Ⅳ群 船舶海洋工学科・地球資源システム工学科・土木工学科 

Ⅴ群 建築学科 

Ⅵ群 全ての学科 

 

 

３．学部・学科等の名称及び学位の名称 
（１）学部及び学科の名称 
 工学部 

 電気情報工学科 

 材料工学科 

 応用化学科 

 化学工学科 

 融合基礎工学科 

 機械工学科 

 航空宇宙工学科 

 量子物理工学科 

 船舶海洋工学科 

 地球資源システム工学科 

 土木工学科 

 建築学科 

 

（２）学位の名称 
 学士（工学）／ Bachelor of Engineering 

 

（３）英語名称 
 School of Engineering 

 Department of Electrical Engineering and Computer Science 

 Department of Materials 

 Department of Applied Chemistry 

 Department of Chemical Engineering 

 Department of Interdisciplinary Engineering 
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 Department of Mechanical Engineering 

 Department of Aeronautics and Astronautics 

 Department of Applied Quantum Physics and Nuclear Engineering 

 Department of Naval Architecture and Ocean Engineering 

 Department of Earth Resources Engineering 

 Department of Civil Engineering 

 Department of Architecture 

 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）全体のカリキュラムの特色 
 工学部全体のカリキュラムの方針は以下のとおりとする。 

① 全学共通の基幹教育と工学部の専攻教育を「工学部共通教育」「学科群共通教育」「学科

独自の教育」の３区分に分ける。 

② １年次に行う基幹教育及び専攻教育は、ともに「工学部共通教育」とし、工学部生全員

に必修科目として課す共通のカリキュラムとする。 

③ ２年次の前半（春学期・夏学期）に行う基幹教育及び専攻教育は、基礎とする専門分野

が同じ学科群で共通とする「学科群共通教育」として行い、各学科群に所属する学生の

共通カリキュラムとする。 

④ ２年次の後半（秋学期）から学科独自の専攻教育を行う。 

⑤ ４年次には卒業研究を実施する。 

本学の学士課程教育は全学共通の基幹教育と工学部の専攻教育からなる。基幹教育では、

未知の問題を解決していく上で幹となるものの見方、考え方、学び方を修得するとともに、

生涯にわたって自律的に学び続ける人材の育成を目指す。１年次は、１週間で１コマを除い

て基幹教育を実施するが、学科に依らず備えておくべき知識や考え方を学ぶ科目を工学部

共通基礎科目として選定し、工学部生全員の必修科目とする。２年次から専攻教育を開始す

るが、２年次の前半（春学期、夏学期）では、基盤となる学問分野が同じ学科を一つのグル

ープ（学科群）にまとめ、学科群共通の基礎科目を選定し共通カリキュラムとして教育を行

う。そして、２年次の後期から学科ごとの専攻教育を行い、各学科の学問分野の基礎知識、

ものの見方、考え方を順次身に付けさせるようカリキュラムを構築する。４年間のカリキュ

ラムの概要を図 2-1 に示す。 
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図 2-1 カリキュラム編成の考え方（図 1-4 抜粋） 

 

（２）基幹教育 
九州大学の学部生の全員が履修する基幹教育科目は、基幹教育セミナー、課題協学科目、

言語文化科目、文系ディシプリン科目、理系ディシプリン科目、サイバーセキュリティ科目、

健康・スポーツ科目、総合科目及び高年次基幹教育科目で構成される。 

 

① 基幹教育セミナー 

基幹教育セミナーは、異なる専門分野を目指す学生及び教員との対話や、それを踏まえた

自己省察を通じて、生涯にわたる自立的な成長を支える「学びの基幹」を育むことを目標と

する科目である。 

 

② 課題協学科目 

課題協学科目は、現代社会が抱える様々な課題や問題の中から授業テーマを設定し、その

テーマに対する文系・理系にまたがる複数の学問的なアプローチを提示して、文系・理系学

部混成のグループで議論しあう協働学習により、幅広い視野と考え方を修得させるととも

に、思考力を高め、他者と協働しながら自律的に学習を進めることのできる姿勢を身に付け

ることを目標とする科目である。 

 

③ 言語文化科目 

言語文化科目は、外国語で目標の課題を達成することができる言語運用能力の修得を目

標とする科目である。 
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④ 文系ディシプリン科目 

文系ディシプリン科目は、文系の主要な学問分野のディシプリンの基礎を体得できるよ

うに設けられた科目である。 

 

⑤ 理系ディシプリン科目 

理系ディシプリン科目は、工学部の学生にとっては専門基礎としての自然科学系科目と

位置づけられる。そこで、狭義の専門ではなく工学系人材として修得しておくべき科目を選

別し、12 科目を全学科共通の必修科目と定める（表 2-3 参照）。 

 

⑥ サイバーセキュリティ科目 

サイバーセキュリティ科目は、コンピュータのインターネット接続時、パソコン携帯時、

あるいは銀行オンラインシステムの利用時など、様々な状況におけるサイバーセキュリテ

ィに対する基礎的な知識を学び、学生が今後 IT 社会を生き抜くために必要となるサイバー

セキュリティ力を向上させることを目的とする授業科目である。 

 

⑦ 健康・スポーツ科目 

健康・スポーツ科目は、主に身体運動やスポーツを媒介として、生活の基本となる健康・

体力及びそれらを高めるための方法に関する正しい知識を学び、様々な社会的要求に応え

るために必要とされる心理社会的能力、いわゆるライフスキルを習得・向上させることを目

標とする授業科目である。 

 

⑧ 総合科目 

総合科目は、文系から理系、純粋な学問的興味からニーズに基づいた応用まで幅広いテー

マについて、多種多様な授業形態（講義形式、演習形式、セミナー形式、集中講義形式、フ

ィールド形式など）によって開講し、授業科目の履修を通じて得られる多様な知識の修得、

および自身の思考の繰り返しと他者との交流によって得られる創造的・批判的な思考方法

の涵養を目標とする科目である。 

工学部では、工学の様々な分野の先端技術を知り、モチベーションを上げるとともに自分

の目標を定める契機となるよう「先端技術入門」を必修科目とする。 

 

⑨ 高年次基幹教育科目 

高年次基幹教育科目は、２年次以上の学生を対象に、専攻教育の学修による知識の深化を

背景として生まれてくる、より多様で幅広い教養への興味、専門性の一歩先にある有用な知

識やスキルに対するニーズを満たす科目で構成し、専門性を契機として生まれる主体的な

学びの広がりと深まりを促すことを目標とする科目である。 

 

（３）専攻教育 
専攻教育は、基幹教育で行う工学部共通教育をベースに、各学科の基盤となる学問の基礎

知識と基本的な考え方、ものの見方を修得するとともに、社会的役割に対する意識を醸成す
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る科目でカリキュラムを構成する。専攻教育科目は、工学部共通科目、学科群共通科目、学

科・専攻科目の各科目区分で開設する科目および卒業研究から成る。 

 

① 工学部共通科目 

 「工学倫理」と「データサイエンス序論」を学部共通の必修科目とする。 

 

② 学科群共通科目 

 ２年次の春学期と夏学期は学科群ごとにカリキュラムを作成し、共通教育を行う。 

 なお、学生の２年次秋学期からの学科選択に資するよう、各学科の教育研究内容が概観で

きる「工学概論」を各学科群共通の必修科目として配置する。 

 

 Ⅰ群：電気情報系（電気情報工学科） 

 Ⅰ群の電気情報系は１学科であるが、計算機工学、電子通信工学、電気電子工学の３

コース制を導入するため、電気、電子、通信、情報工学分野の技術者・研究者が共通に

学んでおくべき基礎的な専攻教育科目として、コンピュータのハードウェアおよびソフ

トウェアの基礎、電気電子機器の根幹をなす電気回路、および電気情報工学分野に必須

の数学に関する科目を学科群共通科目とする。 

 

 Ⅱ群：物質系（材料工学科・応用化学科・化学工学科・融合基礎工学科（物質材料コース）） 

  物質系では、新物質・新素材の創造・変換技術、その生産プロセスの開発・設計を担う

研究者・技術者として必要な物質・材料の特性・現象の科学的基礎に関する科目を学科群

共通科目とする。 

 

 Ⅲ群：機械系（融合基礎工学科（機械電気コース）・機械工学科・航空宇宙工学科・ 

量子物理工学科） 

機械系では、機械工学の中で最も重要な四力学の基礎科目に加え、確率統計、物理学と

いった工学の素養に関する科目を学科群共通の必修専攻教育科目とする。また、「無機物

質化学Ⅱ」を学科群共通の基幹教育科目とするほか、現象の理解の視点および視野を拡げ

るために、原子力工学および量子物理学の基礎を学科群共通の選択科目とする。 

 

 Ⅳ群：総合工学系（船舶海洋工学科・地球資源システム工学科・土木工学科） 

  総合工学は、異なる専門分野の間に共通する概念・手法・構造を抽出することで分野間

の知の互換性を確立し、普遍的な知の体系を作り上げる「知の統合」を生み出す学問分野

であることを考慮し、理科４分野（物理、化学、生物、地球科学）をバランスよく学ぶた

めの科目を基幹教育の学科群共通科目とするとともに、総合工学として取り扱う自然現

象や工学的事象を表現するために必要な数学科目を主として学科群共通の専攻教育科目

とする。 
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 Ⅴ群：建築系（建築学科） 

Ⅴ群の建築系は１学科のため、学科群共通科目の設定はない。ただし、各学科群の必修

科目である「工学概論」に相当する科目として「建築概論」を開講する。 

 

 

③ 学科・専攻教育科目 

 学科の専攻教育科目は、必修科目と選択科目からなる。 

 

④ 卒業研究 

 ３年次終了の時点において、各学科で設定する卒業研究の着手条件を満たした学生は、４

年次より必修の卒業研究を履修する。卒業研究は、特定のテーマについて研究し、その結果

を卒業論文としてまとめたうえで、成果発表を試問により判定するものであるが、学科によ

っては PBL（Problem-Based Learning）として行う製品開発なども卒業研究として認める。 
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（４）工学部共通教育 
基幹教育及び専攻教育において、全学科で必修とする工学部共通の科目を表 2-3 に示す。 

 

表 2-3 工学部共通の必修科目 

科目区分 科目名（必修指定科目のみ掲載） 単位数 

基
幹
教
育
科
目 

基幹教育セミナー 基幹教育セミナー １ 

課題協学科目 課題協学科目 2.5 

理系ディシプリン科目 

微分積分学Ⅰ ２ 

微分積分学Ⅱ ２ 

線形代数学Ⅰ ２ 

線形代数学Ⅱ ２ 

力学基礎 ２ 

電磁気学基礎 １ 

熱力学基礎 １ 

無機物質化学Ⅰ １ 

有機物質化学Ⅰ １ 

図形科学Ⅰ １ 

プログラミング演習 １ 

自然科学総合実験Ⅰ １ 

サイバーセキュリティ科目 サイバーセキュリティ基礎論 １ 

健康・スポーツ科目 健康・スポーツ科学演習 １ 

総合科目 
先端技術入門 A １ 

先端技術入門 B １ 

専攻教

育科目 
工学部共通科目 

工学倫理 １ 

データサイエンス序論 ２ 

合計 27.5 
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（５）卒業要件 
各学科の卒業要件は、基幹教育科目および専攻教育科目として開講する科目の履修によ

るものとし、各区分で設ける必要単位数は表 2-4 のとおりである。 

 

表 2-4 各学科の卒業要件（科目区分毎の最低修得単位数） 

 電気情報工学科 材料工学科 応用化学科 化学工学科 

基幹教育科目 46 単位 48.5 単位 48.5 単位 48.5 単位 

専攻教育科目 87.5 単位 86 単位 86 単位 85 単位 

合計 133.5 単位 134.5 単位 134.5 単位 133.5 単位 

 

 融合基礎工学科 

（物質材料ｺｰｽ） 

融合基礎工学科 

（機械電気ｺｰｽ） 

融合基礎工学科 

（高専連携教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 

機械工学科 

基幹教育科目 48.5 単位 45.5 単位 45.5 単位 48.5 単位 

専攻教育科目 86 単位 89 単位 89 単位 86 単位 

合計 134.5 単位 134.5 単位 134.5 単位 134.5 単位 

 

 航空宇宙工学科 量子物理工学科 船舶海洋工学科 地球資源ｼｽﾃﾑ工学科  

基幹教育科目 48.5 単位 45.5 単位 49.5 単位 49.5 単位 

専攻教育科目 86.5 単位 87 単位 85.5 単位 85.5 単位 

合計 135.0 単位 132.5 単位 135.0 単位 135.0 単位 

 

 土木工学科 建築学科   

基幹教育科目 49.5 単位 48.5 単位   

専攻教育科目 85 単位 82 単位   

合計 134.5 単位 130.5 単位   
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５．教員組織の考え方及び特色 
（１）教員組織の編成の考え方 
教員の組織編成においては、九州大学の学府・研究院制度を前提として、主に工学研究院、

システム情報科学研究院、総合理工学研究院、人間環境学研究院に所属する教員が工学部の

教育を担当するという方針の下、研究院におけるそれぞれの専門分野における専門性と、こ

れまでの教育実績を十分に考慮した上で編成した。 

なお、初年次から学生が学ぶこととなる基幹教育については、平成 26 年度以降、すべて

の研究院、附置研究所、学内共同教育研究センター等に所属する教員が、全学的に協力し一

体となって実施する体制が既に構築されている。２年次以降に教育課程の中心となる専攻

教育の主要な科目には、本学部の専任の教授及び准教授を中心に配置し、専任の助教も協力

して学部教育を実施する体制を構築する。 

 

（２）教員の年齢構成 
本学部の開設年度（2021年４月１日）における専任教員は316名であり、うち教授127名、

准教授117名、助教72名となっている。完成年度（2024年４月１日）には、専任教員は301

名となり、うち教授114名、准教授116名、助教71名となる。 

専任教員の年齢構成については、完成年度（2024年４月１日）時点で、30代が29名、40

代が95名、50代が107名、60代が70名となっている。このように、教育研究水準の維持と活

性化に十分な年齢構成となっている。なお、完成年度までに15名の教員が定年により退職と

なる予定であるが、他の専任教員で十分に対応可能であるため、教育研究上の支障はない。 

 

（３）教員組織編成の特色 
本学部の中心となる学問分野となる「工学」は、機械工学、電気電子工学、土木工学、材

料工学、化学工学、応用化学、資源工学、航空宇宙工学、船舶海洋工学、原子力工学、建築

学などのディシプリンをベースとしている。一方、総合科学として、工学諸分野はもとより、

理学分野及び人文社会科学分野にもまたがる幅広い分野を包括しながら、専門性・学際性・

国際性・先導性を有する人材を育成するため、教員組織は様々な専門分野の教員から構成さ

れている。 
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６．入学者選抜の概要 
（１）工学部が求める学生 
本学では、本学教育憲章の理念と目的を達成するために、高等学校等における基礎的教

科・科目の幅広い履修を基盤とし、大学における総合的な教養教育や専門基礎教育を受けて

自ら学ぶ姿勢を身に付け、さらに進んで自ら立てた問いを創造的・批判的に吟味・検討する

とともに、他者と協働しながら幅広い視野で問題解決にあたる力を持つ人間へと成長する

学生を求めている。 

加えて、工学部では、高等学校等までに学習した国語、英語、数学、理科、社会の学力を

有したうえで、物理学や化学など自然科学の原理と法則を理解し、幅広い教養と倫理観およ

び国際的視野を併せ持って文明の持続的発展を支える「ものづくり」を先導する技術者、研

究者として成長したいという強い意欲と適性を持った学生を求めている。したがって、以下

の観点が重要である。 

1) 知識・技能： 

・ 高等学校等における基礎的教科・科目の履修を通して獲得される知識・技能 

2) 思考力・判断力・表現力等の能力： 

・ 多面的に考え、客観的に批判し、自分の言葉で人に伝える資質 

・ 広く応用力・創造力・国際性を獲得するために努力を惜しまない姿勢 

3) 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度： 

・ 多様性を尊重する態度と異なる考えに共感する寛容性 

・ 常に自らを向上させようとする意欲 

 

（２）入学者選抜方法 
工学部では、入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価する九州大学の全

学的な入試改革案「入学者選抜改革の実施に向けた提言」（平成 27 年 11 月）に掲げられた

「九州大学新入試 QUBE」の４類型入試（「大学適応力重視型入試」「加速学習型入試（高

大連携型推薦入試）」「国際経験・英語力重視型入試（国際型入試）」「記述学力重視型入試（バ

ランス型）」）のうち、記述学力重視型入試に相当する一般選抜と大学適応力重視型入試に相

当する総合型選抜のほか、帰国子女入試、私費外国人留学生入試及び学士課程国際コース入

試により入学者を選抜する（各学科の入学定員は表 2-5、募集人員は表 2-6、入学者選抜の

概要は図 2-2、選抜区分ごとの募集人員は図 2-3）。 
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表 2-5 各学科の入学定員 

学科 入学定員 編入学定員 

電気情報工学科 153 － 

材料工学科 53 － 

応用化学科 72 － 

化学工学科 38 － 

融合基礎工学科 57 20 

機械工学科 135 － 

航空宇宙工学科 29 － 

量子物理工学科 38 － 

船舶海洋工学科 34 － 

地球資源システム工学科 34 － 

土木工学科 77 － 

建築学科 58 － 

合計 778 20 

 

 

表 2-6 入試区分毎の募集人員 

学

科

群 

学科 

一般選抜 

総合型 

選抜 

帰国 

子女 

入試 

（内数） 

私費 

外国人 

留学生 

入試 

（内数） 

国際 

コース 

入試 

( 内 数 ) 

前期 

日程 

後期 

日程 
計 

Ⅰ 電気情報工学科 98 17 115 8 若干名 若干名 若干名 

Ⅱ 

材料工学科 

123 21 144 

3 若干名 若干名 - 

応用化学科 4 若干名 若干名 若干名 

化学工学科 2 若干名 若干名 - 

融合基礎工学科 
2 若干名 若干名 

- 

Ⅲ 146 25 171 

2 若干名 若干名 

機械工学科 7 若干名 若干名 若干名 

航空宇宙工学科 0 若干名 若干名 若干名 

量子物理工学科 2 若干名 若干名 - 

Ⅳ 

船舶海洋工学科 

92 16 108 

5 若干名 若干名 - 

地球資源システム工学科 2 若干名 若干名 - 

土木工学科 4 若干名 若干名 若干名 

Ⅴ 建築学科 46 0 46 6 若干名 若干名 - 

Ⅵ - 124 23 147 - - - - 

合計 629 102 731 47 若干名 若干名 若干名 

総計   778 

※上記のほか、融合基礎工学科では定員を 20 名とする編入学試験を新たに実施する。 

  （令和５年４月編入学者から実施） 
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図 2-2 入学者選抜の概要 

 

 

図 2-3 選抜区分ごとの募集人員 

 

 

工学部 （入学定員：７７８名）

◆総合型選抜
・募集人員：４７名

⇒入学定員の 約５％

◆一般選抜
・募集人員：７３１名 ⇒ 入学定員の 約９５％

前期日程

Ⅰ群： ９８名

Ⅱ群：１２３名

Ⅳ群： ９２名

Ⅲ群：１４６名

Ⅴ群： ４６名

Ⅵ群：１２４名

Ⅰ群：１７名

Ⅱ群：２１名

Ⅵ群：２３名

Ⅳ群：１６名

Ⅲ群：２５名

※航空宇宙工学科では、総合型選抜
は実施しない。

・Ⅵ群募集人員：１４７名

⇒ 一般選抜の約２０％

後期日程

・募集人員：１０２名
⇒一般選抜募集人員の15％

・募集人員：６２９名
⇒ 一般選抜募集人員の85％

・Ⅰ群～Ⅴ群募集人員：５８４名

⇒ 一般選抜の約８０％
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①一般選抜（前期） 

一般選抜（前期）では、高等学校までの学習内容について幅広い基礎的知識と応用力を修

得し、知識を活用しながら問題の解に近づくことのできる発想力と、試験問題の解答を導き

だすだけでなく、問題そのものの意味を問うことのできる、批判的な思考力を持つ学生を選

抜するため、大学入学共通テストと個別学力検査を課す。 

入学者は、前述のとおり専攻教育において学科で必要とされる基礎科目が共通の５つの

学科群ごとに選抜する（表 2-2）。ただし、電気情報工学科および建築学科はそれぞれ単独

で１つの学科群とする。一方、融合基礎工学科はⅡ群とⅢ群の２つの群で選抜した入学者か

ら進学させることとする。これらの学科群に加えて、一般選抜の募集人員の約 20％を入学

時の所属学科群が未定のⅥ群として一括募集・選抜する。 

なお、入学志願者は一般選抜（前期）の出願時に第三志望まで学科群を選択可能とする。

ただし、Ⅵ群は第一志望としてのみ選択可能であり、第二志望、第三志望としての選択は認

めない。（Ⅵ群を第一志望として選択した志願者は、第二、第三志望としてⅠ～Ⅴ群のいず

れかを選択することができる。） 

 

② 一般選抜（後期） 

一般選抜（後期）では、高等学校までの学習内容について幅広い基礎的知識と応用力を修

得し、知識を活用しながら、問題の解に近づくことのできる発想力と、試験問題の解答を導

きだすだけでなく、問題そのものの意味を問うことのできる、批判的な思考力を持つ学生を

選抜するため、大学入学共通テストと個別学力検査を課す。この一般選抜（後期）では、Ⅴ

群を除くⅠ群～Ⅵ群の学科群ごとに入学者を選抜する。 

 

③総合型選抜 

総合型選抜は、従来の教科・科目の筆記による学力試験だけでは測れない学生の個性や能

力、工学系研究者・技術者になろうとする動機や夢などを総合的に評価する選抜試験として

新たに実施する。ただし、工学には高等学校までの学習内容についての幅広い基礎的知識、

および物理学や化学など自然科学の原理と法則に関する理解と数学の素養が不可欠である

ため、大学入学共通テストを課す。第１次選抜では、提出書類（調査書（又は調査書にかわ

る書類）、志望理由書、各学科が提出を求める資料）を総合的に評価し、選抜する。第２次

選抜では、面接（全学科）と課題探求試験（量子物理工学科、船舶海洋工学科、地球資源シ

ステム工学科、建築学科）又は実技試験（電気情報工学科）を行い、大学入学共通テストの

成績及び提出書類の内容とあわせて総合的に評価し、選抜する（表 2-7）。 

総合型選抜では、学生の動機や将来への抱負、目的意識などが重要な観点の一つとなるた

め、学科群ではなく学科ごとに実施する。航空宇宙工学科では、過去の入学志望者の実績数

に対して入学定員が少ないため、総合型選抜は行わない。 
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表 2-7 各学科における総合型選抜の実施概要 

学科 電気情報工学科 材料工学科 応用化学科 

求める

学生 

工学における課題発掘と解決

および研究開発における指導

的立場に強い意欲と適性を持

ち、電気情報工学への突出した

興味、理論・原理への好奇心、

および協働において他者を巻

き込む力を有する学生。 

自然科学と材料工学に関する

学問を深く学ぶために必要な

基礎的能力を身に付ける努力

をいとわず、それらに関連する

仕事に携わりたいという希望

や意欲を持つ、一定の教養と倫

理観を身につけている学生。 

生活の基盤をなす材料の物性

を原子・分子のレベルで理解

し、社会生活の持続的発展を可

能とする優れた物質・材料の創

出とプロセスの革新のための

正しい教養と倫理観を持って

活用する意欲のある学生。 

第１次 

選抜 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・自分が過去に作製したｴﾚｸﾄﾛﾆ

ｸｽとｿﾌﾄｳｪｱの両要素を併せ持

つ作品の説明文書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び作品説明文

書の総合評価により選抜を行

う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

第２次 

選抜 

【選抜方法】 

実技とその結果を踏まえた面

接（試問を含む）及び大学入学

共通テストの成績の総合評価

により選抜を行う。 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入

学共通テストの成績の総合評

価により選抜を行う。 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入

学共通テストの成績の総合評

価により選抜を行う。 

 

学科 化学工学科 融合基礎工学科 機械工学科 

求める

学生 

環境・エネルギー、材料、バイ

オテクノロジー・先進医療など

に関連する工学に興味をもち、

学習する強い意欲と正しい倫

理観をもって，将来的に地球環

境との調和や人類の福祉に貢

献したいと考える学生。 

基礎学力を十分に備え、自分の

考えを論理的かつ明快に説明

できる能力を有し、環境・エネ

ルギー問題に代表される多様

で複雑なグローバルな課題の

解決に強い関心を持ち、関連す

る学問を積極的に学ぶ意欲と

自主性を有する学生。 

機械要素、機械システムなどの

人類の文明生活を支える“もの

づくり”の技術が様々な学問の

上に作り上げられてきたこと

を理解し、社会のニーズに応え

て広い視野と豊かな人間性を

持って活躍する技術者・研究者

として成長しうる学生。 

第１次 

選抜 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

第２次 

選抜 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入

学共通テストの成績の総合評

価により選抜を行う。 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入

学共通テストの成績の総合評

価により選抜を行う。 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入

学共通テストの成績の総合評

価により選抜を行う。 

 

  



32 

 

 

学科 量子物理工学科 船舶海洋工学科 地球資源システム工学科 

求める

学生 

真理の追求と最先端の物理学

の工学への応用を目指すため、

高等学校の基本科目（数学、物

理、化学）を熱心に学んできた

と自負し、「人間の奥行き」を重

視して、国語、外国語、社会科

学など文化諸科目の修得にも

等しく情熱を有する学生。 

自然科学の基礎的な理論や概

念を理解し、船舶海洋工学分野

の知識と技能を身につけたう

えで、グローバルな価値観で造

船技術の継承・発展を図る意欲

を持って、持続的な海洋開発を

担える広い視野を有する技術

者・研究者として成長すること

に積極的な学生。 

国際的に展開される地下資源

の開発と供給、国内外における

自然災害の防止技術の開発や

地球環境への負荷を軽減する

諸技術の開発を担い、グローバ

ルな視点から社会に貢献する

問題発見と問題解決に取り組

むことに意欲を有する学生。 

第１次 

選抜 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書

類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書

に代わる書類及び志望理由書

の総合評価により選抜を行う。 

第２次 

選抜 

【選抜方法】 

課題探求試験、面接（試問を含

む）及び大学入学共通テストの

成績の総合評価により選抜を

行う。 

【選抜方法】 

課題探求試験、面接（試問を含

む）及び大学入学共通テストの

成績の総合評価により選抜を

行う。 

【選抜方法】 

課題探求試験、面接（試問を含

む）及び大学入学共通テストの

成績の総合評価により選抜を

行う。 

 

学科 土木工学科 建築学科 

求める

学生 

安全で信頼性のある社会基盤の

設計や建設、快適で持続可能な都

市の創造、環境問題の解決方法、

防災技術について幅広く探求す

る意欲があり、積極的に学習を進

めることができる自主性を有す

る学生。 

工学技術から社会・文化まで文理

を問わず幅広い分野への関心と基

礎的学力があり、洞察力と批判的

な視点をもって課題を発見する力

や論理的な思考に基づいた自らの

考えを的確に他者に伝える力など

の資質に優れ、建築学分野の専門

家を目指して想像力と探求心をも

って主体的に学習する意欲がある

学生。 

第１次 

選抜 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書に

代わる書類及び志望理由書の総

合評価により選抜を行う。 

【提出書類】 

・調査書又は調査書に代わる書類 

・志望理由書 

 

【選抜方法】 

提出された調査書又は調査書に代

わる書類及び志望理由書の総合評

価により選抜を行う。 

第２次 

選抜 

【選抜方法】 

面接（試問を含む）及び大学入学

共通テストの成績の総合評価に

より選抜を行う。 

【選抜方法】 

課題探求試験（実技を含む）、面接

（試問を含む）及び大学入学共通

テストの成績の総合評価により選

抜を行う。 
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④帰国子女入試 

帰国子女入試では、外国において我が国の高等学校の教育内容と同等以上の学校教育を

受け、外国における生活を通した多様な経験を有するとともに、日本語による教育カリキュ

ラムに基づいた学習に対する強い意欲を持つ帰国子女を選抜するために、大学入学共通テ

ストを免除し、学力試験、面接及び出願書類の内容を総合的に評価して学科ごとに選抜を行

う。募集人員は若干名であり、工学部の入学定員の内数として含まれる。 

 

⑤私費外国人留学生入試 

私費外国人留学生入試では、外国において我が国の高等学校の教育内容と同等以上の学

校教育を受け、日本語による教育カリキュラムに基づいた学習に対する強い意欲を持つと

ともに、その意欲を実現するための高い語学力（特に日本語で学び・考え・行動するための

語学力）を備える外国人留学生を選抜するために、面接及び出願書類の内容を総合的に評価

して学科ごとに選抜を行う。募集人員は若干名であり、工学部の入学定員の内数として含ま

れる。 

 

⑥学士課程国際コース入試 

学士課程国際コース入試では、現代の国際社会に対する強い関心と多様な経験を有し、世

界を舞台にした活動に対する強い意欲を持つとともに、その意欲を実現するための高い語

学力（特に英語で学び・考え・行動するための語学力）を備える学生を選抜するために、学

力試験、面接及び出願書類の内容を総合的に評価して選抜する。募集人員は若干名であり、

工学部の入学定員の内数として含まれる。 

 

 

（３）編入学者選抜方法 
【融合基礎工学科以外の学科】 

高等専門学校や短期大学から３年次への編入学生を受け入れるため、３年次編入学試験

を実施する。編入学試験は一般選抜と学校推薦型選抜により行い、一般選抜では、高等専門

学校及び短期大学の出身者を対象に、学力試験、口頭試問及び出願書類の内容を総合的に評

価して学科ごとに選抜を行う。学校推薦型選抜では、高等専門学校の学校長が推薦する者を

対象に、口頭試問及び出願書類の内容を総合的に評価して学科ごとに選抜を行う。 

 

【融合基礎工学科】 

融合基礎工学科では、高等専門学校との間で新たに実施する連携教育プログラムのみに

編入学生を受け入れ、他学科とは別に編入学者選抜を行う。（詳細は、7-5「融合基礎工学科」

（７）高専連携教育プログラム・編入学者選抜の概要に記載。） 
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７．教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

本学では、全学共通の考え方に基づいて学部･学科ごとのディプロマ・ポリシーを定める

とともに、その目標に到達すべくカリキュラム・ポリシーを定め、公開することにしている。 

 

７－１．電気情報工学科／Ⅰ群 

（１）電気情報工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

工学部電気情報工学科では、電気情報工学の数理・物理・情報学的側面からシ

ステムまでの知識を体系的に獲得させ、半導体デバイス、装置・機器、システ

ム、情報システムの動作原理を理解し、これらに関する新しい技術開発を行う

能力と、それを通して安全・安心、持続可能で豊かな社会に貢献する人材を育成

することを目的とし、以下を教育目標としている。 

（計算機工学コース） 

計算機科学を中心とした情報工学に関連する学術分野の知識、計算機のハー

ドウェアとソフトウェアに関する基礎から応用までの知識を幅広く身に付けさ

せ、情報システムの設計と構築を行うための基礎能力を修得 させる。また、電

気工学や電子工学に関する基礎的な知識も身に付けることで，情報化社会を支

えるシステム構築に対応できる幅の広い技術者を育成する。 

（電子通信工学コース） 

情報・通信技術（ICT）の数理・物理的側面からシステムまでの教育を行う。

エレクトロニクスの知識をもとにして、情報処理や情報通信のための機能集積

化技術およびシステム化技術を修得させるとともに、システムを構成する要素

技術に関する幅広い知識を身に付けさせる。これにより、情報・通信システムの

全体を俯瞰でき、人々の生活を豊かにする新しい技術に挑戦する気概をもつ人

材を育成する。 

（電気電子工学コース） 

電気電子工学の数理・物理的側面からシステムまでの知識を体系的に獲得さ

せ、電気電子工学の知識をもとにして，各種電気機器やエネルギー変換機器の

最適設計技術及び電気電子システム化技術を修得させる。また、電気電子シス

テムを構成する要素技術に関する幅広い知識を身に付けさせるとともに、将来

の社会基盤と科学技術の発展に対する適応力と広い視野、総合力ならびに独創
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性を持つ人材を育成する。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris. 

(https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en) 

・日本技術者教育認定機構（2019）、「日本技術者教育認定基準 共通基準（2019

年度～）」（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構（2019）、「日本技術者教育認定基準 個別基準（2019

年度～）」（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

・European Network for Accreditation of Engineering Education (ENAEE) 

(2015), “EUR-ACE Framework Standards and Guidelines” 

(https://www.enaee.eu/eur-ace-system/standards-and-guidelines/) 

・日本学術会議 情報学委員会 情報科学技術教育分科会（2016）、「報告 大学

教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準  情報学分野」

（http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-h160323-2.pdf） 

・日本学術会議 電気電子工学委員会 電気電子工学分野の参照基準検討分科会

（2015）、「報告 大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照

基準 電気電子工学分野」（http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-

h150729.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3．数学、物理、回路理論、コンピュータアーキテクチャ、プログラミングな

どの基礎知識により、電気電子通信情報分野の基礎的なハードウェアとソフト

ウェアの原理説明が行える。 

（計算機工学コース） 

B-4-1．計測・制御理論、計算機科学・情報工学の基礎知識により、計算機および
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プログラムの原理説明と基本動作の設計が行える。 

（電子通信工学コース） 

B-4-2．電磁気学、電子物性、計測制御・理論、情報処理・通信工学などの基礎

知識により、電子素子と電子・情報通信機器の原理説明と基本動作の設計が行

える。 

（電気電子工学コース） 

B-4-3. 電磁気学、電子回路、計測制御・理論、情報処理などの基礎知識により、

電気機器、電力応用機器の原理説明と基本動作の設計が行える。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 電気情報工学分野の装置やソフトウェアを解析し、その動作や原理を説

明することができる。 

C-1-2. 電気情報工学分野における理論的、実験的、数値的な解析とモデリング

の方法を理解し実行することができる。 

C-1-3. 実験あるいは数値実験を適切に設計して実施し、得られたデータを解釈

して結論を導くことができる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 電気情報工学分野の装置やソフトウェアについて、指定された要求を満

たす設計に自身の知識と理解を活用することができる。 

C-2-2. 社会の課題解決に有用な電気情報工学分野技術の方向性を示唆すること

ができる。 

 

D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 工学上の問題を、解決に有用な理論や実践とそれらの限界を理解した上で

解決することができる。 

D-3. 必要なデータの収集と解釈を行い、適切な意思決定を行うことができる。 

D-4 技術的な事項に関する意見交換を技術者および非技術者と行うことができ

る。 

 

（２）電気情報工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 
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【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プロ

グラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・もの

の考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

学科群指定の共通教育科目に触れることを通して、電気・電子・通信・情報の諸問題に関す

る関心の裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台

を築くとともに、本学科の学生に求められる能動的学修能力を養成する。具体的には、基幹教

育科目（学科群指定科目）として、１年次に履修する「電磁気学基礎演習」を基盤に、「数学

演習 B」、「現代物理学基礎」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、

１年次に履修する「電気情報工学入門」を基盤に、「電気情報数学Ⅰ・Ⅱ」、「回路理論 I・

Ⅱ」、「論理回路」、「プログラミング論」、「プログラミング演習Ⅰ」、「コンピュータア

ーキテクチャ I」を必修科目とする。これらの授業科目を通して、学修目標「電気電子通信情

報分野の基礎的なハードウェアとソフトウェアの原理の理解（B-3）」を保証する。 
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【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次） 

本学科で実施する学士・修士一貫型専攻教育では、計算機工学、電子通信工学、電気電子工

学の３コースにおいて、専門分野の知識を基礎から発展へと順を追って学習する積み上げ型教

育（主として本学科学修目標「知識・理解（B-3、B-4）」、「適用・分析（C-2）」、「創造・

評価（C-2-1）」に対応）と、社会での実現・応用の目的から遡って何を学ぶかを考えながら学

修する目的指向型教育（主として本学科学修目標「主体的学び（A-1）」、「創造・評価（C-

2-2）」、「実践（D）」に対応）とを学年進行に応じて組み合わせたくさび型で実施する。 

（計算機工学コース） 

２年次秋学期・冬学期において、全コース共通の学科共通科目「常微分方程式とラプラス変

換」によって電気情報分野を学ぶ学生として共通に持つべき「知識・理解（B-3）」を強化す

る。加えて本コースでは、計算機工学の根幹をなす「形式言語とオートマトンⅠ・Ⅱ」、「オ

ペレーティングシステムⅠ・Ⅱ」を必修科目として設け、本分野の「知識・理解（B-4-1）」の

基盤的部分を確立する。３年次以降は、「離散数学Ⅰ・Ⅱ」、「確率統計Ⅰ・Ⅱ」、「データ

ベースⅠ・Ⅱ」、「コンパイラⅠ・Ⅱ」等を必修科目として配置してデータ解析やコンピュー

タソフトウェアに関する「知識・理解（B-4-1）」を発展・強化させる。 

また、２年次秋学期・冬学期に、実験科目「電気情報工学基礎実験」で全コースに共通する

「適用・分析（C-1）」の能力を養う。３年次以降は「電気情報工学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」によっ

てハードウェアおよびソフトウェアに関する実践的能力をさらに高め、「適用・分析（C-1）」、

「創造・評価（C-2）」を身に付けさせる。加えて、学生の興味・関心・将来展望に応じて「適

用・分析（C-1）」を強化するために、「プログラミング言語論Ⅰ・Ⅱ」、「アルゴリズム論

Ⅰ・Ⅱ」等の選択科目を配置する。 

目的指向型教育の端緒として、研究室を訪問して研究活動の一端に触れる必修科目（「電気

情報工学セミナーA」）を 2 年次秋学期・冬学期に配置し、「主体的学び（A-1）」と「創造・

評価（C-2-2）」へと導く。また、課題解決型科目（基礎 PBLⅠ、基礎 PBLⅡ）を必修とし、

「創造・評価 (C-2-2)」の課題解決能力を強化する。これらを次に記述する４年次の卒業研究

につなげる。 

（電子通信工学コース） 

2 年次秋学期・冬学期において、全コース共通の学科共通科目「常微分方程式とラプラス変

換」によって電気情報分野を学ぶ学生として共通に持つべき「知識・理解（B-3）」を強化す

る。加えて本コースでは、電子通信工学の根幹をなす「電磁気学Ⅰ・Ⅱ」、「回路理論Ⅲ・Ⅳ」、

「電子物性Ⅰ・Ⅱ」、「ディジタル電子回路Ⅰ・Ⅱ、「信号とシステムⅠ・Ⅱ」、「プログラ

ミング演習Ⅱ・Ⅲ」を必修科目として設け、本分野の「知識・理解（B-4-2）」の基盤的部分を

確立する。３年次以降は、「アナログ電子回路Ⅰ・Ⅱ」、「半導体の性質」、「トランジスタ

基礎論」、「通信方式Ⅰ・Ⅱ」、「情報理論Ⅰ・Ⅱ」等を必修科目として配置して電子デバイ

スや通信工学に関する「知識・理解（B-4-2）」を発展・強化させる。 

また、２年次秋学期・冬学期に、実験科目「電気情報工学基礎実験」で全コースに共通する

「適用・分析（C-1）」の能力を養う。３年次以降は必修科目「電気情報工学実験Ⅰ・Ⅱ」に
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よって「適用・分析（C-1）」、「創造・評価（C-2）」を身に付けさせる。加えて、学生の興

味・関心・将来展望に応じて「適用・分析（C-1）」を強化するために、「光エレクトロニク

スⅠ・Ⅱ」、「通信ネットワークⅠ・Ⅱ」等の選択科目を配置する。 

目的指向型教育の端緒として、研究室を訪問して研究活動の一端に触れる必修科目「電気情

報工学セミナーA」を２年次３・４Q に配置し、「主体的学び（A-1）」と「創造・評価（C-2-

2）」へと導く。また、学生の興味・関心・将来展望に応じて、「適用・分析（C-1）」、「創

造・評価（C-2）」を強化するために、電気電子工学分野における設計を実践する「電気電子

工学設計Ⅰ・Ⅱ」を４年次に選択科目として設ける。これらを次に記述する４年次の卒業研究

につなげる。 

（電気電子工学コース） 

２年次秋学期・冬学期において、全コース共通の学科共通科目「常微分方程式とラプラス変

換」によって電気情報分野を学ぶ学生として共通に持つべき「知識・理解（B-3）」を強化す

る。加えて本コースでは、電気工学・電子工学の根幹をなす「電磁気学 I・Ⅱ」、「回路理論

Ⅲ・Ⅳ」、「制御工学 A I・Ⅱ」、「エネルギー基礎論 I・Ⅱ」、「電子物性 I・Ⅱ」、「プロ

グラミング演習Ⅱ・Ⅲ」を必修科目として設け、本分野の「知識・理解（B-4-3）」の基盤的部

分を確立する。３年次以降は、「アナログ電子回路 I・Ⅱ」、「基礎エネルギー変換機器学 I・

Ⅱ」、「計測工学 AⅠ・Ⅱ」等を必修科目として配置して電気エネルギーや計測制御に関する

「知識・理解（B-4-2）」を強化する。 

また、２年次秋学期・冬学期に、実験科目「電気情報工学基礎実験」で全コースに共通する

「適用・分析（C-1）」の能力を養う。３年次以降は必修科目「電気情報工学実験Ⅰ・Ⅱ」に

よって「適用・分析（C-1）」、「創造・評価（C-2）」を身に付けさせる。加えて、学生の興

味・関心・将来展望に応じて「適用・分析（C-1）」を強化するために、「電力輸送工学Ⅰ・

Ⅱ」、「パワーエレクトロニクスⅠ・Ⅱ」等の選択科目を配置する。 

目的指向型教育の端緒として、研究室を訪問して研究活動の一端に触れる必修科目「電気情

報工学セミナーA」を２年次秋学期・冬学期に配置し、「主体的学び（A-1）」と「創造・評価

（C-2-2）」へと導く。また、学生の興味・関心・将来展望に応じて、「適用・分析（C-1）」、

「創造・評価（C-2）」を強化するために、電気電子工学分野における設計を実践する「電気

電子工学設計Ⅰ・Ⅱ」を４年次に選択科目として設ける。これらを次に記述する４年次の卒業

研究につなげる。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 
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【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかをカリキュラムを検討する委員会において精査する

ことで、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

電気情報工学分野は多岐にわたるため全てを学ぶことは困難であり、一定程度焦点を絞

って教育を行う必要がある。一方で、これらの多岐にわたる内容は相互に関連しているため、

電気情報工学分野を独立性の高い複数学科に分けて教育することは、教育効果を著しく阻

害し、学生が将来、学修内容を活用するために望ましくない。そこで、電気情報工学分野を

教育する学科は電気情報工学科１学科とし、学科内に計算機工学コース、電子通信工学コー

ス、電気電子工学コースの３つのコースを設け、学生が学ぶ分野を一定程度限定する。この

ような緩い境界を持つコースに分けて教育を行うことによって、広い分野の知識も持つ人

材の育成を行う。 

学生は上記の３つのコースのいずれか一つを選び、そこで規定された必修科目と推奨さ

れた選択科目を学習する。２年次春・夏学期には全コースに共通する電気情報工学の基礎的

な科目を学科群共通科目として学ぶ。２年次秋学期以降は、コースによって履修する科目を

次第に分化する。各コースでは、必修科目と選択を推奨する科目を定める。この中には複数

コースで共通の必修科目や推奨選択科目も存在する。また必修科目と推奨選択科目以外の

電気情報工学科で開講される科目はすべて選択科目とする。時間割上の時間的・空間的な制

約はあるものの、学生はコースごとに設計された推奨カリキュラムに従って学修するだけ

でなく、本人の興味や将来展望に応じて学習内容を自身で設計する余地がある。 

いずれのコースにおいてもデータサイエンスに関する教育を強化する。データサイエン

スの内容は、データ構造、統計、多変量解析、データマイニング、関連するプログラミング

など多様である。電気情報工学科では、データサイエンスを道具として扱うだけでなく、そ
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の理論を理解して新しい手法を開発しデータサイエンスの発展をリードするエキスパート

としての人材を育成するため、データサイエンスという名称の科目を設けることはせず、複

数の科目でデータサイエンスに関する教育を実施する。 

電気情報工学科は、学科全体で大学院システム情報科学府修士課程に接続した６年一貫

型教育を行う。学士課程である電気情報工学科では、基幹教育で主体性・協働力および広い

視野を持つための科目と自然科学系の基礎を学んだ後、その上に専門科目を順次学ぶ積み

上げ型教育が中心となる。一方で，修士課程では、目的から遡って何を学ぶかを考えながら

学ぶアクティブ・ラーニング要素を持つ目的指向型教育を中心に据える。６年一貫型教育と

してこれらの２つのタイプの教育をくさび型に配置する。学士課程では、１年次に研究室を

訪問して研究内容の見学あるいは簡単な体験を含む講義を受ける科目、２年次に研究室に

定期的に通って研究の基礎的部分を実際に体験する科目を配置し、学生の勉学への動機づ

けを行い、各自の目的・目標設定を促す。また、３年次以降では、PBL 科目や、設計を行

う科目などの目的指向型科目を配置し、さらに４年次の卒業研究で修士課程での学習に接

続する。このように目的指向型科目をくさび型に配置することによって、４年で卒業し修士

課程には進まない学生にも、目的指向型教育を提供することができる。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共通・

基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」を工

学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、電気情報工学科では、１年次前半に、学生への動機付けと主体的に学ぶ態度促

進を目的として、学生が複数研究室を順次訪問しその研究についての講義を受ける科目「電

気情報工学入門」を専攻教育の必修科目として開講する。また、電気情報工学の基盤の一つ

である電磁気学の基礎を学ぶ基幹教育科目「電磁気学基礎」の理解を促すため、同学期に「電

磁気学基礎演習」を基幹教育の必修科目として設ける。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

電気、電子、通信、情報工学分野の技術者・研究者が共通に学んでおくべき基礎的な専攻

教育科目として、コンピュータのハードウェアおよびソフトウェアの基礎、電気電子機器の

根幹をなす電気回路、および電気情報工学分野に必須の数学に関する科目を学科群共通科

目とする。また、計算機工学コースでは、その後の学年・学期で学習する積み上げ型科目の

履修が円滑に行えるように、情報分野の基礎となる科目をコース必修科目として指定する。 
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２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専門分野の基礎学力の涵養を目的とし、全コース共通の学科共通科目を履修させ、これに

加えて各コースにおいてそれぞれの基礎的知識を身に付けさせる科目を設ける。この他に、

目的指向型の教育の一環として、学生が各研究室においてグループで研究の一端を体験す

る「電気情報工学セミナーA」および「電気情報工学セミナーB」をそれぞれ学科共通の必

修科目、選択科目として実施する。 

（計算機工学コース） 

課題解決型の PBL を必修として実施するととともに、計算機工学の基盤的な科目群（オ

ペレーティングシステムや形式言語）を履修する。 

（電子通信工学コース） 

電子通信工学の根幹をなす数学、電磁気学、回路理論、電子物性、電子回路、およびこれ

らに関する実験や演習などに関する科目を必修科目として設け、３年次以降のより高度な

科目の履修に向けた基礎学力を涵養する。 

（電気電子工学コース） 

電気電子工学の根幹をなす数学、電磁気学、回路理論、制御理論、情報処理およびこれら

に関する実験や演習などに関する科目を必修科目として設け、３年次以降のより高度な科

目の履修に向けた基礎学力を涵養する。 

 

３年次：  

３年次では、各コースにおいてコースの発展的な内容に関する知的基盤を学生が構築で

きることを目的とした教育を行う。 

（計算機工学コース） 

ハードウェアおよびソフトウェアに関する実践的能力をさらに高めるための実験科目を

充実させるとともに、計算機工学に関わる様々な科学技術（アルゴリズム、確率統計、コン

ピュータシステム、データベース、コンパイラ、人工知能、サイバーセキュリティなど）を

網羅的に学ぶ。 

（電子通信工学コース） 

数学、電磁気学、電子素子などに関する発展的な科目を必修科目と設けるとともに、高度

な通信、計測、データ処理に関する科目を選択科目として設ける。これによって、電子通信

工学の現状を理解するとともに、将来動向を見据えた新手法の提案などを行うための知的

基盤を構築する。 

（電気電子工学コース） 

数学、電磁気学、計測理論、情報処理・通信工学などに関する発展的な科目を必修科目と

設けるとともに、高度な電子工学、電気機器、電力システムに関する科目を選択科目として

設ける。これによって、電気電子工学の現状を理解するとともに、将来動向を見据えた新手

法の提案などを行うための知的基盤を構築する。 
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４年次：  

卒業研究を実施することで、実践的な問題解決能力を身に付けるとともに、表現力、プレ

ゼンテーション能力など、コミュニケーション能力を涵養する。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 46 単位以上、専攻教育科目から 87.5 単位以上を修得し、合計で 133.5

単位以上修得する。 

①基幹教育科目 46 単位以上（全コース共通） 

(a)基幹教育セミナー（１単位） 

(b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（20.5 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 87.5 単位以上 

（計算機工学コース） 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（18 単位） 

 (c)学科・専攻科目（33.5 単位） 

  （内訳）学科共通科目から 14.5 単位 

      計算機工学科目から 19 単位 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

  学科群共通科目及び学科・専攻科目中の選択科目から 25 単位以上修得する。 

 

（電子通信工学コース） 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（16 単位） 

 (c)学科・専攻科目（40.5 単位） 

  （内訳）学科共通科目から 38.5 単位 

      電子通信工学科目から２単位 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

  学科群共通科目及び学科・専攻科目中の選択科目から 20 単位以上修得する。 



44 

 

 

（電気電子工学コース） 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（16 単位） 

 (c)学科・専攻科目（36.5 単位） 

  （内訳）学科共通科目から 28.5 単位 

      電気電子工学科目から８単位 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

  学科群共通科目及び学科・専攻科目中の選択科目から 24 単位以上修得する。 

  

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院システム情報科学府・情報理工学専攻、電気電子工学専攻 

 

②教育の特色 

電気情報工学科とこれに接続する大学院システム情報科学府修士課程では、専門分野の

知識・理解を身に付け、かつそれを社会において活用することができる人材を育成する。こ

のために、専門分野の知識・理論について基礎の理解の上により高度な知識を修得する積み

上げ型の教育と、社会での実現・応用の目的から遡って何を学ぶかを考えながら学修するア

クティブ・ラーニング要素を持つ目的指向型教育とを、６年間の中にくさび型に配置する６

年一貫型教育を実施する。積み上げ型教育を中心とする電気情報工学科では、専門分野に応

じた計算機工学、電子通信工学、電気電子工学の３コースを設ける。一方、目的指向型教育

を中心とするシステム情報科学府修士課程では、社会での実現・応用に対応した情報アーキ

テクチャ・セキュリティ、データサイエンス、AI・ロボティクスの３コースを情報理工学専

攻に、情報デバイス・システム、エネルギーデバイス・システムの２コースを電気電子工学

専攻に置く。標準的には、電気情報工学科計算機工学コースから情報理工学専攻の３コース

のいずれかに、同学科電子通信工学コースから情報理工学専攻情報アーキテクチャ・セキュ

リティコースまたは電気電子工学専攻情報デバイス・システムコースに、同学科電気電子工

学コースから電気電子工学専攻エネルギーデバイス・システムコースに接続するものとし

て、各コースの教育内容を設計している。これらのコースの接続とくさび型教育を図 7-1-1

に示す。 

電気情報工学科では積み上げ型教育に加えてくさび型教育を実施するために、研究室を

訪問して研究内容の見学あるいは簡単な体験を含む講義を受ける科目、研究室に定期的に

通って研究の基礎的部分を実際に体験する科目、PBL 科目、設計を行う科目など目的指向

型教育科目を配置し、さらに４年次の卒業研究で修士課程での学修に接続する。 
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図 7-1-1 電気情報工学科とシステム情報科学府の６年一貫型教育 
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７－２．材料工学科／Ⅱ群 

（１）材料工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的  

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

材料工学は、あらゆる構造物やデバイスを構成する材料を創製し、またその物

性を制御することを追求する学問である。本学科では、物質におけるナノレベ

ルでの原子や電子の振る舞いから、マクロレベルでの材料の製造プロセス制御

および材料の特性発現に関する原理や概念に関して教育を行う。同時に、地球

規模の省資源や環境保全を常に念頭に置き、世界的な価値観を有する創造性豊

かな技術者・研究者の育成を目指す。 

そのため、以下の教育目標を達成した者に、学士（工学）の学位を授与する。 

・自然科学の基礎的な理論や概念を十分に理解した上で、専門となる材料工学

分野の知識と技能を身に付けること。 

・社会における課題を見出し、かつそれを材料工学の知識と技能を用いて解決

する能力を身に付けること。 

・世界的価値観を有し、国際的に通用する創造性豊かな技術者や研究者になり

得ること。 

参照基準 
日本学術会議『大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 

材料工学分野』2014 年を参照。 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-h140901-1.pdf 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 
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B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 物質・材料に関する基礎的な特性・現象を説明できる。  

B-4. 物理化学を基礎とした物質・熱・運動量の移動現象についての様々な理論

や概念を説明できる。 

B-5. 応力およびひずみの概念を理解し、力学特性発現の原理や機構について説

明できる。 

B-6. 物質の原子配列、電子状態やバンド構造が及ぼす電気および磁気特性など

への影響を説明できる。  

B-7. 金属材料における組織形成の原理を理解し、組織制御のために有効な加工

や熱処理技術を提案できる。 

 

C．能力  

C-1. 適用・分析  

C-1-1. 各種分析装置の原理を理解し、材料の組成や構造の解析手法について説

明できる。 

C-1-2. 材料に関わる現象を理論に基づいてモデリングし、解析できる。  

C-1-3. 実験結果を分析し、論理立てて自分の考えを表現できる。 

C-2 創造・評価  

C-2-1. 無機材料など各種工業材料の物性と用途を理解し、構造物の設計ができ

る。  

 

D．実践  

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 科学技術社会に潜む諸問題を理解し、用途に応じた適切な構造・機能材料

の設計指針を提案できる。  

D-3. ものづくりの基礎となる実験・解析手法の習得を通して，工学的問題を解

決できる。  

D-4. 論理的思考を駆使して新たな科学技術を体系的に把握できる。  

D-5. 無機物質の熱処理や製造プロセスについて，背景に存在する熱化学および

速度論を含めて製造プロセスを最適化ができる。  

D-6. 金属を中心にセラミックス、半導体等を取り扱う無機物質科学の物性と用

途を理解し、社会に還元できる。 
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（２）材料工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プロ

グラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・もの

の考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅱ群：物質系」では、この学科群共通教育を通して、物質系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、「細胞生物学」と「基礎化学熱力学Ⅰ・

Ⅱ」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「無機化学第一」、「有機
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化学第一」、「金属材料大意」、「物理化学第一」、「量子力学第一」、「機械工学大意第一」

を必修科目とする。これらの授業科目を通して、「専門分野の知識・能力・ものの考え方（B-

3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期〜４年）  

 基幹教育、工学部共通・専攻教育、学科群共通教育を通して工学系人材としての共通基盤を

形成した上で、学士・修士一貫型専攻教育科目を通して、専門性を高度な水準で極めることを

目指す。 

すなわち、材料工学科独自のカリキュラムとして、学科必修科目及び学科選択科目を開設し、

以下のように学修目標の達成に向けた学修を進める。 

まず、２年次後期には、物質プロセスの基礎学問となる物理化学や反応工学、材料物性の基

礎学問となる構造材料の創製や加工に関わる組織学や材料力学、機能性材料の理解に必要な固

体物理学や電子物性論に関する固体学や電子論などにより材料工学の基盤を固める。また、上

記の学修内容を「材料工学実験第一」として、実際に機器を用いた実習形式の基礎的な実技科

目も開始する。３年次以降の専攻科目に共通して必要となる「複素関数論」といった基礎数学

も学ぶ（D-3）。これらの科目の履修を通して、「知識・理解（B-3～B-7）」を育成するとと

もに、「材料設計製図」を通して「評価・創造」に関する技能を修得する（C-2-1）。 

つぎに、３年次には、２年次に身に付けた材料工学に関する基礎知識を基に、専攻教育科目

の中でも、「材料電気化学」や「凝固及び結晶成長」など材料工学に必要な専門的な知識を身

に付ける科目を中心に履修し、徐々に自分の取り組む課題を明確化し、課題の解決方法を模索

する能力を培う。３年次前期は、「超伝導材料工学」や「材料強度物性」といった各種材料に

おけるプロセスや物性に関する各論を通して、高度な専門知識の融合を図り、材料工学技術者

として必要な知識を修得する。また、熱力学や反応速度論に関する「冶金物理化学Ⅰ・Ⅱ」お

よび「材料工学実験第二」などにより「適用・分析（C-1-1～C-1-3）」の能力を培い、「材料

工学実験第二」により実践することで、より確実な「知識・理解（B-3～B-7）」として体得す

る。そして「機械工作実習」を通して「評価・創造」に関する技能を修得する（C-2-1）。さら

に、企業から招いた外部講師による「産業科学技術特別講義」を通して産業界における材料工

学の役割について理解し、社会において材料工学的知識と技能を「実践（D-2）」に繋いでい

く能力を培う。３年次後期は、「鉄鋼材料工学」、「材料表面科学」や「半導体工学」など、

材料工学に特化した専門性の高い講義を開講する。また、「無機材料解析学」といった電子顕

微鏡や X 線回折などの材料解析手法やそれらの原理に関する授業科目、ならびに「高温材料

強度学」や「エネルギー材料工学」といった物質プロセスや材料物性に関する専門性の高い講

義を開講も開設する（D-5, D-6）。その多くは選択科目に分類され、学生がこれから進む道を

自ら選ぶ形となっている。また、３年次前期と同様に、「材料工学実験」により「適用・分析

（C-1-1～C-1-3）」の能力を培い実践することにより、より確実な「知識・理解（B-3～B-7）」

として体得する。 

材料工学科独自の情報系科目としては「データサイエンス」を開設し、近年重要となりつつ

ある情報科学と材料工学との融合について学習する（B-2、D-3）。 



50 

 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（アセ

スメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や授

業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討することで、

教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

材料工学科では、持続可能な社会の発展を常に考える創造性豊かな技術者・研究者を育成

することを目的として、物質を構成する原子や電子の振る舞いから、材料の製造プロセスの

制御および材料の特性発現に関する原理やその概念を身につけさせることを教育方法の最

重要方針として掲げ、物質プロセス工学と材料物性工学に大別される各科目をバランス良

く配置し、基礎から応用に至る材料工学の全体像を把握できるカリキュラムとしている。 

加えて、近年急速に発展しつつあるマテリアルインフォマティクスによる材料創製・解析

技術を理解し、材料工学と情報科学の融合を体現できる人材を育成するため、３年次秋期に

「データサイエンス」を開講する。周期表上の物質・材料分野で取り扱う元素の種類は 80 

程度であるが、その組み合わせは２元系で約３千、３元系になると約８万になる。既往の論

文から得られる膨大なデータの収集解析方法から機械学習によるモデルの構築、解の導出
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に至る一連の流れの実践的内容を学修させ、新材料創製のためのプロセス条件設定や元素

の選択などを効率的に行って新しい材料の創成ができる能力を涵養する。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

学科群指定の共通教育科目での学びを通して、物質・材料の諸問題に関する関心の裾野を

拡げ、２年次後期からの学科・専攻教育科目のための土台を築き、本学科の学生に求められ

る能動的学修能力を養成する。 

１年次の工学部共通・基幹教育科目には、生物・生体関連物質に関する科目が含まれてお

らず、また物質・材料の基礎となる熱力学科目もⅡ群にとっては充分でない。そこで生物・

生体の入門科目に相当する「細胞生物学」、ならびに１年次の「熱力学基礎」の発展科目で

ある「基礎化学熱力学Ⅰ・Ⅱ」を学科群共通・基幹教育の必修科目とする。 

学科群共通・専攻教育科目としては、物質・材料に関連する「無機化学第一」「有機化学

第一」｢金属材料大意｣「物理化学第一」「量子力学第一」「機械工学大意第一」を必修科目と

する。また、物質の取り扱いや危険性を「安全学」の講義を通して学ぶ。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目を中心に履修し、材料工学に関する課題を探索し解決するために必要な基

礎的な知識・技能を身に付けるための学びを開始する。 

物質プロセスの基礎学問となる物理化学や反応工学、構造材料の創製や加工に関わる組

織学、結晶学や材料力学、機能材料の理解に必要な固体物理学や電子物性論に関する授業科

目などにより材料工学の基盤を固める。また、上記の学習内容を「材料工学実験」として、

実際に機器を用いた実習形式の基礎的な実技科目も開始する。また、材料工学の専門科目以

外にも「機械工学大意」や「電気工学基礎Ⅰ・Ⅱ」、各種数学系科目など、工学者として不

可欠な基礎的知識も幅広く修得する他、３年次以降の専攻科目に共通して必要となってく

る「複素関数論」や「数理統計学」などの基礎数学も学ぶ。 
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３年次： 

３年次前期は、専攻教育科目の中でも、「材料電気化学」や「凝固及び結晶成長」など、

材料工学に必要な基礎的な知識を身に付ける科目中心に履修し、徐々に自分の取り組む課

題を明確化し、課題の解決方法を模索する能力を培う。各種材料における物質プロセスや材

料物性に関する各論を通して、高度な専門知識の融合を図り、材料工学技術者として必要な

知識を修得する。また、材料解析手法の原理に関する授業科目、ならびに熱力学や反応速度

論に関する各種演習科目により「適用・分析」の能力を培い、「材料工学実験」により実践

することで、より確実な「知識・理解」として体得する。さらに、企業から招いた外部講師

による「産業科学技術特別講義」を通して産業界における材料工学の役割について理解し、

社会において材料工学的知識と技能を「実践」に繋いでいく能力を培う。 

３年次後期は、「鉄鋼材料工学」、「材料表面科学」や「半導体工学」など、材料工学に

特化した専門性の高い講義を開講する。その多くは選択科目に分類され、学生がこれから進

む道を自ら選ぶ形となっている。また、３年次前期と同様に、「材料工学実験」により「適

用・分析」の能力を培い実践することにより、より確実な「知識・理解」として体得する。 

 

４年次： 

各授業科目を通して修得した知識や技能の体系化を「材料工学卒業研究」で図り、研究者・

技術者としての実践力を身に付け、問題発見能力や問題解決能力を高める。「材料工学卒業

研究」を実施することで、これまで学んだ知識や技法を通して、実践的な研究課題解決能力

を身に付けるとともに、表現能力、プレゼンテーション能力を身に付ける。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 86 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 86 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（18 単位） 
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 (c)学科・専攻科目（44 単位） 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

    学科群共通科目と学科・専攻科目の中から 13 単位以上修得する。 

 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院工学府・材料工学専攻 

 

②教育の特色 

社会から求められる専門性と多様性に対応し、材料工学の分野の広がりと専門教育の深

化の両方に対応するため、学士課程と修士課程のシームレスな６年一貫型教育を行う。そし

て、学士課程においても各授業科目で修得した基礎知識や技能の体系化を図ったうえで先

端教育も行い、問題発見能力や問題解決能力を高める。修士課程では、材料工学における物

質プロセスや材料物性、機能性材料、エネルギー材料に関する先端技術と研究に触れながら、

細分化・高度化した材料工学に関する専門的な知識を修得させ、材料工学分野の研究開発者

としてより高い水準の実践的な技能を身に付けさせる一方で、学士課程で行っていない基

礎教育の部分も補って、工学全体に関わる技術の現状を幅広く理解し、材料工学的観点から

新たな視点で課題を解決し、より細分化・高度化した専門知識とより実践的な実験技術を習

得するとともに、最先端の技術開発を行うことができる幅広い知識を自らの力で身に付け、

社会のニーズに適応しうる創造性豊かな研究者・技術者を育成する。 
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７－３．応用化学科／Ⅱ群 

（１）応用化学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

応用化学は、人類が豊かで持続的に発展できる社会を実現するための優れた

材料の創出と活用を目指す学問である。 本学科では、生活の基盤をなす材料の

物性を原子・分子のレベルで理解・制御し、物質に関する科学技術の新領域を創

出し、地球環境との調和ならびに豊かな物質社会と人類の福祉に貢献できる研

究者・技術者を養成することを目指す。そのため、以下の教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

・自然界に潜む化学現象の知識を獲得し、かつ理解すること。 

・化学反応に特徴的な現象を通して、論理的な思考、機器操作における専門的な

技能を身に付けること。 

・化学現象に関する問題への感受性を発達させること。 

・多様な職業背景や実生活に適用可能である、化学反応の考え方を理解し、専

門職にふさわしい能力を有する人材に成長すること。  

参照基準 日本学術会議『大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 

化学分野』2019 年を参照。 

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-h190221.pdf 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 
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B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 物質・材料に関する基礎的な特性・現象を説明できる。 

B-4. 物理学や数学などの自然科学分野において基礎的な理論や概念を説明で

きる。  

B-5. 物理化学の基礎法則より、自然界の化学現象を説明できる。 

B-6. 有機化学の基礎法則より、様々な有機物質の性質や反応を説明できる。 

B-7. 無機化学の基礎法則より、様々な無機物質の構造と性質を説明できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 情報科学の基礎を理解し、活用できる。 

C-1-2. 種々の分析装置の基本原理を理解し、定性・定量分析を正しく実施でき

る。 

C-1-3. 化学をベースとした様々な材料設計が説明できる。 

C-1-4. 化学と社会の関わりを専門分野の学習を通して理解できる。 

C-2 創造・評価  

C-2-1 適切に情報を収集し、知識を統合的に把握できる。 

C-2-2 化学を含む自然科学の方法論を論理的に思考できる。 

C-2-3 科学学技術社会に潜む諸問題を発見できる。 

  

D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 問題を本質的に理解し、それを解決するための方法を提示し、実行できる。 

D-3. 周りと協力しながら問題解決できる。  

D-4. 化学の発展へ自ら積極的に寄与できる。 

 

 

（２）応用化学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（1 年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学
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科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅱ群：物質系」では、この学科群共通教育を通して、物質系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、「細胞生物学」と「基礎化学熱力学Ⅰ・

Ⅱ」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「無機化学第一」、「有機

化学第一」、「金属材料大意」、「物理化学第一」、「量子力学第一」、「機械工学大意第一」

を必修科目とする。これらの授業科目を通して、「専門分野の知識・能力・ものの考え方（B-

3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期〜４年次） 

全学共通教育科目、工学部共通教育科目、学科群共通教育科目を通して工学系人材としての

共通基盤を形成した上で、体系的に接続した学科・専攻における学士・修士一貫専門教育科目

を通して、専門性を高度な水準で極めることを目指す。 
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すなわち、応用化学科独自のカリキュラムとして、学科必修科目および学科選択科目を開設

し、以下のように学修目標の達成に向けた学修を進める。 

まず、化学の基礎となる「有機化学」「無機化学」「物理化学」「量子化学」を網羅的（第

一～第三または第四まで）に学修し、原子・分子レベルの視点に立った物質の性質および現象

理解の手法を学習する。これらの基礎化学をベースとして「高分子化学」「分析化学」「生化

学」「化学工学」を学ぶことで「知識・理解（B-4,5,6,7,8）」を育成する。さらに、分子・物質

が機能性を発揮するメカニズムや発揮する機能性についてより専門性の高い「生化学」「分子

組織化学」「生体機能化学」「触媒化学」「表面化学」「応用化学実験」を通して学習し、「複

素関数論」や「数理統計学」などの基礎数学も学びながら、「物理化学演習」「量子化学演習」

の中でその活用力も保証し、「適用・分析（C-1-1,2,3,4,5）」を育成する。一方、最先端の学術

論文の精読を行う授業科目（専門英語）を通して英語によるプレゼンテーション方法を訓練し、

国際性とプレゼンテーション能力を身に付け、「創造・評価（C-2-1）」に繋げる。さらに、工

学技術者・研究者として必要な自然科学への知識や日常の化学における問題点を捉える能力の

向上を「応用化学実験第一・第二」で図りながら、化学者としての総合的な素養を高め、「創

造・評価（C-2-2, C-2-3）」を醸成する。特に本学科では、化学者として重要な化学物質の取り

扱いや危険性を「安全学」の講義を通して学ぶ。 

応用化学科独自の情報系科目としては「データサイエンス」を開設し、近年重要となりつつ

ある情報科学と応用化学との融合について学習する。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す（実践（D-2,3,4））。学士・修士６

年一貫型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期に

おける自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくため

の重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 
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《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

応用化学科では、物質の構造・性質・反応を原子・分子レベルで理解し、原子・分子を設

計・操作して新物質の合成や物質の変換およびプロセスの開発などを行うための基礎とな

る知識を、持続可能な社会構築のために活用できる人材の育成を目的として学修内容を定

めている。 

応用化学分野の範囲は多岐にわたり、細分化された様々な領域に分かれている。物質・材

料に関する基礎的な特性・現象を理解した上でさらに専門分野の学修の効果を高めるため

には、ある定程度焦点を絞って教育を行う必要がある。しかし、それぞれの分野が相互に関

連しており、多様な専門家が連携しながら研究開発を行っていることも事実である。そのた

め、応用化学分野を独立性の高い複数学科に分けて教育することは、学生の将来の研究開発

には望ましくない。そこで、本学では、幅広い基礎知識を修得した上で、大学院の専門教育

にスムーズに接続できるよう本学科の中に、主に機能材料の創成を学ぶ機能物質化学コー

スと主に分子集積化学を学ぶ分子生命工学コースの２つのコースを設ける。 

また、本学科では情報教育を強化し、２年次後期科目「データサイエンス」において膨大

な論文データの収集解析から機械学習によるモデルの構築、解の導出までの一連の流れを

習得させ、データサイエンスを応用化学の実践の場に活用できる人材の育成を行う。 

  

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 
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２年次（前期）： 学科群共通教育 

学科群指定の共通教育科目での学びを通して、物質・材料の諸問題に関する関心の裾野を

拡げ、２年次後期からの学科・専攻教育科目のための土台を築き、本学科の学生に求められ

る能動的学修能力を養成する。 

１年次の工学部共通・基幹教育科目には、生物・生体関連物質に関する科目が含まれてお

らず、また物質・材料の基礎となる熱力学科目もⅡ群にとっては充分でない。そこで生物・

生体の入門科目に相当する「細胞生物学」、ならびに１年次の「熱力学基礎」の発展科目で

ある「基礎化学熱力学Ⅰ・Ⅱ」を学科群共通・基幹教育の必修科目とする。 

学科群共通・専攻教育科目としては、物質・材料に関連する「無機化学第一」「有機化学

第一」｢金属材料大意｣「物理化学第一」「量子力学第一」「機械工学大意第一」を必修科目と

する。また、物質の取り扱いや危険性を「安全学」の講義を通して学ぶ。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目を中心に履修し、応用化学に関する課題を探索し解決するために必要な基

礎的な知識・技能を身に付けるための学びを開始する。化学の基礎学問となる有機化学、無

機化学、物理化学、量子化学については２年次前期からの接続授業である「有機化学第二」

「無機化学第二」「物理化学第二」「量子化学第二」で学習の範囲をさらに拡大していく。ま

た、上記の基幹科目をベースとして修得できる高分子化学、分析化学、生化学、化学工学に

関しても「高分子化学第一」「分析化学第一」「生化学第一」「化学工学第一」を必修科目と

して開始する。また、上記の学習内容を、実際に機器を用いた実習形式に学ぶ基礎的な実技

必修科目「応用化学実験第一」も開始するほか、３年次以降の専攻科目に共通して必要とな

ってくる「複素関数論」や「数理統計学」などの基礎数学も学ぶ。「データサイエンス」で

は、近年重要となりつつある情報科学と応用化学との融合について学習する。 

 

３年次：  

２年次後期に引き続き、有機化学、無機化学、物理化学、量子化学、高分子化学、分析化

学、生化学、化学工学の学習を進め、より広範な応用化学領域の網羅を進める。３年次前期

においては、それまでの学修内容を複合的に含み、より最先端の内容を含む「分子組織化学」

を履修することで実践的研究の内容に触れる。分子・物質が機能性を発揮するメカニズムや

発揮する機能性について学ぶことで、高度な専門知識の融合を図り、応用化学における研究

者として必要な知識を修得する。これらの学修において得られる「知識・理解」は、「応用

化学実験第二」により実践することで、より確実な「知識・理解」として体得できる。 

３年次後期は、選択科目として配置する「有機化学第四」「無機化学第四」「高分子化学第

三」「分析化学第三および演習」で、それぞれの学修領域の内容理解を深める。物理化学と

量子化学に関しては「物理化学演習」「量子化学演習」として知識を使いこなせる訓練をす

ることで、「知識・理解」を完結させる。より専門性の高い「表面化学」「触媒化学」「生体

機能化学」を開講し、学生がこれから進む道を自ら選んで学修内容を高度化できる設計にな

っている。また、３年次前期に引き続き「応用化学実験第三」を履修することで、実技を通

じて学修内容を体得する。 
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さらに、必修科目として「専門英語」を開講し、最先端英語論文の精読法を学び４年次か

ら行う卒業研究の事前準備を進めると同時に、英語プレゼンテーションを訓練し国際性と

プレゼンテーション能力を身に付けさせる。 

 

４年次：  

各授業科目を通して修得した知識や技能の体系化を「応用化学卒業研究」で図り、研究者・

技術者としての実践力を身につけ、問題発見能力や問題解決能力を高める。「応用化学卒業

研究」を実施することで、実践的な研究課題解決能力を身に付けるとともに、表現能力、プ

レゼンテーション能力を身に付ける。 

学士・修士一貫型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課

程の前半期における自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛

え上げていくための重要な契機となる。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 86 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 86 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（18 単位） 

 (c)学科・専攻科目（40 単位） 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

   学科群共通科目と学科・専攻科目の中から 17 単位以上修得する。 

   （ただし、複素関数論及び数理解析概論のうち１科目の修得を要する。) 
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（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

  大学院工学府・応用科学専攻 

機能物質化学コース 

分子生命工学コース 

 

②教育の特色 

応用化学科では、大学院応用化学専攻の２コース（機能物質化学コースと分子生命工学コ

ース）にシームレスに接続し、６年一貫型の教育が行えるよう２コース（機能物質化学コー

スと分子生命工学コース）が修士課程２コース体制（機能物質化学コースと分子生命工学コ

ース）で教育を行う。 

機能物質化学コースにおいては主に高分子材料・無機材料を用いる触媒材料、複合素材、

エレクトロニクス、ナノデバイス、オプティクスおよびそれらを支える理論解析を行い、分

子生命工学コースにおいては有機材料、分子集積材料、ソフトマテリアルを用いるバイオテ

クノロジー、ヘルスケア、エネルギー材料、物質変換材料を研究する明確に異なる領域を形

成する。 

２つのコースではこれらの専門領域にスムーズに接続する学修カリキュラムをデザイン

できるように６年一貫型カリキュラムが組まれている。従って、学士課程においては多くの

学修内容を共有するが、修士課程においては目的から遡って何を学ぶ必要があるかを思考

しながら履修するアクティブ・ラーニング要素を持つ目的指向型の学修デザインが必要と

なる。 

応用化学科においてはこのようなコース体制により、応用化学に関する幅広い俯瞰力を

持ちつつ細分化された専門的な領域に対応できる人材の育成を目指す。 
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７－４．化学工学科／Ⅱ群 

（１）化学工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

化学工学科では、物理化学、反応工学、流体工学、伝熱工学、物質移動工学、

プロセスシステム工学、生物化学工学で構成される化学工学の基礎を学び、環

境・エネルギー、新規機能性材料、バイオテクノロジー・高度先進医療、生産プ

ロセスに関する専門基礎を教育し、地球環境との調和と人類の福祉に貢献でき

る研究者・技術者などの人材を育成する。そのため、以下の教育目標を達成した

者に学士（工学）の学位を授与する。 

・工業的な化学プロセスやバイオプロセスが学問的基盤としている化学工学分

野の知識を獲得し、かつ理解すること。 

・物質に関わる物理・化学・生命現象のメカニズムの解明を通して、実際の材料

開発から製品設計・製造まで応用するという総合的観点からの独創的な思考

や専門的な技能を身に付けること。 

・技術者・研究者に必要な一定の教養と倫理観を身につけていること。 

・化学工学分野の知識や技能を環境・エネルギー分野や生物・生命分野へ展開で

きる能力を身に付けること。 

参照基準 日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

学修目標 A．主体的な学び・協働  

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B．知識・理解 
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B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3.物質・材料に関する基礎的な特性・現象を説明できる。 

B-4.化学プロセス・バイオプロセスに関連する物質および現象を説明できる。 

B-5.基礎学問に基づいて化学プロセスの原理を説明できる。 

B-6.化学工学の観点から、物質・熱の移動、化学反応、生物、システム制御の基

礎を理解し、その原理と技術を説明できる。 

 

C．能力  

C-1. 適用・分析  

C-1-1.化学プロセス・バイオプロセス全体の動作を説明できる。 

C-1-2.化学プロセス・バイオプロセスに関わる現象を理論に基づいてモデリング

し、解析できる。 

C-2 創造・評価  

C-2-1.化学工学の体系的な理解の上に、化学プロセス・バイオプロセスを設計で

きる。 

C-2-2.実験結果を分析し、論理立てて自分の考えを表現できる。 

C-2-3.論理的思考を駆使して新たな科学技術を体系的に把握できる。 

C-2-4.科学技術社会に潜む諸問題を発見し、合理的に解決できる。 

C-2-5.「ものづくり」を通して積極的に自分の能力を社会還元できる。 

 

D．実践  

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

 

（２）化学工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること
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を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（サイバーセキュリティ基礎論、プログラミング演習）、

教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、工学の

専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考法を学

ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ科目）、

多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通して、「主

体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・ものの考

え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（サイバーセキュリティ基礎論、プログラミ

ング演習、データサイエンス序論）を通して「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方（B-

2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅱ群：物質系」では、この学科群共通教育を通して、物質系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、「細胞生物学」と「基礎化学熱力学Ⅰ・

Ⅱ」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「無機化学第一」、「有機

化学第一」、「金属材料大意」、「物理化学第一」、「量子力学第一」、「機械工学大意第一」

を必修科目とする。これらの授業科目を通して、「専門分野の知識・能力・ものの考え方（B-

3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」および「新しい価値の創造」において、より専門

分野に特化した内容を学ぶため、専攻教育科目を開設する。 

化学工学科では、この学士・修士一貫型専攻教育科目を通して、化学プロセス・バイオプロ

セスの基盤をなす科目を学び、化学工学技術者として最低限必要な知識を修得し、簡単なプロ

セスを設計できる能力を身に付ける。具体的には、化学プロセス・バイオプロセスの基本要素
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である物質・熱の移動、化学反応、バイオ、システム制御に関する科目（「化学工学量論」、

「物質移動工学」、「基礎流体工学」、「基礎熱工学」、「反応工学第一」、「生物プロセス

工学第一」、「プロセス制御」など）を必修科目とする。これら化学工学の基盤となる部分に

ついては、修士課程でさらに深く学ぶ。また、データの分析力を高めるために、「化工数学」、

「化工情報処理演習」などを必修科目とする。一方、プロセスに関連する様々な物質および現

象に関する科目（「エネルギー材料工学」、「機械工学大意第二」、「応用物理学第一・第二」

など）を選択科目とする。これらの授業科目を通して、「専門分野の知識・能力・ものの考え

方（B-4、5、6、C-1-1、1-2）」を育成する。 

さらに化学プロセス・バイオプロセスを自ら設計できるように、化工流体工学、化工熱工学、

反応工学第二、プロセス計装、生物化学工学などを必修科目とする。また、化学工学を通して

論理的な思考力、問題解決能力を高めるために、化学工学実験第一～第三などを必修科目とす

る。これらの授業科目を通して、「新しい価値を創造する（C-2-1、2-2、2-3、2-4）」能力を

培う。 

化学工学科独自の情報系科目としては「データサイエンス」を開設し、近年重要となりつつ

ある情報科目と化学工学との融合について学修する。 

 

【卒業研究】（４年） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 
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・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

化学工学科では、物理化学、反応工学、生物化学工学、物質移動工学、伝熱工学、流体工

学、プロセスシステム工学などの学問から構成される化学工学をもとに、「生物・生命」、「環

境・エネルギー」、「マテリアル」の３領域へ応用するための教育を行うことによって、化学

工学分野の知識や技能を環境・エネルギー分野や生物・生命分野へ展開できる能力を身に付

ける。 

さらに社会が求める優れた人材の養成をめざすために、研究を通した教育によって学部

４年と修士２年を連結した６年一貫型教育を行う。従来は学部で化学工学に関する基礎的

な知識基盤の教育を行い、修士課程でこれらを発展させた高等専門科目の教育を行ってい

たが、社会が望む多様性と専門性に対応できるようにするために、化学工学における環境・

エネルギー、新規機能性材料、バイオテクノロジー・高度先進医療、生産プロセスに関する

先進技術と研究に早くから触れながら学修に臨み６年一貫型教育を行う。化学工学の分野

の広がりと専門教育の深化に対応するには、学部の基礎的な教育、修士課程の専門教育と分

けるのではなく、学部でも実践的な先端教育、修士課程でも基礎的な工学教育を行うことが

必要となる。化学工学科と化学工学専攻は、６年一貫型教育における授業科目による多様な

知識の獲得と実践、学びの深化を行うことで実践力を持った研究開発者の育成をめざす。 

情報系教育科目として「データサイエンス」を３年次に必修科目として配しており、化学

工学で重要となる各種実験データや数値データの取り扱い方法の基礎に加えて最先端の情

報技術（ニューラルネット、統計的手法、機械学習等）、および活用事例（プラントの設計、

運転、制御、ソフトセンサー、実験計画等）に重点を置いた知識や技術を学習する。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 
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２年次（前期）： 学科群共通教育 

学科群指定の共通教育科目での学びを通して、物質・材料の諸問題に関する関心の裾野を

拡げ、２年次後期からの学科・専攻教育科目のための土台を築き、本学科の学生に求められ

る能動的学修能力を養成する。 

１年次の工学部共通・基幹教育科目には、生物・生体関連物質に関する科目が含まれてお

らず、また物質・材料の基礎となる熱力学科目もⅡ群にとっては充分でない。そこで生物・

生体の入門科目に相当する「細胞生物学」、ならびに１年次の「熱力学基礎」の発展科目で

ある「基礎化学熱力学Ⅰ・Ⅱ」を学科群共通・基幹教育の必修科目とする。 

学科群共通・専攻教育科目としては、物質・材料に関連する「無機化学第一」「有機化学

第一」｢金属材料大意｣「物理化学第一」「量子力学第一」「機械工学大意第一」を必修科目と

する。また、物質の取り扱いや危険性を「安全学」の講義を通して学ぶ。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目を中心に履修し、自分の取り組む課題を明確化し、自分で課題を選べるよう

にする。工業的な化学プロセスやバイオプロセスが学問的基盤としている化学工学分野の

知識を獲得し、かつ理解できるようにするために必修科目と選択科目の授業を配置する。

「化学工学実験第一」を必修科目とし、物理・化学・生命現象を実験や数値計算により解析

できるようにする。 

 

３年次： 

専攻教育科目を中心に履修し、自らの力で課題を設定して、課題の解決方法を模索する能

力を培う。物理化学、反応工学、生物化学工学、物質移動工学、伝熱工学、流体工学、装置

設計学、プロセスシステム工学で構成される化学工学を基礎として、環境・エネルギー、新

規機能性材料、バイオテクノロジー・高度先進医療、生産プロセスに関する専門知識を学べ

るように必修科目と選択科目を配置する。「化学工学実験第二・第三」を必修科目とし、化

学プロセスやバイオプロセスにおいて用いられる各種装置を正しく操作し、実験や計算の

結果を分析して、正しく自分の考えを表現することができるようにする。 

 

４年次： 

１年次から３年次までの教育課程の履修を通じて修得した化学工学分野及び他の関連分

野の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、自ら課題を設定し仮説をもっ

てその解決を図る極めて重要な学修経験として卒業研究を実施する。これにより、実践的な

課題設定・仮説検証・問題解決能力を養成するとともに、表現能力、プレゼンテーション能

力を身に付ける。 

学士・修士一貫型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課

程の前半期における自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛

え上げていくための重要な契機となる。 
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（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 85 単位以上を修得し、133.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 85 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（18 単位） 

 (c)学科・専攻科目（47 単位） 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

   学科群共通科目と学科・専攻科目の選択科目の中から９単位以上修得する。 

 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院工学府・化学工学専攻 

②教育の特色 

社会が求める優れた人材の養成をめざすために、研究を通した教育によって学部４年と

修士２年を連結した６年一貫型教育を行うことで、化学工学を中心とする幅広い基礎学問

を修得し、そこで学んだ基礎知識をもとに、卒業後に自ら学習（アクティブ・ラーニング）

することによって、将来的により高度な専門性を有することを可能とする。 

化学工学の分野の広がりと社会からのニーズの多様性、専門性の深化に対応するために

は、従来の学士課程での基礎的な知識基盤の教育、修士課程での専門教育とを分けるのでは

なく、学士課程でも幅広い基礎教育に基づく実践的な先端教育、修士課程でも基礎的な工学

教育を行うことが必要となるため、化学工学科と化学工学専攻は、６年一貫型カリキュラム

幅広い基礎学問の修得に基づいた実践力を持った研究者・技術者を育成する。 
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７－５．融合基礎工学科／Ⅱ群：物質材料コース、Ⅲ群：機械電気コース 

（１）学科の特色 

融合基礎工学科の教育上の目的は、エネルギー問題や環境問題などの現代社会の最重要

課題の解決に携わる、主体的かつ創造的な視野と能力を備えた工学系“π型人材”（図 7-5-1

参照）の育成である。この“π型人材”とは、物質科学と材料工学を融合した物質・材料工学

分野、または機械工学と電気電子工学を融合した機械・電気電子工学分野を主専門分野（メ

ジャー）とする学修を通じて身に付けた専門知識と技能（以下、専門力（①））に加え、情

報科学分野を副専門分野（マイナー）とする学修を通じて身に付けた情報応用力（②）、さ

らに、PBL・実践教育を通じて①と②をつなぐ俯瞰力・実践力（③）を身に付け、それらを

組み合わせて新たな価値観、他分野への展開を創造できる人材である。このため、融合基礎

工学科は、複雑で多様な課題を抱えた現代社会において活躍できる“π 型人材”を養成可能

なカリキュラムを特色として、次の２コース、１プログラムを編成する。 

 

図 7-5-1 本学科で育成する“π型人材”像 

 

Ⅰ）物質材料コース 

 金属の様々な物理的特性や、物質間の電子のやり取りに伴う化学反応、材料特性の発現に

必要な材料組織の制御など、物質科学と材料工学を融合した物質・材料工学に関連する学際

領域の専門知識と技能、専門分野に活用できる情報科学の知識と技能を身に付けさせる。 

 

Ⅱ）機械電気コース 

電気エネルギーの発生とその利用や、熱力学的理論サイクルと動作原理、工学分野の流体

力学的現象に関する解析手法など、機械工学と電気電子工学を融合した機械・電気電子工学

に関連する学際領域の専門知識と技能、専門分野に活用できる情報科学の知識と技能を身

に付けさせる。 

 

Ⅲ）高専連携教育プログラム 

九州・沖縄地区の９高等専門学校（久留米、有明、北九州、佐世保、熊本、大分、都城、

鹿児島、沖縄）の専攻科からの編入学生を対象に、本学科と高専専攻科の双方の強み、教育

資源の有効活用により教育内容の高度化を図る連携教育プログラムを実施する。 

高等専門学校の本科では、機械工学、電気・電子工学、材料工学といった専門分野の早期

専門教育を実施しており、優れた専門知識を持つ学生を輩出している。そうした学生を、本

学科物質材料コース、又は機械電気コースに受入れることで、①専門力を高めるとともに、

① 専門力
（メジャー教育）

② 情報応用力

③ 俯瞰力・ 実践力
（PBL教育）

（マイナー教育）
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情報科学教育を通した②情報応用力､ PBLを通じた③俯瞰力・実践力も身に付けさせ、本学

科が目指す工学系“π型人材”へと育成する。 

高等専門学校の学生の編入は、本学科が目指す“π型人材”育成を実質化するうえで極め

て重要な意味を持つ。「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成すること」（学校

教育法第百十五条）を目指し、座学だけでなく実験・実習にも重点を置く高等専門学校の教

育を経験してきた編入生の「実際に手を動かして試行する」能力が傑出していることには定

評がある。彼らが、「理論的基盤の上に思考する」ことを強みとする傾向が強い１年次から

本学科で学ぶ学生と切磋琢磨し、感性を共鳴させ、相互に学び合う環境を PBL 教育を中心

とする実践科目の中で整えることで、他に類を見みない高度な水準の③俯瞰力・実践力を育

成する「心と手(Mens et Manus)」の教育を実現することが可能になる。 

 

（２）学科名称 

融合基礎工学科 （Department of Interdisciplinary Engineering） 

 

文部科学省と経済産業省主催の「理工系人材育成に関する産学官円卓会議」の資料による

と、企業にとって最も関連深い分野は、機械（システム工学含む）、電気電子、物質材料（応

用化学、冶金、化学工学等関連分野含む）、及びそれらを組み合わせた分野であるとの調査

結果が示されており、本学科が主専門分野とする物質・材料工学と機械・電気電子工学とい

う融合分野は、産業界からのニーズに合致する分野であると言える。また、これらの分野は、

工学教育の基幹となる主要分野で構成していることから総称して「基礎工学」と呼べる。本

学科では、この基礎工学を中心とする分野融合の教育を通じて、専門力、情報応用力、俯瞰

力・実践力を身に付けた人材の育成を目指すことから、このことを標榜する学科名称として、

「融合基礎工学科」とした。 

なお、融合基礎工学科という名称は、本学科に設置する高専連携教育プログラムにも相応

しい。高等専門学校の本科では、一つの専門分野に特化した教育が早い段階から行われてい

るため、専攻科では複数の専門分野を学ぶことによる融合型教育が推奨されており、JABEE

の認証分野の１つにも、従来型のディシプリン名ではない「工学（融合複合・新領域）」が

設けられている。したがって、高専専攻科と本学工学部が共同で行う新しいプログラムで１

つのディシプリンを越え、基礎工学を融合させた教育を行う。 

 

（３）融合基礎工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 
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学科の教育

の目的 

融合基礎工学科では、物質科学、材料工学、機械工学、電気電子工学の従来

型工学系ディシプリンに学際領域を包含した専門分野（物質科学と材料工学を

融合した物質・材料工学、または機械工学と電気電子工学を融合した機械・電

気電子工学）をメジャー分野に、情報科学をマイナー分野に設定し、PBL教育

で両者を実践的に結び付けることにより、環境・エネルギー問題に代表される

多様で複雑な問題に対応し、解決することができる工学系π型人材を育成する

ことを教育目標としている。 

 

【融合基礎工学科の教育目標】 

・数学および物理、化学等の自然科学の基礎的な理論や概念を十分に理解した

上で、物質・材料工学（物質材料コース、高専連携教育プログラム）または機械・

電気電子工学（機械電気コース・高専連携教育プログラム）、および関連する学

際領域の専門知識と技能を習得すること（専門力）。 

・数理・データサイエンス・AI を上記専門分野に活用できる情報科学の知識と

技能を習得すること（情報応用力）。 

・PBL 科目や実践科目を通じて、実践的課題に論理的思考を駆使し、ものごとを

俯瞰的に眺め、問題の本質を捉えるとともに、自ら手を動かして問題を解決す

る方法を発想し、実行することができる（俯瞰力）。 

・世界的かつ多様な価値観と高度な情報リテラシー、および技術者倫理を基盤

に、責任感ある技術者・研究者として、現代社会の多様なニーズに応えようとす

ることができる（実践力）。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris.

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

・International Engineering Alliance (2013), “Graduate Attributes and 

Professional Competencies.” 

(https://www.ieagreements.org/assets/Uploads/Documents/Policy/Gradua

te-Attributes-and-Professional-Competencies.pdf) 

・European Network for Accreditation of Engineering Education (ENAEE) 

(2015), “EUR-ACE Framework Standards and Guidelines.” 

(https://www.enaee.eu/wp-content/uploads/2018/11/EUR-ACE-

Framework-Standards-and-Guidelines-Mar-2015.pdf) 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 
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学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1.（主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2.（協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問題

解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

 

（物質材料コース・高専連携教育プログラム） 

B-3. 物質・材料に関する基礎的な特性・現象を説明できる。 

（機械電気コース・高専連携教育プログラム） 

B-3. 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、現代物理学の基礎を理解し、そ

れを用いて種々の物理現象を説明できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 自然科学・工学分野の諸現象をモデリングし、解析できる。 

C-1-2. プログラミングやデータ処理技術を自らの専門分野に活用できる。 

（物質材料コース・高専連携プログラム） 

C-1-3. 各種分析装置の基本原理を理解し、定性・定量分析を正しく実施でき、

その分析結果について自らの考えを論理的に表現できる。 

（機械電気コース・高専連携プログラム） 

C-1-3. 機械・電気電子工学分野の実験装置や解析ソフトウェアの基本原理を理

解し、実験や数値シミュレーションの結果を分析し、自らの考えを論理的に表

現できる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 専門分野で必要となる装置やソフトウェアの設計において、自らの知識

と理解を有効に活用できる。 

C-2-2. 専門分野を含む自然科学の方法論を論理的に思考できる。 

 

D.実践 

D-1.技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持つ。 
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D-2. 問題の本質を理解し、それを解決するための方法を発想し、主体的に実行

できる。 

D-3. 科学技術社会に潜む諸問題を自ら発見し、合理的な手法で解決できる。 

D-4. 論理的思考を駆使して、新たな科学技術を体系的に把握できる。 

D-5. 専門分野と情報科学（数理・データサイエンス・AI）の知見を融合させて、

新しい価値の創出に貢献し社会に還元できる。 

 

（４）融合基礎工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プロ

グラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・もの

の考え方（B-2）」を育成する。 
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【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

（物質材料コース） 

「Ⅱ群：物質系」では、この学科群共通教育を通して、物質系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、「細胞生物学」と「基礎化学熱力学Ⅰ・

Ⅱ」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「無機化学第一」、「有機

化学第一」、「金属材料大意」、「物理化学第一」、「量子力学第一」、「機械工学大意第一」

を必修科目とする。これらの授業科目を通して、「専門分野の知識・能力・ものの考え方（B-

3）」を保証する。 

（機械電気コース） 

「Ⅲ群：機械系」では、学科群共通教育を通して、機械系工学の諸問題に関する関心の裾野

を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。具体

的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、１年次に配置する「無機物質化学Ⅱ」に加

え「数理統計学」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「材料力学Ⅰ」、

「材料力学Ⅱ」、「工業力学」、「熱力学Ⅰ」、「流れ学Ⅰ」、「現代物理学入門」、「工学

概論」、「ベクトル解析と微分方程式」を必修科目とする。これらの授業科目を通して、「知

識・理解（B-3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次） 

物質材料コース・機械電気コースとも、それぞれの基礎となる学科群共通教育を経て、２年

次後期から開設される学科共通・専攻教育科目、物質材料コース・専攻教育科目、機械電気コ

ース・専攻教育科目を通じて、「専門分野の知識・能力・ものの考え方(B-3）」を強化し、「情

報科学を専門分野に有効に活用できる情報応用力(B-2,C-1-2,C-2-1)」や「物事を俯瞰的に眺め、

自ら問題を発見し解決していく俯瞰力・実践力(D-2,3,4,5)」を育成する。 

 

（学科共通） 

学科共通科目の情報系科目である「融合基礎情報学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ」（必修）や「融合応用情報学

A,B,C,D」（選択）を通じて、「情報科学を専門分野に有効に活用できる情報応用力(B-2,C-1-2,C-

2-1,D-5)」を育成する。さらに、学科共通科目である「グローバル科目Ⅰ,Ⅱ」を必修として、

「自らの研究内容を英語で正確に説明できる情報発信能力（A-3）」を育成する。学科共通科目

の「融合基礎工学展望」、「融合工学概論Ⅰ,Ⅱ」等を通じて、「物事を俯瞰的に眺め、自ら問題

を発見し解決していく俯瞰力・実践力(D-2,3,4,5)」を身に付ける。また、学科共通科目として

開設される産学連携関連科目（「知的財産論」、「インターンシップⅠ,Ⅱ」等）を履修すること

で、「社会における工学の価値の理解（D-1）」を深める。 
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（物質材料コース） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方(B-3）」を固めるための学科共通科目として、「複

素関数論」を必修として、「常微分方程式とラプラス変換」、「化学反応論Ⅰ,Ⅱ」を選択必修

とする。さらに、物質材料コース科目として、「材料力学入門」、「物理化学第二」、「無機

化学第二」、「分析化学第一」、「弾性・塑性変形工学」、「固体物理Ⅰ」、「結晶学基礎」、

「分光学基礎」、「機器分析」学等を必修科目とする。これらの科目を通じて、物質・材料工

学分野の専門基礎力を固め、「相平衡論」、「電気化学Ⅰ,Ⅱ」、「触媒化学Ⅰ,Ⅱ」等の選択

科目と「物質材料科学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ」の必修科目を通じて、専門知識・技能（専門力）をさ

らに強化する。(B-3, C-1-1, C-1-3, C-2-1, C-2-2) 

 

（機械電気コース） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方(B-3）」を固めるための学科共通科目として、「複

素関数論」を必修として、「フーリエ解析と偏微分方程式」、「エネルギー変換工学」を選択

必修とする。さらに、機械電気コース科目として、「力学」、「流体力学Ⅰ」、「熱エネルギ

ー変換基礎」、「電磁気学Ⅰ」、「電気回路Ⅰ」等を必修科目とする。これらの科目を通じて、

機械・電気電子工学分野の専門基礎力を固め、「自動制御」、「量子力学」、「電磁気学Ⅱ」、

「電気回路Ⅱ」などの選択科目と「機械電気科学実験 I～IV」、「機械電気科学設計演習」等

の必修科目を通じて、専門知識・技能（専門力）をさらに強化する。(B-3, C-1-1, C-1-3, C-2-

1, C-2-2) 

 

（高専連携教育プログラム）（３年次～４年次） 

学科共通科目の「融合工学概論Ⅰ,Ⅱ」（必修）を通じて、「物事を俯瞰的に眺め、自ら問題

を発見し解決していく俯瞰力・実践力(D-2,3,4,5)」を育成する。PBL 科目である「研究プロジ

ェクト」を必修とし、産学連携の共同研究等を通じて実践的な研究力を高め、最先端研究を行

うための能力（D-2,3,4）を育成する。各高専で情報系科目（必修）を履修した後、学科共通科

目の情報系科目である「融合応用情報学 A,B,C,D」（選択）を通じて、「情報科学を専門分野

に有効に活用できる情報応用力(C-1-2,C-2-1,D-5)」を強化する。学科共通科目である「グロー

バル科目Ⅰ,Ⅱ」を必修として、「自らの研究内容を英語で正確に説明できる情報発信能力（A-

3）」を育成する。また、学科共通科目として開設される産学連携関連科目（知的財産論、イ

ンターンシップⅠ等）を履修することで、「社会における工学の価値の理解（D-1）」を深め

る。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す（D-2、3、4、5）。学士・修士一貫

型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における

自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要
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な契機とする。 

本学科の強みの一つは、１年次から学ぶ２つのコース学生と、本学科と高専専攻科の双方で

教育を受ける編入学生が同じ教育の場に身を置いて学ぶことで、“π 型人材”を実現する上で不

可欠な、高度な水準の俯瞰力・実践力の達成を期待できる点にある。多様な感性、特性を持つ

学生が切磋琢磨し、学び合うことによる相乗効果が、卒業研究に具現化することが期待される。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士６年一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能

力の統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待され

る。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（５）教育方法の考え方と授業科目 

図7-5-2に２コース（物質材料コース及び機械電気コース）と高専連携教育プログラムの

教育課程編成の概略を示す。 

 



77 

 

図7-5-2 融合基礎工学科の教育課程の編成 

 

①物質材料コース及び機械電気コース 

物質材料コースの学生はⅡ群（物質系）、機械電気コースの学生はⅢ群（機械系）の学科

群共通科目を２年次春・夏学期に履修した後、秋学期以降に物質材料コース又は機械電気コ

ースのいずれかに所属する。これ以降の学科専攻教育では、メジャーとなる物質・材料工学

分野又は機械・電気電子工学分野に関するコース専門科目（物質材料コース科目又は機械電

気コース科目）の学修を通して、各々の分野の専門力を強化し、さらにマイナーとなる情報

科学に関連する科目を履修することで各々の専門分野において情報科学を有効に応用でき

る情報応用力を養成する。加えて、学科共通科目として設置した PBL科目や産学連携関連科

目を履修することにより、環境・エネルギー問題に代表されるグローバルな課題の解決に不

可欠な俯瞰力・実践力を涵養する。 

各コース専門科目では、物質・材料工学分野又は機械・電気電子工学分野における基礎お

よび共通基盤となる科目、応用・展開型の科目、および実践力を養成するための実験・演習

科目を配置し、段階的に専門力を強化する。 

学科共通科目の履修を通じて、両分野を融合した専門知識を習得し、事象を俯瞰的に眺め

る視点と自ら課題を発見し解決する能力の基盤形成を図り、分野融合マインドを醸成する。

まず、２年次秋学期に学科共通の動機づけ必修科目である「融合基礎工学展望」を履修し、

両コースの工学専門分野の概要と情報科学の基礎及び応用事例を学ぶ。また、３年次に開講

する PBL科目である「融合工学概論Ⅰ、Ⅱ」を履修し、環境・エネルギー分野における分野

融合の必要性や関連産業分野における製品・システム開発の最新動向を実感させる。さらに、

４年春学期に物質・材料工学と機械・電気電子工学を融合させた学際領域の先端トピックス

を扱う科目を配置する。学際性を追求する大学院総合理工学府の修士課程に接続した６年

一貫型教育（後述（９）参照）において、これらの科目群は大学院専門科目の導入科目とし

て位置付けられる。 

物質・材料工学および機械・電気電子工学分野に活用できる情報応用力を養成するために、

プログラミング演習を通じて、データ構造やアルゴリズム、多変数量解析や可視化、機械学

習の基礎などを学ぶための数理・データサイエンスの必修科目と機械学習やビックデータ

解析を現実的な課題に応用するための応用情報科目（選択）を学科共通科目として開設する。 

学科群
共通教育

基幹教育＋
工学共通教育

高専本科

３年次 ４年次２年次１年次

学科専攻教育

物質材料コースⅡ群
(物質系)

Ⅲ群
(機械系)

Ⅵ群

高専連携教育プログラム
３年次：高専専攻科,  ４年次：九大

機械電気コース
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②高専連携教育プログラム 

本プログラムは、九州大学工学部融合基礎工学科３～４年次に在籍し、57 単位を修得す

るとともに、九州・沖縄地区の９高専いずれかの専攻科に在籍し、62 単位を取得すること

により、九州大学から学士（工学）の学位と高専から専攻修了証を授与する。（両方を満た

さなければならない。）  

編入後の九大と高専間の相互単位互換関係を図 7-5-3 に示す。３～４年次に履修する科目

は、本学科２コースに設置される専門科目（30 単位）と、高専専攻科で設置し開講する科

目（27 単位）からなる。高専専攻科設置科目（３年次）は、九大教員と高専専攻科教員双

方が参画して教育にあたる「共同設置科目」８単位と高専教員が実施する科目 24 単位で構

成する。「共同設置科目」として、実験等の計画・実施を自主的に行うために必要となる研

究基礎力を身に付けるための実験・実習系科目（高専専攻科指導教員（主）と九大指導教員

（副）で指導）、及びプログラミングやデータ科学の基礎を習得するための情報系科目を配

置する。高専教員が実施する科目は、平成 30 年度高専本科で発足し、年次進行で実施中の

「高専モデルコアカリキュラム」に準じた、大学学部専門教育において普遍性のある専門科

目として、①本科で学んだ専門科目をさらに深化させる科目群、②本科で学んだ専門科目以

外を学び専門性を広げる科目群、及び③国際実践（グローバル）科目群、で編成する。九大

教員、高専教員からなる「連携教育プログラム教務委員会」（仮称）で、科目内容の精査と

質保証の検証を実施する。 

 

 

図 7-5-3 高専連携教育プログラムにおける九大と高専間の単位互換関係 

  

 

九大履修単位
（57単位以上）

高専履修単位

（62単位以上）

高専設置
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24単位

高専設置
科目

19単位

共同設置
科目
8単位

合
計
で
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単
位

合
計
で
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単
位

九大設置
科目
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科目
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共同設置
科目
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★学科共通・
専攻教育科目

★卒業研究

学際領域科目
情報系科目
PBL科目
産学連携科目
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ科目

相互単位
認定
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（６）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育（物質材料コース／Ⅱ群、機械電気コース／Ⅲ群ともに共通） 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

なお、機械電気コースでは、Ⅲ群必修の基幹教育科目として「無機物質化学Ⅱ」を履修す

る。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

〇物質材料コース（Ⅱ群） 

学科群指定の共通教育科目での学びを通して、物質・材料の諸問題に関する関心の裾野を

拡げ、２年次後期からの学科・専攻教育科目のための土台を築き、本学科の学生に求められ

る能動的学修能力を養成する。 

１年次の工学部共通・基幹教育科目には、生物・生体関連物質に関する科目が含まれてお

らず、また物質・材料の基礎となる熱力学科目もⅡ群にとっては充分でない。そこで生物・

生体の入門科目に相当する「細胞生物学」、ならびに１年次の「熱力学基礎」の発展科目で

ある「基礎化学熱力学Ⅰ・Ⅱ」を学科群共通・基幹教育の必修科目とする。 

学科群共通・専攻教育科目としては、物質・材料に関連する「無機化学第一」「有機化学

第一」｢金属材料大意｣「物理化学第一」「量子力学第一」「機械工学大意第一」を必修科目と

する。また、物質の取り扱いや危険性を「安全学」の講義を通して学ぶ。 

 

〇機械電気コース（Ⅲ群） 

Ⅲ群（機械系）として以下の必修科目を配置している。 

材料力学Ⅰおよび材料力学Ⅱ 

工業力学 

熱力学Ⅰ 

流れ学Ⅰ 

現代物理学入門 

その他、数学科目については、Ⅲ群（機械系）の全学科に共通して重要な科目である「数

理統計学」や「ベクトル分析と微分方程式」を配置している。さらに、「工学概論」をⅢ群

（機械系）の各学科の教育研究内容が概観できるような科目として配置し、学生の２年次秋

学期での学科選択に資するよう配慮している。これら以外に、Ⅲ群学生の視野を広げ幅広い

興味に応えることを目的として「原子力工学概論」、「応用量子物理学入門」をⅢ群（機械系）

選択科目として配置している。 
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以下、２年次（後期）以降について、コース及びプログラム別に記載する。 

 

〇物質材料コース 

２年次（後期）：以降、学科・専攻教育 

本学科および関連学科の学科・専攻教育科目を履修し、物理、化学、数学を基礎とした知

識や技能を身に付けるための教育を開始する。まず、学科共通の動機付け科目である「融合

基礎工学展望」（必修）を履修して、学科の目指す工学系π型人材に必要な学びの基本を理

解する。物質材料コース・専攻教育科目の中から、力学、物理化学、量子論、材料学の各学

問分野の基礎科目として、「材料力学入門」、「弾・塑性変形工学」、「物理化学第二」、「無機

化学第二」、「分析化学第一」などを必修科目として学び、化学・材料に関する知識の基盤を

作るとともに、関連学科から共通性が高い専攻教育科目も履修し、学問の基礎を広げる。さ

らに、３年次以降の専攻教育科目の理解を深めるために、「常微分方程式とラプラス変換」、

「複素関数論」などの基礎数学科目を履修する。また、学科共通の情報系科目として「融合

基礎情報学Ⅰ」を必修科目として履修することで、情報科学に関する基礎知識とプログラミ

ング技法を習得する。 

 

３年次 

３年次からは筑紫キャンパスにおいて専攻教育を実施する。３年次の専攻教育では、学科

共通の基礎科目に加え、各分野の基礎と専門の両立を目指した物質材料コース科目と工学

的俯瞰力を養成する学科共通科目である「融合工学概論Ⅰ、Ⅱ」（「Ⅰ」は必修）を開講する。 

３年次前期では、２年次後期の科目内容をより深化させた科目が設定され、力学分野では

「材料強度学」、物理化学分野では「化学反応論Ⅰ、Ⅱ」、「相平衡論」、固体物性分野では「固

体物理Ⅰ」、「結晶学基礎」、分析学分野では「分光学基礎」、「機器分析学」などを学ぶ。さ

らに、知識を経験として学ぶための化学・材料系の科学実験（「物質材料科学実験Ⅰ、Ⅱ」）

（必修）により技能を養うとともに、講義と実験との関連性を理解する。３年次後期では、

３年次前期の科目内容を深化させた化学系および材料系の専門科目である「電気化学Ⅰ、

Ⅱ」、「触媒化学Ⅰ、Ⅱ」などを学ぶ。いくつかの専門科目においては専門性の高い講義が含

まれるが、基本的には物質科学と材料工学を融合した講義科目を受講する。「物質材料科学

実験Ⅲ、Ⅳ」（必修）では、ラボローテーション形式により高い専門性と広範囲の経験と技

能を体得する。また、データ科学や機械学習に関連した学科共通科目の情報系科目（「融合

基礎情報学Ⅱ、Ⅲ」（必修））を履修する。 

 

４年次：  

卒業研究を実施することで、各々の専門分野において情報科学を有効に活用して実践的

な問題解決能力を養うとともに、表現能力、プレゼンテーション能力を身に付ける。 

 それぞれの学問分野で学部・修士一貫型教育を意識し、専門性をさらに高めた学際領域の

先端トピックスを扱う学科共通科目として、「先端計測学」や「エネルギー・環境学 A,B」

等を選択履修する。また、情報科学の応用実践科目（「融合応用情報学 A、B、C、D」）を選

択履修することで、情報活用力を強化する。３年次後期から４年次前期におけるインターン
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シップを通して産業界の最先端や諸課題を身近に体得するとともに、企業や公的研究機関

から招いた外部講師による集中講義を通して産学界の物質・材料工学と基礎工学の融合の

重要性を理解し、実践力に結び付ける能力を培う。さらに、英語による演習科目（「グロー

バル科目Ⅰ（論文）、Ⅱ（討論）」（必修）により自らの研究内容を英語で正確に説明できる

能力を身に付ける。 

 

〇機械電気コース 

２年次（後期）：以降、学科・専攻教育 

後期からは、基幹教育科目および工学共通・学科群共通の専攻教育科目を通して培った、

数学、情報科学、物理学、化学および機械工学分野の基礎知識を基盤として、本学科・コー

スの専攻教育科目を履修し、知識と技能を深めるための教育を開始する。まず、学科共通の

動機付け科目である「融合基礎工学展望」（必修）を履修し、学科の目指す「π型」人材育

成に必要な学びの基本を理解する。機械電気コース科目の中から、機械、電気、応用物理の

各学問分野の基礎科目として、「力学」、「流体力学Ⅰ」、「熱エネルギー変換基礎」、「電磁気

学Ⅰ」などを必修科目として履修し、機械・電気電子工学分野の基盤を作る。さらに、３年

次以降の専攻教育科目の理解を深めるために、「複素関数論」（必修）などの基礎数学を履修

する。また、情報科学に関する基礎知識とプログラミング技法を習得するための学科共通の

情報系科目「融合基礎情報学Ⅰ」（必修）を履修する。 

 

３年次： 

３年からは筑紫キャンパスにおいて専攻教育を実施する。３年次の専攻教育では、学科共

通の基礎科目に加え、各分野の基礎と専門の両立を目指した機械電気コース科目と工学的

俯瞰力を養成する学科共通科目である「融合工学概論Ⅰ、Ⅱ」（必修）を開講する。 

コース必修科目である「フーリエ解析と偏微分方程式」を履修し、工学分野への応用性の

高い数学の知識習得を進める。機械工学分野の発展科目、電気電子工学・応用物理学分野の

基礎・発展科目として、「エネルギー変換工学」、「自動制御」、「量子力学」、「電磁気学Ⅱ」、

「電気回路Ⅱ」などを学ぶ。これまでに学修してきた専門科目の理解を深め、工学分野にお

ける実践的能力を涵養するために、機械・電気電子工学分野の実験・実習から構成される「機

械電気科学実験Ⅰ～Ⅳ」（必修）を履修する。また、専門知識を融合して新たな技術革新を

生み出すための技能とマインドを養うために「機械電気科学設計演習」（必修）を受講する。

さらに、各専門分野に情報科学を有効に応用・活用できる能力を身につけるために、データ

科学や機械学習に関連した学科共通の情報系科目「融合基礎情報学Ⅱ、Ⅲ」（必修）を履修

する。 

 

４年次： 

卒業研究を実施することで、各々の専門分野において情報科学を有効に活用し実践的な

問題解決能力を養うとともに、表現能力、プレゼンテーション能力を身に付ける。機械工学

と電気電子工学の専門分野が融合した学問分野で学部・修士一貫型教育を意識し、専門性を

さらに高めた学際領域の先端トピックスを扱う学科共通科目として、「先端計測科学」や「エ
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ネルギー・環境学 A、B」等を選択履修し、専門知識が実際にどのように工学分野で活用さ

れているのかについて知識・技能を深める。また、情報科学の応用実践科目（「融合応用情

報学 A、B、C、D」）を選択履修することで、これまでに学んできた多様な専門科目に情報

科学の知見を融合して新たなイノベーションを創成するための実践的能力を身に付ける。

企業や公的研究機関へのインターンシップを通して産業界における最先端の事例や課題を

理解し、さらに、（「グローバル科目Ⅰ（論文）、Ⅱ（討論）」（必修）により自らの研究内容

を英語で正確に説明できる能力を身に付ける。 

 

〇高専連携教育プログラム 

３年次： 

３年次の本プログラム生は、各高専専攻科における学修期間と重なり、各高専専攻科で開

講される科目（図 7-5-3 参照：24 単位以上）と、融合基礎工学科で開講される科目（後述）

を履修する。後者の科目に対しては、TV 会議方式の同時双方向型遠隔授業を積極的に取り

入れる。 

本プログラムでは、高専本科までに修得した専門知識の実社会への活用例を理解し、物質

科学・材料工学や機械工学・電気電子工学およびその学際領域の先端的な知識を学ぶための

学科共通科目である「融合工学概論Ⅰ、Ⅱ」を必修科目として履修する。さらに、企業や公

的研究機関へのインターンシップ（産学連携科目「インターンシップⅠ（長期）」）を通し

て、産業界や先端科学技術の諸分野における課題を理解し、課題解決能力や実践力を身に付

ける。 

 

４年次： 

４年次の本プログラム生は、九州大学筑紫キャンパスにおいて学科共通の科目を履修す

る。専門知識をさらに深めるために、物質科学・材料工学や機械工学・電気電子工学および

その学際領域に関する学科共通科目として、「先端計測科学」や「エネルギー・環境学 A,B」

等を選択履修し、専門知識が実際にどのように工学分野で活用されているのかについて知

識・技能を深める。「融合応用情報学 A～D」を選択履修することで応用情報分野のより高

度な知識を習得し、各専門分野における実践的応用力を磨く。専門分野の深い知識に根差し

た PBL 学習としての産学連携による共同研究をベースにした「研究プロジェクト」や「卒

業研究」を必修科目として履修し、実践的な研究力を高めるとともに、高専専攻科教育のみ

では習得が難しい最先端研究を行うための能力とプレゼンテーションの能力を習得する。

さらに、学科共通科目である「グローバル科目Ⅰ（論文）、Ⅱ（討論）」を必修科目として履

修し、論文執筆およびディベートを通じ実践的な英語力を養い、英語による表現能力、プレ

ゼンテーション能力を身に付ける。 

 

（７）高専連携教育プログラム・編入学者選抜の概要 

本学科では高専連携教育プログラムへのみ高等専門学校からの編入学生を受け入れる。 

なお、３年次編入学学生を受け入れるための入学定員として 20 名の入学定員を新たに増

員し本プログラムを実施する。 
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1) 募集対象 

高等専門学校本科を卒業、または、卒業見込みの者。 

2) 出願資格 

連携高等専門学校（九州・沖縄地区の９高等専門学校：久留米工業高等専門学校、有明工

業高等専門学校、北九州工業高等専門学校、佐世保工業高等専門学校、熊本高等専門学校、

大分工業高等専門学校、都城工業高等専門学校、鹿児島工業高等専門学校、沖縄工業高等専

門学校）の専攻科が実施する所定の選抜試験に合格し、同専攻科への入学を確約した者のう

ち、連携高等専門学校長の推薦を受けた者を当該教育プログラム編入学選抜の出願資格者

とする。 

3) 指導予定教員の事前マッチング 

願書出願前に指導予定教員（九大教員１名、９高専に所属する高専教員１名）を決定して

いる者を選抜試験対象とする。希望研究室の訪問および課題学習等を通じて、九大側指導教

員候補者とのマッチングを図るため、当該教育プログラム入学希望者（主として連携高専本

科第４学年次在学者が対象であるが、連携高専本科以外の希望者や既卒者も含む）に対して、

短期間（１週間程度）のインターンシップを実施する。高専本科既卒者等で、高専本科第４

学年次の上記インターンシップに参加できないが、高専連携教育プログラムの受験を希望

する者への九大側指導教員候補者とのマッチングを図る会合は、問い合わせに基づき随時

対応する。なお、連携高専本科以外の希望者や既卒者の場合は、インターシップ等を通じて、

九大側と高専側双方の指導教員候補者を決めることになる。 

4) 編入学選抜方法 

選抜試験として口頭試問を課す。試問の審査結果、上記 3)の指導予定教員２名の所見、提

出書類（学校長の推薦書、調査書、志望理由書および学修計画書）の内容に基づき、求める

能力や資質を総合評価し、合否を判定する。 

 

（８）卒業要件 

卒業要件は、基幹教育科目および専攻教育科目として開講する科目の履修によるものと

し 、２コース及び高専連携教育プログラムで設ける必要単位数は次のとおりとし、単位取

得の流れを図7-5-4に示す。 

 

物質材料コース 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 86 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得すること。 

 

①基幹教育科目 48.5 単位以上（全コース共通） 

  (a)基幹教育セミナー（１単位修得） 

  (b)課題協学科目（2.5 単位修得） 

  (c)言語文化科目（12 単位修得） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位修得） 
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 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位修得） 

  (g)健康・スポーツ科目（１単位修得） 

  (h)総合科目（２単位修得） 

  (i)高年次基幹教育科目（２単位修得） 

 

②専攻教育科目 86 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位修得） 

  (b)学科群共通科目（18 単位以上修得） 

  (c)学科・専攻科目（59 単位以上修得） 

    ⅰ）学科共通科目（16 単位以上） 

    ⅱ）物質材料コース科目（23 単位以上） 

   その他、学科共通科目と物質材料コース科目の選択科目から、20 単位以上修得する。 

 (d)卒業研究（６単位修得） 

  

機械電気コース 

基幹教育科目から 45.5 単位以上、専攻教育科目から 89 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得すること。 

 

①基幹教育科目 45.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位修得） 

  (b)課題協学科目（2.5 単位修得） 

  (c)言語文化科目（12 単位修得） 

  (d)文系ディシプリン科目（４単位修得） 

 (e)理系ディシプリン科目（20 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位修得） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位修得） 

 (h)総合科目（２単位修得） 

  (i)高年次基幹教育科目（２単位修得） 

 

②専攻教育科目 89単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位修得） 

 (b)学科群共通科目（15単位以上修得） 

 (c)学科・専攻科目（65単位以上修得） 

   ⅰ）学科共通科目（16単位以上） 

   ⅱ）機械電気コース専門科目（18単位以上） 

  その他、学科共通科目と機械電気コース科目の選択科目から、31単位以上修得する。 

 (d)卒業研究（６単位修得） 
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高専連携教育プログラム 

基幹教育科目から45.5単位以上、専攻教育科目から89単位以上を修得し、134.5単位

以上修得すること。 

 

①基幹教育科目 45.5単位以上（編入時に単位認定） 

 ②専攻教育科目 89単位以上 

 (a)編入時の単位認定（32単位修得） 

 (b)学科共通科目（必修）（13単位修得） 

  (c)学科共通科目（選択）（11単位以上修得） 

  (d)高専専攻科１年次修得単位（27単位修得）※読替等で単位認定 

  (e)卒業研究（６単位修得） 

 

 

図7-5-4 融合基礎工学科２コースと高専連携教育プログラムの単位取得の流れ 

 

 

（９）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院総合理工学府・総合理工学専攻 

 

②教育の特色 

大学院総合理工学府では、環境・エネルギー問題を解決するために、環境共生型科学技術

に関する高度の専門知識と課題探求・解決能力を持ち、持続発展社会の構築に向けグローバ

ルに活躍できる技術者や研究者を育成することを教育上の目的としている。 

図 7-5-5 に工学部融合基礎工学科、大学院総合理工学府総合理工学専攻の修士課程および

博士後期課程が連携した人材育成戦略の概要を示している。学部、修士課程、博士後期課程

すべてにおいて、専門分野をメジャー、情報科学をマイナーとし、かつ、学年進行にしたが

って、専門分野を深化させるとともに、他分野や学際分野へと幅を広げる分野融合型の教育

を実施する。また、PBL 教育を効果的に活用し、修得した専門知識、技術、および情報科

1年次 2年次 3年次 4年次

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

編入時の単位認定：77.5 単位
・基幹教育(45.5単位一括認定)
・1,2年次専攻教育科目（一部）

共同設置科目： 8 単位

一般・専門基礎・専門科目： 24 単位

大学単位を専攻科単位として認定：
30 単位

物質材料
コース

機械電気
コース

１年
次入
学生

3年
次編
入生

高専連携教育
プログラム

基幹教育 45.5 単位
専攻教育 89 単位

既習得単位の
認定： 77.5単位

専攻教育： 57単位

高専専攻科
修了要件： 62単位

卒業要件
単位数

134.5単位

高
専
専
攻
科

学
士(

工
学)

専
攻
科
修
了
証
交
付

基幹教育 48.5 単位
専攻教育 86 単位

基幹教育科目 [48.5 単位]
専攻教育（学部共通） [3 単位]

（群共通） [18 単位]

Ⅲ群

Ⅱ群

専攻教育科目： 30 単位

高専専攻科単位を大学単位として認定：

27 単位

学科共通 +コース専攻教育科目 [65単位]

基幹教育科目 [45.5 単位]
専攻教育（学部共通） [3 単位]

（群共通） [13 単位]

学科共通 +コース専攻教育科目 [73単位]

融合基礎工学科
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学の知識・技能を用いて、環境・エネルギーに関わる課題を解決することを繰り返すことに

より、実践力に富む理工系人材を育成する。融合基礎工学科の教育で育てられた 工学系“π

型人材”は、大学院総合理工学府における学修を通してπ型の上に複数方向（象徴的には光

の文字の上側の３つの点（専門分野、情報科学、学際分野）に対応する３つの方向）に尖る、

“準光型人材”から最終段階の”光型人材“へとステップアップしながら進化していく。 

図7-5-5 工学部融合基礎工学科、大学院総合理工学府総合理工学専攻修士課程、 

博士後期課程が連携した人材育成戦略の概要 

 

（１０）編入学定員を設定する場合の具体的計画（高専連携教育プログラム） 

高専連携教育プログラムに編入学定員 20 名を設定する。前節の「（９）６年一貫型的教育

の実現」で言及したように、本学科では、学際性を究めて地球規模の環境・エネルギー問題

の解決に貢献する人材育成を目的とした総合理工学府と接続した６年一貫型教育を実施す

る。６年一貫型教育を通じて学際性を追求する学科は他になく、エネルギー科学科の過去 20

年の実績から、学際型による学修を希望する学生数は九州大学の工学部定員の１割程度存

在するため、定員 57 名（工学部全定員の 7.3%）は確保する必要がある。また、従来工学部

が実施してきた収容定員内での編入学では、外国人留年生の確保・拡大といった要因を考慮

すると、収容定員の範囲内で本プログラムによる一定数の学生を安定的に受け入れること

が困難である。本プログラムは、従来の学部３年次編入と異なり、高専専攻科と九州大学が

連携して設置する新しい教育プログラムであり、その目的を達成するためには編入学定員

の設定が必須である。 

 

① 既修得単位の認定方法 

３年次編入時に、基幹教育科目（本学科の必要単位数 45.5 単位）に相当する高専本科に

おいて履修した一般科目、専門基礎科目の単位を本学で履修したものとみなして単位認定

する。高専本科において、高専モデルコアカリキュラムによる早期専門教育で履修した専

一般選抜
VI群

多様な入試パス対応

光

Ⅲ類：
環境シ
ステム
科学

大学院総合理工学府総合理工学専攻

1年次 2年次

シームレスな
学部－大学院接続

基幹教育

学科決定
コース分け

3年次 4年次 M1 M2
博士後期課程

型人材教育

基幹教育(学部共通)

物質系教育
(群共通)

機械系教育
(群共通)

一般選抜
II群

入試

一般選抜
III群

総合型
選抜

高専編入選抜

九州大学工学部融合基礎工学科

高専本科生

多様な学修パス対応

Campus Asia教育プログラム ※
(ダブル・ディグリープログラム)

九大他学府
国内他大学
海外他大学
(留学生)

民間企業等
(社会人博士)

国内他大学

海外他大学
(留学生)

高専専攻科

九大他学部

国内:

海外:

修士課程
D1 D2

型人材教育準光

D3

高専連携教育プログラム

機械電気コース
(学部･大学院連携6年一貫型教育カリキュラム)

物質材料コース
(学部･大学院連携6年一貫型教育カリキュラム)

Ⅰ類：
物質
科学

Ⅱ類：
エネル
ギー
科学

※ 学生はI～Ⅲ類のいずれかで入学、英語で履修

Green Asia教育プログラム ※ (修士･博士5年一貫プログラム)

人材像バックキャスト

① 専門力強化科目
② アクティブ・ラー

ニング力強化科目
③ 研究実践力強化科

目
④ 異分野展開力強化

科目
⑤ 産学・国際連携力

強化科目
⑥ ICT for D 技能強

化科目

◆ 修士論文研究

⑦ 講究科目
⑧ 博士論文演習

科目
⑨ 博士後期産

学・国際連携
力強化科目

⑩ 関連科目

◆ 博士論文研究

入試区分 科目分類

IEI教育プログラム ※
（留学生用プログラム）
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門科目を、工学部１、２年次に履修する専攻教育科目に相当するものとして、32 単位を認

定する。 

② 履修指導方法 

本学科の教員と高専専攻科の教員が連携して、本教育プログラムの実施にあたる。両者

の関連教員で構成する「連携教育プログラム教務委員会（仮称）」を組織し、学生の履修

及び修学、教務に係る諸事項を審議する。編入学時にガイダンスを実施し、連携教育プロ

グラムの内容や授業の履修方法について指導する。３年次は主に各高専において学修する

ため、Office Teams 等の ICT コミュニケーションツールを活用して、本学科の教員と高

専専攻科の教員が連携して個別の履修指導を適宜行う。 

③ 教育上での配慮等 

３年次は、主に各高専専攻科で開講される授業を履修するため、本学科共通で開講する

授業科目等は、TV 会議方式による同時双方向型遠隔授業として開講する（次節参照）。質

疑応答のほか、課題提出及びこれに対する助言を電子メール等の適切な方法を利用して行

う。 

 

（１１）多様なメディアを高度に活用した授業方法の具体的計画 

高専連携教育プログラムでは、下記のとおり、TV 会議方式による同時双方向型遠隔授

業およびメディアを活用した授業を最大限に取り入れる。 

 

① 同時双方向型遠隔授業 

本学のアジア遠隔医療開発センターが保有している多点接続型遠隔講義システムを、３

年次に開講する学科共通科目「融合工学概論Ⅰ、Ⅱ」の授業に活用する。同授業は年間を

通じて 30 回開講される予定であり、本学教員が授業を担当する。本学筑紫キャンパスと

九州・沖縄地区９高専 10 キャンパスを結び、同時双方向型授業（授業中、教員と学生

が、互いに映像・音声等によるやりとりを行い、学生の教員に対する質問の機会を確保す

る）で開講し、学生は各高専キャンパスにおいて履修する。本システムのマルチ画面機能

を用いることで、10 キャンパス同時接続した場合でも双方向での質疑応答等のやり取りが

可能である。各高専のキャンパスにおいて受講する学生は、１～３名程度であり、教員あ

るいは学生同士の意見交換を行う場合においても映像や音声による支障は生じない。 

また、本学附属図書館付設教材開発センターの協力を得て、開講する授業を全て録画し

てアーカイブ化したビデオ教材を作成し、授業内容の理解を深めるための自学修に活用す

る。さらに、本学および全国の高専では Office365 が導入されており、上記の多点接続型

遠隔講義システム以外に、Microsoft  Teams 等の ICT コミュニケーションツールの活用

が可能であり、高専側指導教員（主）と九大側指導教員（副）で行う共同設置科目（各高

専で開講）の授業や学生指導などを行う。 

メディアを活用した授業 

共同設置科目の１つである情報系科目（各高専で開講）については、Web システムやメ

ディア教材を活用する。本学および高専の情報系教員で教材開発作業部会（仮称）を発足

し、ICT を活用した実践的な情報系科目教材を開発する。開発した教材をオンデマンド形
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式の授業に活用する場合は、毎回の授業後すみやかにインターネット等の方法を利用する

ことにより、設問解答、添削指導、質疑応答等による十分な指導を行う。また、Web 上の

ICT コミュニケーションツール（例：Slack や Microsoft Teams）を活用し、学生間の意

見交換の機会を確保する。 
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７－６．機械工学科／Ⅲ群 

（１）機械工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

機械工学は、機械要素や機械システムなどの「ものづくり」の技術を追究する

学問である。本学科では、自然法則の基礎理論を理解し、社会のニーズに応え、

制約された条件下で社会や自然への影響を常に考慮しつつもの作りを行う能力

と、文化の枠を越えた世界的な価値観を有する創造性豊かな技術者･研究者を組

織的に養成するために、以下を教育目標としている。 

・自然科学の基礎的な理論や概念を十分に理解したうえで、専門となる機械工

学分野の知識と技能を身に付けること。 

・制約された条件の下で社会や自然への影響を考慮し、人類の文明生活を支え

る機械装置やシステムをデザインするための技術を修得すること。 

・世界的価値観を有し、様々な社会のニーズに応える技術者、研究者になり得る

こと。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris.

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 
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B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、現代物理学の基礎を理解し、そ

れを用いて種々の物理現象を説明できる。 

B-4. 物理学，数学などの自然科学分野の種々の理論や概念を説明できる。 

B-5. 力学解析によって機械のメカニズムや振動・音響現象を説明できる。 

B-6. 力のバランスなどを使って機械構造物や素材の変形量や破壊現象を説明

できる。 

B-7. 気体、液体などの流動現象や，流体エネルギーの有効利用を説明できる。 

B-8. 物質の状態変化、熱と仕事の関係及び熱移動現象の理論を理解し，エネル

ギー変換の仕組みを説明できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1.機械要素を組み合わせたシステムを解析し、システム全体の動作を説明で

きる。 

C-1-2.機械に関わる現象を理論に基づいてモデリングし、解析できる。 

C-1-3.コンピュータを駆使して現象解析や機械加工を効率化できる。 

C-1-4.実験や数値シミュレーションの結果を分析し、論理立てて自分の考えを表

現できる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1.機械工学の体系的な理解の上に、実際に機械を設計し、製作できる。 

 

D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2.科学技術社会に潜む諸問題を発見し、合理的に解決できる。 

D-3.機械工学を含めた自然科学の方法をベースにして論理的思考ができる。 

D-4.論理的思考を駆使して新たな科学技術を体系的に把握できる。 

D-5.「ものづくり」を通して積極的に自分の能力を社会還元する。 
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（２）機械工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期）  

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅲ群：機械系」では、この学科群共通教育を通して、機械系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、１年次に配置する「無機物質化学Ⅱ」

に加え「数理統計学」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「材料力
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学Ⅰ」、「材料力学Ⅱ」、「工業力学」、「熱力学Ⅰ」、「流れ学Ⅰ」、「現代物理学入門」、

「工学概論」、「ベクトル解析と微分方程式」を必修科目とする。これらの授業科目を通して、

「知識・理解（B-3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次）  

機械のメカニズムや振動・音響などの動力学的解析に関わる機械力学や振動学、機械構造物

や素材の変形、強度および破壊に関わる材料力学や弾性力学、気体や液体などの流動現象や流

体エネルギーの有効利用に関わる流体工学、および資源エネルギーからの動力発生・変換と利

用に関わる熱力学や伝熱学・燃焼学に関する授業科目を通して「知識・理解（B-4〜B-8）」「適

用・分析（C-1-2）」「実践（D-3）」を育成する。 

さらに、機械システムの制御・数理化技術、コンピュータを用いた計算法やシミュレーショ

ン、切削・研削・研磨加工や塑性加工などの機械製作技術などに関する授業科目（「システム

制御」、「数値解析基礎」、「機械製作法」、「機械要素設計製図」等）および実験・実習を

通して「適用・分析（C-1-1〜C-1-4）」を、また実際に機械装置・機器を創造するための設計

工学および製作や加工に関する授業科目（「機械設計」、「機械製作法」、「機械工学設計製

図」、「加工機器・精密測定法」等）を通して「評価・創造（C-2-1）」を育成する。統合的な

授業科目である「機械航空工学卒業研究」では、各授業科目を通して修得された知識・能力の

体系化を図るとともに、問題解決能力及び問題発見能力を鍛える。 

産業界から招いた講師による「機械工学特別講義第Ⅰ～第Ⅷ」及び「テクノロジー・マーケ

ティング」「生体工学基礎」「水素工学基礎」では、工学と社会とのつながりについて考える

教育を行い「実践（D-1,2,4,5）」に繋ぐとともに四力学に関しての高度な内容の科目群を選択

科目として配置し履修機会を与えることで大学院教育へ接続する。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア
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セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

機械工学科では、機械工学の基盤となる四力学および数学に代表される工学の素養に関

する科目に対する確実な修得に基づいて、数式を通した実現象の理解およびその現象と具

体的な「もの」との関係を把握することを重視し、そのうえで、いかに合理的な「ものづく

り」を実現するかを念頭においている。 

低年次から学ぶ数学に加え物理学・化学といった理学系分野の知識に支えられた四力学

（材料力学、流体力学、熱力学、機械力学）および関連する制御、機械要素、設計、加工・

製作、生体工学関連の工学系教育を体系的に行う。さらに、機械系では 80%を超える学生

が修士課程へ進学する現状に鑑み、機械系専攻（機械工学専攻、水素エネルギーシステム専

攻）への接続についても念頭において、個別の技術にとどまらず、機械システム、医療、エ

ネルギー問題、環境問題等に興味の幅を広げて学ぼうとする学生を輩出できるカリキュラ

ム編成とする。 

加えて、３年次終了の時点において卒業研究の着手条件を満たした学生は、４年次より必

修の卒業研究を行う。卒業研究は、指導教員と相談のうえ決定される特定のテーマについて

研究を実施し、その成果の発表を試問により判定する。ただし、卒業研究は必ずしも研究に

特化したものではなく、PBL として行う製品開発なども含めることとする。 

なお、今後の情報系教育の重要性に鑑み、学部共通科目として複数の情報系科目を導入し、

１年次には共通科目として、２年次以降には専門性により重点を置いた情報系の科目を実

施する。そして、それぞれの分野でデータを使うことに対するイメージを学生に持たせる。

また、機械分野を専門とする人材に必要となる電気電子情報関連知識を習得させるため、電

気工学基礎および電子情報工学基礎を必修科目として配置する。さらに機械工学における

情報工学科目としてデータサイエンス応用を３年次に必修科目として配し、機械工学で重

要となる各種実験データ、数値データの取り扱い方法（データ解析技術）の基礎を講術する。

また、学科必修科目として、３年次に数値解析基礎を配しており、機械工学に必要なシミュ

レーション技術に関する素養を涵養する。 
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（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、「無機物質化学Ⅱ」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育  

Ⅲ群（機械系）として以下の必修科目を配置している。 

材料力学 Iおよび材料力学Ⅱ 

工業力学 

熱力学 I 

流れ学 I 

現代物理学入門 

その他、数学科目については、Ⅲ群（機械系）の全学科に共通して重要な科目である「数

理統計学」や「ベクトル分析と微分方程式」を配置している。さらに、「工学概論」をⅢ群

（機械系）の各学科の教育研究内容が概観できるような科目として配置し、学生の２年次秋

学期での学科選択に資するよう配慮している。これら以外に、Ⅲ群学生の視野を広げ幅広い

興味に応えることを目的として「原子力工学概論」、「応用量子物理学入門」をⅢ群（機械系）

選択科目として配置している。 

 

２年次（後期）：以降、学科・専攻教育 

機械工学科として重要な四力学関連科目（具体的には、材料力学Ⅲ、材料力学Ⅳ、機械材

料 I、機械力学 A、機械力学 B、熱力学Ⅱ、流れ学Ⅱ、流体力学Ⅰ）を２年次前期に引き続

き学ぶことでより深い理解が得られるようにするとともに、実学である「ものづくり」にと

って重要な機械工学の素養を身に付けることを目的として、実習、設計、製図の科目群（具

体的には、「機械工作実習 I」、「機械工作実習Ⅱ」、「機械設計 I」、「図形科学Ⅱ」、「空間表現

実習 I」）を履修する。 

数学科目（「複素関数論」、「フーリエ・ラプラス変換と偏微分方程式」）は学科必修科目を

学び理解する上で最低限必要の内容を厳選している。 

また、機械分野を専門とする人材に必要となる電気電子情報関連知識を習得させるため、

電気工学基礎および電子情報工学基礎を必修科目として配置する。 
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３年次：  

機械工学科としての専攻教育科目を中心に履修を進める。制御、データサイエンス科目な

ど応用的な科目を配置しつつも、実験、製図、設計、製作関連の機械技術者として必須の科

目群を同時に履修する。これらの科目としては、「弾性力学 A」、「弾性力学 B」、「機械力学

C」、「流体力学Ⅱ」、「伝熱学Ⅰ」、「伝熱学Ⅱ」、「燃焼学Ⅰ」、「燃焼学Ⅱ」、「システム制御 A」、

「システム制御 B」、「数値解析基礎」、「機械製作法Ⅰ」、「機械製作法Ⅱ」、「機械設計Ⅱ」、

「機械要素設計製図Ⅰ」、「機械要素設計製図Ⅱ」、「機械工学実験Ⅰ」、「機械工学実験Ⅱ」、

「データサイエンス応用」などが挙げられる。「データサイエンス応用」では、１年次に学

んだ情報系基礎科目の履修で修得した知識や能力を、機械工学で重要となる各種実験デー

タ、数値データの取り扱い方法（データ解析技術）に応用するための基礎を学ぶ。 

さらに、大学院への連携を念頭に置き、水素工学、生体工学、テクノロジー・マーケティ

ング、ロボティクス、精密加工・計測等に関連する応用的な科目および四力学に関しての高

度な内容の科目群を選択科目として配置し履修機会を与えることで、主体的に学ぶ姿勢と

実践的な問題解決能力を身に付けると同時に大学院への進学を促す。これらの科目として

は、「水素工学基礎」、「生体工学基礎」、「テクノロジー・マーケティング」、「ロボティクス

Ⅰ」、「ロボティクスⅡ」、「加工機器・精密測定法」、「機械要素Ⅰ」、「機械要素Ⅱ」、「連続体

の振動」、「機構学・振動制御」、「機械材料Ⅱ」、「熱エネルギー変換Ⅰ」、「内燃機関Ⅰ」、「内

燃機関Ⅱ」、「応用流体工学」などが挙げられる。 

 

４年次：  

１年次から３年次までの教育課程の履修を通じて修得した機械工学分野及び他の関連分

野の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、自ら課題を設定し仮説をもっ

てその解決を図る極めて重要な学習経験として卒業研究を実施する。これにより、実践的な

課題設定・仮説検証・問題解決能力を養成するとともに、表現能力、プレゼンテーション能

力を身に付ける。 

なお、機械工学科の卒業生のうち 80%を超える学生が修士課程へ進学する現状を鑑みる

と、学士・修士一貫型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育

課程の前半期における自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に

鍛え上げていくための重要な契機となる。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 86 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 



96 

 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 86 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（15 単位） 

 (c)学科・専攻科目（52 単位） 

 (d)卒業研究（６単位） 

 (e)その他 

   専攻教育科目中の選択科目から 10 単位以上修得する。 

 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

大学院工学府・機械工学専攻、水素エネルギーシステム専攻 

 

②教育の特色 

水素工学、生体工学、テクノロジー・マーケティング、ロボティクス、精密加工・計測等

に関連する応用的な科目および四力学に関しての高度な内容の科目群を選択科目として配

置し履修機会を与えることで、主体的に学ぶ姿勢と実践的な問題解決能力を身に付けると

同時に修士課程への接続を容易にしている。このように特徴のある選択科目を配置するこ

とによって機械工学専攻・水素エネルギーシステム専攻という異なる２専攻への接続を可

能としており、機械工学科から水素エネルギーシステム専攻への接続に際して教育上のギ

ャップが生じないよう注意している。 

機械工学専攻修士課程では、学士課程で履修した必修科目を基盤とし、より高度な機械工

学の学術や、周辺の応用分野での機械工学の発展を系統的に学べるように配慮している。機

械工学は、もっとも古い工学分野の一つであり、かつ現在もダイナミックに発展を続けてい

る。その機械工学の基礎から応用までを６年間かけて身に付け、社会に出て即戦力の指導的

な技術者として活躍できる素地を涵養する。 

水素エネルギーシステム専攻修士課程では、機械工学の基盤の上に、電気化学、機能材料

学、化学プロセス、安全工学などの基礎学理を修得し、水素エネルギーシステムの要素技術

とシステム全体について幅広い知識と研究開発力を身に付けた上で、エネルギー関連のイ

ノベーション牽引に必要な政策論やマネジメント論などの履修・理解によって、新たな基盤

技術を創出するとともに技術革新や社会変革を先導できる技術者として活躍できる素地を

涵養する。  
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７－７．航空宇宙工学科／Ⅲ群 

（１）航空工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

航空宇宙工学は、人類の活動領域拡大に必要な先進工学分野を開拓する学問

である。本学科では、力学を基礎とした工学理論や、航空宇宙機開発特有のシス

テム工学に関連する基礎学問を修得し、航空宇宙機の運用環境拡大によって生

ずる課題を発見・解決する能力および幅広い教養と総合性、国際性を身に付け

た技術者・研究者を組織的に養成するために、以下を教育目標としている。 

・航空宇宙工学の基本的学識を学修すること。 

・航空宇宙工学の基本的学識を総合して、統一的に機能するものにまとめ上げ

るために必要なシステム・インテグレーション能力を体得すること。 

・航空宇宙工学に特徴的な論理的思考を通して，問題発見・問題解決能力を会得

すること。 

・プロジェクト遂行に必要な能力を体得すること。 

・工学が社会の役に立つために能動的に行動できる能力を修得すること。 

・専門職にふさわしい，多様な職業背景に適用可能な能力を修得すること。 

・技術者・研究者に必要な一定の教養と倫理観および世界的視野を会得するこ

と。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris.

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

・International Engineering Alliance (2013), “Graduate Attributes and 

Professional Competencies.” 

(https://www.ieagreements.org/assets/Uploads/Documents/Policy/Gradua

te-Attributes-and-Professional-Competencies.pdf) 

・European Network for Accreditation of Engineering Education (ENAEE) 

(2015), “EUR-ACE Framework Standards and Guidelines.” 

(https://www.enaee.eu/wp-content/uploads/2018/11/EUR-ACE-

Framework-Standards-and-Guidelines-Mar-2015.pdf) 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』
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（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、現代物理学の基礎を理解し、そ

れを用いて種々の物理現象を説明できる。 

B-4. 航空宇宙工学に関わる種々の物理機構を系統的に説明できる。 

B-5. 制御工学、航空宇宙機運動学の基礎を理解し、航空宇宙機固有のダイナミ

クスを説明できる。 

B-6. 設計製図や工業材料の基礎的学識を修得し、航空宇宙機の設計開発の基本

を説明できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 航空宇宙工学に関わる種々の問題を適切にモデル化し、解析的または数

値的に処理できる。 

C-1-2. 実験装置と計測法を理解し、航空宇宙工学に関わる実験に適用できる。 

C-1-3. 航空宇宙工学の知識と論理的思考能力を航空宇宙機に関わる研究・開発

へ活用できる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 要素を統合したシステムの総合的評価により、システムを適正に機能さ

せられる。 

C-2-2. 航空宇宙工学に関わる実験や計算の結果を自分の考察に基づいて評価で

きる。 
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D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 航空宇宙工学の発展へ自ら寄与しようとする意欲を持つ。 

 

 

（２）航空工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-2）」を育成する。 
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【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期）  

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅲ群：機械系」では、この学科群共通教育を通して、機械系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、１年次に配置する「無機物質化学Ⅱ」

に加え「数理統計学」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「材料力

学Ⅰ」、「材料力学Ⅱ」、「工業力学」、「熱力学Ⅰ」、「流れ学Ⅰ」、「現代物理学入門」、

「工学概論」、「ベクトル解析と微分方程式」を必修科目とする。これらの授業科目を通して、

「知識・理解（B-3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次）  

航空宇宙工学は、最先端かつ極限的な技術を取り扱い、あらゆる基礎工学の粋を集めた総合

学問として、人類の可能性と夢を限りなく追求する学問であり、航空宇宙分野にとどまらない

広い応用範囲を持つという特色がある。そのため、航空宇宙工学科では、数学や力学といった

基礎科目の修得と並行して、航空宇宙機の運用環境拡大によって生ずる課題を見据えて設定さ

れた「航空宇宙工学設計実習」等の授業科目を通して自ら発見し、様々な人々との協議と協力

によって課題を解決する「主体的な学び・協働 (A-1,2,3)」の能力を培うこととしている。 

航空宇宙機開発においては、幅広い自然科学分野の基礎知識が必要とされるのはもちろん、

それらを実際のシステムへ結びつける各種応用力学とそれらを合理的に集積させるシステム

工学および情報科学も不可欠である。そこで、「航空流体力学」、「エネルギー変換基礎論」、

「弾性力学」などの基盤的授業科目に加えて「飛行力学」や「軌道力学」など航空宇宙工学独

自の実践的授業科目と情報処理系科目および設計製図科目を通して「知識・理解（B-

1,2,3,4,5,6）」の能力を深める。さらに、学年進行とともに深化する学科目の履修を通してよ

り精緻な数理モデルを構築して現象を演繹する能力を開発するとともに、人類の夢を追求する

人材の育成を目指し、「航空宇宙工学実験」等において「適用・分析（C-1-1,2,3）」、卒業研

究等において「評価・創造（C-2-1,2）」の能力を養う。 

また、大学院への接続も踏まえて、「工業マネジメント」、「航空工学特別講義」、「宇宙

工学特別講義」などの集中講義を産業界から招いた講師によって実施し、工学倫理科目等と併

せて社会に誇れる人材の「実践（D-1,2）」へと帰結させる。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 
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【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

航空宇宙工学科は、航空宇宙機の開発や運用の基礎となる自然科学分野の諸学理の理解

とシステム・インテグレーション能力の養成のための教育を行う。また、４年次に「応用飛

行制御論」を情報系科目として設定し、航空宇宙機に搭載された各種センサから得られる計

測データを用いた飛行状態の推定、コンピュータ制御の基礎となるディジタル制御など、一

般的抽象的な手法ではなく航空宇宙分野特有のデータ解析手法を学ぶことを通してデータ

サイエンスの基礎を修得させる。さらに 90%を超える学生が修士課程へ進学する現状に鑑

み、航空宇宙工学専攻との学部・修士一貫型教育を念頭において幅広い知識を融合させて人

類の未来に貢献する学生を輩出するカリキュラム編成とする。 

  

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部・共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 
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このほか、「無機物質化学Ⅱ」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育  

Ⅲ群（機械系）として以下の必修科目を配置している。 

材料力学 Iおよび材料力学Ⅱ 

工業力学 

熱力学 I 

流れ学 I 

現代物理学入門 

その他、数学科目については、Ⅲ群（機械系）の全学科に共通して重要な科目である「数

理統計学」や「ベクトル分析と微分方程式」を配置している。さらに、「工学概論」をⅢ群

（機械系）の各学科の教育研究内容が概観できるような科目として配置し、学生の 2年次秋

学期での学科選択に資するよう配慮している。これら以外に、Ⅲ群学生の視野を広げ幅広い

興味に応えることを目的として「原子力工学概論」、「応用量子物理学入門」をⅢ群（機械系）

選択科目として配置している。 

 

２年次（後期）：以降、学科・専攻教育 

数学・流体力学・材料力学・飛行力学などの科目を履修して課題解決を構想するために必

要な基礎的な知識・技能を身に付ける。また、機械系エンジニアとして重要となる電気電子

情報関連知識を修得することを目的として、「電気工学基礎」および「電子情報工学基礎」

を配置する。さらに図学および製図に関する科目（「図形科学Ⅱ」、「空間表現実習Ⅰ」）を履

修することで、ものづくりに関する実践的な学びを開始する。 

 

３年次：  

航空宇宙工学の専攻教育科目を中心に履修し、徐々に自分の取り組む課題を明確にして

いき、自らの力で課題を設定して、課題の解決方法を模索する能力を培う。人工衛星工学・

ロケット工学・ジェットエンジン工学など具体的対象を設定した科目を履修するのはその

ためである。春・夏学期には設計製図の基礎に関する科目（「基礎設計製図」）を必修科目と

して設定し、引き続いて秋・冬学期には実践的な設計実習（「航空宇宙工学設計実習」）を履

修することで航空宇宙に関わるエンジニアとしての基礎力を身に付ける。 

   

４年次： 

３年次までの専攻教育科目で修得した知識を現実と結びつけるために春・夏学期に「航空

宇宙工学実験」および「航空宇宙機設計論」を実施する。また、データサイエンスを航空宇

宙工学へ応用する科目として「応用飛行制御論」を開講する。 

１年次から３年次までの教育課程の履修を通じて修得した航空宇宙工学分野及び他の関

連分野の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、自ら課題を設定し仮説を

もってその解決を図る極めて重要な学習経験として卒業研究を通年で実施する。これによ

り、実践的な問題解決能力とともに表現能力やプレゼンテーション能力を身に付ける。なお、
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本学科の卒業生のうち 90%を超える学生が修士課程へ進学する現状を鑑みると、学士・修

士一貫型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半

期における自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げて

いくための重要な契機となる 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 86.5 単位以上を修得し、135 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 86.5 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（15 単位） 

 (c)学科・専攻科目（36.5 単位） 

 (d)卒業研究（６単位） 

 (e)その他 

  専攻教育科目中の選択科目から 26 単位以上修得する。 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

大学院工学府・航空宇宙工学専攻 

 

②学科（学士課程）→専攻（修士課程）の接続の特長 

研究を通した教育によって学部４年と修士２年を連結した６年一貫型教育を行うことで、

航空宇宙工学に必要な幅広い基礎学問の知識をもとに、卒業後に自ら学習（アクティブ・ラ

ーニング）して、専門性を継続的に高められる人材の養成を目指す。従来は学部で力学を基

礎とした工学的知識基盤の教育を行い、修士課程でこれらを発展させた高等専門科目の教

育を行っていたが、急速な社会の変化や進展著しい科学技術に対応するためには、そのよう

な旧来の教育では対応できない自主性と専門性の涵養が求められている。特に航空宇宙工

学は航空機および宇宙機という特定の対象を有していることから、それら具体的対象に関
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連して実効的かつ実践的に人材を育成するために、基礎的な工学教育と応用的な先端研究

を融合的に実施すべく、航空宇宙工学科と航空宇宙工学専攻における６年一貫型教育を行

う。 
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７－８．量子物理工学科／Ⅲ群 

（１）量子物理工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

量子物理工学は、真理の追求と最先端の物理学の工学への応用という観点の

もとに、ミクロからマクロにわたる視野で物理現象を理解し、現代社会の問題

解決と持続可能な社会の構築を探求する学問である。本学科では、応用物理学、

量子科学、原子核工学等に係る基礎的学問の深い理解をもとに、新しい量子現

象の観察やその応用、量子ビームに関わる技術の深化や医療・生命分野等多方

面への応用、新規な材料の開発、エネルギー開発、環境保全等の分野において、

世界的に活躍できる研究者・技術者の育成を組織的に養成するために、以下を

教育目標としている。 

・真理の追求と最先端の物理科学の工学への応用を目指し，主体的かつ創造的

な視野と能力を身に付けること。 

・個々の専門分野で高度の専門性を持ち，同時に理工系全般にわたる学問的素

養を幅広く身につけた，総合的・複眼的観点から大胆かつ柔軟に発想する想

像力を身に付けること。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris.

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

・International Engineering Alliance (2013), “Graduate Attributes and 

Professional Competencies.” 

(https://www.ieagreements.org/assets/Uploads/Documents/Policy/Gradua

te-Attributes-and-Professional-Competencies.pdf) 

・European Network for Accreditation of Engineering Education (ENAEE) 

(2015), “EUR-ACE Framework Standards and Guidelines.” 

(https://www.enaee.eu/wp-content/uploads/2018/11/EUR-ACE-

Framework-Standards-and-Guidelines-Mar-2015.pdf) 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度

〜）』（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度
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〜）』（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 材料力学、機械力学、熱力学、流体力学、現代物理学の基礎を理解し、そ

れを用いて種々の物理現象を説明できる。 

B-4. 古典力学，電磁気学の基礎法則より、多様な力学的現象および電磁現象を

説明できる。 

B-5. 物質のマクロな状態変化を熱力学、輸送論により説明できる。 

B-6. ミクロの世界の物理的および化学的現象を量子力学に基づいて説明でき

る。 

B-7. 統計力学的手法を用いて、微視的描像から巨視的な体系の性質・挙動を説

明できる。 

B-8. 理工学分野の多様で複雑な現象を複数の基礎学問的見地から分析できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1 数式を解析的または数値的に処理できる。 

C-1-2 物理現象を数学的にモデル化し、適切に記述できる。 

C-1-3 物理、化学分野の実験装置を正しく安全に操作することができる。 

C-1-4 実験や計算の結果を客観的に分析し、自分の考えを正確に表現できる。 

C-1-5 広い基礎知識と総合的洞察力を技術開発、研究へ活用できる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1 広い知識を統合的に把握する能力を身に付ける。 

C-2-2 自然科学の方法と論理的思考力を身に付ける。 
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C-2-3 表現能力（自分の意見を明瞭に述べる能力）とコミュニケーション能力

（討論能力，他分野を理解する能力，語学）を鍛え、広く世界と交流する視点を

養う。 

C-2-4 科学技術と社会のかかわりの問題を専門分野の学修を通して理解する

能力を身に付ける。 

C-2-5 問題の中身を良く吟味し、それを解決するための方法を提示し、実行で

きる能力を身に付ける。 

 

D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2 自ら進んで問題に取り組む積極性を持つ。 

D-3 周りとの協力を進めながら問題解決へ努力する協調性を備える。 

D-4 問題解決にあたり様々なアプローチの可能性を考える。 

D-5 エネルギー問題や環境問題など、地球規模の問題の解決へ自ら寄与しよ

うとする意欲を持つ。 

 

（２）量子物理工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・
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ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

「Ⅲ群：機械系」では、この学科群共通教育を通して、機械系工学の諸問題に関する関心の

裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のための土台を築く。

具体的には、基幹教育科目（学科群指定科目）として、１年次に配置する「無機物質化学Ⅱ」

に加え「数理統計学」を必修科目とする。また、学科群共通・専攻教育科目として、「材料力

学Ⅰ」、「材料力学Ⅱ」、「工業力学」、「熱力学Ⅰ」、「流れ学Ⅰ」、「現代物理学入門」、

「工学概論」、「ベクトル解析と微分方程式」を必修科目とする。これらの授業科目を通して、

「知識・理解（B-3）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次） 

１年次から２年次夏学期までの学修を踏まえて、２年次秋学期からは講義、演習、実験、実

習・実技型の教育形態を効率的に利用した専門基礎科目及び専門科目の履修を通して、「知識・

理解、能力、実践（B，C，D）」を育成する。 

 そのうえで、学科の必修科目、選択科目、大学院連携科目を通して以下の通り、学修目標の

達成に向けた学修を進める。 

 まず物理現象を理解するための基礎となる力学、電磁気学を履修した後、ミクロな現象を理

解するうえで基軸的な学問となる量子力学、統計力学、原子核物理学等の科目、物理現象の数

学的な記述・理解に必要な微分方程式や複素関数等に関する科目の履修を通じて「知識・理解

（B-1,2,3,4,5,6,7,8）」を育成する。 

 さらに、いずれもミクロな現象を扱う物理学の工学的応用に関わる固体物理学やそれに関連

する科目、原子力・核融合システムに関する科目、量子線の学理や計測技術、さらにはデータ

解析に関する科目を履修することにより「適用・分析能力（C-1）」、「創造・評価能力（C-

2）」を育成する。 

 また、大学院への接続も踏まえて、量子科学に関する最先端の技術開発の理解を深めるため

に、学外・産業界から招聘した講師による特別講義により、「実践（D-1､2､3､4､5）」を育成
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する。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

量子物理工学科では、量子物理工学専攻修士課程を含めた６年一貫型カリキュラムの構

築を意図して、学部では基礎的な知識の修得を重点とし、修士課程での高度・専門的な科目

の履修となるようにカリキュラムを構成している。 

１年及び２年夏学期までは、機械工学科、宇宙航行工学科及び融合基礎工学科の機械系学

生とともに第Ⅲ群（機械系）に所属し教育を行う。第Ⅲ群（機械系）の全学科に共通する教

育の考え方として、数式を通した実現象の理解およびその現象と具体的な「もの」との関係

の把握があげられる。２年次第春学期および夏学期に配置している学科群共通の必修およ

び選択科目はそのような視点から厳選されたものである。 

２年夏学期終了後に量子物理工学科に進学した学生は、まず基礎的な科目として力学、電

磁気学、量子力学、統計力学についての講義・演習等を履修し、量子物理工学及び応用量子
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科学に必要な知識の修得を図る。その後、これらのミクロな物理現象の工学応用に関わる学

問として、固体物理学やそれに関連する科目、原子力・核融合システムに関する科目、量子

線の学理や計測技術に関する科目を履修し、自らの専門とする分野を選択する。 

また、これからの研究に必要な知識として、データ解析についての科目を設けている。測

定値から真値と誤差を推測するための誤差論、統計解析（分散、相関、分布関数、高次モー

メントなど）、フーリエ・ラプラス変換と高速フーリエ変換、カーブフィッティング、画像

解析等を、数値データから得る手法について履修し、また、それらの解析結果からどのよう

な知見を得ることができるかについても学び、データサイエンスについての知見を得る。 

４年次には卒業研究を行うことにより、選択した分野のより深い理解を図るとともに、修

士課程でより高度・専門的な知識の取得や研究に取り組めるようにしている。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、「無機物質化学Ⅱ」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育  

Ⅲ群（機械系）として以下の必修科目を配置している。 

材料力学 Iおよび材料力学Ⅱ 

工業力学 

熱力学 I 

流れ学 I 

現代物理学入門 

その他、数学科目については、Ⅲ群（機械系）の全学科に共通して重要な科目である「数

理統計学」や「ベクトル分析と微分方程式」を配置している。さらに、「工学概論」をⅢ群

（機械系）の各学科の教育研究内容が概観できるような科目として配置し、学生の２年次秋

学期での学科選択に資するよう配慮している。これら以外に、Ⅲ群学生の視野を広げ幅広い

興味に応えることを目的として「原子力工学概論」、「応用量子物理学入門」をⅢ群（機械系）

選択科目として配置している。 
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２年次（後期）：以降、学科・専攻教育 

科学技術一般の基礎となる知識を踏まえて、量子物理工学を学ぶ上で必要となる専攻教

育科目を履修し、深い専門分野の学びを開始する。本学科で対象とするミクロな現象の理解

の基礎となる科目を履修し、量子物理工学の基礎となる分野について学ぶ。 

まずは、力学、電磁気学等の履修を通して、古典的学問の深い理解とそれらを使いこなす

能力を醸成・強化し、高年次に展開する専門教育に備える。また、「原子核物理学入門」、「量

子線物理計測」、「電気・電子回路」の科目を選択科目として履修することにより、原子核の

構造や放射線計測に関する知識を修得し、３年以降に履修する科目の基礎となる知識を修

得する。さらに、「連続体力学」を履修することにより、ベクトル、テンソルといった、物

理現象を理解するうえで欠かせない数学上の概念の理解を深める。 

このほか、「量子物理工学演習Ⅰ」（必修）では、力学、電磁気学に関する演習を履修し、

講義と併せてこれらの科目のより深い理解を目指す。「情報処理概論」（必修）では、プログ

ラミングについて履修することにより数値計算についての技術を学び、将来の研究に必要

な基礎知識を学ぶ。併せて、量子物理工学に関する基礎的な理解や実験手法の修得、講義で

学んだ内容の実践を目指して、「創造科学工学基礎実験」を履修する。 

 

３年次： 

専攻教育科目を幅広く履修することにより、それぞれの分野についてより深い知識を修

得するとともに自らの専門とすべき分野を明らかにしていく。 

量子物理工学科において基礎となる量子力学、統計力学、固体物理学、原子核物理学、物

理化学、輸送現象論について履修し、量子力学や応用物理学及びそれらに関連する分野の専

門知識を身に付ける。特に量子力学と統計力学については「量子物理工学演習Ⅱ」において

これらに関する演習を行い、深い知識を修得する。 

さらに、「原子炉物理学」、「プラズマ理工学」、「原子炉熱流動工学」、「放射化学」、「応用

光学」、「ビーム工学」、「ソフトマター物理学」、「材料科学概論」等の専攻科目を選択・履修

し、ミクロな物理学の応用の分野についての知識を修得するとともに、自らの進むべき分野

を明確にする。また、これらの分野に関する実験科目として「量子物理工学実験」を履修し、

量子物理工学科がカバーする分野についてより深く理解する。 

 

４年次： 

卒業研究により修得した知識の統合と課題解決、コミュニケーション、プレゼンテーショ

ンについての能力の取得を目指す。卒業研究を実施することにより、ある分野での課題の明

確化とその意義、課題解決のための方法の探求と実践を行うことにより課題解決のための

能力を涵養する。 

卒業研究では与えられた課題について、これまで学んだ内容や課題についての調査研究

により内容を理解し解決のための方法を明らかにしていく。この結果に基づき課題解決の

ための調査研究を行いその成果を卒業論文としてまとめる。卒業研究の実施においては指

導教員による個別指導と議論を通じて内容の理解を図るとともにコミュニケーション能力
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の向上を目指す。また、中間発表を学科全体で行うことにより、研究の取りまとめやプレゼ

ンテーション能力の向上を図ることにより、技術者・研究者として必要な資質を育んでいく。 

このほか、専攻科目としての講義を履修することでより高度な知識を修得する。 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 45.5 単位以上、専攻教育科目から 87 単位以上を修得し、132.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 45.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（20 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 87 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（15 単位） 

 (c)学科・専攻科目（31 単位） 

 (d)卒業研究（８単位） 

 (e)その他 

  専攻教育科目中の選択科目から 30 単位以上修得 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院工学府・量子物理工学専攻 

 

②教育の特色 

量子物理工学科では、工学に関する基礎知識・応用力の修得と、専門領域である「原子力・

放射線分野」及び「応用物理学分野」に関する学問の基礎を身に付けることを目指している。

そのため、学士課程での科目は数学、物理学の基礎的分野を中心としている。必修科目には、

量子力学や統計力学など、現代物理学の基軸となる学問が含まれる。 

原子力・放射線分野については「原子炉物理学」、「原子炉熱流動工学」、「核融合概論」等

の導入的な科目を開講している。 

 応用物理学分野においては、「固体物理学」、「材料科学概論」、「応用光学」、「ソフトマタ

ー物理学」等の科目を開講している。 
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 量子物理工学専攻では、学士課程で学んだ基礎的な内容を基により専門的な内容を深く

学べるよう、原子力・放射線分野や応用物理学分野にわたる幅広い科目を開講している。こ

れらはすべて選択科目として開講している。 

 それぞれの専門に応じて「原子力システム工学」、「核燃料サイクル工学」、「原子力安全工

学」、「不定比材料工学」、「素粒子原子核概論」、「量子ビーム科学」、「固体電子論」、「有機物

理工学」、「物性実験物理学」等幅広い科目を開講している。学生は、自らの専門性を深める

ためこれらの科目から自らの興味と専門とする分野を考慮して履修する。併せて、他専攻で

開講されている異分野科目を履修し、自らの知見の幅を広げることができるようにしてい

る。 
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７－９．船舶海洋工学科／Ⅳ群 

（１）船舶海洋工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

船舶海洋工学は、船舶による海上交通や海洋輸送の活用、海洋に存在する再生

可能エネルギーや鉱物資源の開発等、海洋環境の保全を図りつつ海洋の持続的

な開発および利用を可能とする技術の発展を追求する学問であると同時に、異

なる研究分野の間に共通する概念・手法・構造を抽出することで分野間の知の

互換性を確立し、普遍的な知の体系を作り上げる「知の統合」を生み出す総合工

学の一つの分野でもある。 

船舶海洋工学科では、自然法則の基礎理論を理解し、グローバルな価値観に基

づき海洋と人類の共生に貢献することを目的として、造船技術の継承・発展を

図る能力、ならびに持続的な海洋開発を担い得る総合工学的な広い視野を持っ

た技術者・研究者を育成することを教育目標とする。 

・ 自然科学の基礎的な理論や概念を理解したうえで、専門となる船舶海洋工

学分野の知識と技能を身に付けること。 

・ グローバルな価値観を持って造船技術の継承・発展を図る能力を修得する

こと。 

・ 持続的な海洋開発を担い得る広い視野を持った技術者、研究者になり得る

こと。 

・ 普遍的な知の体系を作り上げる「知の統合」を成し遂げるための基礎的素

養を有する人材になり得ること。 

本プログラムを修了した学生は、以下のようなことが期待される。 

・ 船舶海洋工学に関する専門知識と総合能力を身に付けること。 

・ 国内外において、船舶建造および海洋開発に関する事業を展開する民間企

業、船級協会、官公庁や公的研究機関等の技術者および研究者として責任

ある役割を担うこと。 

参照基準 ・ OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education 

Working Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris. 

・ International Engineering Alliance (2013), “Graduate Attributes and 

Professional Competencies.” 
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・ European Network for Accreditation of Engineering Education 

(ENAEE) (2015), “EUR-ACE Framework Standards and Guidelines.” 

・ 日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度

〜）』（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・ 日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度

〜）』（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

・ The Royal Institution of Naval Architects (RINA) (2015), “Guidance on 

the Accreditation of Graduate Training Programmes Leading to 

Corporate Membership (MRINA) and Registration (CEng).” 

到達目標 A．主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力、及び討議力を持って広く世界と交流し、効

率的に情報を発信、吸収できる。 

 

B．知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 総合工学の基礎となる数学を理解し、自然科学分野の理論や概念を説明で

きる。 

B-4. 総合工学の基礎となる物理・化学・地学・生物学の概念を理解し、基本と

なる理論に基づき、自然科学における現象を説明できる。 

B-5. 総合工学で必要とする力学の基礎について理解し、説明できる。 

B-6. 船舶海洋工学を理解する上で必要な電気・電子工学、機械工学の基礎知識

について説明できる。 

B-7. 船舶海洋工学に関する諸定義、諸計算法を説明できる。 

B-8. 船舶計算法、流体力学、力学の知識に基づいて、船舶や海洋構造物の復原

性能、運動性能、推進性能について説明できる。 

B-9. 材料力学、弾性力学、塑性力学、構造力学、力学の知識に基づいて、船舶

や海洋構造物の強度、構造設計および振動について説明できる。 

B-10. 船舶海洋工学に関する基本的な知識に基づいて、船舶や海洋構造物の基

本計画・設計について説明できる。 

B-11. 船舶や海洋構造物の運動制御、最適設計について説明できる。 
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C. 能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 力学的な現象（物体の運動・変形・破壊）のメカニズムを論理的に把握

し、解析できる。 

C-1-2. 地球環境に関わる様々な事象・問題を科学的原理に基づいて解析できる。 

C-1-3. 数学、力学（材料、構造および流体力学等の応用力学を含む）を実問題

に応用することができる。 

C-1-4. 船舶海洋工学に関する分野固有の理論や技術を実問題に応用することが

できる。 

C-1-5. 情報処理技術を用いてデータ解析や数値解析を行うことができる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 実験等を計画・遂行し、結果の解析を通じて物理現象を工学的に考察す

ることができる。 

C-2-2. 総合工学的な視点から海洋利用技術の計画・設計に必要な技術や考慮す

べき環境条件等について考察することができる。 

 

D．実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 与えられた課題に対して自ら解決の方法を考えて遂行する能力を身に付

ける。 

D-3. 自発的に未知の課題を発掘する能力を身に付ける。 

D-4. 未解決問題に対するアプローチの方法を理解したうえで、他人に対して結

果を説明し、議論を行う素養を身に付ける。 

 

（２）船舶海洋工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 
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〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プロ

グラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・もの

の考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

 「Ⅳ群：総合工学系」では、この学科群共通教育を通して、地球環境に係る総合工学の諸問

題に関する関心の裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のた

めの土台を築く。 

学科群共通教育科目としては、以下の２つのカテゴリーの必修科目を設けている。 

１）基幹教育科目（学科群指定科目）（理系ディシプリン科目）：「数理統計学」、「力学基

礎演習」 

２）学科群共通・専攻教育科目：「地球環境総合工学」、「固体力学」、「常微分方程式とラ

プラス変換」、「フーリエ変換と偏微分方程式」、「複素関数論」 

これらの科目を通して、Ⅳ群共通の学修目標「知識・理解（B-3～B-5）」及び「適用・分析

（C-1-1～C-1-2）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次） 

船舶海洋工学科では、自然法則の基礎理論を理解し、グローバルな価値観に基づき海洋と人

類の共生に貢献することを目的として、造船技術の継承・発展を図る能力、ならびに持続的な

海洋開発を担い得る総合工学的な広い視野を持った研究者や技術者の人材育成を目的として、
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「数学」、「力学（材料力学、流体力学などの応用力学を含む）」、PBL（Problem-Based Learning）

的な性質を有する「製図」を三本柱としつつ、船舶海洋工学は普遍的な知の体系を作り上げる

「知の統合」を生み出す学問分野である総合工学の一つであることを考慮し、幅広い自然科学

系科目を中心に構成されたカリキュラムを用意する。 

船舶海洋工学に関する基礎的な諸定義、諸計算法に関する知識を養う「船舶設計」、「海洋

環境情報学」、「海洋機器工学」、「舶用機関」、力学、船舶算法、流体力学の知識に基づい

て船舶や海洋構造物の復原性能、運動性能、推進性能についての説明・諸計算ができる知識を

養う「船舶算法および同演習」、「船舶復原性および同演習」、「流体力学第一および同演習」、

「流体力学第二および同演習」、「船舶海洋流体力学第一」、「船舶海洋流体力学第二」、力

学、材料力学、弾性力学、塑性力学、構造力学、材料学の知識に基づいて船舶や海洋構造物の

構造設計についての説明・諸計算ができる知識を養う「材料力学および同演習」、「構造力学

第一および同演習」、「構造力学第二および同演習」、「弾性力学」、「船舶海洋構造力学」、

「材料加工学」、「材料強度学」、「船舶海洋振動学第一」、「船舶海洋振動学第二」、上記

の科目によって養われた知識に基づき船舶や海洋構造物の基本計画・設計ができる知識を養う

「空間表現実習」、「船舶設計」、「機能設計工学」、「環境設計工学」、「船舶海洋製図第

一」、「船舶海洋製図第二」、船舶や海洋構造物の運動制御、性能や構造の最適化を可能にす

る知識を養う「船舶運動論」、「自動制御工学」、「システム設計工学」、「運動制御工学」、

さらには、船舶海洋工学を理解する上で必要な電気・電子工学、機械工学の基礎知識を養う「電

子情報工学基礎Ⅰ」、「電子情報工学基礎Ⅱ」、「電気工学基礎Ⅰ」、「電気工学基礎Ⅱ」、

「機械工学大意第一」等により「知識・理解（B-6～11）」を育成する。 

「材料力学」、「構造力学」、「船舶算法」、「船舶復原性」、「流体力学」、さらにはそ

の演習科目を通して、数学や基礎力学、応用力学（材料力学、構造力学、流体力学など）を船

舶海洋工学分野の実問題に応用する能力を養う。また、「船舶海洋構造力学」、「船舶海洋流

体力学第一・第二」、「船舶海洋振動学第一・第二」ならびに「船舶海洋工学特別講義第一～

第三」を通して、船舶海洋工学分野における固有の理論や技術を実問題に応用する能力も養う。

加えて、情報処理技術を用いたデータ解析や数値解析を行うための科目も用意し、これらを通

して「適用・分析（C-1-3～5）」の能力を養う。 

船舶や海洋構造物の性能や強度に関しては、小型あるいは簡易的な模型に基づく実験を通し

て現象を把握する場合も多いため、前の段落までに示した全ての科目の履修と実験科目である

「船舶海洋工学実験」を通して、実験等を計画・遂行するとともに結果を工学的に考察する能

力を養う。また、PBL（Problem-Based Learning）的な性質を有する「船舶海洋製図第一・

第二」や約 1 年をかけて研究課題に取り組む「船舶海洋工学卒業研究」では、各科目の履修に

より修得した知識・能力を体系化するとともに、海洋利用技術の計画・設計に必要な技術や考

慮すべき条件等について考察する能力を育成する。これら科目により「創造・評価（C-2-1, 2）」

ができる能力を身に付ける。 

一方で、「機能設計工学」、「システム設計工学」、「工業マネージメント」といった科目

では、社会的・工学的な課題を探し出し、これを解決する方法を見つけ出す能力を養う。また、

「船舶海洋製図第一・第二」や「船舶海洋工学卒業研究」を通して、正しく説明を行って他の
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技術者と議論する能力を育成し、得られた知識や能力を社会で「実践（D-2～4）」できる人物

を育てる。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士６年一貫型教育の学士

課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを

振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とす

る。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士６年一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能

力の統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待され

る。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

船舶海洋工学科では、異なる研究分野の間に共通する概念・手法・構造を抽出することで分野

間の知の互換性を確立し、普遍的な知の体系を作り上げる「知の統合」を生み出す「総合工学」

の一つである船舶海洋工学を学ぶことで、海上輸送や海洋開発に対する考え方や技術を身につ

ける身に付ける。そのために、数学、力学（材料力学、流体力学などの応用力学を含む）科目等

を通して知識の修得を行うとともに、実現象における知識の位置付けやそれらを応用する方法、

さらにはこれらを統合していく方法を学ぶ。中でも特徴的な科目は「船舶海洋製図第一・第二」

であり、それまでに実施された科目で得られた知識に基づいて、性能・構造の両面から船舶の計
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画・設計・評価を行うことで、問題設定・解決・評価能力を養うとともに、普遍的な知の体系を

作り上げる「知の統合」を生み出す総合工学の考え方を身に付ける。 

また近年では、船舶海洋工学の分野でも、波や風などの海象状態や船舶の速度や運動、燃料消

費量などの運航状態を記録した莫大なビックデータを活用して、船舶や海洋構造物のより高度

な設計やオペレーションを行う試みが始まっている。さらには、数値シミュレーションに基づい

て、船舶や海洋構造物を周囲の環境も含めてサイバー空間内に再現するデジタルツイン技術も、

船舶海洋工学分野の新たなトピックスのひとつとなっている。このような情報を基盤とした新

しい工学の流れに対応出来るように、「データサイエンス序論」で情報処理の基礎知識を修得す

るとともに、「情報処理概論」や「計算工学演習第一・第二」でのプログラミング技術の修得、

「システム設計工学」での情報技術を基盤にしたより高度な設計手法の知識修得、さらには、「構

造解析演習」でのシミュレーション技術の知識の修得など、幅広い情報科学の知識の修得を目指

す。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、「力学基礎演習」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

Ⅳ群共通の基幹教育ならびに専攻教育科目を中心に履修する。物理、化学、生物、地学系

の基幹教育科目をバランスよく履修し、総合工学として幅広い自然科学基礎知識を養う。総

合工学として取り扱う物理現象を表現するために必要な数学科目である「常微分方程式と

ラプラス変換」「複素関数論」を専攻教育科目として履修し、後の専攻教育科目を理解する

ための基礎を培う。また、統計に関する数学については、基幹教育科目として「数理統計学」

を履修する。さらに地球環境工学に関する「工学概論」と、物体の変形挙動を把握する「固

体力学」についても専攻教育科目として履修し、Ⅳ群に共通する必要知識を修得する。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目を中心に船舶海洋工学で必要な基礎科目である「船舶算法および同演習」を

履修する。春夏学期に引き続き、数学科目については学科群共通の専攻基礎科目として「フ

ーリエ変換と偏微分方程式」を履修し、物理現象の表現に必要な数学知識を培う。また、船

舶海洋工学の基礎となる復原性計算、材料力学、流体力学について、演習を含めた科目であ
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る「船舶復原性および同演習」「流体力学第一および同演習」、「材料力学および同演習」で

学ぶ。さらに、船舶設計に必要な基礎知識、大型構造物に使用される鉄鋼材料とその加工に

関する基礎知識、数学に基づく制御手法に関する基礎知識等を「船舶設計」、「自動制御工

学」、「材料加工学」の履修により修得する。 

 

３年次： 

専攻教育科目を中心に、２年次までに履修した科目の応用科目、総合工学として必要なシ

ステム系科目、さらには船舶海洋工学科の特徴科目である製図等を履修する。２年次までに

履修した材料力学を発展させた科目として「弾性力学」、「構造力学第一・第二および同演習」

や「船舶海洋振動学第一・第二」を学ぶ。また、流体力学を基礎とする科目として「船舶海

洋流体力学第一・第二」や「船舶運動論」、「運動制御工学」を履修する。材料科学もより構

造強度健全性評価に重きをおいた科目である「船舶海洋構造力学」、「材料強度学」へと発展

する。さらに、プログラミング技術の修得を目的とした「計算工学演習第一」、「情報処理概

論」や情報技術を基盤にしたより高度な設計手法の知識の修得を目的とした「システム設計

工学」、海洋工学・海洋環境に関する基礎的な知識の修得を図る「海洋機器工学」や「海洋

環境情報学」も３年次から履修する。 

船舶海洋工学科では PBL教育に相当する「船舶海洋製図第一・第二」を最も特徴的な科目

として位置付けている。２年次後期から３年次にかけて履修する専攻教育科目から得た知

識に基づいて学生各自が船舶の使用目的や要求仕様を自身で設定し、船舶の基本設計（船種、

主要寸法、船型等の決定）を行う。さらに船型設計の基礎となる線図の描画や、排水量等曲

線図と復原力曲線の作成に必要な各種計算の実施、また一般配置図と船体中央横断面図の

描画後に行う強度計算の実行を通じて、性能・構造の両面から船舶の計画・設計・評価を行

い、問題設定・解決・評価能力を養う。 

 

４年次： 

応用的あるいは概論的な専攻教育科目を中心に履修するとともに、実験科目と卒業研究

を実施する。具体的な工学的問題を解くための「計算工学演習第二」と「構造解析演習」を

履修する。また、実験科目である「船舶海洋工学実験」を履修して、これまでに得た知識を

実現象の中で確認・使用することを学ぶ。さらに、学科を構成する教員ではカバーできない

船舶海洋工学に関連する内容について、学外の専門家を講師として招聘した集中講義「船舶

海洋工学特別講義第一・第二・第三」を開講し、知識を補てんする。最後に、４年間の総括

として「船舶海洋工学卒業研究」を実施して、製図科目より高度な問題設定・解決・評価能

力を培うとともに、表現能力やプレゼンテーション能力も身に付ける。 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 49.5 単位以上、専攻教育科目から 85.5 単位以上を修得し、135 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 49.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 
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 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（24 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 85.5 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（12 単位） 

 (c)学科・専攻科目（必修）（54.5 単位） 

 (d)学科専攻科目（選択）（10 単位以上） 

(e)卒業研究（６単位） 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

大学院工学府・船舶海洋工学専攻 

 

②教育の特色 

船舶海洋工学科（学士課程）と船舶海洋工学専攻（修士課程）は、異なる研究分野の間に

共通する概念・手法・構造を抽出することで分野間の知の互換性を確立し、普遍的な知の体

系を作り上げる「知の統合」を生み出す「総合工学」の一つである船舶海洋工学を主体的に

学ぶために６年一貫型カリキュラムによる教育を行う。 

船舶海洋工学科（学士課程）では、海上輸送や海洋開発に対する考え方や技術を身に付け

ることを目的として、修得した知識の実現象における位置付けやそれらを応用する方法、ま

たこれらを統合していく方法を学ぶ。さらに、３年次の授業科目「船舶海洋製図第一・第二」

では、他の科目で修得した知識に基づいて性能・構造の両面から船舶の計画・設計・評価を

行うことで、問題設定・解決・評価能力を養うとともに、総合工学の考え方を身に付ける。 

６年一貫型教育により、船舶海洋工学専攻（修士課程）では、船舶海洋工学に関連する国

内外の企業等で重要な役割を担う技術者・研究者としての素養を身に付けるべく、学部４年

間で学んだ船舶海洋工学の内容をさらに発展させた高度な技術に対する知識や、より先端

的な知識を修得する。さらに、修士論文研究や演習・講究科目を通して、現実の船舶海洋工

学における複雑な問題を解決できるより高度な総合工学の考え方を学ぶ。 

以上述べたように、船舶海洋工学科（学士課程）と船舶海洋工学専攻（修士課程）では、

「総合工学」の一つである船舶海洋工学の教育を通じて、周囲を海洋で囲まれた我が国にお

いて、造船技術の継承・発展を図る能力と持続的な海洋開発を担い得る総合工学的な広い視

野を持った技術者・研究者の育成を目的としている。  
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７－１０．地球資源システム工学科／Ⅳ群 

（１）地球資源システム工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

地球資源システム工学は、あらゆる産業活動の基盤と社会生活を支えるエネ

ルギー資源と鉱物資源の持続可能な環境適応型の探査・開発・生産技術、さらに

資源循環・防災に関する独創的な技術の創生を目指す学問である。本学科では、

国際的に展開される地下資源の探査・開発・供給、国内外における自然災害の防

止技術の開発や地球環境への負荷を軽減する諸技術の開発を担う 21 世紀の地

球資源システム工学に関する、地球規模での発想能力と創造力を兼ね備えた研

究者・技術者を育成することを教育目標とする。 

・ エネルギー資源・鉱物資源の探査から開発・利用までの地下資源に関わる専

門基礎知識を獲得し、かつ理解すること。 

・ エネルギー資源と鉱物資源の探査・開発生産・利用・循環、さらに環境修復・

地殻防災・地球環境保全技術など新たな観点に立脚した価値観と技術力を身

に付けること。 

・ 国際的に展開される地下資源の開発と供給、自然災害の防止技術の開発や地

球環境への負荷を軽減する諸技術の開発を担う 21 世紀の地球システム工

学エンジニアとしての感受性を発達させること。 

・ 地球システムに関する専門基礎知識と、様々な事象に対する理解力と説明能

力を備えるとともに、地球規模での発想力と行動力を備えた人材を育成する

こと。 

参照基準 OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris. 

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 
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学修目標 Ａ．主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

Ｂ．知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 総合工学の基礎となる数学を理解し、自然科学分野の理論や概念を説明で

きる。 

B-4. 総合工学の基礎となる物理・化学・地学・生物学の概念を理解し、基本と

なる理論に基づき、自然科学における現象を説明できる。 

B-5. 総合工学で必要とする力学の基礎について理解し、説明できる。 

 

C-1 適用・分析 

C-1-1. 力学的な現象（物体の運動・変形・破壊）のメカニズムを論理的に把握

し、解析できる。 

C-1-2. 地球環境に関わる様々な事象・問題を科学的原理に基づいて解析できる。 

C-1-3 地球工学およびエネルギー資源工学に関わる専門的内容を説明するこ

とができる。 

C-1-4 資源システム工学に関わる専門的内容を説明ですることができる。 

C-1-5  地球資源システム工学に関する演習や実験の結果を分析し、論理立てて

自分の考えを表現することができる。 

C-1-6  地球資源システム工学に関する専門基礎知識と、様々な事象に対する現

象を理解し、説明することができる。 

C-2 創造・評価 

C-2-1 地球工学およびエネルギー資源工学に関わる現象を理論に基づいて分

析し、実問題に応用することができる。 

C-2-2  資源システム工学に関わる現象を理論に基づいて分析し、実問題に応用

することができる。 

C-2-3 地球資源システム工学に関する諸現象のメカニズムを総合的理解し、科

学的に分析することができる。 
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Ｄ．実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2  科学的技術社会に潜む諸問題を発見し、合理的に解決できる。 

D-3 地球資源システム工学を含めた自然科学の方法をベースにして論理的思

考ができる。 

D-4 論理的思考を駆使して新たな科学技術を体系的に把握できる。 

D-5 地球資源システム工学に関連して、論理的思考能力を基礎に技術開発およ

び研究分野へ活用し、自分の能力を社会還元できる。 

 

（２）地球資源システム工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 
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工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログ

ラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・ものの

考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

 「Ⅳ群：総合工学系」では、この学科群共通教育を通して、地球環境に係る総合工学の諸問

題に関する関心の裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士一貫型専攻教育のた

めの土台を築く。 

学科群共通教育科目としては、以下の２つのカテゴリーの必修科目を設けている。 

１）基幹教育科目（学科群指定科目）（理系ディシプリン科目）：「数理統計学」、「力学基

礎演習」 

２）学科群共通・専攻教育科目：「地球環境総合工学」、「固体力学」、「常微分方程式とラ

プラス変換」、「フーリエ変換と偏微分方程式」、「複素関数論」 

これらの科目を通して、Ⅳ群共通の学修目標「知識・理解（B-3～B-5）」及び「適用・分析

（C-1-1～C-1-2）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次） 

地球資源システム工学科では、地球資源システム工学の根幹をなす地球工学、資源システム

工学、エネルギー資源工学の幅広い領域の専門科目を設けている。具体的には、「地球システ

ム学概論」「地球環境のイメージング」「地球熱学」「資源流体工学」「岩盤工学」「資源処

理工学」「エネルギー資源工学」などの必修科目を履修することで専門知識（C-1-3〜C-1-6）

を身に付ける。また、「資源環境科学」「物理探査学」「地熱工学」「石油工学」「地下空洞

設計法」「水圏環境化学平衡論」「地層内物質移動工学」などの必修科目を履修することで実

問題に応用し、科学的に分析できる能力（C-2-1〜C-2-3）を身に付ける。 

また、地球資源システム工学に関連する諸現象のメカニズムを理解し、科学的に分析する能

力を養うと共に、課題を探求し、その問題点を整理し解決する思考能力や創造性を身に付ける

実験・演習科目である「地球資源システム工学実習」、「フィールド地球科学演習」、「地球

工学実験第一・第二」「資源システム工学実験第一・第二」などの必修科目を履修することで

地球球資源システム工学の専門知識・技術を自主的、継続的に遂行できる能力（C-1-5、C-1-

6、 D-2～D-5）を育成する。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り
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返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかをカリキュラムを検討する委員会において精査する

ことで、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士６年一貫型

専攻教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

地球資源システム工学科では、地球上に広く分布する地下資源の開発に関する幅広い理

論と技術を、座学で学ぶだけでなくフィールドワークを通して体験できるように、実験、野

外実習およびフィールド調査を重視している。さらに、学部３年生の夏季休業中に、国内外

の資源開発現場や資源加工関連会社あるいは環境関連の会社や研究所において「地球資源

システム工学インターンシップ」を実施し、エネルギー資源や鉱物資源の開発・利用及び環

境保全に関する現場の実務について理解を深めている。さらに、情報処理教育にも力を入れ

ており、プログラム演習をはじめとして、様々な実験や演習科目でコンピュータを用いたシ

ミュレーションや数値実験を修得する機会を用意している。 

なお、今後の情報系教育の重要性に鑑み、１年次に履修する情報系基礎科目の応用を企図

し、２年次後期には「情報処理概論」を配置して、地球資源システム工学分野でデータを使

うことに対するイメージを学生に持たせるとともに地球資源システム工学に必要なシミュ

レーション技術や ICT 技術を用いた高度情報化資源採掘（スマートマイニング）に関する

素養を涵養する。また、電気電子情報関連知識を修得することを目的として、２年次に「電

気工学基礎」および「電子情報工学基礎」を配置する。 
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（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部・共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、「力学基礎演習」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群・共通教育 

Ⅳ群共通の基幹教育ならびに専攻教育科目を中心に履修する。物理、化学、生物、地学系

の基幹教育科目をバランスよく履修し、総合工学として幅広い自然科学基礎知識を養う。総

合工学として取り扱う物理現象を表現するために必要な数学科目である「常微分方程式と

ラプラス変換」「複素関数論」を専攻教育科目として履修し、後の専攻教育科目を理解する

ための基礎を培う。また、統計に関する数学については、基幹教育科目として「数理統計学」

を履修する。さらに地球環境工学に関する「工学概論」と、物体の変形挙動を把握する「固

体力学」についても専攻教育科目として履修し、Ⅳ群に共通する必要知識を修得する。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目を中心に、地球資源システム工学で必要な基礎科目である「地球システム学

概論」「地球環境のイメージング」「地球熱学」「資源流体工学」「岩盤工学」「資源処理工学」

「エネルギー資源工学」を履修する。前期に引き続き、数学科目については学科群共通の専

攻基礎科目として「フーリエ変換と偏微分方程式」履修し、物理現象の理解に必要な数学の

知識を養う。また、講義で得た知識および技術が資源関連の現場および地質調査にどのよう

に応用されているか体験を通して理解するため、「地球資源システム工学実習」および「フ

ィールド地球科学演習」を履修する。 

 

３年次： 

専攻教育科目として「資源環境科学」「物理探査学」「地熱工学」「石油工学」「地下空洞

設計法」「水圏環境化学平衡論」「地層内物質移動工学」を履修し、２年次までに講義で学

んだ基礎知識を基に、専門性の高い知識を養う。また、実験科目として「地球工学実験第

一」「地球工学実験第二」「資源システム工学実験第一」「資源システム工学実験第二」を

履修することで、資源開発に必要な実験手法、測定手法および解析手法の基礎を修得す

る。 

また、地球資源システム工学に関連した実践的な講義を外部教員が実施する集中講義と

して「工業爆薬学」「石油･天然ガス資源開発」「海外資源・資源経済学」「地熱発電工学」
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「廃棄物資源循環工学」「石灰石資源」を開講し、さらなる知識の補てんを行う。 

 

４年次： 

これまでの教育課程の履修を通じて修得した地球資源システム工学分野及び他の関連分

野の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、指導教員のもとで自ら課題を

設定し仮説をもってその解決を図る極めて重要な学習経験として卒業研究に取り組む。こ

れにより、実践的な課題設定・仮説検証・問題解決能力を養成するとともに、表現能力、プ

レゼンテーション能力を身に付ける。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 49.5 単位以上、専攻教育科目から 85.5 単位以上を修得し、135 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 49.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（24 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 85.5 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（12 単位） 

 (c)学科・専攻科目（必修）（43.5 単位） 

 (d)学科・専攻科目（選択）（21 単位以上） 

(e)卒業研究（６単位） 

 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

大学院工学府・地球資源システム工学専攻 

 

②学科（学士課程）→専攻（修士課程）の接続の特長 

 社会が求める優れた人材の養成をめざすために、研究を通した教育によって学部４年と

修士２年を連結した６年一貫型教育を行うことで、地球資源システム工学を中心とする幅
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広い基礎学問を修得し、そこで学んだ基礎知識をもとに、卒業後に自ら学習（アクティブ・

ラーニング）することによって、将来的により高度な専門性を有する事を可能とする。 

 従来は、学部で地球資源システム工学に関する基礎的な知識基盤の教育を行い、修士課程

でこれらを発展させた高等専門科目の教育を行ってきたが、社会が望む多様性と専門性に

対応できるために、地球資源システム工学専攻では、地球資源システム工学のメカニズムを

理解するための科学的観点に基づく分析能力を養うとともに、課題探求力ならびに解決能

力や創造力を身に付けることにも重点を置き、地球資源システム工学に関する先進技術と

研究に早くから触れながら学修に望む６年一貫型教育を行う。地球資源システム工学科と

地球資源システム工学専攻は６年一貫型教育における授業による幅広い基礎知識の修得に

基づいた実践力を持った研究開発者の育成を目指す。  
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７－１１．土木工学科／Ⅳ群 

（１）土木工学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

土木工学は、構造物の設計･施工に関する技術展開と都市問題から環境問題に

至る社会基盤システムの構築を体系的に探究する学問である。本学科では、社

会基盤や社会環境システムの創造や構築に対応できる専門的基礎知識と技術を

備え、かつ柔軟な応用力や実行力を身につけた人間性、国際性豊かな技術者･研

究者を組織的に養成するために、以下を教育目標としている。 

・地球環境および人間社会に対する広い教養を身につけ、倫理観に裏づけられ

た優れた人格を有する人材になり得ること。 

・グローバル化した社会に対応できる自立した技術者に必要な素養およびコミ

ュニケーション能力を身に付けること。 

・インフラ整備における指導的立場に立つ土木技術者として、幅広い職種に対

応できる専門基礎学力および高度な専門応用学力を修得すること。 

・与えられた制約の下で計画的かつ効率的に実務を遂行できるマネジメント能

力を身に付けること。 

・専門知識と知性を総合し、より良い社会を創造するデザイン能力を身に付け

ること。 

・社会においてリーダーシップをとれる人材になり得ること。 

参照基準 OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris.

（https://doi.org/10.1787/5kghtchn8mbn-en.） 

日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 
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A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 

A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 総合工学の基礎となる数学を理解し、自然科学分野の理論や概念を説明で

きる。 

B-4. 総合工学の基礎となる物理・化学・地学・生物学の概念を理解し、基本と

なる理論に基づき、自然科学における現象を説明できる。 

B-5. 総合工学で必要とする力学の基礎について理解し、説明できる。 

B-6. 主要三力学（構造力学・水理学・地盤力学）の知識に基づいて、自然界の

現象、構造物の挙動や設計法について説明できる。 

B-7. 環境学の知識に基づいて、自然環境と人間の社会経済的活動の関わり、環

境汚染の未然防止、環境浄化技術、生態系について説明できる。 

B-8. 建設材料学、維持管理工学の知識に基づいて、各種建設材料の基本的性質

や既存構造物の維持管理手法について説明できる。 

B-9. 計画学の知識に基づいて、社会資本整備の役割および仕組み、交通システ

ムの特性と利用、まちづくり、都市・地域計画の理論について説明できる。 

B-10. 河川，海岸および水資源工学の知識に基づいて、河川および港湾の役割、

流れや波の特性、水処理技術について説明できる。 

B-11. B-6 から B-10 の分野を横断するグローバルな環境問題や防災など、持続

可能な発展に向けた基礎的な課題について説明できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

C-1-1. 力学的な現象（物体の運動・変形・破壊）のメカニズムを論理的に把握

し、解析できる。 

C-1-2. 地球環境に関わる様々な事象・問題を科学的原理に基づいて解析できる。 

C-1-3. 土木工学分野の実験や数値シミュレーションの基本原理を理解し、結果

を分析し、自らの考えを論理的に表現できる。 

 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 問題を解決するための様々なアプローチの可能性を考えることができ



133 

 

る。 

C-2-2. 論理的思考を駆使して科学技術を体系的に把握できる。 

C-2-3. 「ものづくり」を通して、課題を発見し、それを解決するための方法を

提示できる。 

 

D.実践 

D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を持

つ。 

D-2. 土木技術者の倫理綱領について理解し、土木技術者の社会的役割と責任に

ついて説明できる。 

D-3. 異なる文化や風習,価値観等の多様性を認識し，違いを比較・考察できる。 

 

（２）土木工学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1,2）」「表現・発表力（A-3)」「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 
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〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・

ものの考え方（B-2）」を育成する。 

 

 

【学科群共通教育】（２年次春学期・夏学期） 

「専門分野の知識・能力・ものの考え方」を包括的・総合的に身に付け、工学分野間の融合

を担う人材を育成する基盤として、当該学科が位置づく学科群共通の必修科目を開設する。 

 「Ⅳ群：総合工学系」では、この学科群共通教育を通して、地球環境に係る総合工学の諸問

題に関する関心の裾野を拡げ、２年次後期からの学科における学士・修士６年一貫型専攻教育

のための土台を築く。 

学科群共通教育科目としては、以下の２つのカテゴリーの必修科目を設けている。 

１）基幹教育科目（学科群指定科目）（理系ディシプリン科目）：「数理統計学」、「力学基

礎演習」 

２）学科群共通・専攻教育科目：「地球環境総合工学」、「固体力学」、「常微分方程式とラ

プラス変換」、「フーリエ変換と偏微分方程式」、「複素関数論」 

これらの科目を通して、Ⅳ群共通の学修目標「知識・理解（B-3～B-5）」及び「適用・分析

（C-1-1～C-1-2）」を保証する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次秋学期～４年次）  

土木工学科では、土木工学の幅広い領域の専門科目を基礎から応用まで積み上げる縦糸的な

科目群と、これからの時代の変化を見据え、学んでおくべき横糸的な科目群から構成されてい

る。縦糸の学科・専攻科目には、大きく分けて構造・材料系、地盤系、計画系、環境系、水系

の五つの専門領域がある。各系の中で、基礎から応用までの専門科目（「構造力学Ⅰ・Ⅱ」、

「土木材料学」、「地盤力学Ⅰ・Ⅱ」、「社会基盤計画学Ⅰ・Ⅱ」、「環境システム学」、「水

理学Ⅰ・Ⅱ」、「環境と防災 A・B」など）が用意されており、これらを段階的に履修してい

くことで、体系的な専門知識（B-6〜B-11）を身に付ける。 

横糸の学科・専攻科目において、実験・実習系科目（「土木実践教室 A・B」、「測量学・

実習」）や情報系科目である「データサイエンス」を通して、「適用・分析（C-1-3）」を育成

する。  

社会における土木の位置づけや幅広い役割について理解することを目的とした科目（「環境

と防災 A・B」、「土木地理学」）では、「評価・創造（C-2-1）」を培う。 

自ら実際に体験することで様々な専門知識を活用する選択必修科目（「プロジェクト・もの

づくり」、「プロジェクト・まちづくり」）を通して、「評価・創造（C-2-3）」を保証する。 

土木技術者の社会的役割を認識するための科目（「土木エンジニア史」）を通して、「社会

における工学の価値の理解（D-2）」を育成する。 
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さらに、異分野の者との協働を意識させる科目（「合意形成論」、「土木と社会セミナー」）

によって、「実践（D-3）」を培う。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す（C-2-1～C-2-3）。学士・修士一貫

型教育の学士課程最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における

自己の学びを振り返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要

な契機とする。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、八大学工学系連合会「達成度調査（専門力）」に基づいて検証す

る。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、八大学工学系

連合会「達成度調査（専門力）」に基づいて検証する。 

 

 

（３）教育方法の考え方と授業科目 

土木工学科では、土木工学の幅広い領域の専門科目を基礎から応用まで積み上げる縦糸

的な科目群と、これからの時代の変化を見据え、学んでおくべき横糸的な科目群からカリキ

ュラムを構成する。 

縦糸の学科・専攻科目には、大きく分けて構造・材料系、地盤系、計画系、環境系、水系

の五つの専門領域がある。各系の中で、基礎から応用までを教授する科目を配置しており、

これらを段階的に履修させることで、体系的な専門知識を身につけさせる。 
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横糸の学科・専攻科目には、社会における土木工学の位置づけや幅広い役割について理解

することを目的とした必修科目や、土木技術者の社会的役割を認識するための科目、広い見

識を具えるのに役立つ科目を配置する。また、「プロジェクト・ものづくり」や「プロジェ

クト・まちづくり」といった実践的な選択必修科目や実験系の科目を配置し、自ら実際に体

験することで様々な専門知識についての理解を深めさせる。 

 なお、今後の情報系教育の重要性に鑑み、必修科目として専攻教育科目に情報系教育科目

を導入する。１年次に配置する「データサイエンス序論」で、データを扱うことに対するイ

メージを学生に持たせ、情報処理の基礎知識を修得させた後、３年次に「データサイエンス」

を配置し、近年、土木分野でも重要となるビッグデータや情報の使い方など、専門性に重点

を置いた知識や技術を修得させるとともに、必要なシミュレーション技術に関する素養を

身につけさせる。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、「力学基礎演習」を学科群必修の基幹教育科目として履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

Ⅳ群共通の基幹教育ならびに専攻教育科目を中心に履修する。物理、化学、生物、地学系

の基幹教育科目をバランスよく履修し、総合工学として幅広い自然科学基礎知識を養う。総

合工学として取り扱う物理現象を表現するために必要な数学科目である「常微分方程式と

ラプラス変換」「複素関数論」を専攻教育科目として履修し、後の専攻教育科目を理解する

ための基礎を培う。また、統計に関する数学については、基幹教育科目として「数理統計学」

を履修する。さらに地球環境工学に関する「工学概論」と、物体の変形挙動を把握する「固

体力学」についても専攻教育科目として履修し、Ⅳ群に共通する必要知識を修得する。 

 

２年次（後期）： 以降、学科・専攻教育 

専門的な知識を修得するため、構造・材料系、地盤系、計画系、環境系、水系といった５

つの分野に対する専攻教育科目（縦糸科目）、および土木工学への興味を深めるための総合

的な科目として「土木エンジニア史」、「土木地理学」、「環境と防災」などの専攻教育科目（横

糸となる科目）を開講する。また、講義で学んだ知識をもとに、実験等を通じて理解度を更

に深めるため、「土木実践教室」を開講する。さらに、「土木と社会セミナーA・B」では、
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将来専門家としての活躍が期待される学生が自ら土木技術者等として必要な問題意識を認

識し、その解決方法を学ぶことができるよう、実務家や専門家によるセミナーや、フィール

ドトリップ等を実施する。 

 

３年次： 

２年後期から引き続き専攻教育科目を履修するとともに、「測量学・実習」など、土木に

必要な広い見識を具えるのに役立つ科目を開講する。 

３年次前期は基礎科目をベースに学修を進め、後期は専門的な知識を学修する専門選択

科目を開講する。専門的な知識を学ぶための講義だけではなく、実際の社会や技術の状況に

則した実践的なプロジェクトに取り組む機会として、「プロジェクト・ものづくり」および

「プロジェクト・まちづくり」を履修する。基礎科目および応用科目で学んだ知識を活用し、

ものづくり、まちづくりのプロセスの実際をグループワークの中で体験する（選択必修科

目）。「土木工学総合演習」では、これまでに実施した海外体験や異文化交流、インターンシ

ップなど、学生自らが土木技術者としての視野を広げるために行った活動について、報告会

を行うとともに、卒業生の協力のもと、実際の仕事や技術に触れる機会を設ける。 

 

４年次： 

１年次から３年次までの教育課程の履修を通じて修得した土木工学分野及び他の関連分

野の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、指導教員のもとで自ら課題を

設定し仮説をもってその解決を図る極めて重要な学習経験として卒業研究に取り組む。１

年間研究した成果は卒業論文にまとめ、卒業論文発表会で発表する。これにより、実践的な

課題設定・仮説検証・問題解決能力を養成するとともに、表現能力、プレゼンテーション能

力を身に付ける。 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 49.5 単位以上、専攻教育科目から 85 単位以上を修得し、134.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 49.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（24 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 
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②専攻教育科目 85 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科群共通科目（12 単位） 

 (c)学科・専攻科目（必修）（44 単位） 

 (d)学科・専攻科目（選択）（20 単位以上） 

(e)卒業研究（６単位） 

 

（６）６年一貫型教育の実現 

①接続する学府・専攻 

 大学院工学府・土木工学専攻 

  社会基盤工学コース 

  都市環境工学コース 

 

②教育の特色 

社会が求める優れた人材の養成をめざすために、研究を通した教育によって学部４年と

修士２年を連結した６年一貫型教育を行うことで、土木工学を中心とする幅広い基礎学問

を修得し、そこで学んだ基礎知識をもとに、卒業後に自ら学習（アクティブ・ラーニング）

することによって、将来的により高度な専門性を有することを可能とする。 

従来は学部で土木工学に関する基礎的な知識基盤の教育を行い、修士課程でこれらを発

展させた高等専門科目の教育を行っていたが、社会が望む多様性と専門性に対応できるよ

うにするために、土木工学における社会基盤の設計・施工、維持管理、国土整備や環境問題、

防災分野等に関する先進技術と研究に早くから触れながら学修に臨む６年一貫型教育を行

う。学部４年次には専攻教育科目の一部を履修することが出来るため、より効率的に高度な

専攻教育が可能になっている。土木工学の分野の広がりと専門教育の深化に対応するには、

学部の基礎的な教育、修士課程の専門教育と分けるのではなく、学部でも幅広い基礎教育の

基づく実践的な先端教育、修士課程でも基礎的な工学教育を行うことが必要となる。 

土木工学科と土木工学専攻は、６年一貫型教育における授業科目による幅広い基礎学問

の修得に基づいた実践力を持った技術者または研究者の育成をめざす。 
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７－１２．建築学科／Ⅴ群 

（１）建築学科のディプロマ・ポリシー 

工学部の教

育の目的 

本学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、

学際性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育

を通して工学の専門性を活かしたジェネラリスト、及び高い倫理感と国際性を

もって我が国の工業技術を先導し、人類社会の課題解決に貢献する工学のプロ

フェッショナルの基盤を培うことを目的としている。 

この工学部共通の目的の下に展開する各学科における教育目標を達成した者

に、学士（工学）の学位を授与する。 

学科の教育

の目的 

建築学は、未来の建築と都市を構想し、歴史・文化を継承し、人々を取り巻く

物的環境の形成を担う学問である。本学科では、時代と共に変化する人々の多

様な生活に密着した空間をつくり出し、それを活用し続けるために、建築の計

画理論と設計方法、環境技術、構造技術、さらに材料に関する知識と施工技術な

ど、多様な要素を総合する能力を持つ人材を、組織的に育成することを教育目

標とする。 

・建築と都市に関わる広範な知識・技術・技能を身につけている。 

・時代の変化を複数の視点で読み取る思考力を備えている。 

・建築と都市に関わる課題の全体像とその時間軸を把握し、技術とデザインの

両面から、その課題に取り組むことができる。 

参照基準 ・OECD (2011), “A Tuning-AHELO Conceptual Framework of Expected 

Desired/Learning Outcomes in Engineering”, OECD Education Working 

Papers, No. 60, OECD Publishing, Paris. 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-共通基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/2019kijun.pdf） 

・日本技術者教育認定機構『日本技術者教育認定基準-個別基準（2019 年度〜）』

（https://jabee.org/doc/Category-dependent_Criteria2019.pdf） 

・日本技術者教育認定機構「認定基準」の解説（建築系学士修士課程 2019 年

度～）（https://jabee.org/doc/2020kaisetu(Arch6).pdf） 

・日本学術会議『大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準 

土木工学・建築学分野』（http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-

h140319.pdf） 

学修目標 A.主体的な学び・協働 

A-1. （主体的な学び）専門的知識と教養を元に、自ら問題を見出して批判的に 

吟味・検討するとともに、それを解決すべく自主的に学修を進めことができる。 

A-2. （協働）様々な人々と議論を行って多方面から問題を検討し、協働して問 

題解決にあたることができる。 
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A-3. 文章表現能力、口頭発表能力および討論能力を持って広く世界と交流し、

効率的に情報を吸収・発信できる。 

 

B.知識・理解 

B-1. 物理学、化学、数学の様々な概念を理解し、その基となる理論で自然科学

における現象を説明できる。 

B-2. 情報科学の基礎を理解し、様々なデータから有用な情報を導き出すことが

できる。 

B-3. 建築と都市の歴史・理論、および関連する工学、芸術学、人文・社会科学

自然科学に関する幅広い知識を身につけている。 

B-4. 使いやすく魅力的で長く人々に愛される多様な空間を計画・設計するため

の基礎的な理論と方法を理解し、論理的に説明できる。 

B-5. 安全・快適・健康で省エネルギー・低炭素の建築と都市を計画・設計・運

用するための理論と方法を理解し、論理的に説明できる。 

B-6. 災害に対して安全・安心かつ力学的合理性を有する建築と都市を設計する

ための理論、および適切な材料選定の方法と施工技術を理解し、論理的に説明

できる。 

 

C.能力 

C-1. 適用・分析 

建築物単体から都市のレベルまでの多様な空間を計画・設計するための専門的

な理論と方法、および人間と科学・社会・地球との関わりを理解することによっ

て、建築と都市が抱える問題を自ら発見・整理することができる。 

C-2. 創造・評価 

C-2-1. 建築と都市の物理環境を構成する多様な要素を定量的に理解・評価・制

御する方法論とメカニズムを学び、持続可能な建築と都市を創造・保全・管理す

るためのシステム構築とマネジメントをすることができる。 

C-2-2. 建築物に作用する力学的現象に基づいて、安全性の評価と構造計画を行

うことができる。  

C-2-3. 建築と都市、およびそれを包括する多様な分野の知識に基づいた客観的

な情報分析を通じて、建築と都市を総合的に把握する論理的思考力を身につけ、

自らが構想する建築と都市について、企画から計画・設計までをまとめ上げる

こと、自ら発見した課題に対する独自の解決策を提案できること、および具体

的な文書・模型・図面等を用いて、自身のアイディアを論理的かつ明確に説明す

ることができる。 

  

D.実践 
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D-1. 技術が社会に及ぼす影響を常に考慮し、社会に対する責任と倫理観を身に

つけている。 

D-2. 問題の中身をよく吟味し、それを解決するための方法を提示・実行する

こと、関連する予算と法的制約を調整し、プロジェクトの企画・分析、統合的

な設計、施工管理、工事費管理を行うこと、および高い教養と見識に基づい

て、地域社会、国際社会が要請する新たな建築と都市を自ら構想・創造するこ

とができる。 

 

（２）建築学科のカリキュラム・ポリシー 

工学部では、「基幹教育」と「専攻教育」を通して、工学分野における専門性、先導性、学

際性、国際性を有する人材を育成する。本学科では、九州大学工学部及び工学系学府の学士・

修士一貫型教育の方針に則り、次のとおりカリキュラムを編成する。 

 

【工学部共通教育】（１年次） 

 「主体的な学び・協働」と「工学分野共通の知識・能力・ものの考え方」を身に付け、「社

会における工学の価値の理解」を涵養する基盤として、基幹教育科目及び専攻教育科目に、学

科を問わず工学部生全員が履修する学部共通教育として必修科目を設ける。 

なお、ビッグデータ解析、IoT、AI などの発展に伴い情報教育の重要性が高まっていること

を受け、基幹教育及び専攻教育に、工学部生の必修科目として情報系基礎科目を設定する。 

 

〈工学部共通・基幹教育科目〉 

アクティブ・ラーニングを重視する科目（基幹教育セミナー、課題協学科目）、ICT 国際社

会に必要な能力の向上を目指す科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プログラミング演

習」）、教養としての言語運用能力修得と異文化理解を目指す科目（学術英語、初修外国語）、

工学の専攻教育に繋がる基礎的知識を学ぶ科目（理系ディシプリン科目）、様々な分野の思考

法を学ぶ科目（文系ディシプリン科目）、ライフスキルの向上を目指す科目（健康・スポーツ

科目）、多様な知識の獲得と学びの深化を目指す科目（総合科目）などの基幹教育科目を通し

て、「主体的な学び・協働（A-1、2）」「表現・発表力（A-3）」「工学分野共通の知識・能

力・ものの考え方（B-1）」を培う。  

 

〈工学部共通・専攻教育科目〉 

 工学の社会的役割に対する意識を醸成する科目「工学倫理」を通して「社会における工学の

価値の理解（D-1）」を育成する。 

 

〈情報系基礎科目〉 

工学系人材の必要最低限の情報リテラシー科目（「サイバーセキュリティ基礎論」、「プ

ログラミング演習」、「データサイエンス序論」）を通して「工学分野共通の知識・能力・
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ものの考え方（B-2）」を育成する。 

 

【学士・修士一貫型専攻教育】（２年次～４年次）  

建築学科での専攻教育は、（ⅰ）建築と都市に関連した幅広い専門知識を身に付けるための

科目、（ⅱ）自ら課題を発見・整理し、創造的に課題に向き合う能力を養うための科目、（ⅲ）

自らの独創的なコンセプトやイメージを論理的に構築し、それを実際の建築・都市として構想

し、視覚的に表現する能力を養うための設計演習系科目で構成される。３年次春学期までは、

専攻教育必修科目を中心として幅広い基礎的な学修を進めながら、学生各自が将来の方向性を

定める。３年次夏学期以降は、学生が自らの目標に合わせて専攻教育選択科目の中から科目を

選択して学修を進める。 

（ⅰ）の専門知識を身に付けるための科目として、大きく以下の４つのカテゴリーがある。 

1. 建築と都市の歴史・理論、および関連する工学、自然科学、芸術学、人文・社会科学に関す

る幅広い知識（B-3）については、学科必修の基幹教育科目「世界建築史概論、日本建築史

概論、近・現代建築史」で学ぶことができる。 

2. 使いやすく魅力的で長く人々に愛される多様な空間を計画・設計するための理論と方法（B-

4）については、専攻教育必修科目「建築設計計画 A〜E、都市計画概論、まちづくり概論、

建築法規」で学ぶことができる。 

3. 安全・快適・健康で省エネルギー・低炭素の建築と都市を計画・設計・運用するための理

論と方法（B-5）については、専攻教育必修科目「建築環境設備基礎 A・B」学ぶことがで

きる。 

4. 災害に対して安全・安心かつ力学的合理性を有する建築と都市を設計するための理論、お

よび適切な材料選定の方法と施工技術（B-6）については、専攻教育必修科目「建築構造力

学基礎、静定建築構造力学、建築材料、建築構法、建築施工」で学ぶことができる。 

 

（ⅱ）の自ら課題を発見・整理し、向き合う能力を養うための科目として、大きく以下の３

つのカテゴリーがある。 

1. 建築物単体から都市のレベルまでの多様な空間を計画・設計するための専門的な理論と方

法、および人間と科学・社会・地球との関わりを理解することによって、建築と都市が抱

える問題を自ら発見・整理する能力（C-1）については、専攻教育必修科目「都市設計概論、

ハウジング論、建築学研究序説」で身に付ける。 

2. 持続可能な建築と都市を創造・保全・管理するためのシステム構築とマネジメント能力（C-

2-1）については、専攻教育必修科目「建築環境設備応用 A・B、建築環境デザイン」で身

に付ける。 

3. 建築物に作用する力学的現象に基づいて、安全性の評価と構造計画を行う能力（C-2-2）に

ついては、専攻教育必修科目「木質構造、鉄筋コンクリート構造、鉄骨構造」で身に付け

る。 

 

（ⅲ）の設計演習系科目は、自らが構想する建築と都市について、企画から計画・設計までを
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まとめ上げる能力、自ら発見した課題に対する独自の解決策を提案できる能力、および具体的

な文書・模型・図面等を用いて、自身のアイディアを論理的かつ明確に説明する能力を身に付

ける（C-2-3）ことを主な目的としている。学生は、専攻教育必修科目「建築設計基礎演習A〜

E」で学ぶことができる。 

 

【卒業研究】（４年次） 

教育課程の履修を通じて修得した知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、

仮説検証型・課題解決型の学修に実践的に取り組み、問題発見能力や問題解決能力を高めるた

めの一つの極めて重要な学修経験として、卒業研究を課す。学士・修士一貫型教育の学士課程

最終年度に取り組む本課題は、学生の一人一人が教育課程の前半期における自己の学びを振り

返り、後半期に向けて専門性をより高度な水準に鍛え上げていくための重要な契機とする。 

この経験を通じて学生は、問題の中身をよく吟味し、それを解決するための方法を提示・実

行する能力、関連する予算と法的制約を調整し、プロジェクトの企画・分析、統合的な設計、

施工管理、工事費管理を行う能力、および地域社会、高い教養と見識に基づいて、国際社会が

要請する新たな建築と都市を自ら構想し創造する能力（D-2）を身に付ける。 

本学科の卒業研究「建築学研究」には、建築学分野の研究成果の集大成を論文にする卒業論

文と自らの提案を形として表現する卒業設計がある。学生は各自の目標に従って、卒業論文の

みに集中して取り組むか、卒業論文と卒業設計の両方に取り組むことを選択できる。 

 

【継続的なカリキュラム見直しの仕組み】 

 カリキュラムは、二つの分節に区分して運用する。第１分節の「基盤」期（１年次～３年次）

には、工学部共通教育と学科群共通教育を通して基盤的な学びの姿勢と知識・理解（主体性・

専門性）を修得した上で、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びに取り組み、発展的な知

識・理解およびその活用力（専門性・先導性）を修得することが期待される。第２分節の「統

合」期（４年次）には、学士・修士一貫型専攻教育の前半期の学びを振り返り、知識・能力の

統合と新しい知識を創出する能力（先導性・国際性・学際性）を修得することが期待される。 

当該分節の中で焦点化した学修目標の達成度は、それぞれの分節の終盤に、以下の方針（ア

セスメント・プラン）に基づいて評価し、その評価結果に基づいて、授業科目内の教授方法や

授業科目の配置等の改善の必要がないかを「カリキュラム検討委員会」において検討すること

で、教学マネジメントを推進する。 

 

《アセスメント・プラン》 

・「基盤」期の評価：３年次までの工学部共通教育、学科群共通教育、学士・修士一貫型専攻

教育の学修成果について、学修目標達成度調査に基づいて検証する。 

・「統合」期の評価：４年次の学士・修士一貫型専攻教育の学修成果について、学修目標達成

度調査に基づいて検証する。 
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（３）教育方法の考え方と授業科目 

建築学科は、建築の計画理論と設計方法、環境技術、構造技術そして材料と施工技術など、

多様な要素を総合する能力を有する人材の育成を基本方針として掲げており、教育科目の

編成に当たっても、この考え方を継承・拡大している。工学的技術や建築文化についての幅

広い知識と技術を修得し、卒業後に建築士などの資格取得や、国際社会の第一線で活躍する

建築家、建築技術者および研究者を養成するために、再編成後の教育課程においては、建築

学に関わる諸知識を体系的・理論的に学ぶための講義科目、具体的なデザイン手法と専門的

技術を体得するための演習科目をバランス良く配置している。  

講義科目は、専門的知識を修得するために教員が主にひとりで解説する講義と、多角的な

理解を深めることを目的に複数の教員によるオムニバス講義で構成している。演習科目は、

複数の教員によるスタジオ形式の演習指導を通してデザイン能力と共にコミュニケーショ

ン能力・プレゼンテーション能力を養うための設計演習科目と、実験実習やフィールドワー

クを通して知識や技術の応用能力を養う実験演習を用意している。 

情報処理概論においては、実務的な素養のある教員が担当し、特殊な技術と誤解され易い

プログラム開発やシミュレーションに対する抵抗を減らすことを念頭に授業を構成する。

身近なツールである Excel を用いて、建築物の構造解析の基礎となる固有値計算等を行う、

シミュレーションソフトを用いて、温度・風・光環境などを可視化する、3D モデリングツ

ールを用いてアルゴリズミックデザインを行うといった、建築設計実務へとつながる基礎

的なトレーニングを行い、その理論的背景を学ぶ。 

 

（４）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部・共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「図形科学Ⅰ」、「プ

ログラミング演習」、「先端技術入門」、「自然科学総合実験」等を全学科必修の工学部共

通・基幹教育科目として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」

を工学部共通・専攻教育科目として履修する。 

このほか、専攻教育科目である「建築概論」を １ 年次に履修することで、２ 年次以降

に学ぶ建築学の広い学問領域を概観させ、大きく分けて計画系・環境系・構造系という ３ 

分野の関係性や、実際の建築物の設計・施工に必要な職能などを理解する機会を設けている。 

 

２年次： 以降、学科・専攻教育 

専攻教育科目が中心となり、エンジニアリング分野である環境系・構造系では今後の学び

の基礎学力となる「建築環境設備基礎 A・B」および「建築構造力学基礎」、「静定建築構造

力学」などの科目から始まり、それらを実際の建築物に応用する建築設備に関する講義や各

種構造に関する科目に繋がるカリキュラムとしている。これと併行し、 様々な与条件を設
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定した設計課題に取り組む「建築設計基礎演習 A ～ D」を １ 年間に渡り配置しており、

その具体的なデザインの方法等を学ぶ「建築設計計画 A ～ D」と都市の計画・設計・居住

に関する概論の講義を組み合わせている。２ 年次の履修科目の多くは必修科目で、建築に

関わる人材として広く知るべき知識を修得できるように、講義・演習科目の内容を精査して

いる。 

 

３年次： 

２ 年次より中心となっている専攻教育科目が高度化し、広く知識を修得する必修科目が

減り、その一方で各学生の興味にあわせた選択科目として、計画系・環境系・構造系の各分

野をより深く学べる内容を用意している。計画系では、建築、都市に関する専門分野へと拡

がり、環境系ではより具体的な設備に、構造系では対象とする構造形式を拡げるなど、各分

野で必要な知識の方向を検討し、科目群を配置している。また、夏学期には留学する機会と

して、必修科目を配置しないこととし、一方で留学しない学生を対象とした「特別プログラ

ム」も配置し、より自主性を持って学ぶ機会を増やしている。 

また、建築学科独自の情報系科目「情報処理概論」では、実務的な素養のある教員が担当

し、特殊な技術と誤解され易いプログラム開発やシミュレーションに対する抵抗を減らす

ことを念頭に授業を構成する。身近なツールである Excel を用いて、建築物の構造解析の

基礎となる固有値計算等を行う、シミュレーションソフトを用いて、温度・風・光環境など

を可視化する、3D モデリングツールを用いてアルゴリズミックデザインを行うといった、

建築設計実務へとつながる基礎的なトレーニングを行い、その理論的背景を学ぶ。 

 

４年次： 

１年次から３年次までの教育課程の履修を通じて修得した建築学分野及び他の関連分野

の知識・能力・ものの考え方を総合的・統合的に発揮して、指導教員のもとで自ら課題を設

定し仮説をもってその解決を図る極めて重要な学習経験として卒業研究に取り組む。 

この経験を通じて学生は、問題の中身をよく吟味し、それを解決するための方法を提示・

実行する能力、関連する予算と法的制約を調整し、プロジェクトの企画・分析、統合的な設

計、施工管理、工事費管理を行う能力、および地域社会、高い教養と見識に基づいて、国際

社会が要請する新たな建築と都市を自ら構想し創造する能力を身に付ける。 

本学科の卒業研究「建築学研究」には、建築学分野の研究成果の集大成を論文にする卒業

論文と自らの提案を形として表現する卒業設計がある。学生は各自の目標に従って、卒業論

文のみに集中して取り組むか、卒業論文と卒業設計の両方に取り組むことを選択できる。 

 

 

（５）卒業要件 

基幹教育科目から 48.5 単位以上、専攻教育科目から 82 単位以上を修得し、130.5 単位以

上修得する。 

①基幹教育科目 48.5 単位以上 

 (a)基幹教育セミナー（１単位） 



146 

 

 (b)課題協学科目（2.5 単位） 

 (c)言語文化科目（12 単位） 

 (d)文系ディシプリン科目（４単位） 

 (e)理系ディシプリン科目（23 単位） 

 (f)サイバーセキュリティ科目（１単位） 

 (g)健康・スポーツ科目（１単位） 

 (h)総合科目（２単位） 

 (i)高年次基幹教育科目（２単位） 

 

②専攻教育科目 82 単位以上 

 (a)工学部共通科目（３単位） 

 (b)学科・専攻科目（必修）（49 単位） 

 (c)学科・専攻科目（選択）（24 単位以上） 

(d)卒業研究（６単位） 

 

 

（６）取得可能な資格 

種別 資格名 取得できる資格 要件等 

国家資格 １級建築士 受験資格 指定科目の単位を修得して卒業すれば、受験

資格が得られる。ただし、一級建築士登録を

するためには、試験の合格に加えて、卒業後

２年間の実務経験が必要となる。 

２級建築士 受験資格 指定科目の単位を修得して卒業すれば、受験

資格が得られる。試験に合格すれば、直ちに

２級建築士登録ができる。 

木造建築士 受験資格 指定科目の単位を修得して卒業すれば、受験

資格が得られる。試験に合格すれば、直ちに

木造建築士登録ができる。 

 

 

（７）大学院との接続 

①接続する学府・専攻 

大学院人間環境学府・都市共生デザイン専攻、空間システム専攻 

 

②教育の特色 

大学院人間環境学府は「地球規模でますます複雑に多様化する傾向にある人間環境を取

りまく諸問題を多面的視点から科学的に解明し、人間にとって最適な環境のあり方とその

創造の方向を探り、新時代の共生社会をリードする役割を果たす人材を育成する。」ことを
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目標に掲げ、心理学、臨床心理学、健康科学、社会学、人類学、教育学、建築学といった従

来の学問分野を横断的に再編、統合した文理横断型の６専攻で構成された教育組織を作っ

ている。 

工学部建築学科の卒業生の多くは、この６専攻のなかで主に都市や地域レベルでの諸問

題を扱う都市共生デザイン専攻と、建築単体についての諸問題を扱う空間システム専攻に

入学している。修士課程においては、学部時代に学んだ都市・建築に関する知識や能力をベ

ースとして、各人の関心や目標に応じてより専門性を深めるとともに、学府内の他分野の学

生との共同作業や実社会の課題に向き合うプロジェクトを通じて、より幅広い知見と多様

な経験を身に付けるカリキュラムが準備されている。 

都市共生デザイン専攻には、心理学的視点も含めて快適で安全な都市環境をデザインし、

都市文化の継承と未来の都市環境・都市社会の創造を目指すアーバンデザイン学コースと、

都市災害に対する管理的手法の開発と実用化についての総合的把握をめざす都市災害管理

学コースがある。本専攻では、主に都市や地域レベルでの企画・設計・開発、まちづくり、

防災に関わる専門家を育成している。 

空間システム専攻には、建築への人々のニーズと、建築から人間社会への働きかけの両面

について研究する建築計画学コース、室内外の人間環境をパッシブにデザインし、建築空間

をアクティブにコントロールするシステムを構築する建築環境学コース、重力・地震・台

風・豪雪などの外乱に対して、人々の安全を守るとともに、力学的な合理性が生み出す美し

い空間を創造することをめざす建築構造学コースがある。本専攻では、主に建築家・デザイ

ナー、建築計画コンサルタント、建築構造・施工、建築環境設備に関するエンジニアといっ

た専門家を育てている。 

また上記のコース以外に、両専攻合同で国際的視点から建築・都市の持続化に関わる諸問

題を研究する持続都市建築システム国際コースも運営している。これは英語のみで卒業可

能なコースであり、多くの留学生が学んでいる。 
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７－１３．Ⅵ群 

 一般選抜によりⅥ群に入学した学生は、１年次に工学部共通科目を履修し、１年次修了時

に行う志望調査及び１年次の成績を踏まえ、２年次進級時にⅠ～Ⅴの学科群に配属される。 

 

（１）主要な授業科目の実施方法と配当年次 

１年次： 工学部共通教育 

全学共通の基幹教育を中心に履修し、様々な学問に触れて視野を拡げ社会的課題に関心

を持つ姿勢を養うとともに、本学で重要視している能動的学習能力を養成する。セミナー科

目である「基幹教育セミナー」では自己表現力を養い、「課題協学科目」を通じて協働学習

の基礎を身に付ける。さらに、専門教育のための基礎ならびに工学の基礎として備えておく

べき知識や考え方を学ぶ数学系４科目、物理系３科目、化学系２科目、「先端技術入門」、「プ

ログラミング演習」、「図形科学Ⅰ」、「自然科学総合実験」を全学科必修の共通基幹教育科目

として履修する。さらに、「工学倫理」および「データサイエンス序論」を専攻教育科目と

して履修する。 

 

２年次（前期）： 学科群共通教育 

 ※配属された学科群における共通科目を履修し、２年次前期終了時に行う志望調査及び

大学入学後１年半の成績を踏まえ、学科群から学科へ配属される。 

 

２年次（後期）以降 

 ※配属された学科において学びを深める。 

 

 

（２）Ⅵ群の学生への配慮 

 １年次は、所属学科群（一般選抜入学者）及び所属学科（総合型選抜入学者）を問わず、

工学部生全員が表 7-13-1 に示す共通科目を履修する。 

しかし、Ⅱ群を除くⅠ群、Ⅲ群～Ⅴ群は、表 7-13-2 のとおり１年次に学科群共通の必修

科目を数科目配置している。Ⅵ群の学生には各学科群が指定する１年次必修科目の履修は

求めないため、Ⅵ群の学生が２年次に学科群に進級した際に、１年次の学科群必修科目を履

修していない場合は、２年次に履修できるよう、同時限の２年次の時間割を空けておく。 
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図 7-13-1 Ⅵ群入学者の進級の流れ（学科群→学科配属） 

※１年次の工学部共通教育の欄に（ ）で記載の科目名は、 

１年次に配置される各学科群指定の基幹教育必修科目。 

  

1年次 2年次（前期） 2年次（後期） 3年次 4年次
工学部共通教育

（学科群指定必修科目※）

電気情報工学科 （電磁気学基礎演習）

材料工学科

応用化学科

化学工学科

機械工学科
（無機物質化学Ⅱ）

量子物理工学科

船舶海洋工学科

（力学基礎演習）

土木工学科

建築学科 （図形科学Ⅱ）

（空間表現実習Ⅰ）

Ⅴ群
建築系教育 建築学科

Ⅵ群
高専

Ⅳ群 総合工学系
共通教育

船舶海洋工学科

地球資源ｼｽﾃﾑ
工学科 地球資源システム工学科

土木工学科

Ⅲ群 機械系
共通教育

高専連携教育プログラム

機械工学科

航空宇宙工学科

量子物理工学科

Ⅱ群 物質系
共通教育

材料工学科

応用化学科

化学工学科

融合基礎工学科 融合基礎工学科

Ⅰ群 電気情報系
教育

電気情報工学科

入学試験

一般選抜 総合型選抜
学科群

共通教育
学科専攻教育

学
科
群
配
属

学
科
配
属
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表 7-13-1 工学部１年次共通の必修科目（合計 39.5 単位） 

 基幹教育科目（計 36.5 単位）   専攻教育科目（計３単位） 

科目 単位  科目 単位 

基幹教育セミナー １  工学倫理 １ 

課題協学科目 2.5  データサイエンス序論 ２ 

言語文化科目（英語） ４    

言語文化科目（第二外国語） ４    

文系ディシプリン科目 ４    

微分積分学Ⅰ ２    

微分積分学Ⅱ ２    

線形代数学Ⅰ ２    

線形代数学Ⅱ ２    

力学基礎 ２    

電磁気学基礎 １    

熱力学基礎 １    

無機物質化学Ⅰ １    

有機物質化学Ⅰ １    

図形科学Ⅰ １    

プログラミング演習 １    

自然科学総合実験 １    

サイバーセキュリティ基礎論 １    

健康・スポーツ科学演習 １    

先端技術入門 A １    

先端技術入門 B １    

 

 

表 7-13-2  １年次に配置する各学科群の必修科目 

学科群 
基幹教育 専攻教育 

科目 単位 科目 単位 

Ⅰ群 電磁気学基礎演習 0.5 電気情報工学入門 １ 

Ⅱ群 － － － － 

Ⅲ群 無機物質化学Ⅱ １ － － 

Ⅳ群 力学基礎演習 １ － － 

Ⅴ群 
図形科学Ⅱ 

空間表現実習Ⅰ 

１ 

２ 
建築概論 ２ 
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８．施設、設備等の整備計画 
（１）校地、運動場の整備状況 
工学部がある伊都キャンパス及び筑紫キャンパス内には、図書館、キャンパスライフ・健

康支援センター（健康相談室、学生相談室）、外国人留学生・研究者サポートセンター、食

堂・売店等の福利厚生施設が充実している。 

また、伊都キャンパス近くには学生寮が設けられている（ドミトリー１、ドミトリー２、

ドミトリー３、伊都協奏館）。 

学生向けの施設については、伊都キャンパスに多目的グラウンド、総合体育館、屋内プー

ル、テニスコートが、筑紫キャンパスに運動場及びテニスコースが整備されている。このほ

か伊都キャンパスには課外活動施設（サークル棟）が整備されている。 

学生が休息するスペースとしては、課外活動施設（サークル棟）、食堂、建物によっては

休憩スペース（リフレッシュルーム）が整備されている。 

 

（２）校舎等施設の整備状況 
教室については、本学部の特色ある教育を展開できるよう、伊都キャンパスを中心として

次のような形で工学部共通の講義室が整備されているほか、各学科においても講義室や演

習室が整備されている。 

 

①工学部共通講義室・演習室（伊都キャンパスウエストゾーン） 

   西講義棟    工学部第１講義室（245 人規模） 

           工学部第２講義室（133 人規模） 

           工学部第３講義室（184 人規模） 

           工学部第４講義室（111 人規模） 

   総合学習プラザ 工学部第５講義室（88 人規模） 

           工学部第６講義室（88 人規模） 

           工学部第７講義室（88 人規模） 

           工学部第８講義室（88 人規模） 

           工学部第９講義室（88 人規模） 

           工学部第 10 講義室（50 人規模） 

           工学部第 11 講義室（50 人規模） 

           工学部第 12 講義室（88 人規模） 

           工学部第 13 講義室（88 人規模） 

           工学部第 14 講義室（88 人規模） 

           工学部第 15 講義室（88 人規模） 

           工学部第 16 講義室（88 人規模） 

           工学部大講義室（222 人規模） 

   ウエスト４号館 工学部中講義室（130 人規模） 
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②実験・研究室 

   問題や課題の解決に向けた研究に取組むための活動スペースとして、実験・研究室が

整備されている。 

   また、教員と学生の日常的なコミュニケーションがスムーズに図られるよう、実験

室や演習室と教員の研究室を近距離に整備している。 

 

（３）図書等の資料及び図書館の整備 
①図書館の整備状況 

九州大学附属図書館の全蔵書は、図書約 4,200,000 万冊、学術雑誌約 77,000 冊、ア

クセス可能な電子ブック約 63,000 タイトル、アクセス可能な電子ジャーナル約 63,000

タイトルを所蔵し、各種データベースサービスを提供している。データベースや電子ジ

ャーナルは、学外からもアクセス可能となっている。そのうち、理系図書館には、図書

約 1,017,000 冊、学術雑誌約 23,000 冊が収蔵されている。長年にわたる計画的な図書

資料の収集・整備により、工学部の教育研究領域に関する図書・学術雑誌類は充実して

いる状況にあり、現在も年間で図書が約 500 冊、学術雑誌約 300 冊を受け入れる等、

更なる充実を図っている。 

 

 

９．２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 
（１）概要 

工学部の学生は、融合基礎工学科の学生を除き、４年間をとおして伊都キャンパス（福

岡市西区元岡 744）で授業を受ける。 

一方、融合基礎工学科の学生は、２年次までは伊都キャンパス、そして３年次からは筑

紫キャンパス（春日市春日公園 6-1）で授業を受けることになり、２つのキャンパスで修

学することになるが、学生が同一学期の中で両キャンパスを往復しながら授業を履修し

なければならない時間割にはならない。なお、２年次の科目で再履修が必要なものがある

場合、当該科目を伊都キャンパスで履修せざるを得ないが、両キャンパス間の交通の便を

考えても、履修登録を工夫すればある程度は対応可能であると考えている。また、そもそ

もそのような事態を極力避けるため、履修指導を徹底する。 

なお、融合基礎工学科で新たに実施する高専連携教育プログラムにおいて受け入れる

学生は、３年次は各高等専門学校において授業を履修し、４年次は九州大学筑紫キャンパ

スにおいて授業を履修する。３年次には、融合基礎工学科の授業を一部開講するが、学生

の移動を伴わなないよう、遠隔講義システムを活用する。 

 

（２）専任教員の配置 
伊都キャンパスで開講する全学部の１年次を対象とする基幹教育は、全学出動体制に

より全学部共通の授業として開講され、担当教員のほとんどは伊都キャンパスに配置さ

れている。 

ただし、工学部の１年次に開講する一部の専攻教育科目は、原則として、工学部の専任
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教員が担当するため、筑紫キャンパスに置かれる融合基礎工学科の教員も同科目を担当

することになる。また、融合基礎工学科の学生は２年次まで伊都キャンパスで授業を履修

することから、この間は、同学科の担当教員も伊都キャンパスに移動して授業を行う必要

がある。しかし、教員の移動時間等も考慮した時間割を組んでいることから、教員の移動

等に関しての問題は生じない。 

なお、工学部では１年次からクラス担任制を導入しており、随時修学指導を行っている。

さらに、学務部基幹教育課（１年次）及び工学部等事務部教務課（２年次以降）が連携し

ながら、工学部生に対して学修面でのサポートを行っている。 

  また、融合基礎工学科で新たに実施する高専連携教育プログラムにおいては、３年次に

融合基礎工学科が開講する授業は、遠隔講義システムを活用することから、教員の移動は

伴わない。 

 

（３）施設設備 
伊都キャンパスでは、全学部の１年次を対象とした基幹教育及び工学部の授業を行っ

ている。教室や基礎的な実験授業を行う実験室、体育館等の設備は十分に整っている。 

 

 

１０．管理運営 
（１）学部ガバナンスの基本方針 

九州大学は、世界的研究・教育拠点（グローバル・ハブ・キャンパス）となることを目

標に、基幹教育を基盤として学部専攻教育から大学院教育に至るまでの体系的なカリキ

ュラムによりアクティブラーナーを育成すると共に、大学や部局の IR （Institutional 

Research）情報等に基づき、教育研究の理念や社会的課題への対応の観点から様々な活

動を自己点検評価しながら自律的改革に取り組んでいる。 

工学部は、このようなグローバル・ハブ・キャンパスを形成していくための大学全体の

取組に加え、我が国の産業界を支える工学系人材の育成に貢献しており、総長が任命する

学部長がイニシアチブを十分に発揮しながら、九州大学のミッションを踏まえた学部と

してのミッションを、迅速かつ効果的に学部運営に反映できる管理運営体制の構築、運営

に努めている。 

また、学部長は、大学運営上、極めて重要な職であることから、教授会が候補者を総長

に推薦したうえで、役員会において当該候補者から部局の運営方針等についてヒアリン

グを行い、役員会の議を経て、総長が学部長を任命することとなっている。 

 

（２）教授会及び運営会議 
教授会の審議事項は、工学部の組織運営及び教育課程に関わる重要事項並びに学生の

懲戒等に関わる事項とし、その他を学科長会議（教授会の構成員のうちの一部の者をもっ

て構成される代議員会）に委任している。教授会は、専任の教授で構成し、原則４月に開

催し、その他必要に応じて随時開催する。 
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学科長会議の審議事項は、教授会から委任された事項、その他部局の管理運営に関する

必要な事項としている。学科長会議は、工学部長、各学科長、その他工学部長が必要と認

めた者で構成し、原則毎月１回定例で開催する。 

 

（３）常設委員会 
工学部の恒常的な業務を円滑に処理するため、常設委員会として、大学評価委員会、教

育企画委員会、学務委員会、入学試験委員会を置く。 

 

（４）教学マネジメント 
本学部で養成する人材像を踏まえた、体系的な教育課程の編成、組織的な教育の実施、

厳格な成績評価等、教学マネジメント体制を実現するため、本学部に教育企画委員会副委

員長、各学科の教員（コースごとに各１人）、その他委員会が必要と認めた教員で構成さ

れる学務委員会を組織する。 

また、融合基礎工学科で新たに実施する高専連携教育プログラムについては、プログラ

ムで提供される教育内容や質保証に関して継続的な検証及び改善を行う必要があること

から、工学部教員と高専専攻科教員から構成される「連携教育プログラム教務委員会」（仮

称）を組織する。 

 

（５）人事給与システム 
九州大学では、魅力ある年俸制給与体系とメリハリある業績評価体制の一体的構築に

より、組織の活性化及び多様な人材を確保することを目的に、平成 26 年 10 月１日から

教員の年俸制を導入している。今後も年俸制の導入促進に取り組むとともに、本学独自の

取組である「大学改革活性化制度」を活用した多様な人事を促進し、教員の流動性の向上

と教育研究の活性化を図っている。 

 

 

１１．自己点検・評価 
（１）全学の自己点検・評価 

全学的な自己点検・評価について、九州大学学則第２条において、「教育研究水準の向

上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育研究活動等の状

況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する」こと、及び「自己点検・評価

及び第三者評価等多様な評価の結果を本学の目標・計画に反映させ、不断の改革に努める」

ことを定め、学則第 33 条で大学評価に関する重要事項を審議する組織として、大学評価

委員会を置くことを定めている。 

大学評価委員会は、①本学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の評価、

②国立大学法人評価、③認証評価、④教員の教育・研究等活動の評価、⑤各部局の評価活

動の総括、⑥大学評価に係る報告書の作成及び公表、⑦教員活動進捗・報告システム（Q-

RADeRS）の運用等に関することを任務とし、総長を委員長とし、理事、副学長、各部局

の長、事務局長で構成している。 
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全教員を対象とする教員活動評価も実施しており、教員活動評価では、①教員自身の教

育研究活動の把握と改善向上と、②部局の将来構想における諸施策への活用を目的に、全

学での基本的枠組みを設定し、部局の特性に配慮した実施体制や実施方法を定め、部局ご

とに実施している。 

また、教育・研究活動の継続的な改善を行っていくためには、改善に役立つための評価

活動の質の向上を進めると同時に、効率的・効果的な評価体制の構築も必要であるため、

九州大学では、多様かつ大量の必要データを処理・管理する情報処理システムの開発・運

用を行っている。①大学経営や将来計画に関する基礎資料を収集、②自己点検・評価及び

第三者評価への基礎資料、③教員が教員活動評価のために毎年度提出する報告書への活

用、④国際交流や社会貢献推進のための情報公開への活用、⑤学内外からの教育研究活動

に関する調査への対応の５つを目的に掲げ運用している「大学評価情報システム」をはじ

め、中期目標・計画の達成を念頭に置きながら、年度計画の自己点検・評価や根拠資料の

収集・保管、さらには次年度計画の立案までの一連の業務をサポートする「中期目標・中

期計画進捗管理システム」等を運用し、全学的な評価活動の質の向上と、効率的・効果的

な評価体制の構築を図っている。 

さらに、平成 28 年４月には、学内の様々なデータを一元的に収集、管理し、組織とし

ての管理・運営機能の強化を図ることを目的に、これまで本学における点検・評価活動に

対する支援や、学内外への情報の提供等の業務を担っていた大学評価情報室を、インステ

ィテューショナル･リサーチ（IR）室として発展的に改組し、現状把握や改善事項への対

応を迅速に行える体制の強化を図っている。 

九州大学では、国立大学法人評価、大学機関別認証評価等の評価において、上記の組織

体制のもと点検・評価を行うとともに、評価結果の分析を行い、課題や改善点を整理した

上で学内に対応を促す等、評価を適切に改善につなげる取組を推進している。 

 

（２）工学部の自己点検・評価 
工学部では、中期目標期間における全学的な方針である「自己点検・評価体制に関する

基本方針」と、「年度計画の自己点検・評価に係る実施要領」に基づく本学部内の自己点

検・評価を行う組織として、常設委員会として大学評価委員会を設置している。 

当該委員会を中心に、大学の中期目標・中期計画を踏まえた上で、 教育面においても

研究面においても、グローバル化の推進に関する目標計画を多く立てており、世界的な教

育研究拠点となるために、教育の国際化、工学系人材育成、学際・異分野融合の推進に向

けた取り組みを含んだ中期目標・中期計画を策定するとともに、学生の受入れに関する事

項、教育内容及び方法に関する事項、学修成果に関する事項について、点検・評価を行っ

ている。 

 

 

１２．情報の公開 
（１）大学としての情報の公開 
  九州大学では、インターネット上に大学のホームページを開設し、大学としての基本方
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針である「教育憲章」や「学術憲章」をはじめ、中期目標・中期計画等、大学の取組に関

する様々な情報を発信するとともに、カリキュラム、カリキュラムマップ、シラバス、授

業科目のナンバリング、定員、学生数、教員数や学内規則等、大学の基本情報を公開して

いる。具体的な公表項目の内容と公開しているホームページのアドレスは次のとおりで

ある。 

 

 ①大学の教育研究上の目的に関すること 

 ②教育研究上の基本組織に関すること 

 ③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

 ④入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は

修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関する

こと 

 ⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

  ⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

  ⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

 ⑧授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

 ⑨大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

 

 上記①～⑨ http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/education 

 

 ⑩その他 

   a. 中期目標・中期計画、自己点検・評価報告書、認証評価の結果等 

     https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/university-evaluation 

   b. 学内規則 

     http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/information/rule/rulebook/ 

c. 学部・学府等の設置関係の書類 

     http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/establish 

 

 

１３．教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
（１）全学的な取組 

九州大学では、教育データに基づく教育改革の PDCA サイクルを確立させ、各学部等

との連携により、全学的な教育改革を推進し、教育の国際的な通用性を高めることを目的

とする全学組織として「教育改革推進本部」を設置している。同本部では、全学的な FD

活動を実施するとともに、各部局と連携して、各部局の FD 活動の支援を恒常的に行って

いる。 

全学的な FD 活動では、全学的な教育課題等に関する内容を中心に、部局の FD 活動で

は、部局ごとの特性に応じた教育課題を取り上げて実施しており、FD を企画する際には、
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教職員を対象としたアンケートや、学生を対象とした授業評価アンケートの結果を活用

している。 

全学的な FD 活動として、新採用となった教員等を対象に本学の将来の展望等につい

て理解を深め、教育者・研究者としての資質と大学の構成員としての自覚を高める初任教

員研修をはじめ、学習支援システム講習会、メンタルヘルス講習会、電子教材開発・著作

権講習会、バリアフリー講習会等、教育活動の全般にわたる FD 活動を実施している。こ

れらの活動を通じて全学的な教育課題等に関する啓発や、課題の共有が図られ、カリキュ

ラム、シラバス、教育手法、成績評価方法等の改善につながっている。 

また、FD 活動以外にも、全学的な職務関連研修を実施するほか、大学職員に必要な知

識・技能を習得させ、必要な能力及び資質を向上させるために、以下の取組を実施してい

る。 

・ コンプライアンスを確保するため、本学の体制・取組、非違行為の概要等を学び、

コンプライアンスの重要性の認識と理解を深める「職員コンプライアンス研修」 

・ 研究費不正を防止するための「研究費の運営・管理に係るコンプライアンス教

育」（e-ラーニング） 

・ 近年の不正競争防止法の諸改正等を受け、秘密情報の漏えい等を事前に防止し、

適正な秘密管理を図る「大学における営業秘密管理 e-ラーニング研修」 

・ 国の方針や大学への要請等について理解を深め、職員個人の資質向上はもとよ

り、組織として業務を円滑に遂行するための職員間における連帯意識の醸成を

図る「学務事務研修」 

・ ビジネスライティングの基本的なルールと相手や状況に合わせた表現方法を学

修し、留学生及び外国人研究者への対応能力及び海外の大学等とのＥメールや

文書による調整能力を涵養する「職員英語ビジネスライティング研修」等 

 

（２）工学部の取組 
工学部では、全学的な FD 活動を踏まえ、学務委員会が学部内の FD に関する企画・実

施を担当している。 

学務委員会は、年度毎にテーマを定め教育関連の FD 企画を立案している。近年は、

「留学生の教育指導」、「e-learning システムや e ポートフォリオシステムの活用」、「成績

不振学生への指導」、「英語による革新的な授業方法」、「ハラスメント防止」、「アンガーマ

ネジメント」をテーマとして FD を実施しており、改組後も引き続き教育の質の向上及び

学生支援の充実に資する企画を実施する。 

 

 

１４．社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 
九州大学では、学生が「学び」を主体とした学生生活を送るための修学・生活支援、進

路・就職支援を全学的な立場から統括・支援する組織として学務部にキャリア・奨学支援

課を設置し、修学支援、進路・就職支援、正課外活動支援、経済支援を柱とした取組を実

施し、教育と支援のシームレスな関係構築に取組んでいる。 
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具体的な就職支援企画としては、主体的に進路を選択する能力の育成や、就業意識の形

成を目的に、学部の低年次から「キャリアガイダンス」と、「業界・企業研究セミナー」

を実施しているほか、３年次には「就活キックオフ＆インターンシップガイダンス」、「イ

ンターンシップ企業合同セミナー」、「インターンシップ事前講習」、「インターンシップ対

策講座」、「ビジネスマナー講座」、「内定者との座談会」等に加え、自己分析・自己 PR 講

座、業界研究・志望動機講座、SPI 対策講座、面接マナー講座、集団面接対策講座、個別

面接対策講座、グループディスカッション講座等の就職支援に関する講座で構成する「就

活対策講座（ES・面接対策）」を実施している。最終学年では、面接対策セミナーのほか、

学内合同企業説明会（就職フェア）や、学内個別企業説明会等を実施している。 

日本での就職を希望する外国人留学生に対しては、就職支援企画として「外国人留学生

のための就職活動講座（全 10 回）」や、外国人留学生向けの「ビジネス日本語講座」、「ビ

ジネスマナー講座」、「ビジネスコミュニケーション講座」、「内定者セミナー」、「企業研究

セミナー」の他、「留学生のための JOB FAIR」等を実施している。 

さらに、キャリア・奨学支援課とキャンパスライフ健康支援センターとが合同で、障害

のある学生向けの支援企画「就活サキドリ講座」、「インターンシップ」及び「キャリアガ

イダンス」を実施している。 

また、就職後、あるいは大学院進学後に求められる実践的な英語能力を在学中に身に付

けさせることを目的に、６週間の TOEIC 対策プログラムを実施している。 

 

具体的な就職支援制度としては、就職情報室を３か所に設置し、就職支援に関するイベ

ントの情報提供をはじめ、就職活動に役立つ書籍の配架や、求人情報の提供な等を行うほ

か、各キャンパスに就職相談室を設け、進路・就職アドバイザー６名を配置し、学生の就

職に関する相談に対応している。また、学生は就職活動中に、九州大学東京オフィス・大

阪オフィス・博多オフィスのパソコンやネット回線、ラウンジを利用することが可能であ

る。 

 

その他の取組として、就職活動を行う学生を対象とする「就活手帳」や、「九大生の就

活体験記」の作成・配布、志望業界・企業の OB・OG 訪問支援、求人情報 Web システム

での会社概要や求人情報の公開、九州大学の進路・就職コーディネーターが企業を訪問し、

採用に関する情報をまとめた企業訪問情報シートの公開を行っている。 

 

これらの就職支援に関する企画等は、九州大学の Web サイトや九州大学学生支援サイ

トにまとめて掲載し、学生が必要な情報に容易にアクセスできるようにしている。 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

① 入学定員設定の考え方及び定員充足の見込み 

九州大学工学部の入学定員は 778 名とする。今回の改組では、従来の入学定員を維持し

ながら本学部を構成する学科を再編する。 

これまで本学部には６学科を置き、電気情報工学科及び建築学科を除く４学科（物質科学

工学科、地球環境工学科、エネルギー科学科、機械航空工学科）は、大括り学科としてコー

ス制を導入し各専門分野の教育を行ってきた。 

学部から大学院修士課程までの連続性に配慮した学士・修士６年一貫型教育を実現する

ため、現行のコースを学科として再編し、12 学科体制とする（図 1-1 参照）。 

改組後の入学定員については、電気情報工学科及び建築学科は現在の入学定員を維持し、

それ以外の新学科についてはこれまでの教育実績も考慮し、現在の大括り学科の入学定員

の範囲内で設定する。 

 

 

図 1-1 改組前後における学科編成及び学科ごとの入学定員 

 

これまでの過去５ヵ年の本学部全体の志願倍率は、いずれの年度も３倍を超えており、ま

た、学科毎の５年間の平均志願倍率も 2.7 倍を超えている（表 1-1）。今回の改組は、従来の

入学定員を維持した上で、現在の専門分野に応じたコースを新たに学科として明示し、従来

のコース毎の受け入れ人数（入学者選抜時から提示）に応じて新たな学科の定員として移行

させるものであり、さらに、近年の環境問題等の人類社会が直面する諸課題を打開する工学

系人材への社会からの期待の大きさを考慮に入れても、当面これまでの志願者数の傾向が

続くことが予想されることから、中長期的に見ても学生確保は十分に見込める。 
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表 1-1 平成 27 年 4 月入学～平成 31 年 4 月入学における志願者数・入学者数の実績 

 

 

 

② 高専との連携教育プログラムのための３年次編入学定員設定の考え方及び定員充足の

見込み 

新たに設置する融合基礎工学科では、九州沖縄地区の９つの高等専門学校（以下、「９高

専」という。）との間で令和５年４月から新たに連携教育プログラムを実施することを計画

しており、それに必要な学生定員として 20 名の編入学定員を設定する。 

この編入学定員の設定にあたっては、９高専の校長及び教務担当教員との間で断続的な

協議を行った。新たな編入学定員設定は、以下の九州沖縄地区の高専における本科卒業生の

進学状況を背景としたものである。 

・９高専の本科の入学定員総数は 1,680 名であり、毎年約 500 名～600 名が大学編入学

又は高専専攻科進学により、さらなる学びを深めている。 

・大学編入学に関しては、九州沖縄地区の国公立大学理工系学部では、九州大学と北九州

市立大学を除いた大学で編入学定員が設定されており、その総数は 180 名である。 

・高専専攻科進学に関して、９高専の専攻科の入学定員の総数は 215 名である。 

つまり、毎年 500 名以上の大学編入学・専攻科進学希望者がいるのに対し、九州沖縄地区

の大学・高専には 400 名程度しか受入定員がないため、地域において本科卒業生の教育ニ

ーズを十分に満たしているとは言えない。 

本学部においては、編入学定員を設定していないが、毎年若干名の高専本科卒業生を、学

力試験を課した上で受け入れている。ここ数年では、全国の高専から 90 名を超える編入学

希望（うち９高専が約半数）があるが、うち編入学者は 20 名程度という狭き門となってい

る。本教育プログラムでは、９高専と連携し本学部において教育を行うこととなるため、本

学部での教育を安定的かつ十分に実施するためは、本学の学生としての学籍が必要であり、

かつ前述の地域における高専本科卒業生の教育ニーズに応えるために、新たに編入定員を

設定しプログラムを実施する。 

また、本プログラムの学生には、大学と高専双方の教育上の特色を生かして本学部の教員

人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率

電気情報工学科 157 538 3.4 倍 163 103.8% 527 3.4 倍 162 103.2% 592 3.8 倍 152 96.8%

物質科学工学科 167 469 2.8 倍 176 105.4% 548 3.3 倍 169 101.2% 500 3.0 倍 165 98.8%

エネルギー科学科 98 304 3.1 倍 101 103.1% 241 2.5 倍 104 106.1% 343 3.5 倍 97 99.0%

機械航空工学科 168 687 4.1 倍 171 101.8% 699 4.2 倍 170 101.2% 641 3.8 倍 165 98.2%

地球環境工学科 149 473 3.2 倍 148 99.3% 445 3.0 倍 154 103.4% 325 2.2 倍 149 100.0%

建築学科 59 181 3.1 倍 63 106.8% 193 3.3 倍 62 105.1% 207 3.5 倍 56 94.9%

合　計 798 2,652 3.3 倍 822 103.0% 2,653 3.3 倍 821 102.9% 2,608 3.3 倍 784 98.2%

人数 人数 定員充足率 人数 人数 定員充足率

電気情報工学科 153 574 3.8 倍 144 94.1% 585 3.8 倍 150 98.0%

物質科学工学科 163 383 2.3 倍 157 96.3% 362 2.2 倍 158 96.9%

エネルギー科学科 95 192 2.0 倍 93 97.9% 300 3.2 倍 97 102.1%

機械航空工学科 164 606 3.7 倍 161 98.2% 574 3.5 倍 160 97.6%

地球環境工学科 145 406 2.8 倍 141 97.2% 346 2.4 倍 149 102.8%

建築学科 58 198 3.4 倍 58 100.0% 196 3.4 倍 60 103.4%

合　計 778 2,359 3.0 倍 754 96.9% 2,363 3.0 倍 774 99.5%

志願倍率 志願倍率

平成30年4月 平成31年4月

志願者 入学者 志願者 入学者学科名

志願者 入学者

志願倍率 志願倍率 志願倍率

学科名
入学
定員

平成27年4月 平成28年4月 平成29年4月

志願者 入学者 志願者 入学者

入学
定員
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と９高専の教員が相互に緊密に連携した体制による指導を行うこと、また、本プログラム

が、高専専攻科と本学部での学びを通じて、物質・材料工学または機械・電気電子工学分野

に関する学際領域のより広範な専門知識・技能を身に付けた高度な技術者・研究者の育成を

目指すものであり、高専専攻科の学生のうちでも特に学修意欲が高く優秀な学生を対象と

していることから、編入学定員を 20 名（９高専の専攻科入学定員 215 名の 10％程度）と

することが妥当である。 

なお、この特に優秀なトップ 10％程度の学生を本プログラムに参加させることにより専

門性と学際性に秀でた新たなタイプの人材を育成することは、資料１のとおり９高専側か

らの強い意向を受けたものであり、高専側でも９高専全てにおいて２名以上のプログラム

参加希望者がいることを見込んでいることから、編入学試験の実施に際しては、高専側から

定員を満たすに十分な推薦を受け選抜を実施することで定員を充足させることは可能であ

ると考える。 

 

改組後の各学科における入学定員を表 1-2 に示す。 

表 1-2 各学科の入学定員 

学科 入学定員 編入学定員 
電気情報工学科 153 － 
材料工学科 53 － 
応用化学科 72 － 
化学工学科 38 － 
融合基礎工学科 57 20 
機械工学科 135 － 
航空宇宙工学科 29 － 
量子物理工学科 38 － 
船舶海洋工学科 34 － 
地球資源システム工学科 34 － 
土木工学科 77 － 
建築学科 58 － 

合計 778 20 

 

 

③ 総合型選抜の導入及びレイトスペシャライゼーションに対応したⅥ群の入学定員設定

の考え方及び定員充足の見込み 

本学部では、今回の組織再編に合わせ、より多様な学生を受け入れることを目的として、

従来の一般選抜の枠組みを維持しながら、次の２種類の入試改革を行う。 

 １）学力に加え、志望動機や学習の目標、学習以外の活動状況なども総合的に判断して選

抜を行う総合型選抜（従来の AO 入試）を、航空宇宙工学科を除く全学科で導入する

（募集人員は入学定員の約 5%）。 

２）一般選抜（募集人員は入学定員の約 95%）において、学科単位ではなく、５つの学科

群単位で入学志願を受け付けるとともに、専攻する学科を入学後に決定できるレイ

トスペシャライゼーションに対応した入試区分（Ⅵ群）を設ける（一般選抜の約 20%）。
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（表 1-3、図 1-2、図 1-3 参照） 

表 1-3 学科群の構成 

学科群 学科 

Ⅰ群 電気情報工学科 

Ⅱ群 
材料工学科・応用化学科・化学工学科・ 

融合基礎工学科（物質材料コース） 

Ⅲ群 
融合基礎工学科（機械電気コース）・機械工学科・ 

航空宇宙工学科・量子物理工学科 

Ⅳ群 船舶海洋工学科・地球資源システム工学科・土木工学科 

Ⅴ群 建築学科 

      ※上記に加え、１年次に学科群が未定の群をⅥ群とする。 

 

 

 
図 1-2 入学者選抜の概要 
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図 1-3 選抜区分ごとの募集人員 

 

 

新たに導入する総合型選抜に関しては、47 名の小規模（全入学定員の約５％）であるこ

とに加え、前述①で述べたこれまでの志願者の実績から考えても、十分な入学希望者が確保

できると考える。 

専攻する学科を入学後に決定できるレイトスペシャライゼーションに対応するⅥ群につ

いては、本学部が定期的に開催している高校教員との意見交換会などを通じて、「工学分野

は理学分野などと比べて高校生に馴染みが薄く、工学部進学を希望するものの志望学科を

決めきれない生徒が一定数存在する」といった意見が寄せられ、レイトスペシャライゼーシ

ョンの導入が期待されていたことを受けて、１年次のクラス編成と時間割などのカリキュ

ラム編成、受験生の志願の動向に及ぼす影響など多様な観点から検討し、募集人員を一般選

抜の２割に当たる 147 名とした。この学科群の導入と規模については、本学工学部への入

学者数の実績が上位の高校 31 校へアンケートを行った結果（回答率 61％）、導入について

は 84.2％が賛成、募集人員を２割とすることについては 73.6％が賛成意見であった。こう

した高校教育の現場の期待と規模に関する意見を総合すると、Ⅵ群の導入のメリットとそ

の入学定員 147 名に対する入学希望者の確保は十分に見込めるものと判断する。（アンケー

ト調査の詳細はイ②を参照。） 
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 以上の学科群及び学科、入試区分毎の募集人員を表 1-4 に示す。 

 

表 1-4 入試区分毎の募集人員 

学

科

群 
学科 

一般選抜 

総合型 
選抜 

帰国 
子女 
入試 
（内数） 

私費 
外国人 
留学生 
入試 
（内数） 

国際 
コース 
入試 
(内数 ) 

合計 前期 
日程 

内訳 
後期 
日程 

内訳 

Ⅰ 電気情報工学科 98 - 17 - 8 若干名 若干名 若干名 123 

Ⅱ 

材料工学科 

123 

34 

21 

6 3 若干名 若干名 - 43 

応用化学科 46 8 4 若干名 若干名 若干名 58 

化学工学科 25 4 2 若干名 若干名 - 31 

融合基礎工学科 
18 3 2 若干名 若干名 

- 46 

Ⅲ 146 

18 

25 

3 2 若干名 若干名 

機械工学科 86 15 7 若干名 若干名 若干名 108 

航空宇宙工学科 18 3 0 若干名 若干名 若干名 21 

量子物理工学科 24 4 2 若干名 若干名 - 30 

Ⅳ 

船舶海洋工学科 

92 

21 

16 

3 5 若干名 若干名 - 29 

地球資源システム工学科 22 4 2 若干名 若干名 - 28 

土木工学科 49 9 4 若干名 若干名 若干名 62 

Ⅴ 建築学科 46 - 0 - 6 若干名 若干名 - 52 

Ⅵ - 124 - 23 - - - - - 147 

合計 629 - 102 - 47 若干名 若干名 若干名 778 

※上記のほか、融合基礎工学科では定員を 20 名とする編入学試験を新たに実施する。 

 （令和 5 年 4 月編入入学者から実施） 

 

 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 前述①で述べたとおり、今回の学科編成及び定員設定の考え方を基にした過去５ヵ年の

志願倍率の状況から、新たに導入する総合選抜を含め、改組後の学部及び各学科の入学定員

の充足は十分に見込める。 

 以下では、特に高専連携教育プログラムの実施に当たり設定する９高専からの編入学定

員 20 名の充足、及び一般選抜における入試区分Ⅵ群の入学定員 147 名の充足の根拠となる

客観的なデータの概要等を示す。 

 

① 高専との連携教育プログラム 

 本プログラムを開始するにあたり、本学部の教員と９高専の教員とが継続的に時間をか

けて綿密な協議を重ね、カリキュラム構成や編入学試験の実施方法等を検討してきた。そし

て、本プログラム編入学選抜の出願資格は「９高専の専攻科が実施する所定の選抜試験に合

格し、同専攻科への入学を確約した者のうち、連携高等専門学校長の推薦を受けた者」とす
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ることに合意した。 

また、本プログラムでは、本学が有する産学連携の実績及び最先端研究力と高専が有する

優れた技術教育基盤を融合させることで、実践的な技術力と高い専門力を兼ね備えた尖っ

た工学系人材を輩出することを目指している。このため、９高専からは特に修学意欲が高く

成績上位の優秀な学生２名以上を各高専から本プログラムに推薦したいという強い意向を

有していることを確認した。 

本プログラムは、本学部と高専とが密接に連携しながら実施していくため、編入学定員

（20 名）を十分に確保することができる。 

 

② 一般選抜における入試区分Ⅵ群 

本学部では、高校から工学部への円滑な接続の実現を目指し、高校教員との定例的な意見

交換会を 10 年以上にわたり開催してきた。様々な情報交換を行う中で高校側から「工学部

出身の教員がいない高校がほとんどであり、工学という学問分野や、工学部を卒業した後の

キャリアについて高校生に適切に指導できる教員がいない」、「高校生にとっても工学分野

は他の分野に比べて馴染みが薄く、工学部進学にあたって志望学科を迷う高校生が一定数

存在する」などの声が寄せられていた。このような背景のもと、専攻する学科を入学後に決

定するレイトスペシャライゼーションの導入が期待される中、志望学科が明確な高校生に

も配慮するため、学科群（Ⅰ～Ⅴ群）ごとの入学者選抜と学科群未定群（Ⅵ群）での入学者

選抜を併用することとした。先の意見交換会において、工学部への進学志望は明確であるが

志望学科までを絞りきれていない高校生が数名に１名程度はいるとのことであったため、

１年次のクラス編成と時間割などのカリキュラム編成および受験生の志願の動向に及ぼす

影響など多様な観点から総合的に判断してⅥ群の募集人員を一般選抜の 2 割（147 名）とし

た。この学科群未定群の導入と規模について、本学工学部への入学者数の実績が上位の高校

（31 校）へ図 1-4 によるアンケート調査を行った。 

 
 

回答用紙 
 
                                    高等学校 
 
１．学科未定群としての入学者選抜の導入に賛成いただけますか。 
   賛成 ・ 反対 
 
２．学科未定群としての入学者を、募集定員の約 20%にすることが妥当と思われますか。 
   妥当 ・ 妥当でない 
 
３．妥当と回答いただいた場合、その理由をお答えください。 
 
４．妥当でないと回答いただいた場合、どの程度の割合が妥当とお考えでしょうか。その理由

とあわせてお教えください。 
 
５．その他、九州大学工学部の入学者選抜について、ご意見があればお知らせください。 
 

ご協力ありがとうございました。 
 

図 1-4 新たな募集区分（学科群未定群）の導入に関するアンケート 
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【質問１】学科未定群としての入学者選抜の導入について 

 

 主なコメント 

賛成 

・学科を受験時点で十分に決めている生徒ばかりではなく、明確な進路先（目標）を持っ

ていない者がいる。 
・HP や大学の資料で学科について研究して入学しても、入ってみると自分の思っていた

ことと違っていたという生徒もいる。 

反対 
・九州大学を志望する高い学力を有した学生のレベルで専門を絞り切れていない学生を

想定するのであれば、芸術工や経済工も含めての学科未定枠になることが望ましい。 

 

【質問２】学科未定群の募集人員を 20％とすることについて 

 

 主なコメント 

妥当 

・目標を持って入学する生徒の方が多数だと考えるので、一部の生徒に配慮する形が良

い。少なすぎると逆に敬遠されるので、20%は妥当。 

・5 人に 1 人程度の割合で、生徒が学科のイメージをつかめていない。 

・20%程度からはじめて将来的に拡大するのが良い。 

妥当で

ない 

・現状維持（0%）が良い。 

・最大限 15％程度で良い。 

・導入するなら大規模（50%以上）が良い。 

 

 

図 1-5 新たな募集区分（学科群未定群）の導入に関するアンケート結果 

＜回答率：61%＞ 

 

 

 アンケートの結果では、導入については 84.2％が賛成、募集人員を２割とすることにつ

いては 73.6％が賛成の意見となっている。  

84.2%

10.5%
5.3%

賛成

反対

どちらとも言えない

73.6%

21.1%

5.3%

妥当

妥当でない

どちらとも言えない
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ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は 817,800 円（入学料 282,000 円、授業料年額 535,800 円）であり、

「国立大学等の授業料その他費用に関する省令」第二条に定める標準額と同額に設定して

いる。（高専との連携教育プログラムに参加する学生の学生納付金については、高専と調整

中であり、令和３年度までに決定予定） 

 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

 本学部では、入学者の確保に向け、高校生や高校教員を対象とした様々な取組を行ってい

る。 

① オープンキャンパス 

 本学では、毎年 8 月に高校生向けのオープンキャンパスを開催している。本学部でも学

科ごとに趣向を凝らしたイベントを行っており、学科で行う教育・研究の紹介のみならず、

実験体験や研究室の案内、在学生との懇談などを行い、本学部に入学した後のキャンパスラ

イフを具体的にイメージしてもらえるよう工夫している。 

 また、オープンキャンパスにあわせて、高校教員と本学部教員による意見交換会を開催し

ており、高校生を本学部に誘導するために何をなすべきか等について議論してきた。なお、

今回の改組に伴い入学時に学科群を決定しない新たな入学者選抜の枠組み（Ⅵ群）を設ける

が、これは意見交換会において高校側から要請された事項でもある。 

 

② 出前講義／ホームカミング講義 

 本学部への志願実績がある高等学校を中心に、毎年、全国の高校（104 校）へ出前講義及

びホームカミング講義の案内を送付しており、本学部が提供する教育を高校生が直接体験

する機会を提供している。 

 出前講義は本学部の教員を高校に派遣し模擬講義を行うもので、毎年約 40 校に派遣して

いる。ホームカミング講義は本学部に在籍する学生を母校に派遣し本学部での学び等につ

いて講義を行うもので、毎年約 15 校に派遣している。 

 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

九州大学工学部・大学院工学系学府は、日本の発展を牽引してきた「ものづくり」の中核

を担う、専門性・学際性・国際性・先導性を合わせ持つ人材の育成を目指してきた。学部教

育では、専門性の基盤となる基礎教育に注力するとともに、大括り学科の共通授業科目を開

設することで、異なる専門分野を学ぶコース間の垣根を低くすることに努めてきた。また、

学士課程国際コースを設置して留学生を積極的に受け入れながら、本学海外拠点をベース

に日本人学生の海外派遣・研修事業も継続的に展開してきた。大学院教育では、専門分野の

最先端技術を開発する人材の育成を目指す学府（工学府、システム情報科学府）を堅持する

一方で、地球規模の環境・エネルギー問題の解決に向けた学際的研究教育を行う学府（総合

理工学府）も設置することで、専門性と学際性の両方を極めることに挑んできた。さらに、



10 

 

学部・大学院教育を通して、丁寧かつ厳格な研究指導を重視することで、日本の基幹大学の

卒業生に期待される、自ら課題を発見して仮説を構築・検証する構想力、自らの力で新しい

領域を切り開くチャレンジ精神、社会に対する責任感、先導力（リーダーシップ）を育むこ

とにも注力してきた。こうした教育努力の成果は、本学に対する企業関係者の高い評価によ

って挙証されている（日経 HR、2019 年）。 

しかし、近年の人類社会が直面する諸課題の深刻さ、それを打開する工学系人材への社会

からの期待の大きさに鑑み、本学の工学教育も、専門性・学際性・国際性・先導性をより先

鋭かつ体系的に追求する方向で改革に取り組むことが急務と言える。一つの技術にも様々

な専門分野の考え方や技術を要するため専門分野の枠の拡大が求められる一方、より高度

な専門的知識の獲得も必要である。こうした認識から、2021 年 4 月に学部・学科及び学府・

専攻の再編を断行し、学部から大学院修士課程まで、連続性に配慮した学士・修士６年一貫

型教育を実現する。専攻・学科の再編によって実現されるシームレスな６年一貫型教育課程

を通して、専門性・学際性・国際性・先導性をより先鋭的かつ体系的に追求し、「工学のプ

ロフェッショナルとして人類社会の課題解決に貢献できる」人材を養成する。工学のプロフ

ェッショナルには、社会における工学の価値について理解し、異分野の他者と協働しながら、

工学分野共通の知識・能力・ものの考え方、及び専攻する専門分野の知識・能力・ものの考

え方を基礎に、自ら考え行動し、新しい価値を創造していくことが求められている。 

 

（２）社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえた客観的な根拠 

 工学は、体系化された専門分野（機械工学、電気電子工学、土木工学、材料工学、化学工

学、応用化学、資源工学、航空宇宙工学、船舶海洋工学、原子力工学、建築学などのディシ

プリン）を確固とした基盤としながら、総合科学として、工学諸分野はもとより、理学及び

人文社会科学の境界を越え、人類社会が直面する諸課題に向き合い、複合的な境界条件の下

での最適解を先見性をもって見出し、人類の暮らしをより豊かにすることに不断に挑んで

きた。 

しかし、地球温暖化をはじめとする地球規模の環境問題、エネルギー問題、食糧問題、少

子高齢化問題など、我々はこれまでに経験したことのない深刻な危機に直面している。また、

科学技術の急速な進展によって、既存の職種の多くがロボットや AI に取って代わられ、産

業構造が激変する予測困難な時代が到来しようとしている。これらの危機を直視し、科学技

術のさらなる進展を通して課題解決を目指していくためには、従来型の「帰納的プロセスに

基づく真理の探究」に重点を置く科学技術・知的生産の基本構造から脱却し、「構成的仮説

演繹プロセスに基づく価値の創造に対する研究・開発の推進」が不可欠とされている。そし

て、こうした人文社会科学・自然科学・技術の世界的なパラダイムシフトを我が国が早急か

つ円滑に達成するための重要な鍵の一つが、優れた工学系人材の育成である。 

 

本学での改組の検討開始とほぼ同時期に、文部科学省では「大学における工学系教育の在

り方に関する検討委員会」を設置し、工学教育の在り方について議論を進め、次の審議結果

を公表している。本学工学部・工学系学府の改組構想は、そこで審議された重要項目につい

て示された考え方と概ね一致している（表 2-1）。 

・工学系教育の在り方に関する検討委員会「大学における工学系教育の在り方について
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（中間まとめ）」（2017 年６月） 

・工学系教育改革制度設計等に関する懇談会「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会

取りまとめ」（2018 年３月） 

 

また、中央教育審議会における高等教育に関する審議について、次の審議結果として公表

されている事項の趣旨を踏まえて検討したものでもある。 

・中央教育審議会『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（2018 年 11

月） 

・中央教育審議会大学分科会『2040 年を見据えた大学院教育の在るべき姿～社会を扇動

する人材の育成に向けた体質改善の方策～（審議まとめ）』（2019 年１月） 

・中央教育審議会大学分科会教学マネジメント特別委員会『教学マネジメント指針（案）』

（2019 年 11 月）（大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017 年） 

 

 さらに、高専との連携教育プログラムは、未来投資戦略 2018（平成 30 年 6 月 15 日閣議

決定）を踏まえて策定された「高等専門学校の専攻科及び大学における連携教育プログラム

に関する実施方針」（平成 30 年 12 月 14 日文部科学書高等教育局専門教育課）に基づき、

本学部と九州沖縄地区の９高専とが連携しながら設計したものである。本プログラムに対

しては九州各県の地域産業界からも強い期待が寄せられており、本プログラムで育成され

た「高度な工学的専門性に加え情報科学を活用できる実践的創造的な技術力を有した工学

系人材」が、地域産業の発展に貢献し地域活性化に寄与することが切に望まれている（資料

２）。 
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表 2-1 「大学における工学系教育改革の在り方について（中間まとめ）」 

に対する九州大学工学部・工学系学府の対応 

大学における工学

計教育の在り方に

ついて（中間まとめ） 

～具体的施策～ 

施策に対する認識 現状分析 課題 対応方針 

① 学科ごとの縦割

り構造の抜本的見

直し 

時代とともに変わる教育

ニーズに柔軟に対応でき

るシステムづくりが目的。 

最終とりまとめ（2018 年 3

月）において、学科・専攻

定員設定の柔軟化と学

位プログラムの積極的導

入と記載。 

 

 

工学では、各分野の基礎知

識のみならず、専門分野の

礎となる物事の捉え方、考

え方を身に付けることが学

部レベルでは最も重要であ

る。長年、企業が工学系の

採用を専門分野ごとに行っ

ており、今後も変更される予

定がない点からも重要であ

ると言える。 

  学生が自身の専門分野の基礎

を築きアイデンティティを確立す

るとともに、社会からも可視化で

きるような学科構成を基本とする

一方、専門分野に加えて、学際

的な要素を導入した学科も設置

する。また、レイトスペシャライゼ

ーションの導入、学科群制の導

入、全学科共通必修科目の導入

などを行い、学生の視野をできる

だけ拡げるシステムを構築する。 

② 学士・修士の６

年一貫制など教育

年限の柔軟化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

本学をはじめ我が国の基幹

大学工学部卒業生の約

85%が大学院修士課程に進

学しており、企業から本学

への技術系人材の求人も

大学院生が大部分である。 

既に 6 年間の工学教育が

一般的になっていることを考

慮すると、工学教育を最初

から 6 年間で設計した方

が、今後、さらに必要となっ

てくる多様な知識と能力を

身につけた人材の育成が行

いやすい。 

6 年間の工学教育を実現するた

め、現在の学科・専攻の構成や

カリキュラムの見直しを行う。な

お、学部卒業後に企業へ就職す

る者、あるいは 5 年一貫の大学

院へ進学する者など、多様なキ

ャリアパスそれぞれの人材像を

考慮したカリキュラムとする。 

③ 主たる専門に加

えた副専門分野の

修得 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。自分と専門を異にす

る者との協働がますます

重要になってくる中で、

自分の狭い専門分野の

枠を超えて視野を拡げ、

他分野の者と意思の疎通

ができるようになることを

目的としたもの。 

工学部では、学科配属後の

専攻教育において、専門外

の科目を履修するカリキュラ

ムにはなっていない。大学

院においては、システム情

報科学府及び総合理工学

府の修士課程では専門外

科目の履修が求められてい

るが、工学府では求められ

ていない。 

自身の専門とは異なる分野

の物事の捉え方や考え方を

知ること、そして、自分の分

野との違いを感じることは極

めて重要である。ただし、限

られた時間の中で専門分野

の確立と分野外の学びの両

方を行うためには、分野外

の学びの割合と時期を慎重

に考えてカリキュラムを設計

する必要がある。 

学部教育では、専門分野を越え

て、工学系人材として必要な広

い知識をすべての工学部生が学

ぶとともに、専門分野に近い科

目も幅広く学ぶカリキュラムを導

入する。また、学部から大学院修

士課程の 6 年間のうちに専門外

の学びも必ず行うカリキュラムと

する。 

④ 工学基礎教育

の強化 

工学教育の考え方そのも

のに対して点検を促すも

の。 

学科ごとに必修科目を設定

しているので、工学部全体

の共通基礎教育を行ってい

るわけではない。 

専門分野だけに特化するの

ではなく、工学系人材に求

められる基礎的な知識や考

え方を学ぶ科目を精査し、

すべての学科で共通化する

必要がある。 

工学系エンジニアあるいは研究

者として備えておくべき知識や考

え方を学ぶ科目を、工学部共通

科目として全学科必修とするカリ

キュラムを構築する。 

⑤ 情報科学技術

の工学共通基礎教

育化と先端情報人

材教育強化 

ビッグデータ解析、IoT、

AI などの急速な進歩によ

って情報科学と様々な工

学分野の融合技術の創

出が重要となっているに

もかかわらず、我が国で

はそれを担う人材が質的

にも量的にも全く不足し

ているという産業界の大

きな危惧から発せられた

もの。 

工学部全体では、現在はプ

ログラミングを中心とした情

報教育のみを行っている。 

工学系のどの分野でも、将

来、データを活用した研究

開発ができるようになるた

め、最低限のデータサイエ

ンスの基礎教育を行うととも

に、実際の経験を積める環

境を整える必要がある。 

情報科学技術の基礎教育科目

をすべての学科で工学部必修

科目として導入するとともに、専

攻教育でも、各学科に特化した

データサイエンス科目を取り入れ

る。 

また、現在の学問分野の枠組み

の中で、従来よりデータを活用で

きる人材を育成するため融合基

礎工学科を新設する。 

さらに、電気情報工学科および

情報理工学専攻で AI、数理デ

ータサイエンス分野の専門家（エ

キスパート人材）の養成を強化す

る。 

⑥ 産学共同教育

体制の構築 

既に大学院リーディング

プログラムや卓越大学院

プログラムでも重視されて

いるとおり、大学・産業界

の人材交流、産学連携

協働プログラムの開発・

提供、教育的効果の高い

インターンシップ等の促

進の重要性を指摘したも

の。 

工学部および工学系学府

では、ものづくりの現場の情

報が極めて重要であるた

め、各学科、専攻で、従来

から多数の非常勤講師を企

業から招いてきた。また、リ

ーディング大学院では PBL

や少人数教育にも企業から

多くの教員の協力をいただ

いている。さらに、工学部で

も民間企業の協力のもと、

既に「実践データ分析入

門」を開講するなど産学共

同教育体制を築いてきた。 

  今後も企業との協力体制を維持

するとともに、段階的に協力を強

化していく。 
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